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開講開講開講開講のことばのことばのことばのことば    

足利工業大学  
学長 牛山 泉 

 
足利工業大学と NPO 法人足利まちづくりセンター「VAN- NOOGA」の共催による公開

講座「地域活性化社会システム論」の平成 24 年度の講演録が、ここにまとまりました。 
平成 21 年度の開講以来、延べ 20 回を数える本公開講座ですが、当初は、本学の教員を

含む研究者や行政の方々を講師にお願いして開講しましたが、次第に、地元足利市や栃木

県内でまちづくりに活躍されている方々から、地域での活動内容やご苦労を伺う機会を増

やし、今年度は、お隣群馬県からも講師をお招きして、地域のまちづくりの貴重なお話を

いただくことができました。 
 
第 1 回と第 2 回は、桐生市と伊勢崎市から市民目線のまちづくりに努力しておられる角

田さん、杉原さんに行政と連携した地域資源の保存・活用、ファッション等の様々な企画

と活動のご報告をいただきました。また、第 3 回は壬生町議としての重責を担う傍ら、栃

木市のまちづくりでご活躍する田村さんに地域の活性化と観光に関わる興味深い経験をご

披露いただきました。さらに、第 4 回は、太田市の吉田さんから NPO 法人としては驚異的

とも云える利用者を擁する活動内容をお聞きしました。最後は、国土交通省関東地方整備

局の渡瀬川河川事務所長の八木さんから、我々が日頃から接している渡瀬川の治水防災と

足利のまちづくりに関する貴重なご講演をいただきました。 
 
地域の活性化のためには、大学も従来の研究・教育の拠点としてだけでなく、地域の振

興を担うネットワークの拠点として機能してゆくことが期待されております。また、そう

した活動の一環として、内閣府地域活性化推進室の協力を得て、全国の大学で「地域活性

化社会システム論」が開講されているものと聞いております。 
少子高齢化の進むわが国は、地方都市ほど高齢化率が高く、過疎化の進む中、日常的な

地域活動の維持にも厳しいものがありますが、その中で地域の中心としてご活躍いただい

ている方々の貴重なお話は、産学の連携にフィードバックされ、栃木県内だけでなく、渡

瀬川流域諸都市の活性化にも大きく寄与するものと考えます。 
  
東日本大震災からの復興も徐々に軌道に乗り始めたとは云え，これからも長く険しい道

のりが待っていること思いますが，学生と市民が一緒になって勉強していくことこそ、震

災復興に止まらず，日本の未来に繋がる確かな途であると信じております。本講座も回を

追うごとに、より地域の課題に迫っているように感じております。今後も本講座を継続す

ると共に、この成果を具体的なまちづくりに生かしていくことを期待しております。 





開講開講開講開講によせてによせてによせてによせて    

特定非営利活動法人足利まちづくりセンターVAV-NOOGA 
会長 中川 三朗 

 
このたび、平成 24 年度「地域活性化社会システム論」の講演録を発刊する運びとなりま

した。足利工業大学の牛山 泉学長のお取り計らいで、内閣官房地域活性化総合事務局の

支援のもと足利工業大学と特定非営利活動法人足利まちづくりセンターVAN-NOOGAとの

共催で開催された公開講座の記録です。今年で４年目になりますが、これまで続けてこら

れたのも足利工業大学の簗瀬範彦教授のご尽力に負っています。 
これまで様々なテーマで講演を開催してきましたが、最近では、特に個々の都市での具

体的なまちづくり活動の事例について、活動の成果や抱える問題等について議論してきま

した。昨年度は鹿沼市、佐野市、足利市を取り上げ、今年、平成 24 年度は桐生市、伊勢崎

市、栃木市、太田市を対象としました。足利市を中心に周辺都市のまちづくり活動の実情

を知り、それを踏まえて地域活性化の方策を探ろうという意図によるものです。 
講演の内容については本書をお読みいただきたいと思いますが、それぞれの都市でのま

ちづくり活動、そして活動をしている方々の考え方、実践の仕方は千差万別であり、そこ

から共通項を見出すのは至難の業です。ただ、活動の中で違った立場の人、利害が対立し

ていると思われる人がいかに「つながれる要素」を見いだせるかということに腐心してい

るように思われます。 
現在、一昨年の東日本大震災からの復旧、復興が大きなテーマです。また、老朽化した

社会基盤施設の維持・修繕も求められています。昨年、京都大学の中山教授がノーベル医

学生理学賞を受賞されました。教授がつくられた iPS 細胞は再生医療への応用が期待され

ているそうです。その発想は、いま残されたままのもの、不必要であると思われているも

の、見捨てられているものの中に大事なものが息をひそめている、それを発掘して生かす、

再生するという発想につながり、地域の活性化を考える上で何らかの手がかりを与えてく

れるように思われます。この公開講座もいろいろな手がかりを求めてさらに続けていきた

いと思っています。 
最後に、今年講演をいただいた５名の講師の方々にお礼を申し上げます。 
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司会 

今日は、足工大と市民ネットワーク

Van-nooga 共催の「地域活性化社会システ

ム論公開講座」の今年の第 1 回目として、

桐生から角田先生に来ていただきましたの

で、ひとつ、よろしくお願いいたします。

開催にあたりまして、今日は中川会長が所

用があってということで、副会長にご挨拶

をお願いします。  
北川副会長 

本日は、お隣といいながら、お忙しいと

ころ、わが会の集まりに来ていただきまし

て、大変ありがとうございます。桐生市と

いえば、お隣なんですけども、県が違うと

いうこともありまして、あまり桐生の情報

というのを私たち知りませんので、ひとつ

私どもを活性化させるようなお話を、ぜひ

お伺いしたいと思います。以上、よろしく

お願いいたします。  
司会 

ありがとうございました。それじゃあ、

今日、角田先生をご紹介していただいた足

工大の簗瀬先生、一言。  
簗瀬氏  

角田さんとは 2 月に、渡良瀬川河川事務

所主催の防災の日のイベントでお会いしま

して。やっぱり、今、副会長がおっしゃっ

たように、「やっぱり、お隣との意見交換も

いるよね」という軽いのりでお願いしたと

ところ、快く引き受けていただきました。

本当にどうも、ありがとうございます。と

いうことで、よろしくお願いします。  

角田講師 

はい。お隣の桐生から参りました、角田

と申します。まずもって、私の知ってる司

会の塚越さんをはじめ、大先輩、諸先輩が

いるなかでお話しすることをお許しくださ

い。それから、今日、伴ってまいりました

仲間 2 名がいるんですけども、「NPO 活動

で重要な人間をお連れしてよろしいです

か？」って言ったところ、「どうぞどうぞ」

ということで。うちの、桐生市民活動推進

ネットワークの代表を今年度から務めてお

ります、近藤と申します。  
近藤氏 

よろしくお願いいたします。  
角田講師 

それと、JR 桐生駅のなかに、市民活動

推進センター「ゆい」、これを経営してるん

ですけども、そこのスタッフのなかでもピ

カイチのスタッフの豊田玲子です。  
豊田氏 

本日はよろしくお願いいたします。  
角田講師 

今日は 2 人とも勉強と、それからこのあ

と、皆さんと交流を考えて、ぜひ、いろい

ろ聞かせてもらえればいいなと思っており

ます。  
先ほど先生がおっしゃってましたけど、

2 月の国土交通省の事業の「水辺の楽校」

のなかで、先生のほうには都市工学の範疇

でお話をいただきました。そんな縁もあり

まして、今回のスケジュールを見せてもら

ったら、私のあと、伊勢崎の杉原さん、そ

桐生市民ネットワーク「ゆい」代表 
 角田 亘 
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のあとは栃木のまちづくり、太田市のまち

づくり、そのあとは、最後に渡良瀬川河川

事務所の八木所長というようなスケジュー

ルでして、「そのバランスを考えなきゃな」

なんて思ったんですけども。  
とりあえず、今、「桐生市民活動推進ネッ

トワークの活動」と「ファッションタウン

桐生の歩みとその活動」の 10 周年でして、

ファッションタウンのほうで作ったのと、

うちの桐生市民活動推進ネットワークのほ

うは、昨日、代表のほうで、少し加工を加

えて、今日はプレゼン資料をちょっと用意

させていただきました。  
 
１．桐生のファッションタウン構想について 

１）構想策定の経緯  
それで、まず「ファッションタウン構想」

というのをかいつまんで、説明を 1 時間ぐ

らいします。「ファッションタウン構想」と

は、地域が有してるファッション産業のグ

ローバルな発展を図りつつ、その地域の伝

統文化、歴史、自然環境などの地域固有の

資源と融合しながら、内発的で個性的なま

ちづくりをする運動、ということになって

おりまして、地域の産業振興と魅力的なま

ちづくりを一体的に促進する構想、なんて

書いてありますけれども、基本的にこれは、

商工会議所が中心になった、まちづくりの

組織でありまして、こんなことを平成 9 年

からスタートさせているわけなんです。  
平成 5 年に、こんなことを考えたときに、

この一番下の黄色のところに書いてありま

すが、当時は、ファッションというのはす

ごく繊維に限定する意識がありまして、石

津健介さん、VAN の。あの人を呼んで、講

演をした覚えがあるんですけども、石津さ

んは、「ファッションっていうのは生き様

だ」と、そういう説明をしてたんです。「多

くの人々にある一定の期間共感をもって受

け入れられた生活様式で、衣服にとどまら

ず、食・住・サービスを含む生活文化全般

にわたる新たな価値を有するもの」という

認識があったんですが、いまだかつて、今

でもこのファッションというのは誤解を生

んでるところがありまして、ファッション

タウンの名称変更を、ただいま検討してい

る状態です。  
これは、ファッションタウンが新繊維ビ

ジョンに取り組まれた背景というものがあ

ったということなんです。これはどこの町

でも同じようなものでしょうけども、産業

サイドと生活者サイドとの交流を通じた活

力溢れる地域社会の形成、地域のイメージ

アップ、生活者のアメニティの向上、ひい

ては国民生活のゆとりと豊かさの実現に貢

献するものと期待されるということですね。 
この辺はちょっと流してもらって、この

スライドの 3 つの流れが、ファッションタ

ウン構想のなかにはありまして、繊維産業

をはじめとするファッション産業を支えて

きた多くの産地の 21 世紀に向けた新しい

産地改革っていうんですか、「産地再生」。

それから、「高付加価値ファッション産業の

振興」。「新しい生活文化を刺激する都市空

間」、それから「交流機能」、そしてそこを

舞台とした「新しいライフスタイルの創造

と発信」が不可欠である。  
また、多極分散型の国土を形成するなか

で、全国に活力ある中小都市を形成する必

要性、これは国土庁の「MONO まちづくり

構想」、急激な産業の空洞化による、まあ、

これはもう、いいですよねっていう話です。

みんな中国行っちゃって、国内ぼろぼろみ

たいな。  
次行ってください。当時、全国 7 地域を、

これは、日本ファッション協会のほうで指
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定をさせて、これは、私の覚えてる限りで

は、泉眞也先生が先頭に立ってやってた。

泉眞也先生っていうのは、例の「愛・地球

博」のときにモリゾーとキッコロっていう

のを、あの方がデザインしたんですよね。

桐生にも何度もおいでくださって、この桐

生と富士吉田、墨田、一宮、今治、別府、

熊本、というとこでスタートしたというこ

とですね。 
そのなかで、桐生のファッションタウン

のビジョンを策定していったわけです。1
番が、「織都･桐生」が育んだ歴史､文化､風

土を生かしたファッション都市空間の創造。

2 番が、桐生が内在する諸々の資源の整合

化とシステムの再構築。3 番が、生活文化

都市･桐生を支える多彩な人材の育成、とい

うことを打ち立てまして。  
こんなふうにまとめたわけでございまし

て、産業振興、生活文化、交通・情報網と。

これ、1つ 1つがばらばらにやってますと、

整合性がなくなって、うまいものができな

いだろうということで、それぞれ空間創造、

システム構築、人材育成。縦軸では産業振

興、生活文化、交通・情報網というような

ことでまとめてあります。平成 9 年の 5 月

にファッションタウン桐生推進協議会を発

足させて、5 月 14 日にファッションタウン

化の推進母体となる、ファッションタウン

桐生推進協議会が発足。400 名の会員が集

まるということになっていきます。  
２）地域資源の再発見と連携  

この資料は 10 周年で作ったので、少し

そういうものをまとめてあるということで

お聞きいただきたいんですけども、桐生ビ

ジョンの大きな特徴として、内発型で個性

的なまちづくりを推進しようと。要は、ど

っかから持ってきて、誰かの真似じゃなく

て、そこにある資源を、何があるんだろう

ということを掘り起こして、「いや、こんな

いいものがあったじゃないか」とそういう

ところから、人材についても、建築資源に

対しても、もう一回見直そうという動きで

す。  
この当時は、新桐生駅でタクシーに乗り

ますと、「桐生、何かおいしいとこあるか

ね？」って言うと、「桐生には何にもねえよ」

ってタクシーの運転手さんが言う時代だっ

たんです。「いや、こんなとこ、来ねえほう

がいいよ、何もねえから」、それを聞きまし

て、愕然とした覚えがあります。 
某タクシーのシートの後ろに、桐生の地

図を作って、「そこへ入れさせてくれって」

言ったんですね。「入れさせてくれ」って言

うと、「嫌だ」って言うんですよ。「何なら

あげるよ」って言ったら、「ぜひください、

500 部ください」って、タクシーの背中に

くっついていましたけどね。  
そのときには、「ああ、そうか、少し付加

価値つけてやりゃいいんだな」。こっちで頼

むんじゃなくって、「これはもう、限定 500
なんだけど、使うかい？」っていうような

話し方をした覚えがありますね。そんな形

で地域資源の掘り起こしをしていこう。そ

れを、地元の魅力を再発見して、その地域

に住んでいる人たち、そういう人たちの活

力を高めていこうというような動きになっ

ていきます。  
具体的にどうやっていったかっていうと、

これは、「桐生ファッション大賞」というこ

とで、桐生地域のまちづくりに取り組んで

いる人や団体などを市民に推奨、推薦して

もらい、顕彰しようという動きです。地域

のなかで頑張っている方々を応援し、その

取り組みの広がりを目指すと。まあ、「よく

頑張ってるね」っていうことを認めてあげ

ようっていう活動ですね。  
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その「ファッション大賞」に選ばれた人

っていうのが、桐生では結構有名な人たち

が多いんですけども、一番左のおじいちゃ

んが、今、桐生で「古民具骨董市」ってい

うのをやってるんですけども、これを企画

して、天満宮でぱじめた、河原井源次さん

ですね。その隣が、荒島スミ子さんという

人が中心になってやってるファッションシ

ョー。桐生ではファッションショーってい

うのは、すぐできちゃうんですね、。その右

が、鉾の引き違いなんですけど、ヤマガの

エイちゃんっていう鉄砲屋さんなんです。

郷土史家の方で、まちづくりをやっていく

ときに、桐生の歴史なり、何なりをしっか

り勉強した上でやっていかないと、ちぐは

ぐになっちゃうだろうということで、この

人はキーマンだったですね。その左下が、

今、「買場紗綾市」って書いてありますけれ

ども、もともとは「買場市」っていう市な

んですけども、これは、古民具骨董市のす

ぐ 100 メートルぐらい離れてるんです。  
さきほどの河原井源次さんが、このあと

「ファッションウィーク」というのに出て

くるんですけど、それをやったときに、こ

れをやるって言ったら、「俺の客を取るのか

おめえたちは」って話になったんですね。

このころから「連携」って言葉が出てきま

すね。誰かが作って、その客が、周遊する

っていうんですか。「お互いに協力しよう

よ」っていう考え方が、少し出てきました。

真ん中にいるのが武藤さん。もともと、繊

維試験場にいた方で、いせさき銘仙を 3 千

点ぐらい持ってるんですね。個人所有です。

それで、今、梅田にある「桐生織塾」って

いうところで、「工房を開かしてくれ」とい

うことで、桐生市も応援をして開いた。  
その隣が、これは、「かるがもの会」って

いうのが、身体障害者の方々の気持ちにな

って活動してる団体も表彰されてます。そ

の左の下が、大沢紀代美さんっていう、横

振り刺繍の、現代の名工ということで黄綬

褒章をいただいてる方なんですけども、茨

城の水戸交通のせがれの『雅山』の化粧ま

わしは、刺繍で織ってあって、だいたい 120
万ぐらい。 
司会 

その人の横振り見たらびっくりする。  
角田講師 

そうですね。作品をご覧なると、びっく

りすると思うんですけども。本人に会って

「見せてくれ」っていえば、すぐ見せても

らえますけども。その右の、この真ん中に

写ってるのは、『広末涼子』っていう女優で、

この人は桐生出身で、この周りに写ってる

のは、わたらせフィルムコミッションって

いう団体がありまして。  
A 氏 

『篠原涼子』じゃない。  
角田講師 

篠原涼子ですね。すいません。そうです

ね。ご存じですよね？劇団四季の俳優の何

とかっていう男の人と結婚した。名前をち

ょっと失念しましたけども。  
まあ、そんなことをやっていて、左から

2 番目の小林正人君が会長を務めているの

かな。もともとは、その右側にいる山田耕

司君が会長をやったんですけども。  
もう 1 つ、「わがまち風景賞」っていう

のが、掘り起こしの具体例であります。こ

れは、桐生市の個性ある町の風景を形成し

ている建造物や空間などのうち、特に良質

な風景を創出しているものを表彰し、まち

なみの保存と活用、ならびに市民の都市風

景に対する意識の高揚に寄与することを目

指す。市民に推薦してもらって、市民審査

員が選考する民間サイドからの都市景観賞
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と言える、ということなんですけれど、私

もちょっと関わってたんですけども、景色

と風景は違うんだということがありまして。

風景っていうのは、何らかのそこに思い入

れがあって、小さいときにここの小川でよ

く遊んだよとか、この建物はとってもおっ

かなく見えたなあとかってそういうところ

がないと駄目なんです。  
たとえばここ足利もそうなんですけども、

赤城山を見るっていうのは、この辺の、富

士山を見るのと一緒で、この地域の特質で

すよね。赤城山と渡良瀬川っていうのは。

だから、そういった意味では、そういう風

景を選んでこうというものです。 
次に行きます。そこで、桐生ではこうい

う風景が選ばれてきたわけです。左上から

いきますと、矢野さんの店舗ですけども、

もともと近江商人の方で、こちらで商売を

やってきた、本店の店構えです。これが顕

彰されてますね。  
その右が、『有鄰館』。皆さんご存じだと

思うんですけども、有鄰館とい矢野さんの

店舗の左側なんですけども、これが煉瓦倉

なんです。この一帯を全部、桐生市に寄付

をいたしまして、今はいろんな作家の方と

か、いろんな展覧会の会場になったり、イ

ベントの会場になったりしております。  
その右が、『アッシュ』という美容室にな

ってるんですが、これは、もともと、たま

たま私がファッションタウンのほうで中心

商店街が結構空洞化してしまったときに、

中心商店街活性化プロジェクトみたいなの

がありまして、空き店舗をいろんな人に使

ってもらおうっていう活動のきっかけにな

った建物です。ここは、ただの物置だった

んですね。お隣の足利から比べると、こん

なものはたいしたものじゃないんですけど

も。まあ、なんとか使おうじゃないかって。

慈恩寺の野口さんが持っているんですが、

これを、『アッシュ』のオーナーが改造して

美容室として、使って、なかなか風情があ

る景色になってます。 
その下が、桐生の岡公園、この右側が北

小学校ですね。桐生で一番古い小学校です。

そこの山手通りがいいというんで、これも

顕彰されてます。  
真ん中が『金善ビル』っていう、これは、

大正時代に野村證券が入ってたところ。東

京から第 1 番の支店を出したときに、桐生

に出したんだそうです。その辺のいきさつ

から、この建物、結構古い。先日の 3.11 の

地震で耐震上、やばいかなとかいろいろ話

が出てるらしいですけども。  
その右が、たぶん、織物工場、川内の今

泉織物だと思うんです。ご存じの通り、桐

生は広域合併をいたしまして、そういった

なかで、新里地区というのがあるんですけ

ども、合併地域のものも、これから併せて

顕彰していこうということで、左上の写真

が、元の村長の小池仍寿さんのご自宅だと

思います。 
真ん中は西桐生駅という『日本の駅 100

選』に選ばれた建物です。右下は、桐生ケ

岡公園です。動物園がついていますけども、

動物園と遊園地が一緒です。正面入口のと

こですね。あとの 2 つは、ちょっと分から

ないです。 
３）商店街と地域クリエータ―との連携  

もう一つ掘り起こしの具体例ということ

で、今度は、「商店街の 1 店 1 作家 1 工場

運動」です。これは、ものづくりのまち桐

生の特性を生かして、桐生市内外で活躍す

るものづくり作家を地域資源として捉え、

これを商店街の店舗と融合させることで、

今までにない中心商店街を形成する動きで

す。これは、たまたま私が立ち上げたとき
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に、僭越なんですけど委員長やっていまし

て、大分で「1 村 1 品運動」というのがあ

ったんですね。それにヒントを得て、うち

の前の団体のメンバーが、「『1 点 1 作家運

動』をやろうよ、作家が多いから」という

ことで、最初の構想は、お茶を売ってる店

にお茶とは全く関係ないものを置こうと考

えました。「なんで？ここお茶屋なのに、こ

こで傘を売ってる？」とか、「傘屋なのにソ

フトクリームを売ってる！」とか、そうい

う、今でいうと、デパート的な発想ってい

うんですか。「これを町中でやろうよ」とい

うことで、スタートしたんですけど、今は

立派になっています。 
こういう形で、町のなかに、最初は銀行

だったですが、銀行さんに帯をぶら下げた

り、いろいろ小物をぶら下げたりというよ

うなことです。この発想というのは、バブ

ルが崩壊したときに、みんな、ものづくり

の人たちが肩を落としたんですね。それで、

「いやいや、いいものを作ってるんだから、

それ、見せようよ」。それで、見せる機会が

ないってことから、「じゃあ、それならば、

商店の人たちに協力してもらって、少し見

せていこうじゃないか」というような発想

だったですね。  
４）産業観光とノコギリ屋根シンポジウム

の開催  
次に、あんまり私は得意じゃないんです

けど、ノコギリ屋根の活用による産業観光

の推進ということです。これはかなり進ん

でおりまして、当時は 241 棟のノコギリ屋

根があった。今は 210 ぐらいかな。これは

もう、織物の製造現場として町の繁栄を支

えてきたノコギリ屋根ですから。 
これは垂直に近いほうが北に向いてるん

ですね。それで、北側採光といいまして、

自然採光が入るんです。横糸とか帯の色と

か、そういうものが自然の色で見られると

いう形の造りをしていまして、もともとは

イギリスにこういうのが多いんだそうです

けども、「ノコギリ屋根シンポジウム」を

14 年に開催したり、16 年には、「都市再生

モデルの調査事業」を実施したり、それか

ら産業観光の核と、地場産業継承の新しい

苗床と、文化・芸術活動の創造の場という

ような形に捉えていきまして、平成 20 年

度には、「地域資源∞全国展開プロジェク

ト」の推進です。  
テーマが、桐生の産業観光・ノコギリ屋

根の工場と近代化産業の遺産。そして、ノ

コギリ屋根博覧会の開催と、産業観光のマ

ップ作成、産業観光ツアーの実施。これは

皆さんのお手元にいってる資料のなかに入

っているんじゃないかなと思っております。 
桐生の代表的なノコギリ屋根を今、再活

用するっていう案が、いくつか出てきてお

りまして、パン屋さんだとか、それから、

作家の人たちに入ってもらうとかというよ

うなことで進めております。  
これはノコギリ屋根関連の博覧会ですね。

ノコギリ屋根に力を入れようって言ったの

は、富岡製紙工場の世界遺産登録の流れが

ありまして、当然、そこだけでは完結しな

いので、県内の養蚕業であるとか、製糸業

であるとか、そういうものが一体化して、

県のほうもそれを申請したいという動きが

あったので、そういう勢いもありまして、

ノコギリ屋根も、少し、勢いがついたのか

なと思います。  
次は、当時、使われてた『ジャガード』

であるとか帯であるとかというものですね。

今、「産業観光ツアー」をやっておりまして、

桐生と入ったはんてんを着ている NPO 法

人があるんですけども、桐生再生という同

級生のグループで作った NPO 法人なんで
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すが、なかなか活躍しておりまして、いろ

んなノコギリ屋根を案内して、1 人 500 円

でかなり濃密な観光案内をしているとこで

す。  
＊＊＊＊ジャガージャガージャガージャガードドドド：：：：経糸と緯糸を組み合わせて、大

きな織組織で織った布生地、ネ

クタイの柄とか高級ブランド

のロゴの入った裏地などはジ

ャガードで織られている。  

右側に見えるのは、群馬大学の同窓記念

会館で、これが両翼にあったんですが、道

路が通る関係上、今、道路が通ってるとこ

ろの向こうにもあったらしいんですけども、

切って、ここだけが残ってるという建物で

す。  
これは、ノコギリ屋根博覧会と合わせて

開催された e-物産市っていうことで、イン

ターネット上に物産を並べたということで

す。これは、こういうような紹介して、こ

ういう表彰を受けましたということです。 
５）ファッションタウン桐生推進協議会の

現在の活動 
今、ファッションタウン桐生推進協議会

は、このような組織図になっておりまして、

運営委員長が、宝田恭之という群馬大学の

先生なんです。生活文化委員会は、藤掛和

男委員長が務めておりまして、ものづくり

仲間づくりプロジェクト、食文化創造プロ

ジェクト、NECO プロジェクト。ニューエ

コ生活です。  
産業活性化委員会では、籾山和久委員長

ですが、この委員会は、足利とも関係する

のですけど、「両毛麺グルメ」っていうと、

「足利のそば」がいつも一番人気があって、

一番先に終わっちゃうんですね。「館林のう

どん」と「佐野のラーメン」と「足利のそ

ば」と「太田の焼きそば」、それに、「桐生

のうどん」のが出るんですが、一斉に売り

出すと、一瞬で「足利のそば」はなくなっ

ちゃうんです、全部列に並ばれて。一番お

いしいんですかね。足利は、そば屋さん多

いですよね。それで、そういうことやって

た籾山和久委員長が、「桐生うどん会」を立

ち上げました。籾山さんに聞くと、最初、

うどん屋さんが 120 ぐらいあったらしいん

ですけども、今や激減して、半分ぐらいに

なっちゃった。  
それで、さっき言った「1 店 1 作家 1 工

場運動プロジェクト」、それからデザイナー

と桐生の産地の交流プロジェクト。これは、

外から来る若いデザイナーの人たちの窓口

業務をやろうということです。結構、桐生

織物協同組合も商工会議所も、若い人がい

きなり行って、「こういうことやってくれ」

っていっても、「ちょっと忙しいからあとで

来い」っていうようなことがあるとかわい

そうだということで窓口を作った。  
それから、「産業観光推進プロジェクト」、

こちらは、あんまり動いておりません。さ

っきの「桐生うどん支援プロジェクト」は

もう、独り立ちした団体なので、若干、支

援していこう。  
それから、まちづくり委員会ですが、こ

れは、桐生工業高校の建築科の科長の先生

である佐々木正純先生が委員長を務めてお

りますけれども、先ほど出た「わがまち風

景賞」を顕彰しましょう、それから、「フィ

ールドワーク桐生」、これは赤池孝彦さんと

いう方が中心になって、いろいろ桐生のな

かを歩いて、いろいろ掘り起こそうという

活動です。それから一番下が、「古民家等活

用推進プロジェクト」です。これはさっき

のノコギリ屋根をオーナーが、どうにもで

きないでいるんですね。そういうところの

掃除をしたり、かなり大規模にリフォーム

して、工房にしたりという活動をかなり手
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がけております。  
最後に「FT ネット委員会」という私が

委員長やってるんですが、これはインター

ネットでホームページを作ったり、広報す

るのが仕事です。真ん中に「桐生学プロジ

ェクト」と書いてあるんですけども、これ

は桐生にどんな歴史があって、どんな産業

があって、今、どんなふうになっているの

かっていうのを、改めて勉強しようという

取組です。そして、それを中心にまちづく

りを考える機会にしていこうということで、

やっております。  
今年度は、桐生の機械金属というところ

にスポットを当てまして、どうしても桐生

というと織物にスポットが当たっちゃうん

ですけども、機械金属っていうところにス

ポットを当てて、結構面白かったですね。

戦後の疎開企業であるとか、今、そういう

企業が、どういうところに残っているかと

いうので、「スズキワーパー」といて会社を

見学に行ったんです。この会社は、「整経機」

というんですけども、世界何十カ国にも輸

出してて、その「スズキワーパー」さんの

シェアっていうのが、ほとんど業界のシェ

アの 100％です。  
＊製織・経編機の準備工程の一つにおいて，必

要なだけの縦糸の本数をとりそろえ、長さ・

張力を適度にし、平行に配列して製織・編立

の準備をすることを整経といい，整経機は，

ビームに何本もの糸を巻いて製織・編立の工

程で一番重要な準備をして、製品の良否と密

接な関係がある機械。  

それと、もう 1 つ面白かったのは、パチ

ンコ業界が桐生にはあるんですけども、「ソ

フィア」という会社が、バイパスの脇にあ

るんですけども、そこに行って、見学さし

てもらったんですけども、本当、単純なと

ころの特許持っているんですね。パチンコ

台に「チューリップ」というのがあるんで

すが、そこに入らないように釘が、ピュッ

と出るとか、そういう単純なとこです。  
「本当に単純なことでわが社は成り立っ

てきた」と説明を受けました。一番面白か

ったのが、パチンコの盤面に最初、帯をく

っつけたんですって。それまでは木の盤面

だったんですけど、そこに帯の柄をくっつ

けたと。その次に、王、長嶋の絵柄をくっ

つけちゃったんですって。王、長嶋をくっ

つけたら、読売から、「ちょっとそれはまず

いんじゃないの」っていわれて「そうかね？

じゃあ、やめるか」って程度のそんな時代

だったんですよ。  
「今ならすぐ、補償問題になる」ってい

うような、笑い話をしていましたけども。

ちなみにそこに博物館がある、パチンコ機

が、ばあっと並んでいるんですね。その講

座を受けた人たちは、ほとんどパチンコを

やらない人たちばっかりだったんです。私

が見本で、こう、やったら、じゃらじゃら

じゃらじゃら出てきたら、みんな集まって

来て、  
「なんで、これ出てるんだい？」 
「これがこう、ぱかぱかぱかぱか開く」。 
「これがここにこういうのが揃うと、こ

うなるんだよ。」  
「いつもそう出るんかい？」  
「とんでもないって。これが出るのには

大変なんだ」  
展示品ですからね、すぐに玉が出るわけで

すよね、7 がぱっぱっぱって揃ったり、う

まくいくわけですよ。みんな見てる人は、 
「へえ、パチンコってこんなに出るんだ、

明日から行くかな」  
「やめたほうがいいよ」  

って、そんな笑い話をしましたけども。  
次です。今、ファッションタウンの会員
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構成が以上のようになっているんですけど

も、総数で若干減っております。これが、

会費収入が 180 万円ぐらいになってます。

補助金が、どんどん減額されまして、今は

70 万円程度です。商工会議所の事業費とし

ては、100 万円で変わらないんです。総会

をこないだやったんですけども、だいたい

今年度で、410 万円ぐらいになったのかな。 
これは今までファッションタウンをやっ

ていて、いろんなことが立ち上がってきた

り、いろいろ応援をしてきたなかの一覧で

す。からくり人形の芝居を復元したとか、

「桐生うどん会」のうどんの PR。「桐生フ

ァッションウィーク」の立ち上げと継続。

それから、近代化遺産の活用による地域活

性化の運動。これが、この 7 月に、「伝統

的建造物群」に指定されることにやっとな

りました。いわゆる「伝建群」というもの

ですか。指定されると桐生まちなかマップ

だとか、産業観光だとか、景観の配慮とか

っていろいろやることがあります。  
次は、ソフトの部分で協力する。現在、

群馬大学は「日本科学技術機構：JST」っ

ていうところで、CO2 を削減する事業を進

めているんですが、そういう CO2 を出さ

ないコンパクトシティを目指していこう、

みたいなところで、少し動いています。15
年目を迎えるんですけれども、見方を変え

て、再スタートをしようじゃないかという

ような形で、運営委員会では少し話が出て

おります。 
こんな形で課題が出ています。産業関係

者の積極的な参加、これはまだまだ少ない。

人材の若返りが必要ですが、あんまり若返

ると困っちゃうんですけど。実際に、そん

なことを言っていても、どんどん退職して、

私の関係の会社なんかは、誰も知ってる人

がいなくて、もう 1 回頼んで勤めてもらう

みたいな話が実際に出てるんですよ。アダ

ルトリソーシスというんですかね。もう、

退役なさった、退職なさった方に、もう 1
回、知恵をいただかないとできないみたい

なことです。あとは、総合プロデュース力

として、関係機関の連携というようなこと

が出ております。  
 
２．桐生市民活動推進センター「ゆい」 

１）NPO 促進法と桐生市の政策 
というようなのが、ファッションタウン

で行われてきたんですけれども、ざくっと

いろいろ話をしたんですけども、これから

は、少し、桐生市民活動推進ネットワーク、

「桐生市民活動推進センター『ゆい』」につ

いて、少しご紹介をしていきたいと思って

おります。 
だいたい、第何次とかの町の総合計画を

作るときに、私も策定委員の 1 人だったん

です。九州の佐賀県は、市民活動との連携

なしには、もう、総合計画はないんですね。

全部、一番右側に、以下の項目について市

民活動と連携しなさいっていう文章が、だ

あっとついてるんですね。桐生市は、そこ

までいかなくて、そういう提案をしたんで

す。市民活動との連携が重要になってきて

いるということが前提です。  
いきいきとした桐生を作るために、幅広

い市民活動の、より一層の推進を目的とし

て設立された民間団体ですということで、

これは、今の桐生市は、亀山市長の前の大

沢市長が、マニュフェストとして、当時、

阪神大震災のまだ余韻がある、95 年にそう

いう政策を掲げて、98 年には特定非営利促

進法ができていくんですけども、それを受

けて、話がされたのが、2000 年なんです。

だから、その法律が施行されて 2 年後、桐

生でもこういうことをやっていこうという
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形で、懇談会を市長が委嘱したんです。そ

のなかで、こういう団体を作っていこうじ

ゃないかとなりました。  
私もこのときに、自分の専門はまちづく

りだったんですけども、初めてほかのジャ

ンルの人たちと保健福祉であるとか、NPO
でいうと 17 分野の人たちが少しずつ集め

られたんです。環境の人たちとか、まちづ

くり、それから、産業活性化だとか、教育

だとか、それから保健福祉。そういう人た

ちが集まって、日本語で話すんですけどね、

共通の言葉、なんていうんですか、その辺

が難しいとこなんですね。この、違う業種、

異種の団体っていうのは。  
ネットワークには、「環境づくり委員会」

と、「ネットワークづくり委員会」、それか

ら、「パートナーシップづくり委員会」、「セ

ンター運営委員会」という４つががござい

ます。それぞれの委員会を少し説明します

と、これは、「パートナーシップづくり委員

会」が主管でやってるんですけども、JR
桐生駅が全く暗くて寂しいというなかで、

内閣府の補助もいただきながら、LED の電

球を 3 千球ぐらいくっつける。早川農園は

100 万球だったんですよね。今、130 万球

ですか。委員長に言わせると、1 万球ぐら

い、なんて言うんですけども。  
＊早川農園：足利市フラワーパークの前身とし

て有名。現在のフラワーパークとは場所は異

なる。  

市内の保育園、幼稚園、そういったとこ

ろに募集をかけまして、「わがまち桐生」、

それぞれ毎年テーマはあるんですけども、

「そういうものを表す作品を作ってくれ」

ということで、だいたい、27 団体ぐらいが

協力してくれてやりました。  
下のスライドでは群馬県のキャラクター、

これも NPO 法人ですね。いつも値段をま

けさせて出動してもらう「G-FIVE」って

いうのがあるんです。こんな格好してるの

「アカギレッド」ですね。「アカギレッド」、

で、ブルーは「ハルナブルー」、黄色いのは

「ミョウギイエロー」っていうんですが、

結構、人気があります。「源龍」と何だっけ？

セイリュウだっけ？  
近藤氏  

源仙ですか、源仙、源龍。  
角田講師 

川の源泉と源流みたいなのが、アカギレ

ッドの両脇にいます。この団体で、一番面

白いのは、悪ボスがいるんですよ。この人

が面白くて、いつもうちの近藤代表が司会

やるんですけども、掛け合い漫才みたいで

すね。結構、子どもたちが集まって喜んで

ます。  
これは、3.11 の震災で、南相馬から被災

者の方々が 100 名ちょっと桐生市のほうに

も避難してきておりまして、もともとは、

型どおりにどっかで受け入れてもらうより

か、「なんか、みんなが集まれるとこがない

かね」ということで、このようなところに、

「ちょっと行こうかね」っていうようなと

ころで始まった被災者支援事業なんです。

行政のほうが少し応援するよということで、

「うちはお金要らないよ」って言ったんで

すけども、若干のお金、10 万円ほどいただ

きまして、昨年はイベントをやりました。 
そうしたら、どんどん活動が生き生きし

だしまして、この吊し雛っていうのは、被

災者の人たちが持っている技術です。「私、

こういうことできるから、こういうことや

ろうか」ということでしたが、これがばか

ウケしまして、募集 20 人のところに 50 人

ぐらい来ちゃって、まだ継続中なんですよ。

結構いいものができまして、一番奥の左側

のホワイトボードにばらばらって、ぶら下
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がってるんですけども、これ売れるんじゃ

ないのっていうのまで作ってます。  
これは、ネットワークづくり委員会が主

催している、こちらはフラダンスで、こっ

ちはギターアンサンブルが、歌声喫茶をや

ってます。これは、ナガトキミエさんとい

う方が主催している歌声喫茶です。結構、

桐生もお年寄りの方が多くなりまして、結

構ウケてますね。フラダンスは、私なんか

はいつも、見てるんですけどね。若い人も

います。  
次のセンター運営委員会は、JR 桐生駅

のなかの、もともと緑の窓口だったところ

なんですけど、ここも空いていたんですね。

「暗い雰囲気なんで、こっちへ移ってくれ」

と、桐生市のほうで頼んで、もともと末広

町の信号の角にあった「ゆい」が、こちら

に移って、今は活動しています。私がこの

委員長で、その委員会を束ねてる代表は、

こちらの近藤が務めているということでご

ざいます。以上で私の話が終わってしまう

んですけども、近藤代表のほうから何か、

補足はありますでしょうか？   
近藤氏 

いえいえ。 
角田講師 

以上で大丈夫ですか？つたない話だった

ですけども。  
司会  

ありがとうございました。角田さんの話

は、とりあえずパワーポイントは終わるけ

ど、これからしばらく、今までの協議会の

運営等をされて、いろいろお話があるだろ

うと思いますので、近藤代表もこちらに来

ていただいて。  
 
 
 

３．市民ネットワーク活動の舞台裏 

角田講師 

そうですね。じゃあ、ちょっとパワーポ

イントのほうは終わりにして、代表こっち

に。Van-nooga 事務局長の塚越さんから、

「裏話をしゃべれ」ってことですよね。足

利はわれわれが見本とするところが、実は

たくさんあって、桐生から見てると、「足利

ってすごいよね」っていうのがあります。

足利学校の周りの道路のとか、すごくいい

感じの道路ありますよね。  
B 氏 

石畳ね。  
角田講師 

それで、素敵なお店もありますが、『じけ

んち通り』っていうのが裏に通ってますよ

ね。まだ早川農園がこっちにあるころ、ち

ょっと私、イベントのお手伝いしたことが

あるんです。まだ藤が移転する前に。その

ときに、そのじけんち通りで何かやりたい 
＊『じけんち市』は、足利市の鑁阿寺の北門を

起点とする『奥の院通り』で、毎月第 2 日曜

日に開催されている、骨董や古美術品、農産

物の即売や生活雑貨品のリサイクルなどの

青空市 

鑁阿寺領の寺院の家人の住む『寺家（じけ）』

で、毎月決まった日に市が開かれ、農産物や

仏具を買い求める客が集まったことに由来

する。 

って人が来てて、「イベントやりたいんだけ

ど、手伝ってくんねえかい」ってことでし

た。そのときはまだ、道路もこうきちんと

なってなくて、ごちゃごちゃでした。そん

なこんなで、「足利ってすごい資源がいっぱ

いあって」って言ってたら、NHK の大河

ドラマの「太平記」のがありまして、そん

ときに観光バスが止まれて、案内所がある

よということで、桐生の観光協会で調べに

－11－



 

行ったんだね。そうしたら、足利は相当大

きなお金で動いてて、当時、桐生の観光協

会は年間予算が 380 万だったんですね。そ

の 10 倍以上のお金を掛けて足利はやって

るというようなお話を聞きまして、まあビ

ックリしたっていうことがありますね。  
司会 

しかし、あのとき実際にもうかったのは、

当時 70 万人観光客が来たんだけど、その

うちのほとんどが桐生織物観光センターに

行って、食事してんの（一同、笑う）。お金

おっこったのは、桐生。だから、足利は、

実際にはね、人は来たけど、お金は落とさ

ないで、ゴミ落としただけ。  
角田講師 

なるほどね。そんな話もありまして、先

ほどもおっしゃってましたけども、隣同士

で分からないっていうようなとこが多いと。

で、ちょっと、広域合併ってこと考えると、

僭越なんですけども、「足利と桐生で手組も

うじゃないか」と。それで今、観光センタ

ーで飯食って足利に回る、栗田美術館と早

川農園（フラワーパーク）があって、足利

学校があって、桐生にもそれなりの街歩き

のアーバンツーリズムがある。こういうの

を連携させようじゃないかっていうような

話が、観光協会等々ではぼちぼち出てるん

ですが、ちょっとこれはまだ難しい話なん

ですけども、太田も含めて、足利・桐生・

太田、こういったところも含めて、何かの

形でできないかなんていう話もちょっと出

ておりまして、「取りあえずそれぞれの市会

議員に勉強してもらおうじゃないかという

交流もどうかね」なんて話も出てます。  
まあ、そんなことがちょっと思い出され

るんですけども、今日、近藤代表に来ても

らったのは、うちの桐生市民活動推進ネッ

トワークの初めての女性の代表なんですね。

まちづくりやっていくときに、なんていう

んですかね、カチッとしたことよりも、女

性の力というのはすごく大事で、うちの環

境作り委員会って、ほとんど全員女性なん

ですけれども、やっぱり女性はすごくなん

というのですか、パワーがあるんですね。 
以前、地域作りでやったときに、竹下景

子の恩師の伊藤先生という方、東京女子大

の先生が、「やっぱり女性が活躍できる街っ

ていうのは、男がそれだけ懐が広いんだ」

とおっしゃっている。「そういう女性に活躍

してもらうってことが、実はまちづくりと

かそういう部分では有効だよ」というよう

な話もありまして、今回大抜擢で近藤代表

なんですけども。近藤さん、何か一言あり

ます？これからネットワークの活動で。ネ

ットワークの、市民活動の舵取りをしてく

わけですけど。  
近藤氏  

そうですね、ネットワークのほうは設立

10 年になるんですね。実は設立当初から 8
年間、角田さんが代表で、ずっと基盤作り

はしていただいて、やはりこれだけ、今お

話聞いても分かると思うんですけども、い

ろんなところにネットワークを持ってる人

ですから、信頼関係っていうのは一番何を

するにも大切なんですね。で、やはり商工

会議所もそうですし、役所との信頼関係が

ないと、やっぱり敵視しちゃうとうまくで

きない事業ていうのがたくさんありますの

で、そこの基盤作りをしっかりしていただ

いたところで、代表を代ったわけですけど

も。  
その間にもう 1 人、代表がいたんですけ

ども、実は急逝してしまったんですね。52
歳という若さで、くも膜下で今年の 1 月 2
日に実は亡くなってしまったんですね。そ

れで、次の代表っていうことで私がなった
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んですけども、何ができるかなっていうの

は、やはり角田さん、さっき言ってました

けども、女性が活躍できるには、やはりそ

れだけ男性がね、それだけの大きい気持ち

を持ったっていうことを言ってましたけど、

女性の視点からすると、そうではないって

いうの。  
やはり女性が中心に頑張っているところ

が、元気なところ。だから、その両面が、

お互いにそういう話ができるっていうのが

いいのかな。男性は女性を転がしてる、女

性は男性を転がしてると、お互いにそうい

う気持ちを持ちながら活動していくのが、

また面白く、いいのかなあ、なんていうの

が思いながらやっていこうと思ってます。 
やはりこういうところ出て来ると、男性

が多いじゃないですか。どうしても女性が

少なくて、男性の視点から見るものってい

うのが、多くなるかなっていうところに、

頑張って女性が少し行かないとっていうと

ころはあります。  
もともと、桐生っていうのは機屋が多く

て、実際のところ、旦那衆はね、いろんな

ところでいい顔して、信頼関係作ってるか

もしれないですけども、頑張ってる女性が

いま。そういうところがね、桐生のまた。

まあもちろん足利もね、同じようなところ

があって、陰で結構頑張ってるのは女性だ

ったりするんじゃないかなあなんて思うん

ですけども。そんな感じで頑張っていけれ

ばと思っています。  
角田講師 

今年の代表としのキャッチフレーズが、

「明るく元気に自分らしく」ということで、

もうとにかく仲間を増やしていこうと。ち

なみに、雪が降ると、桐生の商店街は、雪

かきしてるの、全員女性です。ほんとに、

ビックリしちゃった。 

まあそんな形で、近藤代表の下にやって

こうという形なんですけれども、まあ桐生

って結構、古いところもあって、報道では

90 歳の方が会頭になんていう話が出てい

るぐらい、ちょっと今、揺れているらしい

んですけども。別に塚さん持ち上げるわけ

じゃないですけども、唯一足利で、本当の

ことを桐生で言っちゃう人だったですね。

だから、塚さんがいなくなって、随分静か

なんですよ、今桐生は。ほんとの話。  
じゃあ静かになると、どういうことが起

きるかっていうと、90 の人がまたそういう

会頭になるような羽目になってしまう。だ

から、そういう市民活動も、実際に、さっ

きもちょっと言いましたけども、今ニコニ

コ笑って代表も言いましたけども、集まる

役員は、ジャンルがいろいろです。そうす

ると、同じ日本語でしゃべってるんだけど、

みんな価値観と、運営の仕方とか、決算の

仕方とか、全然違うんですね。保健福祉の

方はいらっしゃいますか。まちづくりの 10
倍お金使いますからね。ビックリしちゃう

んです。  
群馬県で大会やると、まちづくりの全国

大会で 400 万。保健福祉機関の全国大会だ

と、5,000 万でやるんです。規模が違うな

んてレベルではないですよね。向こうは 40
年ぐらいの人、40 年、50 年の経験の人が

多いわけです。そうすると、まちづくりの

NPO でございますなんていうと、「昨日、

今日ボランティアなんてやって、何、言っ

てんだい」なんてすぐ言われちゃうんです。

ボランティアはやっぱり保健福祉だろうみ

たいなのがありますから。  
そういうもろもろ、水面下で、土地の歴

史だとか、価値観だとか、そういうことに、

もろに風当たりが来るところは、実はうち

の近藤代表のとこなんですね。でも本人は、
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こうやって流しちゃいますけどね。  
Ａ氏  

白瀧姫の伝説があるとこだから、女性が

もともと働いてるから、家で作れないから、

給食センターが建ったんだから。日本で一

番古い給食センターです。僕もずっと最初

からファッションタウンやったのは 1 人な

んです、実は。石原君っていう今は事務局

長だけど、石原君がいなければ、ここまで

行ってないんです。  
1 人の人がやっぱり一生懸命やって、何

人か非常に才能ある人は多いんだけど、残

念ながら、そうした人材を生かしきれてな

いっていうか、もうかなりその方が 80 代

になってしまっている。  
近藤氏  

難しいらしくて、よく聞く話では、70 代

の人でも、まだ若い衆って言われるんでし

たっけ。そんな話ししてましたよね。  
角田講師  

桐生の副会頭やってた森喜美男さんてい

う人が、キノコ持ってる、あの方が群馬県

の公安委員長やってるときに 70 だったん

ですね。  
「角田君、俺は 2 年、1 期やったら辞め

るから。なんで辞めるかというと、俺はね、

銀行の会で何言ってもね、俺だってもう 70
なってんだけど、『おお、若え衆』ってまだ

言う人がいっぱいいる。90 でこんな杖つい

て来て、『おお、若えの』ってやられると・・・。

『だから、いいかげんにもう辞めろ、よせ』

って言いたいんだ俺は。だから俺、辞める

んだ」とおっしゃていた。  
だけど、だいたいそういうバランスがい

い人って辞めるんですね、パッと。じゃあ、

交代ってやるんですね。だから、そんな話

が結構、桐生多いんですよ。その親分の人

が、若い連中が出て来たときに、「よし」っ

というんで、引き上げてくれりゃいいんだ

けども、なかなかそういうわけにいかなく

って、「桐生は足が長くなっちゃうんですよ

ね、足引っ張られるから」って冗談で言っ

たりするんですけども。  
 

４．広報活動の重要性と各団体の連携 

話変わって、桐生には「桐生タイムス」

っていう新聞があるんですが、地方紙って

いうのは影響がありまして、いろんなイベ

ントやって、毒蝮三太夫の講演会なんてや

ったときもあるんですけど、桐生の人は、

ほとんど、桐生タイムスを見て来たって人

が多いんです。イベントの時に、チラシを

何千枚も作って、学校に配付しても、それ

を見て来た人っていうのは、ほんと少ない

ですね。だから、今回うちの NPO は、代

表と相談をして、チラシ作るのはやめよう。

全部その桐生タイムスに記事広告で載せよ

うということにして、今日か、昨日か、第

1 回目が載ったんですけどね、一面の下に。 
だから、群馬県のほうとも、そういう新

しい形の周知の仕方っていうのをちょっと

工夫していこうよとやってますけれども、

足利はどうなんですかね。私が心配するの

は、足利って、渡良瀬川の向こうとこっち

に分かれちゃいましたからね。どうなんで

すかね。  
今度、日赤のデカイ病院が出来て、あの

辺も町の核になりそうな感じもするし。  
C 氏 

足利っていうところは、いろんな観光と

か、それから市民、住民の団体があって、

それぞれ活動をやってるんですけれども、

1 つにまとまるということが難しいんです

ね。昨年でしたか、「そういう代表者にいっ

ぺん集まっていただいて、話をして、大ざ

っぱでもいいから、1 つの組織を作ろうよ」
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という話をしたんですけども、それに賛成

する人は誰もいなかったんですね。とうと

うできなかったんです。  
なんでできないかっていうと、市役所と

商工会議所を始めとして、過去からのずう

っと長い歴史で、ケンカしてる状態ですか

ら、そのなかで、市がやろうとしてること

に他の組織は賛成はしても、積極的にじゃ

ないですよね。何かイベントをやれば、そ

のときにはやりますけど、その後それを継

続させていこうという気持ちがない。みん

な一生懸命、小さな団体ごとにやってはい

るんです。 
この足利市という街が出来上がってきた

歴史的な背景もあるんだろうと思うんです

けど、戸田藩という藩の領地だったわけで

すけれども、非常に狭かったんですね。あ

とは旗本領とかそういうところが非常に多

かった。これはまあ足利だけじゃなくて、

両毛地区というか、関八州なんていうとこ

ろがそうです。旗本領、幕府領が非常に多

かったんです。そういう歴史的な背景もあ

って、なかなか地域で協力を保つのが難し

い関係が歴史的にあるんだろうと思うんで

すけども。今日ここにお集まりの方たち見

ても、足利市出身で、生まれて育ったって

いう方、少ないと思うんですね。地元で一

生懸命やってる人を辿れば、ほとんど足利

の人じゃないんですね。  
私自身も、この中央地区に住んでいるん

ですけども。ここへ住んでから 40 年ぐら

いたちますから、この地元の人間と同じだ

ろうと思うんですけれども、出身は違うん

ですね。地元でまちづくりの会を作って、

一生懸命やってきた人も、ほとんどが地元

の出身の人じゃないんですね。よそから来

た人。  
地元の出身の人っていうのは、いくら声

を掛けてもそれなりにはできてきたんです

けれども、この中央地区でも、いくつかま

ちづくりの会があるんですが、それぞれ考

え方が地区によって違うんですけれども、

それを 1 つにまとめることもできない。  
それから、1 つに市のほうの関係で行政

上まとまってたところが、その後に分裂し

てしまうというようなこと。それから、こ

の通り、旧国道だった通りですけども、ま

あきれいに見えてますけれども、これが無

数の商店街に分かれてるんですね。1 つの、

あれだけズラッと揃っていても、1 つに揃

うことができない。だから、まあクリスマ

スごろになりますと、ときどきイルミネー

ション飾ったりするんですけど、100 メー

トルおきぐらいでみんな違うんですね。と

いうふうなところですんで、先ほどお話伺

って、一生懸命やっておられるご苦労の末

だっていうことはよく分かるんですけども、

とにかくそういうネットワークができて、

立ち上がれたということは非常に羨ましく

思うんですね。  
角田講師 

法政大学に岡本先生という方がいるんで

すけど、豊田市のまちづくりを頼まれたこ

とがあるんですって。で、豊田市に行った

ら、葉っぱの裏までトヨタって書いてるっ

て（笑う）。要するに、全部 1 つにまとま

っちゃってる。こんなところに文化は育た

ない。異論を言う人がいない。「いや、俺は

違うぜ」って言う人がいないと。逆に言う

と、足利はやっぱり文化度が高いんでしょ

うね（笑う）。  
C 氏 

まあ皮肉を込めていうけれど、隣のうち

のことをしっかり見はってるというような

とこで、非常に面白い。  
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A 氏  
さっき、足利の場合、渡良瀬川の南と北

に分かれているんじゃないかって話あった

でしょ。ちょうど、吾妻山から桐生を見た

とき、渡辺崋山が「毛武遊記」にずっと吾

妻山から見た山を書いてんですね。そうす

ると、ほとんど全部山に囲まれて、茶臼山

もこっちに入ってるから、全部山。そうい

う山が桐生市を救っている部分がある。足

利市が救えなかったのは、逆に言うと、南

に開け過ぎちゃうから。  
角田講師 

でしょうね。開けるところがあったって

いう。  
C 氏 

だけど、旧市内にいる人たちは、「川から

向こうは足利じゃない」みたいなふうに言

うんですね。まあ確かにね、工業団地が出

来るまでは農村地帯だったわけですよね。

それで、まあ古い足利の人たちから言えば、

「川から向こうは風が強くって、人間の住

めるところじゃないんだ」っていう、そう

いう言い方をずっとしてきたから、向こう

と融合しようなんていう気持ちは初めから

ないんですね。だから、南に今住んでる人

たちは、前から住んでた人じゃなく、こち

らのほうから向こうへ移っていった、土地

が向こうのほうが安かったから。というよ

うな感じですから、せも、まあ気質は同じ

だろうと思うんですけれども。  
早川一族みたいな大金持ちが、あそこら

辺、とにかく「駅から向こうまで自分の土

地で、他人の土地は踏まずに行けるんだ」

というふうにこないだ（農地改革）まで言

ってたわけです。  
それで、まあ商工会議所の会頭にしろ、

市長にしろ、渡良瀬川の挟んであっち行っ

たりこっち行ったりしてるわけですけども、

まあなかなか微妙なところなんですね。だ

けど、北側は，経済的にも相当落ち込んで

きてますから、落ちるとこまで落ちれば、

あとはまとまる以外にないですから、その

うちにはまとまってきるんじゃないかと思

いますけどね。それまで待つほかないんじ

ゃないでしょうかね。 
角田氏 

私はよく東武鉄道使うでしょう。館林は、

まだわが故郷じゃないんですよ。で、足利

東武駅まで来るとね、山が見えてきますか

らね、館林まだ山が見えないんですね。で、

こう足利入って来ると、あ、やっとうちに

着いたっていう気持ちになるんですよ。で、

それから、また太田行くわけですよ。ぐる

っと回って、その桐生まで行くわけですよ。 
これ、ちょっと無駄なんで、いつも行く

ときは、足利東武駅に車置いて、そっから

乗って行っちゃうんですけどね、足利から

のほうが 30 分速い、近く速いわけですか

ら。でも、それのとき思ったのは、足利の

地形と桐生の地形って、わりかし似てんで

すよね。  
山にこう囲まれて。だから、そういった

部分では足利も、実はうちの母の実家がそ

この堀込にったところで、伊勢町っていう

ところにおばさんちがあって、足利は結構

親戚が多いんですよ。で、やっぱり同じこ

とを言ってました。足利の町、ちっともま

とまらないと。足利学校の周りだって、あ

んな一緒に仲良くやってるようだけど、み

んなバラバラだというようなことをね。ほ

んとかなんて、あんなきれいにやってるじ

ゃないの。蔵だって、料理屋だって、そこ

にあるね、織物の何かありましたよね、『う

さぎ』、結構しゃれたのが並んでて、あれ、

みんな連携しているのかと思ったら、なか

なかそうじゃないらしんですね。でも、文
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化度はやっぱり足利のほう、ほうが上かな

あ、って思うんですけどね。  
 

５．地域資源の再発見 

Ｂ氏 

まあなんていうんでしょうね、私も完全

によそ者で、来てまだ日が浅いんですけど

ね。ずっと東京のほうにいましてね、ニュ

ータウンで暮らしてましたから、よく分か

るんですが、なんていうのか、まあ一言で

言うと『しがらみ』なんでしょうけどね。

ただ、そういうことを言っててもしょうが

なくて、皆さんが言われるように、困ると

こまで困ったらまとまるさっていうような

感じで、今日お話伺ってて、桐生のほうが

動いてるってことは、たぶん桐生のほうが

困ってるんでしょうね。なんとかしないと、

という思いですか。  
角田講師  

そうですよ、ははは。 
Ｂ氏  

「このままではいけない」っていう意識

が市民にある。たぶん、そういうことだと

思うんですよ。だから、まあ愚痴言ってて

もしょうがないわけで、じゃあどうするか

っていうところが一番大事なんですけど、

なんかきっとね、楽しいことやるのが一番

じゃないですか。  
というのは、今日若者も来てますんで、

そういうあんまり難しい社会学の話をして

も、たぶん答えが出て来ない。僕の目から

見ると、この両毛地域っていうのは、いろ

んな魅力的なものがある。やっぱり一番問

題は角田さんがおっしゃってましたけど、

みんながよく分かってないんですね、地域

資源の価値というものを。  
私も知らないんですけど、この前、月星

ソースのソースをいただいたんです。まあ

うちの家内は口が悪くて、どんなお菓子を

持ってってもぼろくそに言うんですけど、

この前、「使うから、月星ソースを買って来

い」と言われまして、何本か買って帰った

んですね。でも、やっぱり高いから、スー

パーに置いても売れない。だから今、ネッ

トで売っているだそうですけど。 
しかし、問題は、足利の人が、一体月星

ソースの価値がどれだけ分かっているんだ

ろうというと、たぶん分かってはない。知

らないですよね。  
それから、ちょっと話を逸らして恐縮だ

けども、フランシスコ教会があるんですね

桐生に。「あれが素晴らしい」っていう方が

いるんですね。それでも、今日のご紹介に

は出て来ないですね、全然ね。  
角田講師 

うん、出て来ないですね。  
Ｂ氏  

桐生のフランシスコ協会は、アッシジの

ミニ版ですよね。だから、あれ絶対、全国 
＊イタリアの中部、ペルージャの近く、標高

1300m のスバシオ山の中腹に広がる小さな

城壁の町であるアッシジは、聖フランチェス

コの生地でもあり、聖フランチェスコ会の総

本山が置かれる信仰の地。山腹の寺院建築で

有名。  

区でウケると思うんだけど、なぜ桐生の方

はフランシスコ会館の教会について、全く

紹介が出て来ないんですか。  
角田講師 

だから、それこそ外部の目っていうのが。

だから、なかの目っていうのと違うんでし

ょうね。  
Ｂ氏  

そういうことでしょう。だから、こうい

うとこでよく申し上げんのは、沖縄のみか

んとリンゴの話です。昔、沖縄海洋博やっ
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たときに、沖縄に本土の人が行くから、沖

縄の人は、最高級のおもてなしをしたいわ

けですから、彼らにとって一番のごちそう

を出す。それがリンゴとみかんなんですけ

ど。本土の人は、わざわざ沖縄に行ってボ

ケたリンゴやみかんを食べたいわけじゃな

い。そこにパイナップルがあって、それが

食べたいんだけど、沖縄の人にしてみると、

それは自分たちが日常的に食べてるもので、

それがもてなすことになるんだっていう感

覚がないわけですね。わざわざ輸入、輸入

物のリンゴ出すわけですね。たぶんこうい

う認識のギャップがものすごくあるわけな

んですよ。 
なぜそういう教会が紹介に出て来ないん

だろう。要するに、こういうまちおこしや

るときに、呼ぶのは外の人ですよね。なか

の人がなかでグルグル回っててもしょうが

ないわけなんで。ところが、全然そういう

目がない。足りないと思う。これ、1 つで

すね。  
それから、もう 1 つは、今日は近藤さん

のお話のときでも、比較的桐生の方、自分

たちがまず楽しんでる。何かのためにやる

んじゃなくて、やっぱり自分たちが面白が

らなきゃしょうがない。足利の武者行列な

んかも、やってる人楽しんでる。まず、そ

れが大事で。札幌ソーラン祭とかいって、

もう少したつと、日本中からなんか変な恰

好した若い衆がソーラン踊りをやるわけだ

けど、あれも結局、見に行くわけじゃなく

て、自分たちがやりたいからやってること

なんで。だから、やっぱりどうもイベント

っていうのは、やる人間が楽しまないと意

味がない。だから、そういうスタンスで、

やっぱり面白がってしまうっていうことと、

それから外部の目と、その辺がどうも組み

合わせかなと思う。  

だから、ファッションか素晴らしいわけ

ですから、もっと呼べばとずっと思ってい

る。時間的に他の都市とずらしてね、両毛

の都市で常にどっかのイベントが開いてる

ような形に持ってければいいわけですよね。

なかなか花火大会とかそういうのは難しい

かもしれないけど、6 月の第 1 週は桐生の

何かあって、2 週目は足利でやって、3 週

目はどっかでっていうこの辺でグルグルず

っとやってると。と、たぶん平均的に人が

来れる。逆に言うと、どの週末を外しても、

どっかで何かやってるみたいな形のもの。

そういうことで、両毛地区全体のポテンシ

ャル上がってくのかなってのは、前々から

思ってるんです。  
ただ、そういう話をすると、すぐに「花

火大会の日とあっちのお祭が一緒だから変

えられん」とかいう話を聞くんだけど、そ

んな大それたことを言ってるわけじゃなく

て、ずっとちょこっとしたものを続けてや

ってるような仕掛けに持ってく。もうちょ

っとそんなことを皆さんでお考えになれば、

面白くなるんじゃないかなと実は思ってま

す。  
僕さっきから、一人しゃべってまして、

申し訳ないですけど、一番面白かったのは、

NPO の何とかレンジャーです。 
近藤氏  

『G－FIVE』  
Ｂ氏  

『G－FIVE！』あれが一番面白かった。

今日鹿沼から来てる学生がいて、『カヌマ

ン』の話ちょっとしてくれる。  
Ｄ氏 

大学、今 4 年生なんですけど、2、3 年前

に鹿沼の成人式の実行委員をやってまして、

そのなかで、成人式の舞台上のほうに、地

元ヒーローのカヌマンっていうものがいる。
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当初は 4 人で鹿沼市で有名な『とちおとめ』

とか、『ニラ』だったり、『鹿沼土』に似た

ヒーロー、あとサツキ。今は 7 人です。結

構やっぱり、鹿沼のお祭とかでも、オンパ

レードみたいな感じで出てたりするんです

けど、子供のころ、その辺で見たこともな

かったんですが、成人になって初めて知っ

たみたいなところもあります。  
近藤氏 

結構もう前からいたんですか？カヌマン

ていうのは。  
Ｄ氏 

そうですね、たぶんまだ数年ぐらいだと

思うんですけど。そこで初めて見て。  
角田講師 

ちなみにこれ、『G－FIVE』に栃木のキ

ャラクターが 1 つ入ってるんですけど、分

かります？ 
Ａ氏 

左から 2 番目ですかね。  
近藤氏 

これは上毛新聞のヒュルルン。  
角田講師 

このね、一番手前のこのサングラス掛け

てんの。これ、日光仮面っていうんですっ

て（笑）。これ、今ちょっとちっちゃくなっ

ちゃってますけども、分かります？これ。

『ぐんまちゃん』っていうんです。群馬県

のマスコット。  
Ｂ氏 

素晴らしい安易さ、これもう傑作。こう

いう『ゆるキャラ』っていいですよね。  
角田講師 

青い三角屋根、ノコギリ屋根ね。このキ

ノピーはね。」  
角田講師 

近藤さん、説明してやってくれる、これ。

ちゃんと意味があるんですよ、このキノピ

ーの体は。 
近藤氏  

体、いや、手だけですね。渡良瀬川と桐

生川。はい、桐生はきれいな川が流れてる

っていうことで。頭は。  
角田講師 

頭は、山なんじゃないんかい。  
近藤氏 

これはノコギリ屋根です。  
角田講師 

浅間とかなんとかっていうんじゃなかっ

た。  
近藤氏  

いえ、違います、桐生ですから。 
豊田氏  

桐生・黒保根・新里とかそういう。合併

の。  
角田講師  

ああ、そうだった。赤い奥にいるのが、

これが、『わ鐵』、わたらせ渓谷鐵道、わっ

しーっていうゆるキャラですね。 
近藤氏  

ちょっと写真では見えないんですけどお

なかの辺に口があるんですよ。あそこから

線路が出て来るんです。  
角田講師 

ちなみに、この「ぐんまちゃん」と「ゆ

うまちゃん」をしゃべらせちゃったんです

よ。ほんとはしゃべんないわけなんだけど、

しゃべらせちゃったのはこの人でね。なか

にマイク付けて。  
近藤氏  

自分が入ってしゃべりました（笑）。  
角田講師  

「しゃべっちゃ困る」って言われたんだ

けど、何勝手なこと言ってんだって、しゃ

べっちゃった。ということがね、ありまし

たね。  
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あっ、先ほどのうちのネットワーク、ほ

とんどよそ者です（笑）。  
 

Ｂ氏  

結局楽しんで、結果として人が来たらそ

れでいいっていうことですね、たぶん。  
角田講師 

「ファッション大賞」ってあったでしょ

う。あれって、結局お互いの傷の嘗め合い

になったんですよ。で、やめようって。だ

から、その修道院の話が出て来ないんです

よ。お互いのイベント褒め合っちゃうんだ

もん、だって最終的に。狭いとこでやって

るから。  
Ａ氏  

さっき、聖フランシスコの話があった、

アッシジ出たけどね、これなんかは足利で

いうと、ハリストス教会があるわけです、

これを観光マップに入れようというような

考えね。そしたら、「山下りん」もある。  
Ｂ氏 

最終的な目標はね、この渡良瀬川流域で、

なんか大きな形まで持ってければいいけど、

まずその前に、たとえば、桐生と足利の何

かコラボね、そんなものをやってみるみた

いなね。何かちょっとそういう形でできた

ら面白いなって思ってるんですよ。だから、

たとえば、『カヌマン』と『G－FIVE』、ゆ

るキャラだけ集めてみるとかね。 
そんな無理してやる必要は全然なくて、

千葉県の印西市に『なし坊』というのがい

て、見かけはほとんどアンパンマンなんだ

けど、特産品が梨だから。市役所の職員が

入ってるらしいんだけど、何かイベントが

あれば、しょっちゅう、うろうろしてるん

です。だから、そんな形で、だんだんこう

定着していくでしょう。みんなで集まって、

1 回そんなことやればいいと思う。足利に

もあるのかもしれない。  
Ｃ氏 

足利学校にあれいますね。  
Ａ氏  

足利学校にもゆるキャラがいるわけ。『た

かうじ君』っていうゆるキャラが。足利学

校の場合、上杉憲実で、『のりざね君』てい

うのもね。 
近藤氏 

集めるといるんですよね。栃木県の県の

キャラクターもいますもんね。  
角田講師 

『旅博』ってのを東京でやってまして、

全世界から勧誘に来てんだよね。やっぱり

ね、一番目を引いたのはゆるキャラだった

んですよ。 
近藤氏 

「せんとくん。」  
角田講師 

旅博に行ってたんですけど、『せんとく

ん』が来ると、「ああ、せんとくんが来た」

なんてね。あとは何だっけ、彦根城の『ひ

こにゃん』。そういうキャラが来るとね、そ

このとこだけ「わあっ」と楽しくなるんで

すね。そっから、旅の話になっていくみた

いなね。  
６．他地域の資源との競争や当事者の楽しみ 

Ｂ氏  
仲間内では仲間の目しかないわけですよ

ね。日本の文化で悪いのは、レコード大賞

なんかにしても、プロダクションが内輪で

受賞を回し始めると人気なくなると思う。

だから、やっぱりもっと遠目で順位付けち

ゃうんです。嫌かもしれないけどね。だか

ら、どっかで「ゆるキャラ大賞」みたいな

ことやってるよね。だから、そのカヌマン

と G－FIVE を対決させちゃうとかね、真

面目にね。で、どっちが面白いかとかね。
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なんかそういうようなことをやって、あん

まりお互いエール交換だけで終わらさない

ようなことをやってくと、ちょっと前に進

むかもしれない。  
今、お話伺ってて思ったのは、結局、角

が立つのが嫌なわけです、皆さんね。だか

ら、内輪もめの世界に行って、沈んでくわ

け、縮まってくわけでしょ。だから、やっ

ぱりそこを一歩出なきゃいけないとしたら、

やっぱそういう。嫌かもしれない、順位付

けとかね、何らかのそういうことをやる、

評価をやってみる、それをやることによっ

て、今年負けたから、来年違う出し物で勝

負するとかね、たぶんそういう方向になっ

ていかないとなんか。 
近藤氏  

そう言えば、今日は AKB の総選挙です

ね。  
角田講師 

こちら学生さんたちは今、そっちのほう

が気になってるから（笑）、前田敦子の票が

どこ行ったんかなって。  
F 氏 

僕は全然興味ないですけど、後輩は、「ラ

イブとかのチケットを当たるかな」みたい

なことをいってました。  
Ａ氏  

車には乗ってみる。いったん乗ってみろ

と。「AKB なんてどうでもいい」とは思っ

てても、乗ってみるってことが必要なんだ

ね。あんなの騙されるのはもうみんな知っ

てるわけだよ。テレビ局の内幕も知ってる

んだけど、あえて乗って楽しんでいる。車

と同じ、乗んないとどこへも行かない。  
Ｂ氏 

それが大事なことだね。結局、おニャン

子クラブみたいに、いずれ淘汰されてくん

だけど、そのときはそのときで面白がって

いればいいんじゃないかっていうその感覚

なんだろうね。なんか変に理屈つけたい人

がたくさんいる。自分がインテリだと思っ

てるやつほど、小難しい理由付けて、面白

くなくしていくんじゃないかって思う。  
要は、「そのとき面白ければ、それでいい

じゃん」ていう、ものすごくプリミティブ

なところでやってみるってのが大事かな。

だから、さっき、おっしゃってたように、

ああいう「ゆるキャラ」が喋っちゃう、と

かですね。要は人が何人来たとかじゃなく

て、「今日はゆるキャラしゃべらしたから良

かった」でいいのかもしれない。町起こし

って、そういうノリの延長線上なのかなっ

ていう気がします。  
角田講師 

私は今日、このプレゼンするのが、すご

く堅くて嫌だったんです。それで、「最後の

ページにこれ入れてくれ」といったのは、

やっぱりね、楽しくなりますわね、ゆるキ

ャラでね。 
近藤氏 

その割には忘れてましたね。  
角田講師 

忘れてたね。  
（爆笑）  

近藤氏 

あと、この最後にもう 1 ページあります

から、そこで締めてください。あと、由紀

さおりもいるよ。これねえ、歌を歌うんで

すよ、これ。いつもね、何かやるときに、

この代表が、大好きなんですよ。 
Ｂ氏  

じゃあ、歌ってもらえるんでしょう。  
近藤氏  

いやいやいや、歌わないですけれども

（笑）。実際にこの「桐生市歌」、とっても

ね、詞が良くて、これ最後にちょっと入れ
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さしてもらったんですけど、ゆるキャラに

戻してもらって構わないです。これは 60
年前。誰でしたっけ。桐生の市制 30 周年

のときに作られた歌なんですけども。作詞

作曲者を入れてなかったです。かなり有名

な人が作詞してたけど、」  
角田講師 

これを歌えない子供たちが出て来ている

らしいですけどね。学校では必ず歌わせん

だけど、大人もね、これ、歌えない人がい

るんだよね。  
近藤氏 

意外と市歌って、皆さん知らない、足利

市歌とかって知ってます？  
一同 

・・・・・・・・  
近藤氏 

桐生市歌、出来た当時はみんな学校で歌

ってたらしんですけども、それからまたず

うっと歌わなくなって、今から 10 年ぐら

い前に、市制 80 周年のときに、やはり桐

生市歌っていうのは子供たちに教えようっ

ていうことで、CD を作って、学校に全部

配付したんですね。それで、子供たちが歌

えるように少しずつなってきたんですけど

も、いろんなところでちょっと歌いながら、

みんなに PR はしてるんですけども。こな

いだも確か、防災訓練のとき、何かやっぱ

り 1 つになるっていうものですかね。桐生

市歌っていうことで、桐生の人が 1 つにな

るっていうような、そこの会場にいる人を

なんとか無理やり 1 つにしようって、いう

ことで、結構、歌ったりするんですけども。 
Ｂ氏 

ちょっと時間もございますので。今日最

後に、「いわゆる文化があるから足引っ張り

合う」っていうあれは、すごい名言だと思

いますね。はニュータウンでずは、足を引

っ張るほどのものがないんですよね。残念

ながら。  
不動産買って集まって来て、本来、何に

もないでしょ。だから、コミュニティーな

んてもん、育ちようがないところから育て

てるんですね。それに比べると、本来のも

のがこちらは残っている。ただ、自分たち

でその価値に気付いてないですね。だから、

アパート借りたら、重要事項説明書に「自

治会に入ること」って書いてあってビック

リしました。そんなことを東京でやったら、

とんでもない話になるんですけど、結局そ

れが自然にできてる。いいか悪いかじゃな

くて、「そういうもんだ」と皆さん思ってる

わけです。 
だから、私みたいなよそ者が見るとビッ

クリするけれど、地元は「そういうもの」

で済ませている。だから、先ほど「バラバ

ラだ」っておっしゃってたのは、バラバラ

じゃないから言えるんですね、ほんとはね。

ある枠のなかで勝手にやってるっていうこ

とを「バラバラ」というふうに直接的に言

うと、まるで本当に「バラバラか」と学生

たち思ったかもしれない。そうではなくて、

ある枠のなかで勝手にやってるっていう意

味なんですよね。  
Ｃ氏 

固まってるんですよね。ところが、その

固まってるものが、隣とはなかなか連携で

きないということ。  
Ｂ氏  

そういう意味ですね。だから、大都会に

行くと、簡単に連携できるっていうのは、

結局そのまとまってるものが緩いから、隣

とも簡単にくっつけるわけなんですけど。

でも、その分だけ、自分たちの中でくっつ

いてる、まとまりっていうのは大したはこ

とない。  
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そういうふうに解釈して、それぞれこう

一つの連携、ほんとの意味で、この連携っ

ていう言葉自体がなんとなく胡散臭くなっ

てきたんですけど、楽しく、一緒に楽しめ

るような何かをやるというのをちょっと今

後は考えていって、今年度は太田市、伊勢

崎市、栃木市という形で、隣町のいろんな

方を呼んで来ますけど、結果として、何か

一緒に楽しめるものがあったらもう言うこ

とないかなって気もします。  
角田講師 

次回は杉原みち子さん、相当パワフルな

方ですから。  
Ｃ氏 

ああ、面白いね。  
Ａ氏 

いせさき銘仙の杉原さんは、私大変面白

い人です。 
角田講師 

一緒にいろいろやらさせていただいた方

なんで。  
簗瀬氏 

ぜひこれを機会に、また次回もよろしけ

れば来ていただいて、一緒に意見交換して

いただければ。  
角田講師  

勉強になりました、今日は。  
簗瀬氏  

いえ、とんでもない。こちらこそほんと

にどうもありがとうございました。  
ちょっと今日は、後半少し話の腰を折っ

ちゃったんだけど、やっぱり愚痴の言い合

いになってはこれいけない。やって来られ

た方ほんとに苦労されてるから、言いたい

ことは山ほどあるんでしょうけど、やっぱ

り先ほどおっしゃったように、若い世代に

向けてメッセージを出さなきゃいけないわ

けで、年配の方が頑張っていらっしゃるの

をもし批判するんであれば、やっぱり今日

来てる若者たちをどうやったら楽しませら

れるかみたいなふうにしないといけないの

ではないだろうかと、まあ生意気なことを

言いますけど。  
角田講師 

いやいや、そうだと思います、はい。  
司会 

じゃあ、時間がちょうど 8 時 35 分にな

りまして、本日の講演のほうは、終りにい

たしたいと思います。ありがとうございま

した。  
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2012/12/11桐生商工会議所作成 1

きりゅう市民活動推進ネットワークの活動
及び

ファッションタウン推進の歩みとその活動

きりゅう市民活動推進ネットワーク
ファッションタウン桐生推進協議会

2012/12/11桐生商工会議所作成 2

ファッションタウン構想とは

地域が有しているファッション産業のグロー
バルな発展を図りつつ、その地域の伝統文化、
歴史、自然環境などの地域固有の資源と融合
しながら、内発的で個性的な街づくりをする
運動

地域の産業振興と魅力的な街づく
りを一体的に促進する構想

2012/12/11桐生商工会議所作成 3

ファッションタウン構想の歩み

 平成５年（１９９３年）

新繊維ビジョンの中で、

“産地再生の試みと地域計画の連動”という

視点から、ファッションタウンが

繊維産地活性化に向けた通産省の新戦略の

一つとして明確化される。

＊ファッション＝「多くの人々にある一定の期間共感をもって受け入れられた生活様
式」で、衣服にとどまらず、食・住・サービスを含む生活文化全般にわたる新たな価
値を有するもの。

2012/12/11桐生商工会議所作成 4

ファッションタウンが新繊維ビジョンに
取り込まれた背景
 効率化、規模拡大など産業の活性化だけに視点を
合わせた産業政策の行き詰まり

 生活文化が豊かで、そこに暮らす市民の意識が高
い地域であることが、これからの産業に求められる
創造性を生み出す基盤となる

＊産業サイドと生活者サイドとの交流を通じた活力溢
れる地域社会の形成、地域のイメージアップ、生活者
のアメニティの向上、ひいては“国民生活のゆとりと豊
かさ”の実現に貢献するものと期待。

2012/12/11桐生商工会議所作成 5

ファッションタウン構想の３つの流れ

①繊維産業をはじめとするファッション産業を支えてきた
多くの「産地」の２１世紀に向けた必死の活性化戦略。
「産地改革」「産地再生」が大きな課題。

②高付加価値のファッション産業の振興には新しい生活文
化を刺激する都市空間や交流機能、そしてそこを舞台と
した新しいライフスタイルの創造と発信が不可欠。

③多極分散型の国土を形成する上で、全国に活力ある中小
都市を形成する必要性。

（国土庁の「MONOまちづくり」→急激な産業の空洞化によ
る中小都市の急速な地位低下に警鐘を鳴らすプロジェク
ト）

2012/12/11桐生商工会議所作成 6

平成５年（１９９３年）

新繊維ビジョンを受け、
（財）日本ファッション協会で
は、全国７地域をモデル地域
に選定。
実態調査を実施

全国７地域
・桐生市 ・富士吉田市
・墨田区 ・一宮市
・今治市 ・別府市
・熊本市

6
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2012/12/11桐生商工会議所作成 7

平成６年３月
桐生のファッションタウンビジョンを策定

産業と自然､教育と文化に育まれ
たファッションタウン桐生の創造

①織都･桐生が育んだ歴史､文化､風土を生か
したﾌｧｯｼｮﾝ都市空間の創造

②桐生が内在する諸々の資源の整合化とシス
テムの再構築

③生活文化都市･桐生を支える多彩な人材の
育成

2012/12/11桐生商工会議所作成 8

ファッションタウン化施策体系
空間創造 システム構築 人材育成

１．ファッション歴史博物館の建設
２．ファッションストリートの整備
３．ファッション工房団地の建設
４．多目的コンベンション施設の建設
５．市街地の食文化拠点の創造
６．デザインセンターの設置
７．整理染色加工場の団地化
８．ファッション開発研究所の建設

１．ファッションイベントの継続と創設
２．繊維関連各工程の垂直統合型生産体制
３．桐生ブランド製品の創出
４．新流通システムの開拓
５．食のコンテストの実施
６．桐生紗綾市・織物市の開催
７．企業メセナ活動の推進・支援
８．染織資料の一層の充実

１．産学官による人材養成機関の設立
２．織物各工程技術者への顕彰制度の確立
３．学生街の形成
４．産学協同研究事業の推進
５．学生、研究者用居住施設の整備
６．高等教育機関の活用
７．ファッション大学の誘致
８．技術資格認定制度の確立
９．伝統工芸士の保護育成
10．世界紋織物コンクールの実施

１．坂口安吾記念館の建設
２．近代化遺産等の活用
３．地場産品のクラフトショップづくり
４．河川・水路を生かした街づくり
５．丘陵地帯の登山コースの連携
６．梅田地区の宿泊設備
７．ゲストハウスの建設
８．立体駐車場の建設

１．ファッション都市宣言
２．桐生ファッション協会の設立
３．都市景観形成事業の推進
４．水道山公園周辺の文化ゾーン化
５．観光資源の開発とﾈｯﾄﾜｰｸ化（広域連携）
６．街路樹にちなんだ街路名称の命名
７．ファッション国際交流イベントの実施
８．桐生八木節まつりの充実・強化

１．桐生ファッション大賞の創設
２．桐生都市景観大賞の創設
３．生活の達人コンテストの実施
４．生涯学習、教育の一層の推進
５．着物コンテストの実施
６．デザイン保護の環境整備
７．感性教育施設の設置

１．市内新交通システムの構築
２．桐生－東京、桐生ー成田高速バス運行
３．広域型ＣＡＴＶの構築
４．北関東自動車道の早期着工
５．国道50号線の４車線化促進
６．歩行者優先の街路の空間整備
７．埼群軌道新線の建設促進
８．北関東自動車道へのアクセス道整備

１．市街地へのサイン表示
２．情報ネットワーク化の推進
３．鉄道網、バス路線の有機的結合
４．ユーザーとの幅広いネットワーク化
５．アパレルとの幅広いネットワーク化

１．桐生商業高校に短大設置
２．技術者人材データベースの構築
３．対外的広報活動の強化
４．物流システムの再構築
５．ＣＡＤ/ＣＡＮ/ＣＡＥシステムの育成
６．リサイクル・テクノロジーの整備育成

産
業
振
興

生
活
文
化

交
通
・
情
報
網

2012/12/11桐生商工会議所作成 9

平成９年（１９９７年）５月
ファッションタウン桐生推進協議会発足

５月１４日にファッションタウン化の推進母体とな
る「ファッションタウン桐生推進協議会」が発足。

４００名の会員が集まる。

協議会内に生活文化、産業活性化、まちづくり、
情報の４つの専門委員会を設け、具体的活動に
着手。

9

2012/12/11桐生商工会議所作成 10

桐生ビジョンの大きな特徴

内発型で個性的なまちづくりを推進

地域資源の掘り起こし

地元の魅力を再発見し
地域の活力を高める

2012/12/11桐生商工会議所作成 11

地域資源、掘り起こしの具体例①

桐生ファッションタウン大賞

桐生地域のまちづくりに取り組んでいる人や
団体などを市民に推薦してもらい、顕彰する。

地域の中で頑張っている方々を応援し、その
取り組みの広がりを目ざす。

2012/12/11桐生商工会議所作成 12

桐生ファッションタウン大賞
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2012/12/11桐生商工会議所作成 13

地域資源、掘り起こしの具体例②

わがまち風景賞

桐生市の個性あるまちの風景を形成している建
造物や空間などのうち、特に良質な風景を創出
しているものを表彰し、まちなみの保存と活用、
ならびに市民の都市風景に対する意識の高揚に
寄与することを目指す。

市民に推薦してもらい、市民審査員が選考す
る民間サイドからの「都市景観賞」と言える。

2012/12/11桐生商工会議所作成 14

わがまち風景賞

2012/12/11桐生商工会議所作成 15

わがまち風景賞

２０１０年風景賞

2012/12/11桐生商工会議所作成 16

地域資源、掘り起こしの具体例③

商店街一店一作家（一工場）運動

ものづくりのまち桐生の特性を生かし、桐生市
内外で活躍する“ものづくり作家”を地域資源
として捉え、これを商店街の店舗と融合させる
ことで、今までにない中心市街地活性化と地域
の伝統、産業、文化に根差したものづくりの創
出を目ざす。

2012/12/11桐生商工会議所作成 17

商店街一店一作家（一工場）運動

2012/12/11桐生商工会議所作成 18

ノコギリ屋根工場の活用による産業観光の推進

ノコギリ屋根シンポジウムの開催
（平成14年11月30日）

京都・西陣、東京・向島との木造建築活用サミット

〈地域資源∞全国展開プロジェクトの推進〉
テーマ＝桐生の産業観光・ノコギリ屋根工場と近代化産業
遺産

平成２０年度

ノコギリ屋根工場
をクローズアップ

（桐生の産業が創り出した風景・
桐生独自の風景、景観）

都市再生モデル調査事業の実施（平成16

年度）

工場の悉皆調査（所有者の意向ヒアリング）

織物製造の現場として、まちの繁栄を支えてきた“ものづく
り精神が宿る”「ノコギリ屋根工場」から新たなものづくりが
始まっている。これらの動きを産業観光を切り口として、全
国に発信し、地域活性化につなげていくためのプロジェクト
を展開。

ノコギリ屋根博覧会の開催

産業観光マップの作成

産業観光ツアーの実施

●２日間で１５００人の来場者
●生産の現場としての再確認
●産業観光ルートの基盤づくり
●モデル的推進体制の構築
●産業観光推進の検証
●ノコギリ屋根マップの作成

①産業観光の核 ②地場産業伝承の新たな苗床 ③文化・芸術
活動の創造の場
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2012/12/11桐生商工会議所作成 19

ノコギリ屋根博覧会

2012/12/11桐生商工会議所作成 20

ノコギリ屋根博覧会

トークショーとミニ
講演会

2012/12/11桐生商工会議所作成 21

ノコギリ屋根博覧会

織物関係資料の展示

2012/12/11桐生商工会議所作成 22

ノコギリ屋根博覧会

産業観光ツアー ２日間で１３２人参加

2012/12/11桐生商工会議所作成 23

ノコギリ屋根博覧会と合わせて開催された

ｅ‐物産市

2012/12/11桐生商工会議所作成 24

平成２１年１１月
「全国商工会議所きらり輝き観光振興大賞

奨励賞」を受賞

 全国商工会議所観光振興大会２００９in神戸（１７００人が参加）の冒頭に
岡村日本商工会議所会頭より表彰状を伝達された

ノコギリ屋根工場の活用
による産業観光の推進

きらり輝き観光振興大賞

他の地域の範となる観光振興事業を
行う商工会議所を顕彰することで各地
の活動を促進させ、さらに観光立国の
推進と地域活性化に資することを目指
す
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2012/12/11桐生商工会議所作成 25

ファッションタウン桐生推進協議会 組織図

佐々木正純委員長

まちづくり委員会

ものづくり仲間づくり

プロジェクト

藤掛和男委員長

生活文化委員会

籾山和久委員長

産業活性化委員会

角田亘委員長

FTネット委員会

食文化創造

プロジェクト

産業観光推進

プロジェクト

一店一作家（一工場）

運動プロジェクト

デザイナーと桐生産地

交流プロジェクト

桐生うどん支援

プロジェクト

わがまち風景賞

プロジェクト

フィールドワーク桐生

プロジェクト

ＦＴネット

プロジェクト

桐生学

プロジェクト

広報

プロジェクト

NECO
プロジェクト

宝田恭之委員長

運営委員会
会 員役 員 会総 会

古民家等活用推進

プロジェクト

2012/12/11桐生商工会議所作成 26

ファッションタウン桐生推進協議会の
会員構成

種 別 会 員 数

法人会員 ７２事業所

団体会員 １５団体

個人会員 ９０人

合 計 １７７会員

ＦＴ協議会の特徴：産業界をバックに各団体や市民、学校
などが参画、産学官民が一体となったまちづくりを展開

2012/12/11桐生商工会議所作成 27

ファッションタウン桐生推進協議会の
予算構成

科 目 金 額

会 費 １，９５０，０００円

桐生市補助金 １，０００，０００円

商工会議所事業費 １，０００，０００円

雑収入 ５４，０７６円

繰越金 ７５５，９２４円

合 計 ４，７６０，０００円

（平成23年度当初予算より）

2012/12/11桐生商工会議所作成 28

ファッションタウン推進事業により顕在
化した活動など

 桐生天満宮からくり人形芝居の復元

 桐生うどんのＰＲ展開

 桐生ファッションウィークの立ち上げと継続

 経済産業省「近代化遺産の活用による地域活性化
運動」の桐生における展開

 ファッションタウン・サミット（平成９年）、生活文化創
造都市全国大会（平成２２年）など全国大会の誘致

 桐生まちなかマップ、産業観光マップなどの作成

 景観への配慮、観光への関心醸成

2012/12/11桐生商工会議所作成 29

ファッションタウン推進事業のその他の
活動

 ものづくり仲間づくり事業

 「音楽と食の夕べ」の開催・食の掘り起こし

 群馬大学ＪＳＴプロジェクトへの協力

 ファッションタウン桐生写真コンテストの実施

 フィールドワーク桐生プロジェクト

 桐生を訪れるデザイナーたちの窓口業務

 その他

2012/12/11桐生商工会議所作成 30

１５年目を迎えるファッションタウン

 会議所活動の枠を越え、産業界と市民が協働

 地域資源の掘り起こしは、地域活性化への切り口
としてスタンダード化

 より桐生らしい活性化へのアプローチが求められ
る

 未開拓分野の検討

 まちづくり運動を産業活性化につなげる

 本来の意味でのファッションタウン推進を目ざす
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2012/12/11桐生商工会議所作成 31

ファッションタウン今後の展望と課題

当初の目的への原点回帰→繊維産地の産
業と地域の振興

地域の基幹産業再構築戦略を策定

・産業関係者の積極的な参加

・人材の若返り

・総合プロデュース力

・関係機関の連携

課

題

きりゅう市民活動推進ネットワークと

桐生市民活動推進センター“ゆい”

について

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 32

きりゅう市民活動推進ネットワーク
とは・・・

「いきいきとした桐生」をつくるために、幅広い
市民活動の、より一層の推進を目的として

設立された民間団体です。

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 33

きりゅう市民活動推進ネットワーク
の活動

 「ネットワークの四つの委員会」

 ■環境づくり委員会

 ■ネットワークづくり委員会

 ■パートナーシップづくり委員会

 ■センター運営委員会

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 34

ＪＲ桐生駅北口
イルミネーション点灯式

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 35

■パートナーシップづくり委員会

きりゅう市民活動推進ネットワークによる

南相馬市からの被災者支援事業
「つるし雛づくり」

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 36

■環境づくり委員会
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2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 37

■ネットワークづくり委員会

会員による寺子屋事業
「歌声喫茶」 「フラダンス」

桐生市民活動推進センター“ゆい”
指定管理者として運営

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 38

■センター運営委員会

桐生市民活動推進センター“ゆい”
とは・・・

さまざまな市民活動を応援するための拠点施設です。

 【ゆいで出来ること】
 ・会議や打合せ ・チラシや会議資料のコピー、印刷

 ・イベント用テントなどの機材、関連図書の貸出

 ・市民活動団体や行政のチラシなどの掲示、閲覧、情報交換

 ・市民活動、ボランティア、ＮＰＯなどについての相談

■チャレンジ２５ 電動アシスト自転車の無料レンタル

2012/12/11桐生商工会議所作成 39

桐生市マスコットキャラクター
「キノピー」 と ・・・

2012/12/11きりゅう市民活動推進ネットワーク作成 40

桐生市歌
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第第第第２２２２回回回回    6666 月月月月 13131313 日日日日（（（（水水水水））））     

「「「「伊勢崎銘仙伊勢崎銘仙伊勢崎銘仙伊勢崎銘仙とまちづくりとまちづくりとまちづくりとまちづくり」」」」についてについてについてについて    
                     
 

 

司会 

第 2 回目の講演会になります。冒頭に「い

せざき銘仙会」主催のファッションショー

の DVD をみせていただきました。  
今日は、「いせさきの銘仙の会」の杉原先

生をお招きいたしました。  
杉原講師 

よろしくお願いいたします。  
司会 

中川会長より、ご挨拶を。  
中川会長 

どうぞ、お座りください。お忙しいなか

ありがとうございます。ごぶさたしており

ます。  
杉原講師 

しばらくでございます。お声がけしてい

ただきまして、ありがとうございます。  
中川会長 

ありがとうございます。杉原さんとは、

大学在職中に、伊勢崎のいろんな委員会で

ご一緒して、当時から活発にいろいろ活動

されておられることは、よく承知していた

んですけども、今回、図らずも簗瀬さん、

大澤さんのいろんなおはからいで、声をか

けたら、快くお引き受けいただきました。

どうもありがとうございます。  
今日は着物の銘仙っていうことで、先ほ

ども出ましたけども、秩父、伊勢崎、足利

といろいろ興味のあるテーマでございます。

私事でなんですが、私も日常、着物を着て

おります。男が日常、着物を着ているって

いうのは非常に珍しいようで、まちなんか

を歩くと結構振り返られたりして、その気

になって結構楽しんでおりますけれども。

やっぱり女性でも、男でも、着物の魅力っ

ていうのは、色気っていいますかね、これ

はなんとも言えない。女性は特に襟元とか、

足首のところとかですね、なんと言っても

女性の体の線が出てすごい色気が感じられ

る、おしりですね。これは実に、日本の文

化としては珍しく、体の線がピシッと出る。

男は男らしさが、ブリッとした男の腰の線

が出る。  
着物っていうのはすごい。そういう意味

で着物についてもう少しわれわれも、もっ

と日常に取り込んでいかないといけない。

いけないっていうか、1 つは、うちへ帰っ

て着物に着替えるというその過程が、もの

すごい気分転換といいますかね、世界が変

わる。外の世界から、うちの世界になる。

そういうような、やっぱり帰ってうちの着

物に着替えるとか、そういう生活のリズム

のなかで、非常に重要なことはさっき言っ

た、男も女も色気っていうのは、生活のな

かで非常に重要だと思うんです。 
今もいろいろ新しい試みをされておりま

すが、新しいそういうものをイメージする

っていう、理屈じゃなくてイメージから、

いろいろ努力されてる様子があって、大変

おもしろいっていうか、どんどんやってい

ただきたいなと、こういうふうに思います。 
ちょっと長くなりますが、先日、テレビ

見てたら、足利も足利銘仙を再生しようっ

ていう動きが、今始まっているようで、3

いせさき銘仙会代表世話人 
杉原みち子 
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年後には実現したいというようなことがあ

りましたけども、さっきいったように、た

だ懐古趣味でやるんじゃなくて、生活のな

かにどう取り込むかということがやっぱり

大事だと思います。  
そういう意味では、さっきのようなショ

ーっていうのは、ショーのものはいきなり

日常生活に取り入れるのは難しいかもしれ

ないけども、それを契機としてやっぱりい

ろんなものを日常に取り込むという、きっ

かけになるんじゃないかということで、伊

勢崎のすばらしい試みだと、こういうこと

まで杉原さんはやっておられるんだなとい

うことは実に敬服いたします。今後ともぜ

ひ、続けていろいろとやっていただけたら

と思います。今日は本当にありがとうござ

います。  
司会 

ありがとうございました。では杉原先生

のご紹介を。  
杉原講師 

１．自己紹介に代えて（活動報告） 

あの、先生はやめていただいて杉原さん

でお願いできますか？私、別に先生でもな

んでもなくて、ただただ好奇心が強いだけ

ですから。とりあえず自己紹介ですが、私、

64 歳で埼玉県羽生出身でございます。40
年前にこの足利の蓮岱館で夫と見合いしま

して、結婚が決まりましたので、足利は非

常に印象深いし、私は鑁阿（ばんな）寺と

か足利学校、来ますと、「気」があるってい

うことですか、地域を越えて「気」がある

とこっていうのは、非常に歴史を感じます。

出雲大社と同じくらいの強い力をいただく

っていうことで、大変足利は好きなところ

です。  
ただ、しばらくぶりで来ましたらあまり

にも信号が多くなって、昔、確か、35 分か

40 分で来たのが、今日は 1 時間かかったっ

ていうことで、やっぱり時代によってずい

ぶん違うなと思いました。  
１）市民活動の理念と活動  

私は 1985 年に、「街づくり市民ゼミナー

ル」っていうのを立ち上げました。今から

27 年前でしょうか。活動理念は、「汗をか

く市民、行動する市民」、そして、「批判よ

り評価、理論より実践」、そして、「官と民、

民と民の信頼関係を築く」というものです。 
よく企業理念がちゃんとしてる会社が残

る。企業理念がないとなかなか会社ってい

うのは残りにくいっていいます。私は稲盛

和夫氏の京セラの勉強会「盛和塾」で 17
年間勉強しておりまして、やっぱり企業理

念にしてもこういう活動にしても、理念と

いうのが大事だなと。 
特別に考えたわけじゃないんですけど、

そうやって理念に従って、私たち、錆びつ

いたところを塗ったりとか、瓦礫のところ

に花を植えたり、川のごみを拾ったりって

ことで、自分たちの目につくところってい

うのは、いろいろと汗をかきながらやって

まいりました。  
そのときに、第 19 期とありますけども、

こちらも皆さん次々いろんな方をお呼びし

てお勉強してらっしゃいます。私たちも勉

強するってこと、何も知らないってことを

気付きました。上武大学市民公開講座で皆

さんと一緒しまして、市民として、市のこ

とを知らないんじゃないかっていうことを

気付いて、もっともっと市のことを聞いて

から、それから市についていろんなことを

行動していこうってことで、はじめは勉強

しておりました。  
そして、勉強しているなかで、ただ座っ

て勉強しているだけでは何にもならないの

で、汗をかく市民、行動する市民っていう
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ことで、近江八幡を見に行きました。私、

地域づくり協議会のほうの副会長をしてお

りまして、全国の地域づくり大会がありま

すので、そのときに、たまたま近江八幡に

行ったときに、あまりにも近江八幡の市役

所の方が狂ったように頑張って、この堀も

ご存知のとおり、埋めるっていうところを、

そのあと川端五兵衛さんっていう方が市長

になります、その方が青年会議所にいると

きに、埋め始めているのを埋めないってこ

とにして、それを撤回して八幡掘を残した。

ご自分の仕事は市民病院に薬を入れる仕事

だったので、以後、全く薬が売れなくなっ

た。そういうリスクを負ってまで残したと

いう、その住民の活動を見にまいりました。 
地域づくり全国大会がありまして、伊勢

崎に来ていただきました。このときは地域

づくり研修会で、『認めあう力、響きあう心』

という字を、星野富弘さんに書いていただ

きまして、伊勢崎がすごくいいってことで、

『街はみんなのギャラリーだ』、自分たちが

どういう絵を描くのかってことで、これは

1 班だけなので、これが 3 班ぐらい、伊勢

崎と桐生と高崎と榛名に集まったんですけ

ども、伊勢崎が一番集まってくださいまし

た。こんなことでも全国との交流をやって

まいりました。  
これは、「ニューヨークまでも届いた引越

しショー」って言われたんですけど、今年

で 100 年。100 年っていうのは、聞きます

と、JTB が 100 年で、タイタニックが 100
年ってことで，大正元年なんですけども、

そのころちょうど日本がやっぱり、モボ、

モガ時代で元気なときだったんだと思いま

す。この写真が最古の黒羽根医院さんです

けども、今は「いせさき明治館」として、

道路から道路を引越しをして、曳き家移転

をして残したんです。昔は、全く閉まって

まして、開かずの扉で、それを私たちがお

願いに行って、「ストリート・ギャラリー’

90inISESAKI‘」として、1990 年に第 1
回目を始めました。  

ギャラリーの機能としてショーウインド

ウもギャラリーとして、バリバリ次々とや

っていって、その結果として、市の方が「こ

れはもったいないじゃないか」ってことで

かなり反対もありましたが、残せました。

市長から「あんたが馬鹿なこと言うからこ

んなボロ屋曳かされて、こんなに金がかか

ったんだよ」って言われましたが、今では

これを残したってことが大きく評価されて

ます。でも福祉の方からも、「杉原さんがこ

んなこと言うから金がかかって、福祉の金

が減らされた」とか、何かやっぱりやるっ

てことは、ものすごいいろんな批判を受け

る。時間もかけなきゃいけないし、そのと

きの勇気っていうのか、私、別にいいこと

やったと思ってませんけども、やっぱり非

常に勇気がいるなってことです。でも、今

はとっても喜んでもらってます。 
これは私が先ほどの「広瀬川のごみを拾

いましょう」の活動です。青年会議所でや

っていた行事をやめるっていうことだった

ですが、誰も市民が受け継がない。これで

は，何のための市民団体なのかってことで、

私たちが青年会議所から引き継ぎました。

「広瀬川クリーン作戦」と「広瀬川のクリ

ーンと芋煮のつどい」です。大鍋で芋煮を

するイベントですが、やっぱり、市民団体

としてそういう過渡期にやらなきゃいけな

いんじゃないかってことで始めて、ずっと

今も続いております。春の風物詩にもなっ

ております。  
次は伊勢崎市が合併したときに、合併支

援事業ってことで 36 事業ぐらいあったん

ですね。一番大きいのは 300 万円くらいか
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ら。私は期限が終わってから駆け込みで行

ったんですけども、見たらば何もやってい

ない団体が 100 万だ 200 万だってもらって

て、私、十何年やってるのになんで申し込

まなかったんだろってことで、むりやり申

し込みに行きまして、「最低の 10 万しかな

いよ」ってことで、「それでも結構です」っ

てことで 10 万円をもらって、あとは、メ

ンバーからお金を集めまして、それでやっ

たのが、「いせさき燈華会」です。  
今なら言えるんですけども、伊勢崎はご

存知のとおり風俗産業がすごいんです。本

町通り、夜いらっしゃれば真っ赤なネオン

の風俗ですし、横道も周りもすべて今、風

俗になってしまって、もうこれはどうにも

ならない。「風俗はこれでいいのか」って言

っても、固定資産税払う方にしてみたら、

誰も来なければどうにもやっていけない。

維持するためにはどうにもならないってい

う、持ってる方の気持ちも考えて、私たち

は、風俗の光に負けない光をということで、

「奈良の燈花会」を私見てきまして、市役

所にもそれを見た方がいて、「じゃあやろう

よ」ってことで、「奈良の燈花会」からキャ

ップを買いまして、「いせさき燈華会」って

ことで始めました。向こうの燈花は、「花」

なんですね。私たちは「華」にしまして、

この写真が「時報鐘楼」で大正天皇の即位

のときに小林桂助さんって方が寄付された

もので。その当時っていうのはやっぱりお

金を持った方っていうのはこうやっていた。

とっても美しくて、「川越のよりもずっと伊

勢崎のほうがいいよ」って、桐生の奈さん

が言ってくださって、よその方から評価さ

れると、なおいっそう私たちにしてみると、

今までよりもっと価値があるなと思って、

とっても嬉しい。「ハロウィン灯籠」とか、

毎年、竹灯籠とか、次々ニューフェイスを

作りながら、今 8 年目を迎えております。 
次、お願いいたします。これは、いろん

な方に参加していただこうと、私たちだけ

じゃなくて、クラッシックの音楽をやった

り、あと 1 つ、私は教育委員をしてたもの

ですが、地元の高校との付き合いが全くな

いんですね。ですからやっぱり地元に高校

はあるんだけども、地元と全然関わりがな

いってことに関して、工業高校の男の子に

は、カップにろうそくをつけてもらうとか、

それと農業高校のところにはポン菓子を作

ってもらってということです。農業高校で

持ってるものとして、花を売ってもらおう

と思ったら、時期的に花が間に合わないっ

てことなんでポン菓子をやって、先生方も

高校生たちがそれを売ることを覚えたって

ことで喜んでくださいました。ただ夜、光

があって、まるですてきな天国に行ったよ

うだって言われたんですけども、でも、そ

れだけじゃおもしろくないってことで、コ

ーディネーターの高木さんが「阿波踊りで

きないか」ってことで、阿波踊りを 1 年目

からやりました。祭りはやっぱり静と動が

なきゃいけないってことですね。これは、

「みやごう連」です。 
２）「いせさき銘仙の会」ができるまで  

次は「ぐんまちゃん家」っていうのが歌

舞伎座の前に、群馬県庁が「群馬県を知っ

ていただこう」ってことで出したんですけ

ども、なかなかそこにアピールするものが

ないってことだったので、織物組合のほう

から「ぜひ来てくれないか」ってことで、

「ぐんまちゃん家」、歌舞伎座の前です。今、

歌舞伎座が（改修工事で）閉まってるので

すが、それでも今年は相当売れたっていう

んです。それで（銘仙を着て）応援に行っ

たときに、そこの金子所長というて方が、

「駄目だよ、こんなとこに立って、誰も見
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てくれないんだから、ホコ天歩け」って言

うので、歩行者天国歩きました。 
そしたらもうすごい人が、ドンドコ、ド

ンドコ来て、着物ってこんなに人の、中高

年のばあさんなんか誰も普通だったら見て

くれないんですよ。でも、銘仙を着ただけ

でこんなに見てもらえるって、銘仙がどれ

だけ力を持っているかってことを、このと

き私たち、初めて実感いたしました。  
それを見て私が「銘仙の会」を作っちゃ

ったんですね。というのは、やっぱり何か

組織化をしないと、なんとなく単発でやっ

てもそれは地に足が着いたものにならない

し、外から見ても評価できないってことで、

市長に掛け合って、もうすぐに 3 月 3 日、

女の日だったもんですから、「いせさき銘仙

の会」を発足してしまいました。 
そのときに、「シルクカントリーin 伊勢

崎」っていう上毛新聞が地域、地域で桐生

を使ったり、太田を使ったりして、新聞の

移動記者クラブをやったんですけども、そ

のとき何も目玉がないってことで、「じゃあ

やっちゃおうか」ってことで、第 1 回目の

これがファッションショーなんです。ほん

とに、今思うと稚拙だったんですけども、

これが第 1 回目のファッションショーです。 
私が NHK の番組の群馬県の審議委員だ

ったものですから、それで NHK の放送部

長が新聞を見てくださって、ぜひ、『いっと

6 けん』に取り上げるってことで、私の自

宅まで来てくださいました。散らかった家

のごみを全部拾って、掃除しました。「杉原

さんち汚いって聞いてたけども、ずいぶん

きれいじゃない」って言ったから、「ジョウ

ダンじゃない、寝ずに片付けたのよ」って、

やっぱり人が来るっていうのはいいですね。

ほんとにきれいな部屋になって、自分でも

驚くぐらいきれいになる、人目にふれるっ

てことで。 
織ってる場所とか、高校生、小学生が見

てるところとかを撮影して、これが『いっ

と 6 けん』で、これを見たイッセイミヤケ

スタジオさんが、ぜひ、私のこの黒白の生

地だと思うんですが、これを見た方が、「ぜ

ひ、パリコレの生地に使いたい」ってこと

で、声がかかったっていうふうに伺ってま

す。写真では、私が一番左で、その隣が私

のところの嫁さんで、その隣が先ほどの教

育委員さんです。  
３）銘仙ファッションショーの展開  

「ファッションショーを『いせさき燈華

会』のときの夜やりましょう」ってことで、

とっても評判が良かったものですから、赤

石楽舎っていうところー北小につづくとこ

ろですけども。そこで、絨毯だけ緋毛氈を

使い，ほんとお金をかけないでやりました。

さっきのファッションショーは、20 万円く

らいかかりました。県のほうの補助金をい

ただけたものですから、それを使ってやら

せていただきました。こちらはほんとにお

金をかけないで手作りでやりました。  
これは銘仙コーディネーターです、これ

も、ピンワークなんです。こうやって全く

切らないで、こうやって板に着物と帯とで

こういうふうにすると、こういう楽しいこ

とができます。市のホールがありまして、

そこでやって、これは大変評判が良かった

足利市出身の高木照子さんの作品です．  
次は、実は私たちは去年の 3 月 13 日、

足利インターのオープン、北関東がつなが

るということで、足利インターでファッシ

ョンショーをする予定だったんですね。そ

れで私たちずっと用意していましたらば、

11 日の例の地震で、中止になってしまいま

して、「でもせっかく着物を着たんだから、

集まろう」って集まって、そしたら、そこ
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で声が上がって、「このまんまお金を募金に

行っちゃおうよ」って。ただファッション

ショーすることよりも、せっかく集まった

んだから、その場でもう募金を始めました。

これが伊勢崎駅ですけども、ベイシアさん

の会長の土屋さんにも言って、「そしたらど

うぞ」って言ってくれたんで、これ 1 日 2
時間ぐらいで 15 万円ぐらい。中国の方ま

でも皆さんが入れてくれました。交番の巡

査さんにももらってきちゃいまして、「もう

何でもいいからもらっちゃおう」ってこと

でもらって、募金活動して。  
そして、翌日市役所に持っていったらば、

なんて言われたかというと、「あまりにも早

過ぎる」って、私は冷たいまなざしを受け

ました。役所っていうのはほんとに何を評

価するんだかわからないけども、「早過ぎ

る」って私は伺ったときに、「もうなんだっ

ていいやもう、好きに言ってくれや」、って

感じで、腹がますます、もともと据わって

ますけど、ますます腹が据わってしまいま

した。  
何やったって言われるときは言われるん

だと思って、自分たちが納得した行動に関

しては、「すぐやるか」なもんですから、決

して目立って人にアピールすることじゃな

くて、私たちはできることがあったらしよ

うっていうこの絆の深さとスピード感って

いうのは、私たちの自慢です。  
こちらは確か足利の方もいらしたかと思

うんですけども、大宮駅で足利と桐生と前

橋と、確か両毛何とかってつないで、それ

もなぜつながったっていうと、全部担当が

女性だったんですね。もし男の方だったら

ね、パンパンパンとつながってナイ、「俺は

聞いてねえ」とか、「その話はどこから出た

んだ」とかって言ってるうちに、全部壊れ

たと思うんですけども、全部が女性だった

んで、あっという間にパパパパッという感

じで、「いいよね、これいいよね」っていう

ことでね。 
私は、男性が女性がってあまり言いたく

ないんですけど、男の方は、「俺が聞いてね

え」とか、「誰に先、話が行った」とか、何

をやるかよりもね、なんていうのかしら、

どうでもいいことが大事になってほんとに、

イライラくる。「女に任してくれ、全部やっ

ちゃうよ」って感じ。 
私、女子会でビール飲むと普通 3800 円

が女が 4 人集まると 2500 円でやってくれ

るっていうから、ほんとに邪魔な男はいら

ないなって思う。とってもいい方はいい方

で、男、女は関係ないんですけどね。うる

さくて、権力と名誉が好きでスケベな男っ

ていうのはどうにも付き合いきれないって

感じです。 
この大宮の企画は JR でびっくりされて、

このあとにアンコールが来て、高崎でやっ

てくれということになりました、あとで紹

介します。 
次は、デスティネーションで行ったの、

これが皆さんご存知かな、C61、シロクイ

チっていうんですけども、C61 は華蔵寺公

園にあったんですね。それでもうほんとに

錆びついてたんですけども、確か、山田洋

二監督だったか？「「釣りバカ日誌」の監督

だったか、どちらかがお父さんが JR にい

て、C61 の運転をしていたってことで、そ

れを映画に撮るために直すことになり、莫

大な金をかけて直したんですね。それを華

蔵寺から持って行ったので、市長が「伊勢

崎までやって来てくれ」って言ってことに

なりました。汽車が伊勢崎まで来て戻るん

ならいいんだけども、なかなか線路が難し

くて、できないらしいんですね。でも市長

が、「ぜひお願いします」ってことでファッ
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ションショーを高崎駅でやりました。正直

言って私はミスマッチだと思ったんですね。

というのは SL のファンの方と銘仙ってい

うのは全く関係ないんですよ。だから私、

行くことは行ったんだけども「どうかな」

と思ったら、思いのほか喜ばれました。皆

さんから評判が良かった、おもてなしが良

かったということで、高崎駅で非常に喜ば

れました。 
はじめ、駅でも、「なんだこの女、邪魔だ」

って駅員の方、そんな顔してたんですね。

それが、評判がいいとなったら、「いやあ、

ぜひまた次」ということで、これぐらい手

の裏返したように態度が変わるというのは、

私ももう慣れっこになってます。全然、抵

抗力がしっかりあって、何があっても平気

です。  
次、お願いいたします。これが先ほどの

「銘仙レボリューション」。これも私は賛否

両論あると思います。でも、とにかくこれ

が成功したのは、私が「銘仙の日」をした

いって、それも市長に直接、宴会の席で言

っちゃったんですね。 
そして、後で「市長どうなりましたか？」

って聞いたんです。そしたら、担当の方に、

言われたんですね。「いや実は、あんたは簡

単に市長に言ったけど、これは条例っても

んがあって、そんな銘仙の日を制定するに

は、これこれかれこれ、かれこれこれかれ

で、3 年か 4 年かかるんだから」って言わ

れたから、「大変申し訳ございません」と私、

本当に謝りました。直接トップに言わない

で、ちゃんと担当に言わなきゃいけないけ

ど、でも私の本音は、下から持って行った

ら消されちゃうんですから、これでよかっ

たかな。  
もう 1 つ市長が言ってくれたのは、12

月に、うち毎年 100 万ずつ寄付してるもん

ですから、その寄付するときに、「どうなり

ましたか？」って聞いたんで。「私が条例と

かいうこと関係なくやったもんですから、

とっても担当の方にご迷惑をかけて」って

言ったら、「いやそんなことないよな、助役

な」って言ったとたんに、3 日後には会が

発足です。12 月の締め切りぎりぎりで、市

長のお声がかりです。 
だから市役所の対応も横断的で、秘書課

から企画からいろいろな課が入って、そし

て商工会議所からも入ったってことで、す

ごく組織横断的になりました。でもそのあ

と冷たいまなざしを受けましたが、「まった

くあの女また勝手にやりやがって」って。

でも 3 月 3 日には、もうこれやっちゃった

ってことで、市の方々も市長も商工会議所

の会頭も、とっても喜んで、銘仙っていう

のは観光の目玉になるってことを実感して

います。だからあとは仕掛け方なんですね。 
「のほほんさんぽ」っていう企画は確か、

足利でもやったと思うんです。足利と伊勢

崎と桐生でやったと思うんです、一緒に。

横浜から千葉から東京からみんな来て、着

物着てまちのなか歩いてもらったらば、若

い方々が「とっても楽しかった」ってこと

で、そのあと伊香保に泊まって、翌日伊勢

崎に行くとかで、ほんとにデスティネーシ

ョンキャンペーンに関しては、仕掛け方に

よっては、いろんなことができるなってこ

とを感じています。ですから今後も、これ

を私たちのいわゆるマスターベーションで

はなくって、これをどうやって今後展開し

て、よその方々にもまちへ来てもらって、

やっていくかっていうのが、われわれの街

づくりとしてのテーマでございます。まだ

まだ死ぬまでいろんなやり方があるかと思

います。  
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４）今後の展開  
また今日も皆さんからご意見いただきな

がら、今後に向けてもやっていきたいと思

っておりますので、言葉足らずでございま

すけども、手短に一応、これが最後になり

ます。もし質問とか何かあれば、どんどん

言っていただいて、あとは提案とかがある

ようでしたらば。ちょっと今まで土曜日し

か開けなかった「いせさき明治館」を、「あ

そこ行けば必ず銘仙見れるよ」ってことに

しちゃおうってことで、『あこがれのバラ柄

銘仙展』、次が、『軽やかな、涼やかな夏銘

仙展』とかで、あそこに行けば必ず銘仙が

見られるってことにしたいと、今これやっ

ています。 
これもまた評判になりまして、いろんな

ものが展示してあるのに、「『銘仙ばっかし

やりやがって』って批判があるよ」って言

ってる織物組合長がいらっしゃいますけど

も、そんなことは知ったこっちゃない。私

たちは、皆さんが関心を持ってくれること

に関して、イベントをやっていって、もち

ろん、それで多くの意見が出てきたときに

は反省して、皆さんの意見を取り入れなが

らやっていこうと思ってます。  
この方もファッションショーに初めて出

た方なんですけども、はまっちゃって、「杉

原さん、私ができることは少しでも買うこ

とだ」っていうのは、伊勢崎で木島さんっ

てとこが 1 軒だけです、銘仙を織っている

のは。そこがなくなったらば、結局文化財

なんですよね、この銘仙は。でも 1 軒だけ

織ってるために、商工会議所とか商業観光

課とかっていう分野に入りますので、とに

かく私たちは木島さんの着物を買ったり、

買っていただいたりしながら、少しでも応

援していこうっていう、それが私たちの一

番の市民としての役割だと思っております。 

写真の彼女、お医者さんなんです。小児

科医で、土曜日に全員で着物着ますという

催しで、この方が看護婦さん。外には古い

銘仙をかかしに着せて。こういうふうな、

種まきをしてくださる方がいるんで、これ

着てったら元総理の細川さんも驚きだそう

です。普通写真撮らない方なんですけども、

この着物見たらば、写真撮ってもいいって

オーケーが出て、初めて写真撮ったってい

うことです。仲がいい方でも、普段は写真

撮らないそうなんです。これがちょうど 3
日前の写真なんです。 

こうやって、これは 2 反使っています。

これがカーネーションの柄で『カーネーシ

ョン』というドラマの目玉の着物を着て、

皆さんでテレビに出たことを伊勢崎の方々

や外の人にどうやって知っていただこうか

考えています。ほんとに動き始めるといろ

んな方の心のなかに、私たちの種がまかれ

るなって思っております。どうもありがと

うございました。  
（拍手）  
司会 

はい、どうもありがとうございました。

すごい迫力でお話をいただきました。さっ

き遅れてみえてずっと向こうのほうから走

ってみえたんですね。そのままずっとその

勢いで 40 分ほどあっという間に過ぎまし

た。どうもありがとうございました。  
やっぱり、まちの活性化っていうのは、

やる方がこれくらい活性化してないと、難

しいのかなと思いました。  
 
２．地域活性化の担い手たち 

１）「反省するけど後悔せず」の精神  
杉原講師 

地域づくり協議会の全国大会に参ります

と、ほとんど変人、奇人、よそ者、若者、
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ばか者とかってよく言いますけども、私だ

けでじゃなくて、だいたいそこの範疇に入

りますね。まともな方だとね、人を引っぱ

っていくていうか、そのエネルギーになり

にくいんじゃないかなって感じはしてます。 
司会 

昔、私も都市開発をやってたころに、あ

る市の部長さんが、「きちがいが 3 人いれ

ば物は成る」って、おっしゃってました。

絶対できないといわれるところに鉄道を敷

いて駅をつくるなんてことは、やっぱりそ

ういう、半ば・・・  
杉原講師 

はい、狂ったような方じゃないと、傍か

ら見たら。 
司会 

その方は、どこへでも行っちゃう。中央

省庁にも行っちゃう。たぶんそういうこと

と、時代の流れみたいなものがうまく合っ

たときに、ものが進んで行くっていうこと

をたぶんおっしゃっているんだろうと思い

ますが。その核になる方っていうのは、人

に何と言われようとも頑張るんだっていう

のは、これは正しいことだと思います。明

治維新のときからそうですね。  
杉原講師 

結局なぜかっていったら、我欲がないん

です。私心がないんですよ。だから反省は

するけど後悔はしないってね。言われたこ

とは聞くけども。でも、やっぱりありきた

りのことのなかでは物事って変えられない。 
今、第三次の革命、うちの会社 IC チッ

プ作っているものですから、もうほんとに、

日本に生き残れるのか。海外に行ったって

大変です。ほんとに残るも地獄、行くも地

獄みたいな今の状況です。これはどんな社

会のなかでも、自分の人生のなかでも、リ

スクを負ったり、新しいことに飛びつくっ

てことはやらなければ、新しいものは、私

は目に見えてこないなと思います。今のま

まじっとしてたらば、危ない。  
重慶に 1 週間前に行ってきましたけどね、

あの市長がいなくなっても、重慶はすごい

勢いで頑張ってる。中国の方々もほんとに

オーナーで若くて、塾長の稲盛さんの考え

方やってます。中国もアメリカも日本もな

い、頑張る方が伸びるんだなって思います。

もう日本の国とかアメリカとか中国とかっ

て言ってる場合じゃないなってのを肌で感

じた、今日このごろです。4 日間行ってき

ました。  
司会 

ではとりあえず、話が、いせさき銘仙と、

今日は、まちの活性化ということがテーマ

ですので、先ほどファッションショー、そ

れから今のプレゼンテーションをご覧にな

って、何かご質問があれば、「どうしてそん

なに元気なんですか？マムシドリンク飲ん

でるんですか？」って聞きたいような気も

しますけど、そういう茶々は置いておきま

して、何かどうぞ、どなたでも結構です。 
杉原講師 

ちなみにこないだ、栃木県庁に呼ばれま

して、私が事例発表を頼まれたんですね。

ここにあるんですけども、正直言って、全

国地域づくり協議会に栃木県は誰ひとり来

てません。十何年たって、20 年近くかな。

栃木県には、どうも地域づくり協議会って

いうのがないみたいですね。それで参加し

たときにあんまり、私は、悪いってわけじ

ゃなくて、群馬だったらもう 15 年以上前

にやってるような、皆さんでペタペタ紙を

貼ってどうするとかって、そういう何とか

ってやり方でしたっけね。  
A 氏 

ワークショップ？   
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杉原講師 

そう、ワークショップ。私、正直言って、

今ごろって、ただ驚いて、もっともっと外

に目を向けたらって思いました。群馬県の

ほうの事例で、宇都宮に呼ばれまして、事

例発表させていただきました。一番左の下

がそのときの写真。で、やっぱりそれにも

エネルギッシュだって書いてあるんですけ

ども。  
司会 

会場既に、エネルギーに負けずに・・・、

もう負けてますけど。 
杉原講師 

いやいやいや、人生に勝ち負けはありま

せんので。 
 

２）銘仙今昔物語  
A 氏 

しかし不思議なんだよな。伊勢崎だけが、

産地として現実に生きてるんですよ。実は

いせさき銘仙ってね、江戸時代からの歴史

があって、「太織り」って形式があって、戦

後を経て、今生きてる。実は昭和 10 年に、

足利が日本一の銘仙の産地になったわけで

すね。そのときは、トオリ織物とか、力織

機で織ってたわけですよ。今、銘仙を復活

しようという場合ですね、非常に裾野が広

いんですね、繊維産業は。しかし、1 つの

部分が壊れちゃうともう復活できないんで

すよ。  
杉原講師 

そうなんです。どこかが切れるとね。で、

それを今、斉藤さんって方が、それを全部して

くださる、括りから始めて。あともう 1 人、

柴崎さんって方が、能衣装みたいなものをやっ

てます。それはもう何十万円ってものですけど

ね、座繰りです。座繰りでそれを手機で織って、

草木染でやってますね。 

A 氏 

伊勢崎の伝統的工芸品は、伊勢崎紬にな

ってますよね、確か。 
杉原講師 

銘仙が総称で、そのなかに紬から大島か

ら、何でもやっちゃうみたいですね。結局

いいってものは、だから伊勢崎大島とかね。

人気のあるものはみんなやったみたいです

ね。  
A 氏 

今、ファッションショーで見せていただ

いたら、もともと伊勢崎であったのは縞柄

なんですよね。それが今、ちゃんと復活し

て、非常にきれいな縞柄が出てておしゃれ

です。  
杉原講師 

はい、あれが「ほぐし」なんですよね。

だから一番簡単な織機で織れるんです。併

用っていうのは縦横です。併用をやる方は、

今はもうほとんどいなくなっちゃったんで

すね。  
A 氏 

伝統的な、一番、銘仙の目が千のほぐし

になってきますね。  
B 氏 

今、1 軒だけ残ってる、木島さん。  
杉原講師 

織ってるのは、確か足利なんですよ。と

いうのは、伊勢崎はご存知のとおり手機な

んです。全部手機で機械化しなかったんで

す。機械化したのが確か足利なんです。だ

から、柄を作ってるのは、木島さんなんだ

けども、織ってるのは足利って聞いてます。 
A 氏 

要するに、高機から入ってくる、織機で、

地機ではないですからね。そこは足利で作

っているけど、ただし、足利のものじゃな

いんですよね。伊勢崎なんですよね。  
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B 氏 

逆に木島さんの工房が生き残っているっ

ていうのは、どういうことですか。  
杉原講師 

木島さん自身のお嬢さんが後を継ぐって

いうことで残ったみたいです。結局みんな

農業と同じです。みんな後継ぎがいないん

ですよ。だから、これ続けるってね、正直

言って、今「もう 1 回企業として起こしま

す」とおっしゃいましたけど、とにかく大

変です。というのは、作っても売れないん

ですよ、正直言って。ほかの着物から比べ

たら安いって言っても、でもやっぱり、5、
6 万で、そこに胴裏で、裾廻しで、仕立賃

っていくと、いくら普段着って言ってもど

うしても、10 万は越すんですね。でも 10
万超す着物を、ポンポンポンって買うって。

そこにまた帯で、草履で、長襦袢で、肌襦

袢でしょ。だから着物の文化っていうのは、

維持が大変なんです。 
B 氏 

それで木島さんの場合は、買い手ってい

うのか、その仕組みは何かあるんですか

ね？やっぱり、企業として成り立っていく。 
杉原講師 

はい、私たちがテレビ出てから、ものす

ごく売り上げが上がったって話は聞いてお

ります。だから私のこと、「会長さん、あり

がとうございます」って言うんですけども、

やっぱり知られるってこととですね。皆さ

んもう、小紋には飽きちゃってるんですね。

江戸小紋とかもう目垢がついちゃって。そ

れと訪問着とかああいうものは、着る場所

が限られちゃいますね。でも、この銘仙っ

て、その辺に、私は、今日は着てこなかっ

たんですけども、県庁の会議でも何でも全

部銘仙着てくんですけども、とってもおし

ゃれに見えて、目立つんですね。ほんと目

立つってことは非常に大事。  
でも私、稲盛さんの京都ショーのショー

に行って、女性は正装で男性はダークスー

ツとか、タキシードっていうんですけどね。

京都のほうのお金持ち方々がものすごい着

物を着てくるんですよ。でもそこに私が銘

仙着て行くとね、100 万、200 万の着物が

皆さんの視界から消えちゃうんですね。銘

仙のほうが派手さがあるんです。だからこ

ういう存在感なんだなって私思います。や

っぱり目垢がついたものは、京都でいくら

高いものって言ったって、みんな見てるん

ですよね。落款付きの作者が誰なんてのは

ね、高いだけで。  
 
３）社会の変化と着物文化と銘仙 

今は社会が、「いくら」じゃなくて、「何

をくっつけてるか」じゃなくて、「どこの女

房とか」じゃなくて、今、『どう生きてるか』

っていうのが、価値になったときに、すべ

ての選択肢が変わってきましたね。誰の女

房とか、どこの会社の社長とか、なんでも

ない。その人がどう生きてるか、その人が、

私がよく言ってるのは、「セクシーで魅力が

あるのか」っていう、そこにしか私たちは

もう関心ないですね。 
A 氏 

インターネットオークションでもかなり

銘仙が出てますよね。 
杉原講師 

それで、すっごく安くなっちゃったんで

すよ。どこからか出たのかわかりませんけ

ども、どこかに残っていた銘仙を着物に仕

立て、7、8 万で出たらしいんですね。それ

で値崩れしたって話は聞きました。ただ、

もうそれも量はなくなったんで、今はもう

ないそうです。一時期、着物と帯で 7、8
万とか 5、6 万とかってずいぶん出たみた
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いですね。 
A 氏 

京都の呉服屋さんから、ホームページ使

って売ってたはずなんですけど。 
杉原氏講師 

そうらしいです。伊勢崎の方も買いまし

た。それで織物組合が、上を下への大騒ぎ

になって、誰が出したんだ、なんて言って。 
C 氏 

1 軒だけ持ちこたえてるっていうのはす

ごいと思うんですけどね。それにはたとえ

ば、ごひいきの筋がついてるとか、そうい

う支える部分っていうのは特にないんです

かね。  
杉原講師 

スポンサーはないですね。だから、正直

言って、豊かじゃないですよ。作ったって

売れなければ不良在庫になるわけですから、

着物なんていうのは。 
これがイッセイミヤケさんのパリコレに

使った生地なんですけどね、これ全部わか

りますよね、手織りなんですよ。それで、

イッセイさんからすると「こんなの発注し

たら簡単にできるんじゃないか」って思っ

たらしいんです。手織りで織ってるってこ

とも気付かなかったらしいんですね。でも、

これが織れる方がいないんですって。それ

で、ファッションビジネスですから、「どん

どんよこせ、何日までに何反できなければ

駄目」とかね、それですごい大変な思いし

たってこともあるそうです。家庭内工場で

すからマスプロじゃないんですよ、ほんと

に少ない量の注文や発注があっても、それ

に応えるだけの力もないっていう、その辺

が問題です。  
ただ、着物って日本の文化なんですが、

若い人がわからなくなっている。こないだ

盛和塾の会合で軽井沢プリンスに 860 人の

塾生集まって勉強会やったときに、群馬の

女性の方全部が着物を見せに来てたんです。

「とにかく着物と帯と帯揚げと帯締めを用

意するから」って言ったら、腰ひも持って

こなかったんです。帯板もないです。  
着物を着たことがないから、「着物には帯

板と腰ひもが要る」っていうのがまずわか

らなくなっちゃってるんだなっていうのを

私は感じます。もちろんそれは想像したん

で、一応準備したんですが、帯枕と腰ひも

と帯板は全くなかったですね。みんな、草

履と長じゅばんだけは持ってきたんですけ

ど。  
A 氏 

足袋とかは。  
杉原講師 

足袋も、持ってきてもらいましたけども。

だから、私は今がちょうど着物文化の危機

かなって思っています。今、私たちがつな

げば、着物の楽しさっていうか、私たちも

着物を着るとなんとなく非日常を感じるん

です。先ほど先生がおっしゃったように、

「非日常って生活のなかでとっても大事な

ことなんだ」。着物を着ることによって非日

常を感じられるっていうのはとっても手っ

取り早い。そして、私が思うには、骨とう

で安く買えるんですね。本当は木島さんの

を買っていただきたいんだけども、でもそ

の前に 7,000 円とか 1 万円とか 2 万円とか

で、結構まだ出てるんですね。古着市なか

で。とりあえず私そういうのを着て、ただ、

裄が短いです。あと、この「おはしょり」

ができません。でも、そういうものを着て

お金かけないで試してみるっていうか。あ

とは羽織を上着がわりに着てみるとか、ち

ょっと試してみることから始めていただけ

るとあんまり大変な負担にならないかなっ

て感じを持ってます。日本のすばらしい文
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化ですね。 
C 氏 

私なんか日常着るのはウールですけど、

大島とか何かは親とか、祖父とか祖母の代

のやつを着れるんですね。つくり直して。

今、そんなんとっても買えませんから。  
杉原講師 

着れるんです。着れます。  
C 氏 

そういうのは残るんですよね、ずっと。  
杉原講師 

ただ、問題なのは、着物を知らない人に

とっては、ごみなんです。おばあさんが死

ぬとみんなごみに出しちゃうんです。もう

それ聞いたときに、「とにかく死んだって聞

いたら、そこんち電話かけようよ」、「銘仙

がありますか」ってやろうって言ったぐら

い、価値があるものです、お宝が捨てられ

ちゃうんですよね。今は、場所も狭いし、

しまっとく場所がないんですね。」  
C 氏 

たいてい、いいものなんですよね。昔の

ものってね。  
杉原講師 

そう。今のとは、全然生地が違うんです。 
A 氏 

今はどんなにいいもんでも質屋が扱わな

いのが着物なんですよ。二束三文っていう

か、もう扱わない。駄目なんです。  
杉原講師 

駄目なんです。欲しい人がいないんです。

だから欲しい人を増やしたいなって思って

います。私たちは銘仙しか着ませんので、

私も大島があっても、何があっても銘仙し

か着ないんです。これは死ぬまで私は銘仙

で行こうと思ってやってますけども。  
A 氏 

いくら大島が 200 万したところであの派

手さはないわけですからね。  
杉原講師 

ないんです。この銘仙の派手さがないん

です。与謝野晶子いわく、「蛇の柄」なんで

すよね。「私は蛇を体にまといたくない」っ

て言ったって聞いてから、私は、大島が着

れなくなっちゃったんです。私、蛇の柄嫌

いなの、蛇を体にまといたくない。つまん

ないことなんですけど、それ聞いちゃった

らどうも大島を体に着せられなくなっちゃ

う。単純な女ですから。  
C 氏 

銘仙も結局もう昔のものでしょう、着る

のは。今、新しくつくって着るようなこと

はあるんですか。  
杉原講師 

今、木島さんがつくってる銘仙で私もつ

くりました。3 着つくりました。 
A 氏 

ここの写真に出てきたのは新しくつくっ

たものですよね。  
杉原講師  

ええ。私が着てるのは、新しいもんです。 
A 氏  

あと、縫わないのも、ありましたね。は

い。あと、左の方の、これは左が高木照子

さんっていって、今、妹さんが食器屋さん

やってる人かな。左の方の妹さん、何かこ

だわった食器を扱ってるっておっしゃって

ましたね。 
 
４）官民連携のまちづくり  
D 氏 

こういうファッションショーっていうの

は誰でも参加できる、見る側として誰でも

入場できるものですか。参加費とかは。  
杉原講師  

誰でもできます。無料です。ただね、今
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年第 1 回目だったんで 500 円いただいてた

んですよ。そこに 500 円の 3 倍返しだった

かな、コーセーの美白の化粧品と、あと、

ちょうど 3 月 3 日だったので桜もちとサン

ドイッチつけて、1,500 円返しぐらいで 500
円でチケット売ったの。初め売れないんで

すよ、全然。  
公務員ってものを売れないのね。「ここに

チケットあります」って言うんですよね。

私、「あと 3 日しかないのに何やってんの

よ」って。最後はプレミアがついちゃって、

今度は足りない騒ぎなんですよね。  
公務員は売らないんですね。「どこにあん

の」っていたら、「ここにあります」って積

んであるの、市役所のなかで。もうびっく

りしちゃってね。  
私、だから批判じゃないんですよ。やっ

ぱりお金をもうけるとか売るとかっていう

感覚がないんですね。 
でも、私がこうやって二十何年街づくり、

市民ゼミやってきてうまくいってるのは全

部役所の方がいらっしゃるからなんです。

これも都市計画課の方や観光協会の方のお

蔭。「民」だけではやっぱり難しいです。と

いうのは、道路を使うとかとめるとかって

いう場合にはわれわれが頼むと警察がうる

さいんですよ。だけど、市役所が言ったら、

一声なんですね。かといって、役所がやる

とお金がかかっちゃうんですね。民間がや

れば、算の 10 分の 1 でできちゃう。  
だから、官民でうまく組んでやる、私ら

官と民のつながりが非常にうまくいってま

す。23 年やってきて、初めたころは「私と

つき合うと出世が遅れる」って言われたで

すから、役所の人間がみんな逃げるんです。

それこそ、みんな蜘蛛の子散らすように逃

げちゃうんですよね。そこから始まってま

す。  

５）女性の美しさと関係者の連携を目指して 
二十何年やってきた結果としては、「来年

もやります。3月の第 1土曜日にやります。」

ということです。ホームページ見ていただ

ければ、これ見ると出たいって方が多いん

ですよ。写真の前へ出てる「この 2 人の方

の眼鏡にかなわないと出れないのよ」って

言うことらしいです。「私たちは、心と顔の

美しい方を選んでるから」って笑うんです

けど。  
でも、見せる以上はやっぱり「美」がな

きゃ駄目なんですよ。見てもらうんだから。

見苦しくちゃ駄目なのね。別に形が悪いと

かじゃなくてもね、やっぱり生き生きと生

きてどうってことです。彼女が言うのは「初

めは普通の方たちが、どんどんきれいにな

っていく」それは、「ここにいる私が一番美

しいと思って歩け」って言うことですね。

堂々と「私っていい女よね」って、「どう、

見てちょうだい」って、「誇りを持って歩い

てくれ」って。「もじもじ、もじもじ下なん

か向いてたらクビ」なんて言って、そうや

るだけで女の人がきれいになっていきます。 
だから、言葉がけと人から見られるって

ことでどれだけきれいになれるか、みんな

3 回前のショーと比べて、アフタービフォ

ーとやったら別人ですよ。小林コーセーの

メークアップアーチストが、東京から来た

んです。私、絶対やりたくないけれど、こ

の化粧も見事ですね、こんなぱったん、ぱ

ったんまつげつけて、こういうふうにやる

と別人になりますね。東京から来てくださ

ってる小林コーセーさんの担当者が、今の

時代は会社の経営も地元にどうやって社会

貢献してるかってことを上に上げてる時代

なんですね。  
どれだけ売上上げたかってもちろんそれ

も大事なんだけども、どうやって地元に貢
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献してるか。これから地域づくりをやると

きには地元に進出してる企業、学校、行政、

住民と、みんなが一緒になってやると非常

に少ないエネルギーで大きな効果が出るな

と思っています。  
ファッションショーを始めるときは、挨

拶もない。会長も、一応いるんですけどね。

市議会議員なんか来て「誰が挨拶したんだ」

なんてすぐ言うんですよ。「いや、挨拶なん

かありません」。ただバアッて始めちゃう。

男の人は大好きなのね、「誰が挨拶する」と

か「締めは誰する」とかって、どうだって

いいじゃん。だって、来た方が感動してく

れることが私たちの一番の評価なんで、誰

が挨拶だとかなんとか言ってるだけで、し

らけちゃうんだ。県庁からも来てもらった

けど、「すみません、挨拶ございません」っ

てね。その代わり私がマイク持っていって、

「はい、県庁からおいでいただいた工業振

興課長さんでございます、いかがでしょう

か」とか聞くんです。フランクさっていう

か、自由さっていうの、ヒエラルキーがな

いっていうのが、私たちの大切なことなん

ですね。  
誰が来て、それで誰が接待して何んたら

かんたら、だんだんくったびれちゃって「勝

手にすりゃあいいよね」なんてなっちゃう

んです。民間が入ればそれをカットできる

んですね。あと、女性が増えればそれがカ

ットできます。女性はみんな嫌がってるの

よね。挨拶が長いの、そしたらカットすり

ゃあいいってんだよね。  
前に校長先生が見えた時に、「すみません、

校長先生の講演っていうと人が出てこない

んで、名前だけでよくて」と言ったら、そ

の校長から 3 年間いびられた、「あの女」

って。本当に皆さん思ってることを言わな

いんですよ。私、代表して言うでしょう。

だから、もう嫌われる、「あの生意気女」、

「おしゃべり女」、「目立ちがり屋」とか、

全部否定しない。「はい、その通りでござい

ます」って。だって、誰かが変えなきゃ。

みんな裏で言ってんだもん。みんな嫌にな

っちゃうんね。誰も言わないんですよね。

ぐちぐち、ぐちぐち言ってる。  
でも、男の方はやっぱり立場っていうも

んがあるから、それを私、否定はしないん

ですよ。だから、じゃあ、そこは女が言う。

同じ言葉でも女が言ったらば、それはあん

まり刺激をしないんですね。「じゃあ、女性

にやらせてもらいましょう」ってことで、

私たち 3 人で組むと何だってやっちゃいま

すね。その代わり、この 3 月 3 日、珍しく

微熱が出て倒れました。3 ヵ月間、NHK 行

ったり県庁行ったりもう、終わったあとも

今度お礼に NHK から全部、回り行く。や

っぱりやる前の準備と、あと当日のそのこ

とと、それと終わったあとの事後処理って

いうんですか、これを全部やるとやっぱり

64 歳の体にはこたえます、まだあと 10 年

ぐらいやりたいと思ってるんですけども。 
 
６）社会の価値観の変化に対応したまちづ

くりを  
司会 

この次、高齢の男性もまぜるようなプロ

グラムにしてもらっては、どうですか。  
杉原講師 

年齢制限があるんです。  
司会  

でも、70 歳以上のコーナーもつくればも

っとすそ野が広がるかもしれませんね。  
杉原講師  

伊勢崎で医師会が着物を着始めたんです

よ。伊勢崎では有名な病院の先生が「着物

を着ようじゃないか」って言うことで始ま
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りました。でも、ファッショショーは、美

しいものが見たいっていうものだから、厳

しくしています。先ほど一番初めに出てき

た男の方は、オーバーに言うとナルシスト

なんですね。慶応出て MBA も持ってて、

こういうことに関心を持ってくれて、出て

くれるっていうのがすごくうれしい。今は

こういうことに関心を持ち始める方が増え

ています。こういうとこに出てきて元気に

行動する、そういうことにすごく皆さん生

きる喜びっていうか、楽しさを求め始めて

いるなっていうふうに思います。価値観が

本当に変わった。  
だからみんな結婚しないんですね。結婚

しないのは男も女も面倒くさいんですよ、

あれね。煩わしくて、気を遣うのが。話が

飛びますけど、だって夫婦って気を遣わな

ければ、先生、うまくいかないですもんね。

私だって夫に気を遣ってますよ、これで結

構。で、40 年もってきたんですけどね。夫

も気を遣ってくれましたからね。でも、今、

気を遣うのはおっくうだと思ったら、うま

くいかない。だから「女子会」なんですよ

ね。女子旅とか女子会。女子旅のなかで

JTB がやるんで一番の人気が着物ですっ

て。だから、観光地に行っても観光地を見

なくて、着物を着て歩くとかね。 
それは、足利とか伊勢崎とか桐生は女子

旅を呼べるんだなってことです。そこにプ

ラスアルファをつけられれば。そこでうま

い食事ができる場所があるとかね。私は伊

勢崎よりも足利は鑁阿寺があって足利学校

があって、桜が咲くときなんかも最高です

から、その桜が咲いてるときに、JTB から

「こうして、着物を着て桜吹雪のなかを歩

きませんか」とかね。今、歴女ですからね。

歴女から見れば、足利学校とか鑁阿寺って

いうのはものすごく飛びつく材料なんです

よ。いいですよ、すごく。伊勢崎のほうは

ちょっとそれが足りないんですけどね。で

も、私、やりたいなって思っています。女

性は今、確実に観光の目玉ですね。  
 
７）新しい観光のトレンドと青年会議所活動 

C 氏 

今、着物教室も結構通ってるようですね、

女性が。着つけじゃなくて、縫うほう。そ

れで、生地を探したりね。  
杉原講師 

縫うほうでしょう。今、高いんですよ、

縫い賃が。2 万円かかりますね、縫い賃が。

だから、やたらな仕事勤めるよりも、自分

で縫うんですよね。縫い手がいないんです。

和裁する人がいなくなったんです。  
A 氏 

さっき帯の話おっしゃったときのね。大

塚聖子先生がゴムでさっととめるって、ベ

ルトやりましたね。ああいうものでも実際

には構わないわけですよね。  
杉原講師 

と思います。だから、知ってる方なんか

はね、帯の形につくっちゃって、べたっと

貼っちゃってます。マジックテープで。だ

から、何でもいいんですよね。  
C 氏 

和裁、織物、染織、この辺結構女性に人

気ありますよね。  
杉原講師 

はい。手で職っていったら和裁は絶対食

べていけますね。着る方はいるわけだけど

も、縫う方がいないって今、大騒ぎしてま

す。だから、今 1 着縫うと 2 万円になって

ますね。腕がいい方は 2 万 5,000 円なんで

すって。  
C 氏 

夏場は浴衣が大変らしいですよ。」  
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杉原講師 

浴衣は、みんな東南アジアでミシンでが

んがらやってきちゃうそうですよ。  
C 氏 

だから結構売ってますけどね。和裁のほ

うでも注文がある、つくられてる。  
A 氏 

でき上がりで 8,000 円ぐらいで売ってま

すからね。 
杉原講師 

そうなんです。「ファッションセンターし

まむら」に行けば、帯付で 1 万円で売って

ますよ。帯と浴衣で。それに下駄までつい

てるんですね。  
C 氏 

スーパーなんか安いのは、3,000 円とか

で。  
杉原講師 

でも、何でも私は浴衣からでもいいから、

着物文化が始まってもらえれば、そこに着

物。だから、今、NHK3 チャンネルも「京

都で着ましょう」とかって京都の方で着物

をどうやって帯締めるとかってやってる、

間違いなくマスコミっていうのは今の時代

をフォローしている。あと、サッカーの中

田が着物を着てるんですよね。着てる着物

は、志村ふくみ、人間国宝の。でも、何で

もいいんですよ。あこがれの男とかあこが

れの女が着てくれてるとそういうふうにな

りたいって思うから。 
どこの誰がじゃなくて、中田とか、いい

男が着てくれると自分もそれになりたいっ

て思うので、その辺が私は今後の期待ね。

中田はいつも着物を着てますね。日本じゅ

う回ってこんなに地方にいいもんがあると

思わなかったって。群馬に来てどこ行った

と思ったら、「だるま屋」に行ったんですっ

て、高崎のだるま屋。BS か何かに出たと

きに日本じゅう回ってるんですよね。誰が

お勧めしたんだか知らないけども、だるま

屋でも黄色とか白とか黒とかになったらば、

すごい人気があるんですよね。赤いだるま

のときは人気なかったのに、白とか黒でカ

ラーだるまで、あと目玉入れるのが東京の

女の子には人気なんですって。川場村に行

くんですって。それで、1 泊朝食付で夜は

川場で食べて、泊まるのは温泉泊まって朝

の会席料理を食べて、それでサファリパー

クに行って、それで榛名神社で祈ると結婚

できるとかって、あそこでパワースポット

やって、それで帰るとかって。  
だから、私、それを大澤知事に提案した

んですよ。皆さん温泉に入るばっかし言っ

てるけどもって、今の若い方はこれを選ん

でますよって。最後にハラミュージアムア

ーク見て帰るとかね。だから、もう新しい

ものを観光に入れていかないと過去のもの

だけではもう動かないですね。あとは、群

馬と栃木を結ぶとかね。道州制なんて言っ

てる前に民間は動いちゃうんですよね。  
司会 

どうですか。伊勢崎の JC の活動のほう

は。  
杉原講師 

青年会議所が活動の初めです、私は。私

のは街づくり市民ゼミナールはもともと

JC なんですよ、始まりは。上武大学市民

公開講座で環境指標をつくって、伊勢崎に

どういう公園が多いのか、学校はどうなの

かこうなのかって、つくって、それでおし

まいだったら、JC でそれを使おうってい

うのをやったんですよ。そこがスタートで、

私が街づくり市民ゼミを開いて、私も若か

った。37 歳だったんです。  
E 氏 

さっきのお話のなかで川の清掃を引き継
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いだとかありましたよね。JC 活動って単

年度ですから、長いことできないですよね。 
杉原講師 

そうなんです。継続がないですよね。  
E 氏 

3 年、5 年ぐらいが、だいたいマックス

ぐらいじゃないかって思うんですけど、そ

うすると、どうするかって言ったときに一

悶着あるんですよね。やめるかどうするか

って、また別団体つくるかとか。杉原さん

に受けて貰えて、JC としては、すごくう

れしかったと思いますよ。  
杉原講師 

ええ。だって、市民活動って言ってすご

くいいものがあるのに、それを受けられな

かったら私たち市民活動と言えないよねっ

ていうのが合い言葉。でも、それで集まっ

たのは女でしたよ。とにかく芋をむくった

って半端じゃないんだから。こんなでっか

いなべに 2 つずつでしょう。もう本当にむ

いて、むいて、ごぼうでも何でも、もう嫌

になっちゃうのね。でも、それをやっぱり

やることによって得た自信も大きかったね。

自分が育ちました。結局、苦労しない人は

育たない。いいとこ取りしてる人なんか駄

目。汗かいた分だけ、脳みそに汗かいた分

だけやっぱり自分が成長します。顔が変わ

ってくるもん。  
今元気だけどね、やりながらだから、元

気なんですよ、私。花を植えるっていって

も初めはいいんですよ。だんだん人が来な

くなるわけ。私は思いましたよ。最後は 1
人でもやるって思いますからね。1 人だっ

て 300 株 400 株植えるよって言って。だん

なが来るの。1 人じゃかわいそうだからな

んて。そこに夫婦愛が生まれるんですよ。

もちろんほかの方も来ますよ。  
だけど、きっとこんないいことをするん

だからみんなが評価するだろう、きっとみ

んなが協力するだろうって、なんて思った

ら、とんでもない大間違い。何やったって

やんない人はやんないんですよ。初めから

期待しない。だから、期待してないから、

来てくれるともう本当に手を合わせるぐら

いうれしいですね。この方が来てくれるの

とかね。来てくれると思った方は来なかっ

たわねとかね。でも、私は協力しない方を

批判とか否定はしません。やってくださっ

た方を感謝する。以上です。  
マイナスのことをすれば、自分が駄目に

なっていく。私、ついてる人生なの。女な

んですけ。 
司会 

非常にポジティブな。どうぞ、そこの方。 
 
８）コミックと着物オタクとまちづくり  
D 氏 

最後に、私のちょっと持論になってしま

うんですけど、今、私もアンティーク着物

の商売をしています。この講演を通して、

ちょっと感じたことがあります。今の若い

方、小学生、中学生、高校生の子たちにも

広めるのであれば、漫画を通せばと思って

ます。こういうふうな絵でも竹下夢二の絵

とか過去に使ってそれで足利銘仙が有名に

なりましたし、ほかのところも有名になり

ましたし、であれば、今、歴女と言われて

もゲームじゃないですか。ゲームでみんな

戦国時代好きになって、ああ、着物こうな

んだ。  
今少年ジャンプのほうでも、ブリーチだ

とかいろんな着物、銀魂だとかそういうふ

うな漫画で着物がものすごく使われるよう

になって、もうみんなコスプレでこぞって

探し出してるんですね。私も友達にも「あ

んな着物、黒の喪服なあい」とか、「はかま
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ちょうだい」とか、「赤いじゅばんは」とか、

すっごく言われるんですよ。それを反映し

て銘仙のほうも有名な漫画家さん、集英社

だとかそういう場所を使ってそれを漫画に

してもらったらどうかしら、漫画の文化も

う世界じゅうじゃないですか。  
杉原講師 

そうですね。日本は特にね。世界でナン

バーワンですもんね。 
D 氏 

世界の人にも、もし情報発信を向けるの

であれば、銘仙はもう日本一だっていう感

じで広めてもらったほうが世界に伝わりま

す。日本のスポーツ漫画とか、影響はとか

もすごいじゃないですか。テニスとか野球

のほうだとか。  
杉原講師 

そうね。全部そこは漫画から始まってま

すもんね。スタートラインはね。入門編が

いいんですね、そこはね。とっかかりがい

いんですよね。コスプレも世界一でしょう。

みんながまねしてるんですよね。 
D 氏 

はい。私が仕事やって、そういうおたく

の友達とつき合ってわかったのが、漫画か

らなんだっていうことですね。  
杉原講師  

漫画が、入門編ね。私なんか歳だから、

漫画世代じゃなくなっちゃうせいですね、

この世代間ギャップなんですね。今言われ

てみて、ああ、そうだと思うんです。だけ

ども、自分と 7 同じ年齢が集まってるとそ

の発想は出てこないんですよ。  
D 氏 

そうなんですよ。私もそのちょっとこう

いう、かなり短めに子供の着物を着てぱつ

ぱつに足出してちょっとファッションショ

ーに出たことがあったんです。そしたら、

ものすごくブログで批判浴びて、ああ、そ

れが受け入れられないんだ、まだ今の時代

はってちょっと思ったんですよ。 
杉原講師 

うちのほうはあんまり批判なんかさせな

いから、私、正直言ってブログがいじれな

い。だから、結局ね、聞かないってことは

ないと同じね。強いよ。私、つくづくそう

思うの。言われるよ、何だってね。だって、

そうでしょう。それでも地球は回るってい

って、いいことやった方はみんな最後いい

人生送んないのよね。私、なるべくいい人

生を送りたいと思うから、そこまで激しく

ないから。 
私はハッピーな人生で終わるんだよね。

だから、そこに大事なのがユーモア。シリ

アスになっちゃ駄目よね。けらけら笑いだ

けあって、ユーモアってすごくシリアスな

話のときに、外国人がユーモアが大事って

いうのは、「ああ、こういうことなんだ」っ

てすごく感じました。 
ちょっと話が飛んですみませんけども、

でも、漫画の入門編って、今どういうふう

にしてったら広げられますか、もう生活時

間が、時間が限られてるんですよね。  
D 氏  

そうですね。でも、小学生は、漫画は絶

対読みますし、その延長線。大人も読むし、

みんなで結構盛り上がるんですよ、着物の

話でも。高校生の興味ない子でもそういう

のを見てコスプレのほうから始まって、着

物に興味持ったっていう子は結構多かった

ので。逆に、「漫画飛ばしていきなり着てみ

ようよ」ってなると「道具があれやこれや」

とか、着つけのほうもしてたので、着つけ

ると「もうきつい」だとか、「苦しいだ」と

か「吐く」とかいって言い出すんですよ。 
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杉原講師 

でも、たまたまうちの方の工業高校は

100 周年だったんです。校長から「生徒に

着物を着せてくれ」って言われたんですね。

そしたら、そ十何人、工業高校は女の子少

ないんですね。そしたら、ちょっとぐれて

た生徒たちがみんないい子になっちゃった

んですって。校長から、「着物を着てあんな

によくなると思わなかった」って。それは

驚かれました。小学生というのはまたちょ

っと難しいかもしれませんが、「きれいだ」

とか「見られたい」っていう欲求が、まだ

ないからですね。でも、着物を着ることに

よって、高校生ぐらいになったら「彼氏に

見せたい」とか始まる。  
そうすると、「やっぱりこの着物嫌だ」と

か、「彼氏が来るんだから」って始まる。そ

こで、おもしろいお化粧させたんです。片

目だけ丸くしちゃうわけ、こういうふうに

やってしまう。すると、「彼氏が来るんでこ

ういう黒目玉はやめてくれ」とか言ってい

る。私、それかわいくてね。でも、そうい

うことも含めて高校生ぐらいからはぶつか

る。ただ、高校生は格好よくできないんで

すね。もさもさってやるんですね。でも、

高校生の学園祭には、着物持ってって受け

付けしてもらいました。それは評判よかっ

たですね。 
D 氏 

ご講演聞いて、「わかるのは、私たちだけ

なんだな」って思ったんですよ。着物を知

ってる人たちにしかわからない話でもあっ

たので、ならば、どの世代にもわかるとい

えば漫画しかないと思ったのです。活字で

はなく漫画だと。  
杉原講師 

はい。漫画ですね。視覚に訴えなきゃ駄

目ですね。それをやれば、漫画家もウケる

と思う。だって、漫画家だってやっぱりウ

ケを狙ってるんですよね。今、何やったら

ウケるかって。それでうまく利害が一致す

ればウィンウィンの関係でいいわけですも

んね。  
D 氏 

しかも、正しく書けてるんですよね、今

の漫画家さんって着物のことを。その点に

は私びっくりしてますね。一昔前は本当に

だらだらした感じにしか書かなかったのに。

きちんと着つけの仕方というか、しまい方、

帯の結び方をしてるので。オタク方、多い

みたいです。  
 
９）思念は実現するの精神で  
杉原講師 

とにかくチャンスを見ながら。「思念を実

現する」っていうのが稲盛さんの言葉なん

ですよ。考えてると実現するんです。「カラ

ーで出るぐらいまで寝ずに考えろ」って言

うの。そしたら、必ず思ってるとチャンス

が出てくるんですね。ありがとうございま

す。今日の最高の収穫で。  
私も 64 だから先が短くなってる。なる

べく急がないとあんまり時間がないんです

よね。  
司会 

100 まで大丈夫。  
杉原講師 

みんなに言われる。「杉原さん、みんな死

んだってあんただけ生きてるよね」なんて

言われて。 
司会 

さて、ちょっとすみませんが、8 時半と

いう約束ですんで。私もはっきりパワーに

圧倒されました、ぜひこれからも元気をい

ただきたいと思います。  
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杉原講師 

いえいえ。地元の大学の生徒さん、高経

大の大宮登さんも地元で商店街と組んでや

ってるんですね。やっぱり次はアクション

プランかなと思いますね。  
司会 

まずやってみなきゃしょうがないですね。

ごたごた言っててもね。  
杉原講師 

そう。生徒さんにキャリア教育やるんで

すよ、大学の生徒に。「銭もうけてこいみた

いな」ね。「商店街と組んでやれ」とか、今、

熱血甲子園とか、高校生に 10 万円やって、

それで幾らもうかってくるか、10 万円出し

て幾らで金稼げるかっていうのを熱血甲子

園ってやってるんですよ。それ大宮登先生

が高経大でやってます。ぜひそういうこと

も含めてとにかく働かせる、仕事をさせる

っていうことが、これからの大学のすごく

大事な役割かなって。本当は親がやらなき

ゃいけないんですけどね。でも、親ができ

ないから大学がやらないことには、就職し

てもみんな、やめちゃうんですよね。  
司会 

最後に大学との共催の公開講座に話を落

としていただきましたので、これで終わり

にしたいと思います。本当にお話尽きない

んですが、時間もありますので、よろしい

ですか。じゃあ、楽しく過ごさせていただ

きましたが、約束の時間でございますので

これで終わりにしたいと思います。どうも

ありがとうございました。  
（拍手）  
杉原講師 

勝手なことをしゃべってきました。今日

持ってきてませんけど、銘仙のこういう額

絵を 700 円とか、あと銘仙の磁石みたいに

こうするのは 2 個で 300 円とか、私、今日

持ってきたつもりがないんですね。やっぱ

り歳みたい。高いものは無理でも、銘仙を

使った小物を売っていこうってことで、や

ってます。ですから、そういうちっちゃな

こともこれからはやっぱり必要なのかなっ

て、そういうような提案を観光協会とか、

市役所にしていきたいと思います。  
小物を銘仙でつくってやっていく、ここ

足利は伊勢崎よりも全然ロケーションがい

いですから、おそばもおいしいのはあるし、

着物を着て歩きましょうってやったら歴女

も喜ばれる。ぜひやってください。私たち

もやってみますので。よろしくどうぞ。  
男性 A「じゃあ、皆さん。最後にもう 1 回

拍手をお願いします。」  
（拍手）  
司会 

ありがとうございました。  
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銘仙とまちづくり
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いせさき銘仙の会発足（H22.3.3）

シルクカントリーin伊勢崎（H22.3.14）

いっとろっけん銀座（H22.4.18）

いせさき燈華会での銘仙ファッションショー（H22.10.16）
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THE銘仙コーディネート展（H23.3.3～10）

駅前での募金活動（H23.3.13）

大宮駅で銘仙ファッションショー（H23.6.5）

ぐんまＤＣSL列車出発式 （H23.11.3）

いせさき銘仙の日ファッションショー （H24.3.3）

いせさき銘仙の日（H24.3.3）ファッションショー
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「「「「栃木市栃木市栃木市栃木市のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり」」」」についてについてについてについて    
                     
 

 

司会者 

それでは、定刻になりましたので、平成

24 年度の足利工大と足利まちづくりセン

ターVAN NOOGA の共催になります地域

活性化社会システム論の第 3 回を始めたい

と思います。  
本日は壬生町から田村さんに来ていただ

いておりますが、栃木市のまちづくりにつ

いてです。ご挨拶をいただく前に、まず、

開会にあたって、中川会長、一言ご挨拶を

お願いいたします。  
中川会長 

皆さん、こんばんは。田村さん、お忙し

いところ、どうもありがとうございます。

第 3 回目ということで、今年の 3 回目であ

りますけども、簗瀬先生のご尽力で、今年

度が 4 年度目ということで、ずっと続けて

おります。ずっと栃木県下を中心とした皆

さんにいろいろお話を伺ってまいりました

けども、今日は栃木市のまちづくりという

ことで、壬生町議会議員をされております、

田村さんにお願いするということです。青

年会議所の若者が多いんでしょうかね。皆

さん、顔見知りの方が多いようでございま

すけども、ひとつ、よろしくお願いいたし

ます。  
 
１．利他行―自己紹介に代えて 

田村講師 

はい。よろしくお願いいたします。それ

では改めまして、こんばんは。現在、壬生

町で町会議員を務めております、田村と申

します。今回、ご縁をいただきまして、先

ほど中川会長のほうからお話ありましたよ

うに、青年会議所のご縁でもって、こちら

の素晴らしい活動に参加をさせていただく

ということを大変有難く思っております。

こちらの活動は、いろんな学生さんからベ

テランの先輩方まで一緒になって、まちづ

くりに対して色々お勉強されており、大変

意義ある活動をされてるなぁというふうに

感じております。皆様の要求にどこまで応

えられるかわかりませんけれども、私が取

り組んできた栃木市のまちづくりについて、

1 時間ほどお話をさせていただきたいなと

いうふうに思います。 
今お手元に今年の映画祭のパンフレット

をお配りいたしましたけれども、今回は映

画祭の話を中心に、少し枠を広げて、栃木

市のまちづくりということでお願いをされ

ましたので、映画祭に至るまでを含めた栃

木市の取組みということで、お話をさせて

いただきたいなっていうふうに思います。

『協働の推進から栃木・蔵の街かど映画祭

まで』というタイトルにさせていただいて

おります。 
で、話を始める前に、ちょっと私、自分

のことをお話しさせていただきたいんです

が、今議員をやってますけれども、私の本

来はというか、元々の仕事はお寺の住職を

してます。で、大きいお寺とちっちゃいお

寺とを兼務してまして、大きいお寺のほう

は、まだ父が現役で住職を務めております。

で、そこの副住職と、小さいお寺の住職を

壬生町議会議員 
田村 正敏 
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してるんですけれども、父がまだ現役でや

っているということで、こういう青年会議

所、あるいはこういうまちづくり、それか

らこういう議会活動もさせていただいてる

ということで、大変ありがたい立場にいる

わけなんですが、小さいときからお寺で暮

らしていて、仏教には利他行っていうのが

あるんですね。  
これは自分の利、自利行と、他人に利す

る利他行という、つまり奉仕活動にあたる

行があるわけなんですけれども、そういう

ところでもしかすると、幼少より奉仕をす

るというようなことに対して、非常に共感

を持って育てられたのかなっていうふうに

思ったりしています。それから、だいぶ話

を飛ばしますが、大学時代まで、私はずっ

と体育会に所属をしておりました。で、ず

っと部活をやって、さすがに大学に入った

らちょっとは遊ぼうかなと思ったんですけ

れども、やっぱり体育会に入ってしまいま

して、ちょっと珍しい水上スキーっていう

スポーツをやっていたんですけれども、お

かげさまで、最終的には、いろんな大会で

優勝させていただいて、日本代表にも入っ

て、大学の学長賞もいただくところまでや

り尽くしまして、4 年のときには主将を務

めさせていただきました。大学の体育会っ

ていうのは、やるときは合宿を 2 ヶ月とか

ぶっ続けでやるんです。そうすると、どん

なに仲がいい人とでも、やっぱり争ったり、

なんかもう傍に寄るだけで気持ち悪くなっ

たりっていうのも、絶対出てくるんですね。

で、そういうなかで、いかにチームをまと

めていくか、人間関係を良好に保つかって

いう、そういうこともその大学の体育会生

活のなかで、すごく学んだような気がしま

す。  
そして、大学を卒業して、地元に帰って

きて、青年会議所という NPO ですね、社

会奉仕団体に入りました。で、そこで今度

は実践的なまちづくり活動というものに取

り組む機会を与えていただいた。ですから、

私は、幼少から寺で育って奉仕する心、そ

して体育会のなかで、根性とか、チームワ

ーク、人間関係というものを学んで、そし

て青年会議所で、その実践となる、まちづ

くり、そういうふうなことを学ばせていた

だいた。そうやって育ったのかなぁってい

うふうに思っています。で、いろんな役職

もいただいたんですけども、栃木市の青年

会議所の理事長をやりましたので、栃木市

の活動が大変多いんですけれども、それと、

県の会長もやらせていただいたときに、や

っぱり県の活動をやらせていただいたとい

うことで、しばらく地元、つまり私は壬生

町の人間なんだけども、壬生のことがほと

んどできてなかったんです。で、JC＝青年

会議所を卒業するころに、地元のほうも少

しはやらなきゃということで、住民会議を

やったり、PTA 会長をやったりとかってい

うことで、いろいろやってたら同じ世代の

人たちに、田村、お前はなんかいろいろ栃

木とかで、すごいことやってんじゃないか

っていうことで、肝心の地元の壬生でも何

とかせぇよっていうようなことで、担ぎ出

されたというか、担いでいただいたという

か、そういう活動がばれてしまったという

か、認めていただいたというか、それでこ

うして今、議員に押し上げられて、壬生町

のほうで議会活動しております。けれども、

先ほどから申しましたように、基本は、そ

ういうボランティア活動が、私のベースに

なっておりますので、今日も、略歴の最後

の 1 行だけ議会議員と載せていますが、そ

れ以前のボランティア活動をしてきた人間

として、今日はお話をさせていただければ
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というふうに思ってます。  
 

２．栃木市協働のまちづくり  
１）協働のまちづくりとは  
それで、栃木市のまちづくりは一言で言

うと、「協働のまちづくり」なんです。で、

「協働」っていう言葉は、今でこそいろん

な市民活動してる方には認知をされていま

すけれども、栃木市でこれを我々が言い出

したのは 10 年前なんですけれども、ほと

んどその協働という言葉を、皆さんご存知

なかった。協働というと、共に同じって書

く、まぁいわゆる共同体の共同になってし

まうんで、共に働くっていう協働は意味が

わからない。  
それと、いろんな団体さんに話を持ちか

けたときによく言われたのは、  
「俺たちも充分やってる。なんでわざわ

ざ面倒くさい協働するんだ」  
ということ。それから、これが結構大きい

んですけれども、いろんな市民活動をされ

てる団体さんは、すごく自分たちが、その

スペシャリストであるし、プロフェッショ

ナルであるし、すでに充分やってる。俺た

ち以上にこの仕事をやれるはずがないとい

う思いがあるから、誇りを持っています。

で、それが「よその団体と一緒？いやだよ、

そんな、よそから言われたくないよ、命令

されたくない、あるいは、吸収なんか以て

の外だ」っていう感じがすごくあるんです

ね。で、こういうところをいかに調整して

いくかっていうことが、協働のまず最初の

ステップになるわけなんですね。 
でも、確かに 10 年前はそうだったけれ

ども、今は栃木市はおかげさまで、ほとん

どの色々なイベント、あるいは政策におい

ても、先ごろ自治基本条例も成立しました

けれども、あらゆる政策からイベントまで

が協働で行われるようになりました。じゃ

あ、それはどうやって作られていったかと

いうと、やっぱり最初は青年会議所が中心

になったんです。いろんな市民団体、NPO
団体に声をかけました。皆様方を含め、私

たちの活動を活性化していくための、いい

アイディアがあるんですけれども、ちょっ

と一緒に集まりませんかっていうことで声

かけをしまして、とにかく楽しく、もっと

大きなことができます、仲間もたくさん増

えます、で、それが我々以外の多くの人の

喜びにつながるんですよ、すごくワクワク

しませんかって、伝えながら声かけをしま

した。  
実際にテーブルディスカッションをやっ

たり、ワークショップをしたりしながら交

流を進め、この段階を 2 年ぐらい、まぁワ

ークショップの回数で言うと、8 回か 10
回ぐらいはやったと思います。それで、要

はみんな顔見知りになったんですね。で、

どんな政策、行政もそうですけれども、政

策を実行するにしても、やるのはやっぱり

人間なんですね。理想で言えば、政策がし

っかりしてれば、人間がどう入れ替わって

も、同じようにそれが執行できるのが理想

ですけれども、実際はやっぱりやる人間、

人なんですね。信頼関係がないと、できる

はずのこともできなくなっちゃう。だから

ここで、文面には出てないですけど、飲み

会とかね、膝を割って話す、それいいじゃ

ないですか、やりましょうよって、一緒に

やればできますよっていうことを繰り返し、

繰り返しして、ネットワークを作ったんで

す。で、あとは、じゃあ、それでせっかく

つながったから、それを生かそうっていう

ことで、最初のきっかけとなる「とちぎ協

働まつり」というイベントをやってみまし

た。  
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２）行政との連携  
そうこうしてるうちに、市長、つまり行

政のトップが、この栃木市は協働で作って

いこうっていうことを言い出すようになっ

たんですね。市民活動推進センター、今、

「くらら」と呼ばれていますが、それと、

「市民協働まちづくりファンド」、これも今、

名前は変わってるかもしれないですけれど

も、市民活動をしてる団体に対して助成金

を出す、ちゃんとコンペティションをして、

成果が上がるところに出すっていうファン

ドなんですけれども、これもトップが動い

たことによってできた。そうして民間のほ

うと行政のほうと両方が、そういう動きが

できたことで、ここから一気に、その協働

のまちづくりが加速をしていくわけなんで

すけれども、ここを作るに当たっても、ま

ぁ、私もその青年会議所の理事長として、

それらの準備委員会に参加をしてますが、

例を言うと、  
たとえば市民活動推進センター。行政か

ら上がってきた最初の案では、営業時間 9
時から 17 時になっているわけです。でも、

市民活動を一生懸命やっている人は、仕事

も一生懸命やって、仕事が終わってからボ

ランティア活動やるんですよ。だから、17
時で閉まっちゃったら全然推進できない。

だから、始まりは遅くしてもいいから、せ

めて 21 時までやりましょうよって。みん

な、18 時に仕事終わって、それから 3 時間

そこでがっつり会議して、地元地域のため

に考えてやるんだ、だから、そうじゃなき

ゃ駄目でしょと。そういう意見は、我々民

間がこの準備委員会に入っていたからこそ

言えた。で、最終的に 21 時まで営業にな

って、もっとやりたい人には鍵を預けるか

ら何時まででもいいですよっていうふうに

なって、この「くらら」は開所となりまし

た。  
そのように、市長もやろうって決めて、

民間の意見も聞いてやろうってことになっ

て、しかも結果が出ることで、どんどんそ

の協働のメリットっていうのが浸透してい

ったんですね。で、前市長に続いて今の市

長も公約で、税収の 1％ですか？それを市

民活動の助成に当てるっていうようなこと

を言いまして、以降ずっと行政側からも協

働活動が今も続いているわけなんです。  
３）協働のまちづくりの実践  
話は戻りますけれども、先ほど、実践に

移した「とちぎ協働まつり」。これ、なぜ実

践をするかっていうと、やっぱり百聞は一

見にしかずで、机上の理論だけでやってい

てもピンとこないし、何よりも喜びとか達

成感がないんですよ。何かやらないと。で、

何かやると、実行委員会以外の人もたくさ

ん関わるから、すごくその波及効果がある

ので、やっぱりお祭りありきではないけど

も、イベントやってみようということで、

とちぎ協働まつりを立ち上げました。  
理念は「みんなでつくる明るい豊かなま

ち」。すごく簡単な言葉なんですけども、明

るい豊かなまちの価値観ってのは、人それ

ぞれなんですよね。だから、これは簡単で

いいんです。みんな参加する人がそれぞれ

考えてくれればいい。重要なのは、みんな

でつくるっていうところ。協働してみんな

で作る。そこはしっかりと明記をさせてい

ただいて、あとは内容は何でもあり。一応、

全体テーマとして、絆とか、和とか、心と

か、そういうのは作るんですけど、あとは

何やってもいいですって。何やってもいい

から一緒にやりましょうよっていうことで、

企画をするんです。  
一応目的としては、自分たちの住んでい

る地域への参画意識の拡大、それから、市
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民、NPO、ボランティア、行政、企業の協

働を目指し、お互いに理解、交流を深める。

で、最後これが重要なんですけれども、協

働社会の重要性を発信し、市民ネットワー

クの構築と発展を図る。つまり、この協働

まつりを成功させるのが目的じゃないんで

すよね、大事なのは。2 年間かけて、顔見

知りになって信頼関係を築いて、これを作

るのがゴールじゃない。実際やってみて、

協働社会は重要だよっていうことを、この

祭りを通して発信をしていくことが大事な

んで、この最後の 3 番目の項目を入れたわ

けなんですね。で、やりました「とちぎ協

働まつり」。みんな喜んで行きました。参加

団体は大きいのは青年会議所も含めて 5 個

ぐらい。それと、個人とか小さい団体、10
団体ぐらいの規模でやりました。それぞれ

がそれまでも先ほど申しましたように、活

動はしていたんです。イベントもやってい

たんです。ただ、それこそ 100 人 200 人の

お客さんを対象にしたイベント。それが、

みんなが一緒に協働して祭りをやったら、

初回から 2 万 2 千人のお客さんが来ました。

それぞれこれまで体験したことのないイベ

ントとなったんです。 
４）協働の工夫  

だけど予算などはほとんどこれまでと変

わらないんです。まぁ簡単に具体例をあげ

れば、今までそういう人たちは、それぞれ

が、たとえば 5 万円の予算でビラを作りま

しょう、ポスター作りましょう、そうする

とモノクロで、A4 サイズのビラしか作れ

ない。で、5 万円の広報予算を持ってる団

体が 10 団体集まったら 50 万円になりまし

た。全員の記事が入った A1 のでっかいカ

ラーのポスターを作ることができるように

なったんです。そういうことでも、単純に

みんな「あ、うちのとこだけじゃこんなの

出来なかったなぁ。いやぁ、良かったよ」

って。そしてこんなでっかいポスターが街

じゅうに貼られるようになったんですね。

そういう小さな成功例がどんどんたくさん

出てくると、今までは 200 人しか見られな

かったのに、2 万人の人に自分たちの活動

を伝えられるんだよって理解されてきた。

そして、やってるうちに「あっ、お宅はそ

ういうふうにやってるんだ。それ、うちで

も今度真似させてもらうよ」って、他団体

から吸収もできる。そういうことを通して、

協働の素晴らしさっていうのが、溢れてき

たわけなんですね。自分たちもそう、来た

お客さんもそう。確かに苦労は 2 倍、面倒

も増えた。調整するのに実行委員会の回数

も増えた。けれどもその分楽しさは 4 倍だ

ったよねって、みんな最後抱き合って、酒

飲んで打ち上げをして、感動を共有したん

です。  
そうしてこの流れがケーススタディとし

て、今後の栃木市に大きく影響を与えるこ

とになりました。  
 

３．市域を超えた活動へ 

１）「フィルムコミッション」への取り組み 
ステップ 2 として、このただ今述べた協

働まつりでできたネットワークを、もっと

生かして、じゃあ今度、栃木市、対外にも

っと売っていこうよ、町おこしをしていこ

うよということで、観光回遊をキーとして

考えたときに、栃木市は何がセールスなん

だろうと考えました。それはやっぱり蔵の

まちではないか？となりました。実際栃木

市に蔵は 300 以上あるんです。さらに、江

戸から昭和初期に建造された洋館もあるん

です。最近、認定されましたけれども、例

弊使街道などの伝統的建造物群保存地区が

あります。そして巴波川（うずまがわ）、街
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なかを流れる美しい巴波川があります。そ

ういう街並みを対外にどういうふうにして

PR をしていこうかなって考えたときに、

フィルムコミッションは、どうだろうって

いうふうに考えました。で、これは青年会

議所と別に、私を含む有志で立ち上げたん

です。  
フィルムコミッションっていうのは、映

画とかドラマとか CM とか、そういう、い

わゆるフィルムになる物、撮影を誘致して、

どうぞ、うちにロケに来てください、いい

景色いっぱいありますよ、撮影できるポイ

ントがたくさんありますっていうことで来

ていただいて、そのロケをスムーズにいく

ように、アポを取ったり、道路の交通整理

をしたり、駐車場を確保したり、ロケ弁を

出したり、そういう活動をするのがフィル

ムコミッションなんです。  
裏話的になりますけども、映像の世界、

映画の世界とかってのは、ものすごく狭い

んですよ。もうどこかの制作会社が行って、

「栃木市いいぜ、受け入れ態勢も整ってる

ぜ」ってなると、あっという間に業界に広

まるんですよ。すごく効果がある手法なん

ですね。それで、すぐ、すぐと言っても 1
年ぐらいかかりましたけども、「とちぎえ～

ぞ～支援隊」という民間のグループを立ち

上げました。これ民間なんですけども、ち

ゃんとよそのフィルムコミッションを自費

で視察に行ったりして、勉強させていただ

いて、ばっちり企画書をまとめて市に出し

ました。ちょうどそのとき、TMO、まちづ

くり団体、商工会議所さんなんかがやって

いましたが、その中にフィルムコミッショ

ン事業部会っていうのが一応あったんです。

しかし、こう言っちゃなんですけれども、

TMO の理事の皆さんはフィルムコミッシ

ョンについて分からない方が多く、項目に

は挙がってたけども、全然実働はしていな

かった。そこで、一応委員に入っていた私

は、これを利用すべきだと思って、企画書

を持ってって、こうあるじゃないですか、

項目あるんだからやりましょうよって、私

たちやりますよ、ということで持ち込みを

して、「とちぎフィルム応援団」という協働

団体を立ち上げました。今これホームペー

ジもありますんで、あとで興味のある方は

見ていただいて、エキストラにも登録をい

ただければありがたいと思います。  
２）協働のまちづくりとフィルムコミッション 

さて、これをなぜ協働団体にしたか。民

間だけだと、事務所もないし、ロケ行きた

いって制作会社が言ったきたときに電話も

ないんです。民間個人の電話になっちゃう。

だから、行政の商工観光課にお願いをして、

窓口をお願いしますと。ロケ弁とか、アテ

ンドの実働は我々やりますからと。あと、

商工会議所さんも、当然入ってもらえます

よね。例えば倉庫借りたいっていうとき、

会員さんの紹介お願いしますよ。さらに、

観光協会も当然入りますよね、いろんな観

光スポット知ってるわけだから、ロケでこ

ういうところが欲しいっていうときにご紹

介いただけますかっていうことで、この

市・商工会議所・観光協会と民間（とちぎ

え～ぞ～支援隊）の 4 つでもって、協働組

織である「とちぎフィルム応援団」を立ち

上げて、今、ここが役割分担をしながら、

窓口はフィルム応援団としてホームページ

とメルマガの発信、エキストラの募集、ロ

ケ支援を行なってます。  
フィルムコミッションについてもうちょ

っと触れると、目的はコミュニティビジネ

ス。ロケ隊が来ると宿泊をします。ロケ弁、

100 個 200 個、食べます。もちろんそのロ

ケ弁、地元の業者を使います、直接的な経
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済効果があります。それと、それでロケ地

の知名度が上がることによって、あそこの

ロケ地行ってみたいなって、お客さんが来

る。観光に来て、「あの何とかって映画撮っ

たのが近くなんですって？そこ行かせてく

ださい。」  
で、間接的な消費がまた増える。それと、

2 番目は文化継承。これは地元の人でも意

外と地元のことって知らないんですよね。

近くに蔵があっても、テレビで見て、  
「わぁ、すごい蔵だ、どこだこれは？」  
って言うんですね。  
「いや、おばちゃん、隣だよ」  
と。そういうことを繰り返し繰り返しやっ

ていくことで、  
「なんだかおらの街はえらい綺麗な街だっ

たんだな」 
っていうふうに、どんどん地元の資産価値

を上げてくんです。  
それで、隠れていた、そういう文化の資産

を映像に残すことで、発見することもでき

る。さらに実際その映像に関わってないと

気付かないことが我々にもありました。例

えば両側が田んぼで真ん中一本道の砂利道。

中学生が毎日チャリでもう大変だ、早く舗

装してくれ、もう田んぼで蚊が出ていやだ

と言っています。しかし、稲穂がサアッて

立って、砂利道真っすぐ通ったのが映像に

残ると、ものすごい綺麗なんですよ。それ

を見ると、これは残さなきゃ、素晴らしい

景色だっていうふうに今まで気づかなかっ

た価値を再発見するんですね。そういうの

が、文化の継承。  
そして、最後は活力創造。やっぱりミー

ハー心を失うと、歳をとるんです。  
「アイドル来たよ、可愛いなぁ、おらっち、

女優さんの隣でエキストラ出ちゃったんだ

～」ってなると、元気になるんですね。そ

ればかりではないですが、おじいちゃんも、

おばあちゃんも、エキストラとして参加し

てます。若い子も栃木つまんない、早く東

京行きたいなんて言ってた子が、一度経験

したら、次はいつ？って言うんです。地元

のことを好きになってもらって、住民の活

力をアップする、そういう効果があるので

す。  
そんな活動の積み重ねで、着実にロケが

増えました。特番も組まれるようになりま

した。特番っていうのは、1 つ例を挙げる

と、「アド街ック天国」っていう番組で、栃

木市の特集やってくれたんですね。それで

もう、その番組をやった週末の観光客の数、

半端じゃなかったです。いつもパラパラと

しか歩いてない大通りがもう人の波でいっ

ぱいで、TV に出たお店はもう行列です。

大変な効果です。それでも、年間で均すと

だいぶ少なくなりますけど、それでもその

年は 1.6 倍ぐらいの観光客増になりました

ね。  
で、やっぱりやってる我々も、どんどん

発見するんですよ。いろんなところでロケ

をやったり、あっ、こんなとこ綺麗だな、

これはすごいよっていう感じで。サッシの

ない建物がそれだけで重要なんだって。サ

ッシのない建物なんてそんなキーワード、

全然今までの人生になかったけど、いろん

な建物見たときに、この建物サッシがない、

昭和 30 年代の時代考証のロケに使える、

そういうふうに普通の古民家の価値に気付

くようになる。そういう風に我々自身が、

この街はいい街だってなってくると、せっ

かくだからその撮った映画、地元でも上映

したいし、もっともっと価値を発掘して、

もっともっと発信したいねって、また欲が

出てくるんです。ところが、栃木市には映

画館がないんですよ。昔は有ったんですけ
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ど。私高校のころはあったんです。  
それで、「やっちゃうか」っていう話にな

ったんですね。もう新しいイベントを、ま

ったく今までにないイベントを作っちゃお

うってことで、仲間と考えました。たくさ

んの栃木市内の蔵には、使ってない蔵がい

っぱいあるんです。倉庫になっちゃって、

埃かぶっちゃって、メンテナンスも大変だ

し、そういうのも含めて。でも、実際映画

にも使われてるような有名な蔵、そういう

ものを再認識してもらうために、その蔵自

体が映像内に映ってる映画を、その蔵で上

映しちゃおうと考えました。そうすれば感

動も倍増かと思って。 
それで、蔵っていうのは点在してますか

ら、その点在してる間を歩くのも含めて、

街歩き型、街並み全部楽しんでもらいなが

ら、栃木市を楽しんでもらおうっていう「栃

木・蔵の街かど映画祭」というイベントを

やることにしました。これ本当に大変なイ

ベントです。私は、最初は関わってなかっ

たんです。正直最初は、あぁ、これ絶対失

敗するなぁと思ってたんです。蔵を借りる

だけでも、何に使うの、映画、いやだ、う

ち掃除してくれるのかな、壊さないんだろ

うなって、持ち主に言われる。その内容で

ペイできんのか、案内どうするんだ、そん

な点在させてって。撤収は、機材はどうす

るって。問題が山ほどあるんですよ、クリ

アすべき課題が。  
３）蔵の街と映画祭  

だけれども、話が盛り上がっちゃったん

ですね。さっきも言ったように、また飲み

会とかそういう仲間の席で。でも盛り上が

ったはいいけど、そのトータルでコーディ

ネート、誰がするんだと。そこは事務局長

になる人は大変だよって言ってたら、声が

かかっちゃって、やるしかなくなっちゃい

ました。やるからには失敗できないんで、

いろんなシミュレーションをしながらやっ

たんですけれども。  
まず、蔵をミニシアターにする。これ大

前提。それで蔵シアターとなる会場を点在

させますね。おっきいのも、ちっちゃいの

もたくさんあります。20 人ぐらいのちっち

ゃい蔵もあるし、栃木高校の講堂なんかは

300 人入れる。じゃあコンテンツどうやっ

て選ぼうか、やっぱり地元で撮ったやつと

か、あるいは次世代に伝えたい名作とか、

これらは逆に普通のシネコンじゃやってな

いんです。最新ロードショーは、どんどん

どんどん入れ替わってやりますけど、昔の

名作っていうのは、もうそういうシネコン

じゃ見られないですよね。そういうのこそ

近所から歩いて来る人のために出そう。シ

ネコンで最新作をやる映画祭じゃ無いんだ

から。そういうことを考えてやろうと考え

ました。そして、シアターとして点在する

蔵と蔵の間を歩いてる間も楽しめるように、

飲食ブースをやったり、着物歩きをやった

り、乗馬やったり、いろんなパフォーマン

ス、バンドライブ、そういうイベントを街

なかで催して、もう街じゅうがイベント会

場になるようなイベントを作ろうというこ

とでやりました。  
乗馬とかもほんとに最初は実行委員会の

メンバーが思いつきで言うんですよ。乗馬、

えっ、道路走れるのって質問が当然でます

が、調べたら軽車両扱いになるから可能で

す、とか、実行委員会も本気なんだか冗談

なんだか分からないような感じでしたが、

しっかりやりました。でも、じゃあ乗って

歩いていいんだ、ヘルメットは要るんかな

とか、いろんなのが出てくるんですけど、

まあ最終的に途中で転んだら大変だから、

一応パカパカ引くは引くんですけど、乗る
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のは小学校の校庭だけをぐるっと回って乗

せましょうっていう、ただそれだけにした

んですが。でもね、蔵があって、賑やかさ

があって、着物で歩いてる人たちがたくさ

んいて、その脇を馬が歩いてるっていうの

は、これはものすごく蔵の街に似合うんで

す。その景色に触れているだけでも、すご

く面白いんです。ついでに言えば、その馬

は誰が引くんだっていうときに、学生にい

るんじゃないか、乗馬部がって意見が出て、

宇大の乗馬部さんにお願いしました。そう

いう冗談みたいな案から、実現のための手

法を探って、さらに人材を求めて、ってい

う流れが、このイベントの推進力となり、

関わる人の多様性となり、まさに協働によ

る力が集結していったんです。  
 
４．フィルムコミッション報告書から 

１）準備作業について 
それではここからはパワーポイントで報

告書を使って、説明させていただきます。

手元にも今年の資料があるかと思うんです

けども、こういう形でシアター蔵が点在を

してるんですね。2 回目の時で言えば 18
箇所ぐらいの蔵を点在させて、マップを作

って、ご案内をさせていただいて、上映ス

ケジュール、つまりどこどこの蔵は何時か

ら何の映画をやりますよっていうタイムス

ケジュールを配布をして、1 日券を買って

いただければ、その 1 日はあらゆる蔵の映

画を見放題。だから、あそこの蔵行って、

今度何時にあそこの見てって歩けば、最大

4 本ぐらいは見れる。まぁそんなお得な料

金体系にしてます。ちなみに 1,000 円なの

で、だいぶお得だと思うんですけどもね。

で、チケット、前売りをこういうペーパー

で作りました。  
ちょっと気が利いてるのは、この木札な

んですね。紙のチケットを見せるよりは、

江戸情緒じゃないけれども、着物とか蔵の

街に、この木札を胸から提げたほうが似合

うんじゃないかっていうことで。さらにこ

れを、実行委員会に入ってもらっている障

がい者の授産施設の子どもたちに作っても

らったんです。私も一緒に削ったり、この

焼印を押したりやったんですけども、結構

難しいんですが、その子たち上手に作るん

です。ゆっくりなんですけども上手にしっ

かり作ってくれるんです。で、そういうの

も地元と一緒に絡みながらイベントは作ら

れていったんです。  
また、蔵と蔵の間はちょっと距離があっ

たりもするんで、これは市のほうにお願い

して、これも協働態勢整えてるからできる

ことなんですけども、市のバスを無料で貸

していただいて、何時発で次の蔵に行きま

すっていうようなことで、シャトルバスを

用意させていただいた。さらにただ映画を

やるだけではつまらないので、メインの栃

木高校の講堂なんかでは、映画監督のトー

クショーとか、映画主題歌のライブとか、

そういうものも織り交ぜさせていただいて、

例えば小栗監督とか、あとは小栗旬くんが

主演の『キサラギ』の佐藤監督とか、あと、

『DIVE!!』の林遣都くんとか、今はたぶん

売れてしまったんで呼べないと思うような

方にも来ていただきました。映画の前にト

ークショーやったり、映画を観てもらって、

その内容について監督にしゃべってもらっ

たり、裏話を話してもらったり。イベント

としては本当に充実したものになりました。 
逆に苦労すると予想した蔵の借り上げに

関して言えば、やっぱり最初はすごい渋ら

れたんですね。でもちゃんと話してやって

みると、意外に乗ってくれて、  
「1 回目あの映画良かったけど、次は俺の
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希望も言っていいんかい？」  
「来年は何の映画上映したいんだけど」  
とか、どんどん所有者も関わろうとしてく

れました。 
また、ご存知の方もいらっしゃると思う

んですけど、巴波川では舟運やってるんで

すね。船頭さんが巴波川を一往復漕いでく

れる。それも同時に開催をしていただく。

そうやってコラボできるものは、どんどん

コラボしていただきました。これは頼むだ

けで、うちが運営するわけじゃないですか

ら、一緒にやりましょうよってお願いして

受けて頂ければ、うちの実行委員会の労力

はまったく使わずにイベントの相乗効果が

増えます。 
ただ、言うのは簡単ですが、そんなに都

合よく普通は受けてくれません。しかし、

先に話したように、これまでの協働実績、

信頼関係でもって、どうせなら一緒にやり

ません？たぶん、そっちもたくさんお客さ

ん乗りますし、メリットも有りますよ、楽

しみましょうっていうことで、どんどんど

んどんお願いをしていきました。  
２）様々なコラボレーション  
次の資料、いろんな蔵、こちらは市役所

の別館なんですけども、元の県庁ですね。

堀があります、回りに堀がありますけれど

も、これも実際映画のロケ、ドラマのロケ

にも何回も使われてる有名な建物なんです

けども、そこも開放して映画の上映をしま

したが、ただそれだけじゃつまらないんで、

ここに車が停まっているのが分かると思い

ますが、これは日産に、背景がいい場所を

提供しますので、車の PR に使ってくださ

いっていうこと協賛をお願いしました。そ

うやって企業メーカーさんにも関わってい

ただいたりしました。 
次に街なかは、こういう上映をしてる蔵

の脇で、これはチンドン屋さんなんですけ

ども、これ学生なんですよ。学生で、そう

いう伝統芸能の研究会みたいなサークルの

人に、チンドン屋さんやっていただいたり

させていただいて。で、こちらは「Always
カマヤ」って今、レストランになってます

け れ ど も、 元 々 教育 委 員 会の 建 物 で 、

「Always 三丁目の夕日」という映画、あ

りますね、あれの撮影現場になりました。

ここで栃木 SC さんのゴールシーン、1 年

間のゴールシーンのムービーを流して、選

手のトークショーとか、クイズショーなん

かをやりました。こういうのも、チームが

タダで来てくれました。栃木 SC さんに話

をして、声かけをしたら、宣伝になるから

と言ってくれたんです。こうしてお互いの

利益が合えば、ウィンウィンになれば、こ

ういうこともどんどんできるんです。  
ほかにも、活弁とか、それから大使館と

コラボレーションして各国の PR をしたり

しました。例えばこちらはチェコ。チェコ

アニメっていうのは有名なんですね。チェ

コアニメの上映とチェコの絵本の販売なん

かを行なった。こちらは神明宮。雛人形の

展示がされています。元々人形祭りという

イベントがあり、これも同じ日に開催をし

ていただきました。お互いたくさんの人に

見てもらいたい思いで快く受けていただき

ました。  
そしてこれは着物歩きの写真。着物のメ

ーカーさんと協働して、格安の実費 1,000
円のみで着付け込みでやっていただきまし

た。洋服で来て、着物に着替えて、街なか

を歩いていただく。その人はお客さんなん

だけども、蔵の街を着物で歩くってこと自

体が、蔵の街の情緒を宣伝する PR にもな

ってくれるわけなんですね。そういう意味

で、着物になってくれた方は、コーヒーサ
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ービスとか、そういうのも混ぜ合わせなが

らやらせていただきました。  
他にも、お茶漬けメーカーさんが飲食ブ

ースに協力してくれたり、ライブイベント

とか、地元の野菜の直売とか、あとは美大

生に蔵を使ったアート作品を作っていただ

くとか、いろんなコラボレーションをしま

した。  
一番大変だったのは、やっぱり資金集め

ですね。スポンサーさんにメリットを感じ

ていただけるようなメニューをいかに用意

してやるかってことで、映画なので、よく

ご存知のように、映画の上映前に CM が流

れるじゃないですか、あれを 30 秒で 30 万

とか、そういう形でスポンサーになってい

ただきました。で、じゃあムービーをどう

するのかっていうのも、結局外注する予算

がなくて、自分で作りました。そのときは

若くて力があったんで寝ないで作りました。

いろんなメーカーのムービーを素人が作っ

て良かったのかななんて思いながら。でも

ちゃんと CM が完成したら、これでよろし

いですかって確認したうえで、では 30 秒、

1 日 4 回上映で 4 回、2 分流れます、街な

かの展示ブースで何回流れますっていうこ

とで、営業して、予算を集めました。もち

ろん事業後も、しっかり報告書を持ってい

って、これだけの効果がありました、これ

だけチケット売れましたっていうことで、

きちんとお礼と報告を致しました。それが

また次年度に繋がることになります。  
開催中は、映画祭のフラッグ 120 個が大

通りの街灯に飾られました。それも商連さ

んとのコラボで実現しました。またホーム

ページなんですけども、これもデジタルハ

リウッドっていうデジタルメディアを扱う

学校の学生さんに授業の一環としてホーム

ページを作っていただきました。だから、

フルオーダーとかすると、それこそ 100 万

とかかかっちゃうのを、授業の一環ってこ

とで 1 年間で 10 万でやっていただきまし

た。  
あとはさっきの『キサラギ』のディレク

ターさんにお願いをして、『キサラギ』のブ

ログが元々あるんですが、それも映画祭と

コラボ企画ってことで、元々のブログに映

画祭のマークを入れていただいて、お互い

の掲示板に相互乗り入れをして、『キサラ

ギ』のファンとか小栗旬さんのファンの方

にも映画祭に興味を持っていただいたり、

逆に映画祭を観に来た人に『キサラギ』の

DVD を買ってもらったりと、相乗効果を狙

って、こういう企画もやらせていただきま

した。  
これはアンケートの集計です。来場者の

声を聴く、こういうのは大事なんですよね。

イベント終わったあとに、実際の正確なデ

ータを取って、また次に生かしていくとか、

あるいは、そのスポンサーにしっかり報告

するとかっていうのは、大切なんですよね。 
次のこれは学生さんの活躍の場面です。

いろんな学校が宇都宮にも、例えばアート

＆スポーツっていう専門学校、俳優とか声

優を目指している子どもたちが学ぶ学校が

ありまして、そこにも声をかけさせていた

だいて、そうするとやっぱり彼、彼女らは

そういう出番がいくらでも欲しいわけです。

司会をやるにしても、演技をやるにしても。

で、自分たちが演技をした映像を流してく

れる場所も欲しい。だから、その子たちと

も連携を図ったところ、40 人ぐらい来てく

れました。かの学生たちは本当に力になっ

てくれました。設営準備が速い、椅子並べ

でも何でも。そして多才。その子たちは、

栃木放送でラジオの番組も持ってるんです

ね、そのなかで映画祭のコーナーをやって
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いただいたりとか、あとは、自分たちの学

校のブログに 3 分ミニシアターみたいな、

そういう企画をやっていただいたりとか、

そんなこともやってくれました。 
この映画祭の特徴は、映画も観ながら、

普段は入れない蔵の中に入れるっていうこ

とです。だから映画のファンじゃない人も

ずいぶん訪れました。映画が流れてない休

憩時間に入って蔵の写真だけ撮って帰るお

じさんとか、ずいぶんいらっしゃって、あ

ぁ、やっぱり蔵の中すごいもんだねって、

天井の梁を見て感動してくれました。映画

祭としてそれはどうなのかという話もあり

ますが、もともと地域活性化や地域の資産

価値向上のためのイベントでもあるわけで、

そういうことで蔵の価値がすごく上がった

のは間違いないし、そういう関わり方もい

いのだと思っています。  
先ほどの Always カマヤさんもそうです

けども、いろいろな未使用だった蔵とかが

開放されてレストランになったり、学生に

貸し出されたりとか、そういうことが起き

るようになったのですから。さっきの蔵の

マークも東武鉄道とのコラボだったんです

けども、今でも東武鉄道さんは蔵のメニュ

ーで観光を企画していただいてます。  
そうやって、地元のファンが拡大し、今

後のロケとかエキストラ、さっきのフィル

ムコミッションの活動にもフィードバック

ができて、フィルムコミッション、映画祭、

またフィルムコミッション、映画祭ってい

う、そういういい循環もできたんだと思い

ます。  
協働、それはいろんなネットワークづく

りなんですけども、この映画祭によって、

今までの協働とまた桁違いな広い範囲での

ネットワークができました。スポンサーに

なってくれた企業さん、技術を持っている

学生さんたち、アイデア持ってる学生さん

たち。そういうパワーも全部いただけた。

今でこそ産学官連携なんて当たり前のよう

に言われていますけれども、そういう小さ

いシアター蔵の 1 つの中でも、いろんな連

携が生まれているんですね。そういう人た

ちが、栃木市のなかだけじゃなくて、市外

から、いろんなパワーとアイデアが栃木市

に流入してきた。これも、映画祭がもたら

した大きな意義だったと思います。色々な

団体が参加をして、今までにない大きなネ

ットワークとイベントを体験して、また自

分たちの普段の活動に戻るときには、関わ

った分だけ自分たちもものすごいパワーア

ップをしているんです。そういう団体が増

えていくきっかけとして、またさっきの協

働まつりから、さらにステップアップした

この映画祭が果たした役割っていうのは、

ものすごく大きかったんだと思います。  
 

５．進化するネットワークからまちおこしへ 

１）イベントを通じた「ソーシャルキャピ

タル」の形成へ  
よく、「イベントは本当にまちおこしにな

るのか」っていう議論があります。その場

で終わりで続かないんだから、経済効果だ

ってその日 1 日だろうって、そういう意見

もあります。でも、そうじゃないんですね。

その直接的な効果ももちろんありますよ。

やっぱりイベントそのものが持つ効果、活

力アップあります。でも、先ほど言ったよ

うに、人づくりとネットワークづくりって

いうのが、副次的なものではあるんですけ

れども、実はそっちの効果のほうがはるか

に大きくて、パワーの相互交流をして、ア

イデアの相互交換をして、それをまた自分

たち本来の活動に生かしていく。 
みんな最初は自分たちだけでこじんまり
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と、自分たちのやりたいことだけをやって

た。しかしどんどん他団体と繋がって大き

くなる。繋がったら、また別の隣にいた小

さな団体も入ってきて、また大きく膨れる。

イベントやって、ネットワークが進化して

いって、その繰り返しが町全体の大きなパ

ワーになる組織づくりなんだと。だから、

イベントそのものも、もちろん成功なんだ

けれども、それが後になってもたらすもの

っていうのは、私はとっても大切だと思う

んです。だから、イベントはまちづくりに

なると思うんですよね。  
結局、協働っていうのは、「まちづくり市

民集団化」なんです。あんまり聞き慣れな

い言葉かもしれないですけど。A さんが B
さんに有用で公益的な奉仕をしますと、B
さん喜びます。B さん喜んだら、奉仕した

本人の A さんも嬉しい。これ、よくありま

すよね。喜んでもらったから、がんばって

疲れたけど嬉しい。役に立つ経験っていう

のは、人間のものすごい快感になるんです

ね。ベータエンドルフィン、脳内麻薬がド

バっと出るんです。麻薬だから中毒性があ

るんです。でも長期的にそればかりになる

と、B さんが甘えて依存しちゃうんで、あ

んまり長くやるのは良くないんですけど、

そしたら B さんにも、一緒にやんない？っ

て提案してみる。  
あるいは、こういうことおもしろいよ、

やってみたらって誘う。例えば、映画祭の

受付やってると、  
「このイベントすごく良かったです、あり

がとうございました。また、来年も来ます

よ」って言うお客さん、若い人何人もいる

んですよ。そのとき、 
「じゃあ、来年はお客さんじゃなくて、当

日のボランティアだけでも一緒にやろう

よ」って勧誘する。すると  

「えっ、いいんですか？」  
って仲間になる。これでもう 1 つ人づくり

達成ですね。さらに当日ボランティアだけ

だったその人に、  
「じゃあ来年は、いよいよ実行委員会だなあ」 
って、入れちゃう。その繰り返しなんです

ね。それを続けると、市民全部がまちづく

り市民になっちゃうんです。市民総まちづ

くり集団。今、「ソーシャルキャピタル」、

「社会関係資本」なんていう言葉が、すご

く重要視されてきていますけども、いわゆ

る、道路とか水道とか、そういうインフラ

だけじゃなくて、そういう人間の公益的な

活動をする人間こそが地域にとってものす

ごく重要な資本であって、それはお互いに、

あなたと私、あなたの団体と私の団体と関

係をしてるから、どんどん意義が上がって

いくし、力も増えてく。  
そういう社会関係資本、ソーシャルキャ

ピタルが、これからのまちづくりには絶対

必要なんだと。だって行政にお金ないんで

すから。だから、資金じゃなく人材、これ

を充実させていけるか、いけないかで、町

の未来は変わっていくんです。だから、協

働は大切だし、ネットワークづくりも大切。 
２）「よそ者･若者･ばか者」によるまちづくり 

よく言われますね、まちおこしの条件、

『よそ者･若者･ばか者』。私、壬生の人間だ

ったんで、全部当てはまりました。地元だ

とやっぱりしがらみがあるのに、例えばス

ポンサー頼みに行くときなんかも、私はど

んどん空気読まずアプローチしましたから、 
「○○さんとこ、お前いきなり行っちゃっ

たの？流石だよなあ」 
ってよく言われました。その流石って言葉

は、ばかにしてる流石なんですよね。「流石

だよなあ、よく行ったもんだなぁ」って意

味。でも、結果成功したからいいんだと思
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うんです。ばか者でいいんです。これは、

新しい要素の注入なんです。よそ者とか若

者、ばか者っていうのは。新しい要素、ア

イデアだったり人だったり。こう着状態を

破り、代謝を進めるんですね。  
それと今、行政でも言われるように、真

の住民自治を求める志を持ちましょうと。

自分たちの町を作るのに、他人任せで文句

ばっかり言ってないで、協働、共に働いて、

自分たちで作りましょうよと。そして、限

界を作らない。1 人でできなければ頼れば

いいんです、仲間に。頼られたほうは嬉し

いんですから。これが協働なんです。  
ちょっと高い、ちょっと無理めだなって

思うくらいのハードルがいいんですよね。

なんでかって言うと、簡単だと 1 人でやっ

ちゃうから全然協働しない。無理かなって、

1 人じゃ無理だよな、頼もうかなって、最

初頼むときだけ大変だけど、あとは楽しい

と思えば頼んでみようって。みんなやっぱ

り、地域を愛してる、住んでる町が好き、

守っていきたいって思っているんです。そ

うじゃなくても、いいとこなかったら自分

たちで作っちゃいましょうよって。それく

らいの気持ちを持って行ければいいなと思

います。  
３）人が集まるキラキラの法則  

これで、スライドは終わるわけだったん

ですけど、やっぱり、不思議な縁でもう一

つ追加しました。僕は、がんばってると何

かいいことが転がってくるとか、がんばり

続けてると、再会できるとか、そういう考

えをいつも持っているんですが、今日もこ

の講演をするのに、昨日スライドを作り終

えて、寝る前に Facebook をチェックした

ら、私の青年会議所時代の友人が、いい言

葉を書き込んでいました。まるで、私が今

日ここに来るのを知ってたかのように。そ

の人が書いたのは、  
『人が集まる法則。人を集める人と、人が

集まる人の違いは、ギラギラとキラキラの

違い』という文章。どういうことでしょう？

ギラギラ人を集める人は、集まった人もギ

ラギラしてる。キラキラしてる人は、その

人がキラキラしてるから人が集まっちゃう

んですね。強引に集めるんじゃなくて、自

然と集まっちゃう。そうすると、集まって

きた人もキラキラしている。文字の表記の

通り、心の濁り、濁点がないのが大切って

話なんですね。だからキラキラしましょう

よって。  
ギラギラ、ああだこうだ言って、威張っ

て、これが正しいんだよ、これやれって、

そういうんじゃない。一緒にやろうよ、楽

しいでしょ、これから俺たちの町こんなに

すごくなるんだっていうふうに、キラキラ

輝いている人は、やっぱり人が集まるんで

すね。  
これは余計な話なんですけど、私が栃木

青年会議所理事長のときのスローガンが、

『ときめきリーダーになろう』っていうス

ローガンだったんですけど、私どっかの研

修で、リーダーはときめいてないと絶対だ

めだというふうに教わったんです。この人

みたいになりたいなとか、この人と一緒に

やると何かおもしろいことになりそうだな

って思わせなきゃリーダーなんていえない

だろうって、そのときに研修で教わったん

です。そんな教えを受けて、自分も理事長

の時そうやって自らトキメキながら頑張っ

て、そして今日のためのこのスライドを作

り終えたときに、この友人の Facebook の

書き込みがあるなんて、ちょっと小さな奇

跡を感じましたので、今日はこの言葉を皆

さんに最後にお伝えをしました。皆さんも

まちづくりに関わって、もちろんここに来
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ている方々は、もうすでにキラキラしてい

る人ばっかりだと思うんですけども、何か

をやるに付けても、ふと考えて、あれ？今、

俺やばい、ギラギラになってるかな？とか、

キラキラのままでいられたかな？とか考え

ていただいて、濁りのないようにまちづく

りに取り組んでいただきたいなというふう

に思います。ちょうど 1 時間ということで、

私の話はここで終了させていただきます。

ありがとうございました。  
 

司会者 

どうも、田村さん、ありがとうございま

した。皆さん、ギラギラじゃなく、キラキ

ラしながら討論を進めていきたいと思いま

す。どなたからでも結構ですから、ご質問

あればということで。どうですか？A さん

から、ご紹介いただいたんですけど。  
A 氏 

ありがとうございます。この映画祭とど

っちが先かわかんないんですけど、『キラフ

ェス』ってイベントありますよね。  
田村講師 

ええ、キラフェスも一緒にやったときも

あります。時期的にキラフェスのほうが真

冬なんで、ちょっと遅いんですけども、映

画祭を 10 月にやってたころに、1 ヵ月点灯

を早めていただいて、映画祭の開催中に点

灯もできるようにやっていただいたことも

あります。イベント自体は、たぶん同じく

らいに始まったと思いますね。  
A 氏 

キラフェスに行ったときに、確か映画祭

と一緒だった記憶があって、ボランティア

の人間の数がすごかったのを覚えてるんで

すけど。  
田村講師 

キラフェスと映画祭とオクトーバーフェ

ストが一緒に共催をしました。  
A 氏 

なんか、そこら中でいろんなことをやっ

てた記憶があったんですけどね。 
田村講師 

あれは、同時にやれば集客効果も高いし、

栃木のイベントはすごいってことになると

思って 1 回やってみたんですが、確かに人

は集まったんですが、その結果、駐車場が

あまりにも足りないということが判明して、

結局 1 回きりになっちゃったんですけど、

確かに共催しました。小さいイベントと共

催するのはいいんですけど、オクトーバー

フェストも映画祭も両方大きなイベントな

んで、やっぱり駐車場がちょっと足らなく

なりましたね。  
A 氏 

それで、ちょっと聞きたかったんですが、

とかく足利なんかだと、いろんな団体に行

って、同じ顔ぶれがあっちゃこっちゃでな

るんですけど、そういうときって大丈夫な

んですか？  
田村講師 

それは映画祭をやるときに、いちばん最

初に考えたんですけど、私も JC に所属し

ていたので、どうしても JC 関係の組織を

使いたくなるし、そうすると、おっしゃる

ように同じ顔ぶれだから、一緒にイベント

やっちゃうと人が足りなくなっちゃうこと

があったんで、映画祭は JC ノータッチで

立ち上げました。  
オクトーバーフェスト、キラフェスは JC

が関わってるんで、JC は当然そっちに人

を取られちゃうだろうから、映画祭は映画

祭で独自でスタッフを集めるしかないなと

思って、何人かの有志、JC のメンバーも

少しはいましたけども、組織としてはほと

んど JC は関わらず、他のいろんな NPO さ
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んとか、学生さんとか、あとは個人の友人

を頼って、その友人がまた仲間を誘ってと

か、そういうことで人を集めさせていただ

きました。 
最終的には JC も手伝うよって言ってく

れましたが、企画運営の段階では、全然 JC
なしで、それはおっしゃるようなことを懸

念したので、なるべく他のイベントと重な

らないようなメンバーでやりましたね。  
A 氏 

ありがとうございます。1 日楽しく遊ん

でたときに、かみさんと一緒に行ったのに、

そんなことをブツブツ言ってたら、かみさ

んに怒られましたけども、謎が解けてよか

ったです。ありがとうございます。  
B 氏 

野暮なことを敢えて聞くんですけど、栃

木市は、人口は多少なりとも増えているん

です  
か？   
田村講師 

減ってますね。でも今、自治体で人口増

えてるところは、ほとんどないですね。そ

れは全国的なことで、しょうがないんかな

とも思いますけどね。 
B 氏 

だから逆なのかな。もし、そういうイベ

ントでもやってなけりゃ、もっとひどく落

ち込むのかもしれないですね。  
田村講師 

そう考えたいですけどね。数字取ってる

わけじゃないですから、はっきりとはわか

らないですし、合併があったんで余計に人

口推移はわかりにくいと思いますけど、特

に若い人が流出をする、つまり栃木市はつ

まんない町だから出ていくっていうのを食

い止めてる気はしますよね。  
あと逆に、出ていったけど帰ってきて、

実行委員会に入ったメンバーが何人かいる

んですけど、東京で楽しかったのに地元へ

帰ってきて、もうここからつまんない人生

だっと思ってたけど、帰ってきたらすごい

やる気がある、それこそキラキラな人がた

くさんいて、こんなこと、おもしろいこと

やってるって、栃木面白いってすぐ飛び込

んできて、そんな方もいらっしゃいました

ね。  
司会者 

基本的に、やっぱり地元の若い人が楽し

んでよかったと思える状態を作るっていう

ことがいちばん大事なんですね。 
田村講師 

そうですね。でも若い人だけでも、やっ

ぱりだめなんですよね。映画祭も、それこ

そ仕事も定年で終わって、まちづくり活動

をやってる団体さん、ほとんど 60 歳以上

の団体さんとかも参加していただいて、そ

ういう団体さんは白黒の名作映画をやるん

だって決めて、そういうのばっかりやるん

です。そうすると、その蔵にはやっぱり、

もちろんその世代のお客さんが来て、  
「私は車乗れないからもう一生映画なんて

見れないと思ってたけども、主人亡くなっ

ちゃったけど、昔主人と見た映画がこれだ

ったんだ、また来年も来るよ」  
って言ってくれる、そういう方もいらっし

ゃるし、逆にそういう古い映画に 1 回も触

れたことのない、すごい若い 20 代の方が

見てくれたりとかっていうこともあります

ね。」  
司会者  

すごいパワーですね。 
田村講師 

そうですね。たくさん人もその分集まり

ましたけどね。ボランティアも当日は 200
人くらいいましたね。あまりにも増えすぎ
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て、ボランティアを管轄する部署を 1 つ作

りました。最初はスタッフが増えればそれ

だけ楽になると思っていたけど、多いと多

いなりに采配する役が必要になったりと、

まあ、嬉しい悲鳴ですけどね。  
C 氏 

こういうイベントを開いては伝えて、ネ

ットワークがどんどん進化してったり、地

域資源が発見できたと思うんですけど、こ

れから、こういうネットワークとか資源を

利用して、どんなことをやっていきたいと

か、どんなことをやろうとかいう計画はあ

りますか？ 
田村講師 

そうですね。1 つは、栃木市では、私こ

れだけやっちゃったんで、地元の壬生でも

何かやりたいなっていうふうに思ってて。

壬生は青年会議所自体はないんですね。壬

生青年会議所っていうのはないんです。こ

れは、市民活動においてはものすごい差が

あって、そういう団体さんが既にいくつも

ある栃木市と、そういうのがない壬生とで

は、全然スタートが違う。でも栃木市でも、

こうやって 10 年くらいかかってここまで

来たけれども、今、私、議員になって 2 年

だけども、壬生にもやっぱりキラキラした

熱い若者が意外といることを発見して、つ

いこの間、その団体の 50 人くらいの決起

会みたいな集まりをやったんです。そこは

本当に協働でいろんな人が入っているんで

すけど、私みたいな議員、まあ私は一ボラ

ンティアの立場で入ってますけど、職員も

いるし、他の議員もいるし、企業の経営者

もいるし、普通の主婦もいるっていう感じ

で。それが今度繋がっていくんで、それで

また壬生で何かやりたいなっていうのがま

ずあります。  
栃木においてはここまで来たんで、やっ

ぱりオール栃木ロケの映画を作りたいって

いうのがあります。いろんな人が来てくれ

て撮影も増えるようになったし、それを上

映する手立ても、お客さんを呼べる手立て

もして。オール栃木の映画で、それこそ栃

木の我々のエキストラさんが 200 人も 300
人も画面に出るような、それこそ栃木市に

とっては、永久保存版で、そこにエキスト

ラで出た市民の方も全員が DVD ディスク

を記念に買っちゃうぐらいの、それくらい

のものをやりたいですね。」  
C 氏 

ありがとうございます。  
D 氏 

資料のなかに、「机上から実践へ」という

部分が 1 つありましたけどね。机上の話は

いろいろなところでずいぶんいろいろ議論

というか、計画されてるけど、なかなか実

践に移らないというのが実情じゃないかと

思いますけど、活動を支えるというか、行

政主導の活動とか、市民主体の活動とかい

ろいろありますけど、ここでは、STEP1
のとこですけど、机上から実践への前の

STEP1 の協働体制の構築のなかに、市長が

掲げる協働の形というのが入ってますけど、

行政の本来の役割かもしれませんけど、こ

れの役割っていうのは、かなり大きいのか

なって気はするんですけどね、いかがでし

ょうかね？  
田村講師 

そうですね。書き方は柔らかく書いてま

すけど、要は、市長というトップが、協働

という手法を無視できなくなったって、私

は捉えたんですね。  
「やってやったぞ」っていうような、「市長、

協働はいいでしょう？」  
っていう。これらの動きがもっと広まると、

市は予算をほとんど使わなくても、  
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「我々が勝手にやるから、もっと相乗効果

で良くなりますよ」  
っていう提案をさせていただいた。その結

果、行政として政策として取り組んでもら

えたんじゃないかなって、とても都合のい

いように思いましたね。  
D 氏 

そうすると、なくてもよかった、行政が

なくてもできたということを、行政が認め

たともいえる。  
田村講師 

そうですね、ええ。  
D 氏 

だから、乗ってくれた、だけの話だと。

そんな感じですか？  
田村講師 

ただ、いろんな自治体、政治家も自治体

職員もそうですけど、協働っていうのは、

ここ 10 年くらいでキーワードになってい

て、まちづくりの基本計画って、どこの市

町にもある基本計画、5 ヵ年計画、10 ヵ年

計画っていうのに、たぶん協働っていうキ

ーワードがないところはないと思うんです

よね。そのくらい協働っていうのは、今は

耳に聞こえが良くて、市民受けが良くて、

行政からすれば非常にお得感のある手法に

なっていて、そこにおいしく出来上がった

実働としての協働を提供すれば、当然パク

リと食いつくというような手法であったわ

けなんですね。そうすれば、あとはこっち

のものじゃないですけど、職員さんも協力

してくれるし。  
D 氏 

そこは、すごいなと思いますね。今まで

のような活動には、最後は行政に頼るとい

う部分が強いんであってね。今日のお話は、

行政に食いつかせてやったんで、なくても

できたんだと。すごいと思いますね。  

田村講師 

そうですね。元々いろんな活動をされて

いる団体が、タッグを組んで繋がったから

こそだと思うんですよね。ある程度のこと

をできる体力を皆さん持っていて、イベン

トをやった充実感とか楽しさっていうのを、

みんなそれぞれに持っていて、そこだけで

も充分それぞれの活動は可能だった。でも、

行政が入れば、もっと良くなるっていうの

はわかっていたので。その上、参加すると

行政の職員さんも自分も楽しくなってきた

んですよ。途中から。最初は市長から「協

働やれ」って言われて、「お前担当な」って

トップオーダーで言われたから、しぶしぶ

「すいません、担当の何々です」なんて言

って、ブスッとして参加してきた人もいた

んですけど、やってるうちに、だんだん楽

しくなって、仲間になって、今日は職員さ

んも一緒に打ち上げまで行くんだって仲間

になって、あとはどんどん協働のエネルギ

ーが加速していきました。  
B 氏 

それでも、市長から言わなきゃ、なかな

か動かないですよ（笑）。  
田村講師 

そうですね。でも、1 回関わった人で、

その後ずっと来てくれている人達もいます。

自分の担当課じゃなくても、「俺は個人でボ

ランティアで行くからいいんだ」って言っ

てくれて。例えば、以前商工観光課だった

から関わっていた人が移動で税務課になっ

て担当から外れた後も、実行委員会に来て、

そのあと打上げも参加して、当日も T シャ

ツ着て参加してくれて、すごくいい関係を

築けたと思っています。  
E 氏 

私、いちばんすごいなと思ったのは、お

金の使い方ですよね。たとえでおっしゃっ
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たんですけども、5 万円のポスターだと大

したものはできないと、でも、10 の組織が、

団体が加われば 50 万円になる。行政の発

想でいけば、きっとみんなに 5 万円ずつ配

るのが、たぶん行政の支援の仕方ですよね。

どっかに 50 万円ポンと渡しちゃうと、結

局、それは不公平だということになる。だ

けど、渡してしまった 5 万円を、今度はも

う 1 回みんなでプールして上手く使おうと、

で、その使うプロセスが、たぶんおっしゃ

ったような協働なんですよね。そういうお

金の使い方っていうのが、いちばんこれか

ら少ないお金を効率的に使うやり方ですね。 
田村講師 

そうでしょうね。スケールメリットって

ことですよね。」  
E 氏 

しかし、そのなかで、ちゃんとみんな紐

付きのお金を 1 回プールして、みんなで使

う。そこに、いちばん大きなお金の使い方

として効果があるのかなって感じますね。 
田村講師 

そうですね。実際、映画祭の場合は、協

働まつりとかの場合は、市からもらった助

成金の 5 万円を集めたわけじゃなくて、各

団体それぞれの自己資金なりを持ち寄って

るんですけど、もちろん団体のなかでは助

成金から出しているところもあるかもしれ

ないですが。  
E 氏 

そうですね。回り回って、たぶんおそら

くグルッと来てるんでしょうけど、ただそ

の 5 万円じゃできないけど、50 万円ならで

きるっていう、たとえにせよ、そういうお

金の使い方っていうのは、ものすごく大事

なことなんだろうなと。  
田村講師 

そうですねえ。皆さん本当に、こういう

ビラにしても、最初に印刷物が上がってき

たとき、ほぼ 100％テンションが上がるん

ですよ。実行委員会でこれを配るっていう

その瞬間、すごくこう、「おお～すっげえ立

派なのができた」って感動して。ポスター

10 枚ずつ配るから皆さん貼ってください

ねって広げた瞬間に、みんながぐいっと食

い込むように眺めて嬉しくなる。 
あと広報でいえば大手メディアですね。

ケーブルテレビさんとか新聞もそうですけ

ど、メディアにどんどん取材をさせて、広

告費は広告で出すと有料だけども、メディ

アに取材を受ければ、それはただで告知で

きるんで、どんどんメディアを使って宣伝

をして、メディアに注目されてることをス

タッフにも認識をしてもらう。それでまた、

モチベーションも上がっていくという。そ

ういうことで、各団体とも今までうちの団

体だけじゃこんなに取材受けなかったけど、

一緒にやったらこんな凄いことになったと

いうようなことを感じてもらって、楽しん

でもらいながら進めていく。  
司会者 

F さん、お住まい栃木市じゃなかったっ

け？市民としていかがですか。  
F 氏 

正直なところ、お恥ずかしい限りなんで

すけど、知りませんでした。本当に、お恥

ずかしい限りで。  
田村講師 

はい、ありがとうございます。ここで知

っていただいたことで、また 1 人ファンが

増えました。  
C 氏   

はい、ありがとうございます。なんかい

ろいろやっているということなんですけど

も、今回で何回目？  
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田村講師 

今回で 5 回目ですね。 
C 氏 

5 回目。蔵とか、昔の洋館とかいろいろ

使ってると思うんですけど、毎年その数っ

ていうのは、増えているんですか？   
田村講師 

実際は、ちょっとずつ減らしています。

というのは、いちばん大きな理由は、やっ

ぱりお金なんですね。この映画祭って企画

は、ビジネスモデルとしては絶対に成り立

たないんです。というのは、20 人の蔵だと、

そこに 20 人満員入っても、1,000 円のチケ

ットだから収入は 2 万円しか上がらないん

ですよ。だけど、映画の機材とか、映画そ

のもののコンテンツ料金というのは、絶対

それでは収まらないんで、ビジネスモデル

としては絶対失敗するんですね。だから、

小さい蔵が増えれば増える程、赤字になる。 
大きい蔵だったらプラスになるけれども、

かといって、1 回やったことあるんですけ

ど、文化会館も一応借りたことがあるんで

すよ、点在する蔵の 1 つとして。文化会館

は、たくさん人が入るから、たとえば、100
人入れば、必ずプラスになる。そういう計

算をしたんだけども、映画祭の主旨として、

やっぱりそぐわない、お客さんが喜ばない

んですよ。そこで普通に、今やってるカラ

ーの映像流しても、蔵の街の映画祭に来た

気持ちにならない。意外とお客さんも入ん

ないんですね。なんでかっていうと、蔵の

街かど映画祭だから蔵で見るっていうので

皆さん来てますから、文化会館行って見た

くないって。どうせなら、蔵に入りたいっ

ていう。  
それで、1 回きりで文化会館は止めて、

赤字体質のまま続いています。でもこの映

画祭は、金儲けが目的のイベントでは無い

のです。市内にある蔵などの資産を知って

もらったり、文化に触れてもらうのが目的

だから、あとは、助成金とかスポンサーか

らのお金で、なんとかペイしていこうとい

うことでやってるんですが、やっぱりそう

そう順調では無かったですね。  
最初、第 1 回目は、総予算規模は、だい

たい 800 万円くらいかかったんです。その

うち 500 万が、国の地域活性なんとかって

いう補助金もらったんです。それは 1 回限

りだった。立ち上げの年だし補助金もあっ

たので、バーンと大きくやっちゃったんで

すけど、翌年第 2 回目の時、手に入った助

成金が、いきなり 200 万円に減って、これ

では同じ規模じゃ到底無理だと。それで人

数的なマンパワーも増えれば増える程かか

るということで、一発限りならそれでいい

けれども、このイベントの持続性・継続性

を考えたときに、よく言うように、身の丈

に合った、やれる範囲で、今でいうと 10
から 15 の蔵でやっていくのが、ギリギリ

なところかなっていうことで、助成金も今

は 100 万くらいになってますし、今回なん

かもそうですが、だいたいコストをどんど

ん削って、総予算規模を今は 400 万くらい、

半分くらいになっていますね。  
でも、予算は半分になっても上映する蔵

は半分にはなってないっていうとこで努力

をしてると思います。今までは全部、映画

の機材とかも外注で、デジタルコンテンツ

協会って、そういうのを専門で、コンテン

ツと上映機材をセットで貸してくれる業者

に頼んだんですけど、それも止めて、今は

コンテンツも違う業者から借り、機材は、

たとえばこれだったら NEC さんにお伺い

して、無料で機材を貸してくださいってい

う、そういう形のスポンサーを集めて、様々

な形でコストをどんどん削って、なんとか
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予算規模を小さくしても、それなりにやる

って努力をしていますが、持続性を優先し

てやってるところで、ちょっとずつ蔵は減

っていますね。」  
C 氏 

ありがとうございます。あともう 1 つ、

よろしいでしょうか？あくまで個人的なこ

とになってしまうんですけど、フィルムコ

ミッション、FC ですね、いろいろ映画と

かテレビドラマとかをロケーションで呼ん

でいるということなんですけど、今までで、

だいたいどれくらいの数、ロケーション

を？  
田村講師 

映画で、もうフィルムコミッションをや

って、正式に立ち上がって 5 年くらいなん

ですけども、映画だと 10 本くらいですか

ね。ドラマは 2、30 本は来てると思います。

あと CM ですね、CM もやっぱり 10 本く

らい。ドラマがやっぱり多いですね。映画

がやっぱり、そうそう誘致できなくて、誘

致できてもワンシーンだけで、本当に 10
分とか、100 分のなかの 10 分程度、それ

でも御の字で、結構映ったほうかなってい

う。本当、1 分くらいのもざらにあるんで

す。  
映画は、よく連続のワンクールのドラマ

じゃなくて、特番、なんとかテレビ 40 周

年記念特番とかっていうのは、結構多いん

ですよ。そういうのを含めると、どうかな、

50 本くらい来てるんですかねぇ。この間も

仲間由紀恵さんが来て撮りましたし、優香

さん、綾瀬はるかさん、新垣結衣さんとか。

男性も岡田将生君など、結構来てますよ、

有名なところが。SMAP も来てますし、び

っくりする程みんな綺麗ですよね、俳優さ

んたちは。生で見ると、顔がね、信じられ

ないくらいちっちゃい（笑）。  

C 氏 

ありがとうございました。  
司会者  

まず、ミーハーっていうのも大事なこと

ですね。  
田村講師  

大事ですねえ。ミーハーでないと、ボラ

ンティアは結構辛い。本当に 1 日付きっき

りでアテンドやるのは。深夜のロケとかも

あるので、そうすると眠いし寒いし、その

間に炊き出しとかやって、でも、炊き出し

のときに、アイドルが間近に来て会えるか

ら、それで満足して。そういうのがなかっ

たらやれないかもですね、やっぱりね。た

まに女優さんから差し入れもらったりとか、

お疲れ様ですとか声かけてもらったりする

と、疲れが吹っ飛びますよ、本当に。  
司会者  

握手なんかしてもらったら、もう、  
田村講師 

そうなんでしょうけど、それは一応 FC
のなかでは、タブーなんですよ。あくまで

も、支える側のスタッフだから。やってる

人もいますけど、でも、うちらは、一応、

そこはプライド持って、撮影の邪魔はしな

いって、陰に陰に支えて、作品のときに見

て、あっ、ここんとき、俺は隣にいたんだ

って、そして最後に自分たちの団体のテロ

ップが字幕で出て、それでもう満足という

ことです。だから、それをフィードバック

するために、エキストラで出た人も呼んで、

上映会とかをやったりもしてるんですよね。

酒飲みながらやると、すごい盛り上がるん

ですね。『今、俺映った―』とか言って。  
司会者   

キラキラですね。  
田村講師 

キラキラです。  
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司会者   
やっぱり、私、発想がギラギラしてるみ

たいだなあと思って。さあ、どうでしょう

か、時間も迫ってきましたけど。なかなか

こんな楽しい話は聞く機会もないと思いま

すから。よろしいですか、質問、どなたか？  
G 氏 

どうもすいません。今、市会議員をやら

せてもらっています。以前、青年会議所で

私も理事やらしてもらって、県の JC でも、

大変お世話になったんです。  
やはり結果の出てる町のまちづくりって

いうのは、すごいなあと、話を聞いて本当

に感動いたしました。足利には、やはり欠

けているところが多く、栃木市ではよくや

られているという気がしました。足利市も、

ここ近年はいろいろな、たとえば映画のロ

ケがあったり、たとえば銘仙を着て歩いた

りとかってイベントをやってるんですけど

も、何が足りないかって言ったら、先ほど

田村さんがおっしゃたように、大勢の人が

関わる継続性がない。一過性でないことが

大切ですが、これがない。  
市民と行政のもちろん協働もない。私、

議員やらせてもらってますけども、役所の

意味の協働と、我々市民の考えてる協働と、

まったく格差が多くありまして、要は、行

政の協働っていうのは、証拠づくりだけな

んですね。本当に市民を巻き込んで一緒に

やるっていう考えはまったくなくて、私も

議員に当選させてもらって、最初の質問で、

市民参加のまちづくりっていう質問をしま

したけども、「検討します」って言うだけで、

やる気はまったくないです。  
なぜかって言うと、市民なんて入れたら

とんでもないことになっちゃうということ

を行政は考えていて、あと議員がですね、

同じ議員になりますけど、議員が自分たち

のやることがなくなっちゃうだろうって、

ばかなことを言う議員も、実は多く存在し

ております。  
だから、正直、今日お話を聞いて、いち

ばん興味があったのは、STEP1 の協働体制

の構築。ここで 8 回から 10 回ワークショ

ップなりディスカッションなりをやって信

頼関係を築いたって、このステップでです

ね、頭に残っている大変な部分っていうの

が、もしあったらお聞かせいただきたいの

と、あと、やはり市長が市民を巻き込むと

か、協働であるとかっていうことに意識が

あった、これも 1 つの大きな要因なのかな

って気がします。その辺は、どういった訴

えかけをしたのかなって。さっきの質問と

かぶりますけどね。  
田村講師 

実は、これは教えられないというか、あ

んまり参考になる答えにならないと思うん

です。というのは、青年会議所が主催で、

いろいろな団体を呼んで、ワークショップ、

テーブルディスカッションをしました。そ

うすると、青年会議所メンバーが 60 人い

て、他団体から来た人が 50 人いて、それ

ぞれのテーブルに着くわけですけど、その

ディスカッションをする母体となる青年会

議所メンバー自身にも温度差があるんです

よ。だから変な話ですが、良いメンバーに

付いた団体さんもあれば、青年会議所メン

バー自身が協働がわかってない、ハズレの

テーブルに付いた団体さんもあるわけなん

です。非常に有意義なディスカッションを

して帰る団体さんと、そうじゃない団体さ

んがどうしても出ちゃって、そこがやっぱ

りいちばん苦労しました。  
結論から言えば、私個人の裁量で進めた

ところもありました。ハズレのところに付

いた団体さんに、あとから私が伺って、「何
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かの折に会いましょう」ってことで、話を

して、信頼関係を作って、  
「ああ、なるほどね、田村さんそういうこ

とだったの、やっとわかったよ。あのとき

全然わかんねえって思ってたんだ」  
って。それの繰り返しだったので、あんま

り手法＝システムとしては参考にはならな

いと思うんですけど。 
ただやっぱり、真摯に真面目に接しても

なかなか伝わらなかったりして、5 分です

む話が 1 時間とかなっちゃう。でも、がん

ばって 1 時間説明したら、5 分で終わった

ときよりも結んだ信頼関係は深いんだと、

自分に言い聞かせながら頑張りました。で

も、僕は結果、そういう個人で繋いだ団体

さんが増えたので、映画祭を事務局長とし

て一人でまわし出した時も、そうやって繋

いだネットワークと信頼関係があるから、 
「何々さん、実は今度こういうイベント考

えてるんですが、どうでしょう？一緒にや

りませんか？」  
って言ったときに、  
「ああ、田村さんがまとめてくれるんなら

いい」  
よって、そういうふうに有難くみんな言っ

てくれてようになれたんだと思います。だ

から、結局は自分に、その分返ってきたか

ら良かったと思います。やり方としては参

考にならないですが、私みたいにそうやっ

て馬鹿みたいにがんばるやつがいないと構

築できないっていうところは、やっぱり多

かれ少なかれあると思います。」  
D 氏 

本当は、リーダーも継続して、積極的に、

みんなを引っ張っていく。  
田村講師  

そうですね。がんばる人が必要なんじゃ

ないですかね。  

D 氏 

足利の例で言うと、昨日も実は、両毛バ

ルーン・スカイフェスタってやつの打ち上

げあったんですけど、これは足利ではよく

あるパターンなんですけども、たとえばト

ップが市長とか会頭とかがなると、ガンと

抱えちゃうわけですね。で、もう一切そう

いうことはやりませんとか、たとえば、さ

っきの前市長がやってた協働ってものを、

今も現市長も継続して残してる。これは、

足利市民からすると、すばらしいんです。

すごいなと。  
足利市っていうのは、トップが変わっち

ゃうと恨み辛みで、全部前市長さんのやっ

てることを全否定しちゃうんで、なぜか商

工会議所さんもですね、最近そういう傾向

があって、イベントなんていうのは、まち

づくり、町のためにならねえっていうよう

なことで、イベント全部排除しちゃってる

わけですよ。で、そういうことが、イベン

トを継続させていくなかで、そういうこと

は栃木市さんはなかったのか、あったのか

というのが質問です。 
田村講師 

ありますよ、もちろん。頭堅くてどうに

もならないところとか、やっぱりありまし

た。だからそういうとこには、初めからあ

んまり期待しないでやりました。だから、

後援とか、名前だけ貸してくれとか、そう

いうことはお願いしますし、若い方で興味

ありそうな人がいれば参加してくださいっ

ていうようなレベルで、組織として予算出

せとか、主体となって動いてくれっていう

のは、もう到底無理ですから。でも逆にそ

ういう団体さんだったら、下手にコアメン

バーに入ってかき回されるよりも、その分、

若い人たちが自由に動けるっていうメリッ

トもあるんで、やれる、動ける人間だけで、
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やっちゃってるから続いているのかなって

いうのが、裏話的なところですね。  
D 氏 

最後に、実際、栃木にも、私仕事で結構

行ったりしてるんですが、たとえば商工会

議所にも所属してますし、聞くと、皆さん

一体的に栃木を蔵の町とか、小江戸だとか、

いろんなこういう映画館とかで、一緒にな

ってこう、やっぱり盛り上げようっていう、

関わってる人たちの共通的な認識っていう

のがあるように思えるんですね。」  
田村講師 

そうですね。やっぱり青年会議所の存在

は大きいと思いますね。私より上の先輩、

ちょうど青木良一さんという方の世代がコ

アになって「メロー」っていうまちづくり

株式会社を立ち上げて活躍されていまして、

ちょうど我々は、その 10 年下くらいなん

ですが、お互いに情報交換したりしながら、

認め合い支えあって、いい関係が築けるの

も、もともと青年会議所の縁があるからか

も知れません。お互いのイベントにも行っ

たり来たりはしてますし、風通しはいいで

すね。  
D 氏 

ありがとうございました。  
司会者 

楽しく過ごしてきましたけど、時間も過

ぎましたので、本日これで終わりにしたい

と思います。終わりに当たって、副会長、

一言、締めのご挨拶を。  
北川副会長  

どうも、本日はお忙しいところをありが

とうございました。非常に貴重なお話を伺

いまして、今、議員さんからもお話があっ

たように、足利市民として非常に心に響い

たといいますか、ショックを受けたといい

ますか、まぁ、そうなのかと、しみじみと

感じた次第です。どうも、ありがとうござ

いました。 
田村講師 

ありがとうございました。  
（一同拍手）  
司会者 

どうも、本当にありがとうございました。

お忙しいところを、ありがとうございます。

これで、本日の市民公開講座、終わりにし

たいと思います。次回は、ちょっと飛びま

して 7 月の 4 日になりますか。またひとつ、

この次は太田市のほうから来ていただくこ

とになってますので、ぜひ、また NPO の

のいろんな活動というのを勉強したいと思

います。本日はこれで終わりにしたいと思

います。どうもありがとうございました。 
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栃木市のまちづくり

協働の推進から
栃木・蔵の街かど映画祭まで

平成24.6.20

田村正敏

私の略歴

 （社）栃木青年会議所 理事長

 栃木市市民協働まちづくりファンド助成事業準備委員会 委員

 とちぎえ～ぞ～支援隊 企画部長

 栃木市市民活動推進センター（くらら） 設立準備委員会 委員

 栃木市蔵のまちTMOフィルムコミッション事業支援部会 委員

 （社）日本青年会議所関東地区栃木ブロック協議会 会長

 栃木県青年経営者団体協議会 副会長

 栃木県ボランティア活動振興センター運営委員会 委員

 栃木県地域教育活性化協議会 委員

 株式会社とちぎテレビ放送番組審議会 委員

 栃木・蔵の街かど映画祭1～3 事務局長

 壬生町「みぶ“まちづくり”住民会議」副会長

 壬生町PTA連絡協議会 会長 （壬生小学校PTA会長）

 栃木ウーヴァFC 戦略会議メンバー

 壬生町議会議員（1期目）

栃木市＝協働のまちづくり

 最初のうちは・・・

そもそも「協働」の理念が分からない

何の為に「協働」するのか見えない

取り込まれたり命令されるのは嫌だ

（市民団体は皆それぞれ誇りをもって頑張っている）

面倒だ

それが今や様々な事業が協働で開催されている！

ＳＴＥＰ１～協働体制の構築

 青年会議所が中心となり、各市民団体に呼びかけ
 市民活動の活性化をテーマに

もっと大きなことがもっと楽しく、

沢山の仲間と共に、みんなでみんなの喜びを作る！

それが協働、と夢を語り合うことから始めた。

（テーブルディスカッション、ワークショップ等）
 それまでバラバラだった組織をネットワーク化

→具体的実践へ（とちぎ協働まつり＝後述）

 市長が掲げる協働の形（トップが協働を語り出した）
 市民活動推進センター（くらら）
 市民協働まちづくりファンド

机上から実践へ

 「とちぎ協働まつり」の開催

理念＝みんなでつくる明るい豊かなまち

目的

自分たちの住んでいる地域への参画意識の拡大を図る

市民、ＮＰＯ、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、行政、企業の協働を目指し、お互
いに理解・交流を深める

協働社会の重要性を発信し、市民ﾈｯﾄﾜｰｸの構築と発展
を図る

 内容は、何でもアリ！

全体テーマを決めるのみで、あとは自分たちの発信
したいことを自由に組み合わせる

とちぎ協働まつりの成果

 相乗効果、スケールメリット

体験したことのない規模でのイベントが可能に

予算などの負担はほとんど変わらない

多くの一般市民に自分たちの活動をＰＲ

他団体のノウハウも吸収でき、また自分に活かせる

協働の素晴らしさを目に見える形で発信！

 苦労２倍、楽しさ４倍♪

ケーススタディとして後に重要な役割
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ＳＴＥＰ２～協働でまちおこし

 観光回遊をキーとした栃木市のセールスポイント

↓

 街中に点在する300余の蔵

 江戸～昭和初期に建造された洋館

 日光例幣使街道など伝統的建造物群保存地区

 街中を流れる巴波川

 それら美しい街並み→どうやってＰＲしていくか？

その価値を高めＰＲする為のＦＣ

 フィルムコミッション（ＦＣ）とは・・・・？

映画、テレビドラマ、ＣＭなどのあらゆるジャンルの
ロケーション撮影を誘致し、実際のロケをスムース
に進めるための非営利公的機関

↓

 「とちぎえ~ぞ~支援隊」（民間）

 「とちぎフィルム応援団」

（行政・商工会議所・観光協会・民間の協働団体）

の設立

ＦＣの目的

 【コミュニティービジネス】直接的・間接的地元消
費の拡大と活性化。マネーフローの増加

 【文化継承】広域活動団体として、近隣市町を含
めた文化資産の価値を高め、市民への浸透を図
ることで、地域の魅力の再確認と文化交流を進め
る

 【活力創造】市民が生き甲斐を持って地元に定着
できる環境を整える

着実に上がる成果

 ロケが増え、市内資産が映画やテレビに映る機会
が倍増

 特番も組まれるように

 市民にも認知が進む

 何よりも我々自身がとちぎにより惚れ込んで来た

しかし・・・・

その映画を上映する映画館が栃木には無い！

地元資産の価値をもっと根付かせたい！

ＳＴＥＰ３～新イベント創設！

 未使用を含む歴史的建造物を活かし！

 映画にも使われてる価値ある地元を再認識！

 その映画を地元で上映！

 美しい街並みすべてを使った回遊型のイベント！

栃木・蔵の街かど映画祭

事業概要

 蔵等をミニシアターに改造した映画祭

 十数か所に点在させ、それぞれ20名～300名ほ
どの収容

 上映コンテンツは、地元撮影物や次世代に伝え
たい名作や、各団体固有のコンテンツ

 飲食ブース、着物歩き、乗馬、路上パフォーマン
スなどで街中も演出、共催イベント含め、街全体
を回遊しながら楽しめる映画祭
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ここで・・・

 報告書にて説明・・・

映画祭がもたらしたもの

 蔵などの歴史的コンテンツの資産価値アップ

その後、未使用蔵が民間に開放されレストランなどに

蔵を核とした観光メニューの充実（東武鉄道との連携）

地元ファンの拡大→今後のロケやエキストラへの理解

 膨大な新しいネットワーク

企業や学生のパワーもまちづくりへ（産学官連携）

市外からの力とアイディアの流入

 それぞれの団体がまたそれぞれのまちづくりへ

新しい力に触れ、自分たちもパワーアップ！

イベントはまちおこしになるか？

 イベントなんて、その場で終わりで続かない？

 経済効果もたかが知れてる？

いやいや、そうではない！！

 直接的なまちおこし効果・活力アップはむろん、

同時に人づくりとネットワークづくりにも！

 協働体制作り→イベント→人とネットワークの進化

その繰り返しがまちおこしに繋がる！

協働＝まちづくり市民集団化

 第１段階
ＡさんがＢさんに有用で公益的な奉仕をする
Ｂさんの喜びがＡさんの喜びにもなる（役に立つ体験）

長期的にはＢさんの甘えや依存心を持たせるので次のス
テップに進むのが望ましい

 第２段階

ＡさんがＢさんに、一緒に奉仕活動すること、あるい
は別の有用な活動をするように勧める＝まちづくりの
輪を広める＝総市民まちづくり集団化

社会関係資本（ソーシャルキャピタル）の充実

まちおこしの必要条件

 「よそ者・若者・ばか者」

協働によって、その新しい要素が注入される

 真の住民自治を求める志

自分たちのまちを作るのに他人任せでいいのか？

 自分で限界を作らない

一人でできなければ仲間に頼れば良い＝協働

少しくらい高いハードルのほうが効果が上がる

 地域愛

住んでる街が好きですか？守りたいですか？

いいところが見つからないなら創っちゃいましょう！

おまけ～ときめきリーダーになろう！

 「人が集まる法則」

 人を集める人と

人が集まる人のちがいは

ギラギラとキラキラの違い

 ギラギラで人を集める人→集まった人もギラギラ

 キラキラで人が集まる人→集まる人達もキラキラ

 濁り（濁点）が無いのが大切♪
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実
施

概
要

 
 

約
３

０
０

棟
の

蔵
や

日
本

家
屋

、
昭

和
初

期
の

建
造

物
群

が
散

在
す

る
美

し
い

歴
史

景
観

の
街

栃
木

市

に
て

、
江

戸
や

明
治

時
代
に

建
て

ら
れ
た

歴
史

的
建
造

物
蔵

を
ミ
ニ

シ
ア

タ
ー
に

変
貌

さ
せ
る

全
国

初
の

歴
史

景
観

活
用

型
の

映
画
祭

『
栃

木
・
蔵

の
街

か
ど
映

画
祭

』
を
平

成
１

９
年
に

開
催

し
好
評

を
博

し
た

こ
と
か
ら

、
今
年

も
皆
様

の
ご
協

力
を
い

た
だ
き

な
が
ら

第
２
回

と
し
て

開
催
す

る
こ
と

が
出
来

ま
し
た

。 
人

間
の

人
生
の

長
さ

以
上

に
時

を
刻

ん
だ

数
々

の
蔵

や
家

屋
に

、
時

を
越

え
て

伝
え

て
ゆ

き
た

い
普

遍

の
メ
ッ
セ

ー
ジ
（

愛
、
希

望
、
仲
間
・
・
）
を

、
そ
れ

ぞ
れ
の

蔵
ミ
ニ

シ
ア
タ

ー
の
コ

ン
セ
プ

ト
と
し

て
、

ど
こ

か
懐

か
し

さ
の

残
る
栃

木
市

の
路
地

を
歩

き
な
が

ら
、

人
生
の

キ
ー

ワ
ー
ド

を
蔵

の
ミ
ニ

シ
ア

タ
ー

め
ぐ
り
を

通
じ
て

体
験
す

る
。
訪

れ
る
全

て
の
人

々
が
温

か
な
気

持
ち
に

な
れ
る

映
画
祭

で
す
。

 
  名

 
 
称

  
第
二
回

  
栃
木
・

蔵
の
街

か
ど
映

画
祭

 
開

催
日
時

 
２
０
０

８
年
１

０
月
４

日
（
土

）、
５
日
（

日
）

 
 

 
＊

 ３
日

（
金
）

夜
に
オ

ー
プ
ニ

ン
グ
上

映
会
を

実
施

 
主

 
 
催

  
 

栃
木
・

蔵
の
街

か
ど
映

画
祭
実

行
委
員

会
 

共
 
 
催

  
 

 
財
団
法

人
デ
ジ

タ
ル
コ

ン
テ
ン

ツ
協
会

 
後

 
 
援

  
 

 
フ
ラ
ン

ス
大
使

館
、
オ
ラ

ン
ダ
大

使
館
、
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
大
使

館
、
チ
ェ
コ

セ
ン
タ

ー
、

栃
木

市
、

朝
日

新
聞

社
宇

都
宮

総
局

、
下

野
新

聞
社

栃
木

支
局

、
東

京
新

聞
社

宇
都

宮

総
局

 
特

別
協
賛

  
 

ス
カ
イ

パ
ー
フ

ェ
ク
ト

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

ズ
、
東

武
鉄
道

 
協

 
 
賛

 
 
 

全
１
０

５
社

 
協

 
 
力

 
フ

ジ
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
、

デ
ジ

タ
ル

ハ
リ

ウ
ッ

ド
、

日
本

映
画

学
校

、
た

ん
す

屋
、

朝
日

広
告

社
、

日
本

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

福
祉

研
究

所
、

IV
C
、

ワ
イ

テ
ッ

ク
、

ア
ッ

ト
ア

ー
ム

ズ
、

M
M

C
、

と
ら
す

と
テ
レ

ビ
、
マ

ッ
ク
ス

・
エ
ン

ヂ
ニ
ア

リ
ン
グ

 
上

映
会
場

 
栃
木
高

校
講
堂

、
塚

田
歴
史

伝
説
館

、
A

lw
ays

カ
マ

ヤ
(旧

教
育
委

員
会

)、
太
田
家

見

世
蔵
、

元
気
カ

フ
ェ
辰

元
、
蔵

の
街
観

光
観

2F
ホ
ー
ル

お
よ
び

座
敷
、

岡
田
記

念
館

南
館

お
よ

び
翁

島
、

栃
木

市
役

所
別

館
、

神
明

宮
、

C
A

FE
15

、
横

山
郷

土
館

、
旧

鳥

海
漬
物

店
 

町
中
イ
ベ

ン
ト

 
活
弁
ラ

イ
ブ
（
油
伝

味
噌
）
、
蔵

の
街
か

ど
着
物

日
和
、
お
茶
漬

け
蔵
、
美
大

蔵
、
栃

っ

こ
広

場
飲

食
ブ

ー
ス

、
神

明
宮

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

＆
ラ

イ
ブ

、
山

車
会

館
前

飲
食

ブ

ー
ス
＆

ラ
イ
ブ

、
他

 
上

映
作
品

 
別
紙
一

覧
参
照

、
７
０

作
品
以

上
 

総
動
員
数

 
入
場
者

3329
人

、
ス
タ
ッ

フ
283

名
、
合

計
3612

名
（

オ
ー
プ

ニ
ン
グ

込
）

 
 

実
行

委
員

会
組

織
 

  組
織
名
 
 

第
２
回

栃
木
・

蔵
の
街

か
ど
映

画
祭
実

行
委
員

会
 

委
員
長
 
 

伏
木
昌

人
 

副
委
員
長

 
佐
山
正

樹
、
大

川
秀
子

 

事
務
局
長

 
田
村
正

敏
 

総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー

サ
ー
 

 
渡
邉
賢

一
 

コ
ン
テ
ン

ツ
ユ
ニ

ッ
ト
長

  
青
木
二

郎
 

協
賛
ユ
ニ

ッ
ト
長

 
 

若
林
可

奈
子
 

イ
ベ
ン
ト

ユ
ニ
ッ

ト
長
 

 
寺
内
由

晃
 

監
事
 

 
森
田
信

子
、
高

崎
尚
之

 

参
加
団
体

 
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

と
ち
ぎ

 

 
 

栃
木
お

や
こ
劇

場
 

 
 

と
ち
ぎ

え
～
ぞ

～
支
援

隊
 

 
 

と
ち
ぎ

フ
ィ
ル

ム
応
援

団
 

 
 

元
気
ジ

ャ
パ
ン

 

 
 

国
際
交

流
協
会

 

そ
の
他
、

大
勢
の

有
志
実

行
委
員

メ
ン
バ

ー
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実
行

委
員

の
横

顔
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全
体

Ｍ
Ａ

Ｐ
 

                                                 

各
会

場
の

上
映

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル
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※
 

各
蔵
の

詳
細
に

つ
い
て

は
別
記

 
映
画
蔵

報
告

(P
11

~)
 

に
も
記

載
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チ
ケ

ッ
ト

概
要

 
 ①

 チ
ケ
ッ
ト

料
金

 
大
人

前
売
り

1000
円

、
当
日

1200
円

 
 

子
供

前
売
り

 
500

円
、

当
日

 
600

円
（
子
供

は
小
６

ま
で
。

未
就
学

児
無
料

）
 

 
東
武

鉄
道
と

の
タ
イ

ア
ッ
プ

チ
ケ
ッ

ト
あ
り

（
往
復

運
賃

+
前
売

り
券
の

セ
ッ
ト

チ
ケ
ッ

ト
）

 
 

前
売

り
は
「

福
田
屋

百
貨
店

栃
木
店

」「
出
井
書

店
」
プ

レ
イ
ガ

イ
ド
等

に
て
販

売
 

                              ②
 当

日
来
場

の
際
、

上
記
チ

ケ
ッ
ト

を
各
蔵

お
よ
び

本
部
に

て
「
通

行
手
形

」
へ
と

交
換
し

た
 

   
 

※
 
携

帯
ス
ト

ラ
ッ
プ

と
首
掛

け
の
２

種
類

 
※
 
全

会
場
フ

リ
ー
パ

ス
 

※
 
一

日
限
り

有
効

 
     

 

巡
回

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

に
つ

い
て

 
 ※

 
期
間

中
は
、
臨
時
で

シ
ャ
ト

ル
バ
ス
（

35
人

乗
り
）
を

２
台
運

行
し
、
各
会
場

へ
の
ア

ク
セ
ス

の
利

便
性

を
図
っ

た
。
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 ②
『
小
津

の
秋
』

の
上
映

と
関
口

由
紀
さ

ん
の

 
ト
ー
ク

＆
 ラ

イ
ブ

（
主
題

歌
「
水

鏡
」
）

 
 

日
程

 
２
０
０

８
年
１

０
月
４

日
（
土

）
 

時
間

 
１
０
：

０
０
～

 
  

※
「

小
津
の

秋
」
主

題
歌
を

歌
う
関

口
由
紀

さ
ん
が

登
場
。

 
 

 
 
主

題
歌
を

生
で
歌

っ
て
い

た
だ
き

、
ト
ー

ク
シ
ョ

ー
も
！

 
               ③

「
コ
フ

ェ
ス
タ

２
０
０

８
特
別

企
画
  
 ハ

イ
パ
ー

メ
デ
ィ

ア
コ
ン

テ
ン
ツ

の
衝
撃

 

キ
ッ
ク

オ
フ
イ

ベ
ン
ト

・
サ
テ

ラ
イ
ト

セ
ク
シ

ョ
ン
 『

Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ

Ａ
（
ア

キ
ラ
）
』
上

映
会

 
  

日
程

 
２
０
０

８
年
１

０
月
４

日
（
土

）
 

時
間

 
１
３
：

０
０
～

 
   

※
世
界
初

ハ
イ
パ

ー
ソ
ニ

ッ
ク
エ

フ
ェ
ク

ト
・

 
ブ
ル

ー
レ
イ

版
『

A
K

IR
A
（
ア

キ
ラ
）
』
の

上
映
と

、
 

音
響

を
担
当

し
た
栃

木
高
校

O
B
で

も
あ
る

大
橋
力

先
生
に

よ
る
ト

ー
ク
シ

ョ
ー

 
            

 
塚

田
歴

史
伝

説
館

 
 ※

 
主
に

子
供
に

夢
を
与

え
る
作

品
を
上

映
。

 
脇
の

う
づ
ま

川
で
は

、
舟
運

乗
車
体

験
も
行

わ
れ
ま

し
た
。

 
                          

岡
田
記

念
館

南
館

 
 ※

 
最
大

４
０
名

し
か
入

れ
な
い

小
さ
な

蔵
で
も

、
デ
ジ

タ
ル
技

術
に
よ

り
上
映

が
可
能

に
！
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太

田
蔵

 
 ※

 
連
日

満
員
と

賑
わ
っ

た
太
田

蔵
は
、

も
は
や

映
画
祭

大
通
り

会
場
の

顔
で
す

。
 

 
 
邦
画

の
名
作

を
中
心

に
上
映

。
 

             
元

気
カ

フ
ェ

辰
元

 
 ※

 
元
々

ス
ポ
ー

ツ
カ
フ

ェ
と
し

て
改
装

さ
れ
た

店
で
あ

る
元
気

カ
フ
ェ

は
上
映

に
最
適

。
 

 
 
恋
物

語
を
中

心
に
上

映
。

 
             

市
役

所
別

館
 

 ※
 

映
画

や
ド

ラ
マ

の
撮
影

に
よ

く
使
わ

れ
る

市
役
所

別
館

は
、
日

産
プ

リ
ン
ス

栃
木

と
の
タ

イ
ア

ッ
プ

が
実

現
。
新

車
の

PR
と
の
コ

ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ

ン
に
よ

る
作
品

上
映
が

行
わ
れ

ま
し
た

。
 

          

 
蔵
の

街
観

光
館

 
 ※

 
蔵
の

街
栃
木

市
の
観

光
館
。

 
ス
カ

パ
ー
！

タ
イ
ア

ッ
プ
に

よ
る
吉

永
小
百

合
特
集

と
日
本

映
画
学

校
の
作

品
を
上

映
。

 
            ※

 
世
界

の
C
M
フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
 

世
界

の
CM

フ
ェ

ス
テ
ィ

バ
ル
の

仕
掛
人

ブ
ー
ビ

エ
氏
と

共
に
世

界
の

C
M

を
一
挙
公

開
！
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A
l
w
a
y
s
カ

マ
ヤ

（
旧

教
育

委
員

会
跡
）

 
 ※

 
昨
年

の
映
画

祭
に
よ

っ
て
資

産
価
値

を
高
め

た
こ
の

旧
教
育

委
員
会

跡
。

 
 

 
今
年

か
ら
「

A
lw

ay
sカ

マ
ヤ

」
と

い
う
地

産
地
消

を
ポ
イ

ン
ト
に

し
た
レ

ス
ト
ラ

ン
と
し

て
営
業

を

開
始

し
て
い

ま
し
た

。
映
画

祭
期
間

中
は
ま

た
映
画

蔵
と
し

て
活
躍

。
地
元

撮
影
の

映
画
を

上
映
。

 
            ※

 
R

oa
d 

to
 

J 
栃

木
S
C
応
援

イ
ベ
ン

ト
 

  
J2

昇
格
を
目

指
し
、

現
在

JF
L
で

活
躍
中
の

サ
ッ
カ

ー
チ
ー

ム
 

「
栃

木
SC

」
。
そ
の

社
長
と

選
手
数

名
に
出

演
頂
き

、
ゴ
ー

ル
シ
ー

ン
特
集

ム
ー
ビ

ー
＆
ト

ー
ク

シ
ョ

ー
を
お

楽
し
み

頂
き
ま

し
た
。

 
 

日
程

 
２

０
０
８

年
１
０

月
５
日

（
日
）

 
時
間

 
１

５
：
０

０
～

 
                       

 
町

中
イ

ベ
ン

ト
報

告
 

 
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
 

 ※
各

日
と

も
、
午

後
一
番

の
上
映

時
に
各

蔵
５
人

を
基
本

に
ア
ン

ケ
ー
ト

を
実
施

し
ま
し

た
。

 
※

４
日
８

４
人
、
５
日

１
０
１

人
、
公

式
Ｈ

Ｐ
ブ
ロ

グ
上
ア

ン
ケ
ー

ト
７
人

の
合
計

１
９
２

人
の
来

場
者
か

ら
解
答

を
い

た
だ
き

ま
し
た

。
 

※
な

お
、

各
項
目

無
回
答

が
あ
る

た
め
合

計
と
一

致
し
ま

せ
ん
。

 
  １

．
ど
ち

ら
か
ら

来
ら
れ

ま
し
た

か
？
 

 

・
栃

木
市
内

 
 
９

１
人
（

４
７
．

６
％
）

 
・
栃

木
県
内

 
 
６

４
人
（

３
３
．

５
％
）

 
宇
都
宮

、
小
山

、
日
光

、
佐
野

、
下
野

、
大
田

原
、
大

平
、
藤

岡
、

 
壬
生
、

野
木
、

都
賀

 
・
栃

木
県
外

 
 
３

６
人
（

１
８
．

９
％
）

 
東

京
都
：

練
馬

区
、
江

東
区

、
世
田

谷
区

、
中

野
区
、

杉
並

区
、
目

黒
区
、

国
立

市
、

小
金
井
市

 
埼
玉

県
：
春

日
部
市

、
越
谷

市
、
草

加
市
、

吉
川
市

、
東
松

山
市
、

栗
橋
町

 
千
葉

県
：
市

川
市
、

流
山
市

、
野
田

市
、
白

井
市

 
神
奈

川
県
：

鎌
倉
市

 
茨
城

県
：
つ

く
ば
市

 
群
馬

県
：
太

田
市

 
福
島

県
：
白

河
市
、

西
郷
町

 
大
阪

府
：
泉

南
市

 
 

 ２
．
会
場

（
栃
木

市
）
ま

で
の
主

な
交
通

手
段
は

？
 

 ・
東

武
鉄
道

 
 
２

４
人
（

１
２
．

６
％
）

 
・
Ｊ

Ｒ
 
 

 
 
１

５
人
（

 
７
．

８
％
）

 
・
乗

用
車
 

 
 
９

５
人
（

４
９
．

７
％
）

 
・
自

転
車
 

 
 
３

７
人
（

１
９
．

４
％
）

 
・
徒

歩
 
 

 
 
２

０
人
（

１
０
．

５
％
）

 
 ３

．
あ
な

た
の
性

別
と
年

代
を
教

え
て
く

だ
さ
い

。
 

 〔
性

別
〕

 
・
男

性
 
 

 
 
７

１
人
（

３
８
．

４
％
）

 
・
女

性
 
 

 
１
１

４
人
（

６
１
．

６
％
）

 
〔
年

代
別
内

訳
〕

 
・

10
代

 
 

 
 
３

１
人
（

１
６
．

３
％
）

 
・

20
代

 
 

 
 
２

６
人
（

１
３
．

７
％
）

 
・

30
代

 
 

 
 
３

０
人
（

１
５
．

８
％
）

 
・

40
代

 
 

 
 
３

４
人
（

１
７
．

９
％
）
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・
50

代
 
 

 
 
３

５
人
（

１
８
．

４
％
）

 
・

60
代

 
 

 
 
２

２
人
（

１
１
．

６
％
）

 
・

70
代

 
 

 
 
１

２
人
（

 
６
．

３
％
）
 

入
場

者
数

 
集

計
 

 

 
 

1
0

月
3

日
(金

) 
1
0

月
4

日
(土

) 
10

月
5

日
(日

) 

入
場

者
ス

タ
ッ

フ
 

計
 

入
場

者
 

ス
タ

ッ
フ

計
 

入
場

者
ス

タ
ッ

フ
計

 

栃
木

高
校

講
堂

 
28

8
12

 
3
0
0
 

2
2
8
 

1
9

2
4
7

26
2

1
6

27
8

塚
田

歴
史

伝
説

館
 

 
 

 
 

 
 

79
 

1
9

9
8

6
8

8
7
6

岡
田

記
念

館
南

館
 

 
 

 
 

 
 

1
0
9
 

1
0

1
1
9

7
9

1
0

8
9

太
田

蔵
 

 
 

 
 

 
 

88
 

8
9
6

18
1

1
0

19
1

元
気

カ
フ

ェ
辰

元
 

 
 

 
 

 
 

64
 

8
7
2

7
1

7
7
8

旧
教

育
委

員
会

 
 

 
 

 
 

 
51

 
8

5
9

15
1

6
15

7

蔵
の

街
観

光
館

座
敷

 
 

 
 

 
 

 
15

 
8

2
3

3
0

6
3
6

蔵
の

街
観

光
館

ホ
ー

ル
 

 
 

 
 

 
 

95
 

1
2

1
0
7

10
8

1
0

11
8

岡
田

記
念

館
翁

島
 

 
 

 
 

 
 

71
 

5
7
6

7
1

8
7
9

鳥
海

跡
地

（チ
ェ

コ
) 

 
 

 
 

 
 

91
 

8
9
9

10
7

8
11

5

横
山

郷
土

館
(オ

ラ
ン

ダ
) 

 
 

 
 

 
 

33
 

7
4
0

4
0

6
4
6

神
明

宮
 

 
 

 
 

 
 

43
 

6
4
9

5
0

4
5
4

市
役

所
別

館
 

 
 

 
 

 
 

32
 

1
1

4
3

7
0

8
7
8

油
伝

味
噌

 
 

 
 

 
 

 
80

 
7

8
7

-
-

-

Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｅ

１
５

 
 

 
 

 
 

 
1
3
5
 

2
1
3
7

22
5

4
22

9

好
古

壱
番

館
 

 
 

 
 

 
 

9
 

6
1
5

1
5

6
2
1

駅
前

イ
ン

フ
ォ

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  

山
車

会
館

本
部

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

  

計
 

28
8

12
 

3
0
0
 

1,2
23

 
14

4
1,3

6
7

1,52
8

1
1
7

1
,64

5

美
大

蔵
 

 
 

 
 

 
 

1
4
5
 

5
1
5
0

14
5

5
15

0

総
合

計
 

28
8

12
 

3
0
0
 

1,3
6
8
 

14
9

1,5
1
7

1,67
3

1
2
2

1
,79

5

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
日

間

ト
ー

タ

ル
 

入
場

者
ス

タ
ッ

フ
計

 

 
 

 
 

 
 

3,32
9

2
8
3

3
,61

2
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第第第第４４４４回回回回    7777 月月月月 4444 日日日日（（（（水水水水））））     

「「「「太田市太田市太田市太田市のまちおこしのまちおこしのまちおこしのまちおこし活動活動活動活動」」」」についてについてについてについて    
                     
 

 

司会 

定時ですので、NPO 法人クラッセ太田の

吉田さんから、今日はお話いただこうと思

います。その前にご紹介をお願いします。 
事務局 

足利工業大学の簗瀬範彦でございます。

今日は、太田市から吉田さんをお招きした

んですが、太田市の都市計画課にお願いし

て，太田市でまちづくり NPO を運営して

る方ということで，ご紹介をいただきまし

た．実は、私も初対面ということで、いつ

もとパターンが違いますが、名前が同じで

すから、いい人に違いない。そういうこと

で、いきなり、ぶしつけな紹介をしてしま

いました。 
では、まず、いつもの恒例に従いまして、

開催に当たって、中川会長、ひと言、ご挨

拶、お願いします。  
中川会長 

どうも、足利工業大学と公開講座を共催

しております、VAN-NOOGA の会長の中川

でございます。今、名前が同じとチラッと

言ったけど、どういうことだか、お分かり

になりますか。2 人とも範彦さんっていう

名前が、同じだそうですね。これは、いい

名前だって、先ほどおっしゃっていました。

そういう意味では、2 人の企画ですから、

いいお話が聞けると思いますから。  
ほんと、お暑いなか、最近は天候不順で

すけど、お運びいただきまして、ありがと

うございます。VAN-NOOGA も、ここでの

会議、これで 4 回目ですかね。そろそろ終

盤にかかってきました。何せ、この両毛地

域の街おこしのなかでは活動が非常に活発

になり、特に民間の活動が活発な太田市の

代表で、本日はお出でいただきました吉田

さん、よろしくお願いいたします。  
 
１．いい町とは何か「NPO 法人クラッセ太

田」のできるまで 

吉田講師 

皆さん、こんばんは。先ほどご紹介いた

だきました、太田市から来ました、NPO 法

人クラッセ太田の吉田と申します。よろし

くお願いいたします。たぶん、私を見て、

年が分かんないかなあと思うんですけど、

町のなかでは「若手、若手」と言われてる

んですが、生年月日が昭和 35 年生まれで

今年 51 になりました。もう若手は過ぎて、

そろそろ中堅どころかと、自分では思って

るんですけども、まだ、いいように、町の

なかでは使われてます、若手ということで。 
今、フレッセイ＊に車を置いて歩いてき

たんですが、やっぱ、町並みが太田とは全 
＊フレッセイ：足利市の公開講座会場近くのス

ーパーマーケット  

然違いますね。まちづくりがちゃんとでき

ていると言うか、何となく品があると言う

か、町のなかが、足利は。太田の場合は、

もともとが中島飛行機＊から始まって、今

は富士重工、工業都市の典型です。  
＊中島飛行機製作所：戦前日本最大の飛行機メ

ーカー、富士重工業の前身  

雑然としたまちのつくりになってます。特

ＮＰＯ法人クラッセ太田理事長 
吉田 範彦 
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に駅周辺、私の住まいが、ちょうど駅から

西に行った本町というとこで、町の中心部

なんですけど、車の音がよく聞こえます。

だけど、人を見かけたことがないっていう

ぐらい、人が歩かない町になっています。

そんななかで、まちづくりをしているわけ

ですけども。  
そもそものきっかけというのが、区画整

理と再開発と鉄道高架という 3 事業が太田

市にかかりました。そのなかで鉄道高架だ

け、どんどん先に進んでいっちゃったんで

す。鉄道高架はできあがりました。でも、

区画整理が進みません。再開発も途中まで

はいい話が聞けるんですけども、その先、

みんな、どれも断念をせざるを得ないよう

な状況で何年も来ました。  
それで、「このまんまじゃ、町がどうかな

っちゃうんじゃないのか」っていうことで

当時、私も 40 代前半ぐらいのときですが、

「何とかしなきゃいけない」なんて思いが

ありまして、若手といわれる青年部を、区

画整理がかかっている地域のなかで作りま

した。いろんなことを話しあったりしたん

ですけども，「じゃ、どんなまちづくりをし

てけばいいの」っていう話をしたなかで、

目的は何か，どんな町に向かっていくかっ

ていったときに、「いい町って何？」という

話になったんですね。 
「いい町って何？」  
「いい町になれば人が来るよねえ。人が

来ると商店も、たぶん活気づくよねえ。」 
「活気づくと、きっとみんな裕福になっ

て、心に余裕ができて、笑顔ができるよ

ねえ」  
「笑顔ができると、町のなかが何となく

ほんわりして、いい町になるよねえ」  
「すると、また人が来るよねえ」 
そんな話をしたなかで、「じゃあ、我々が

できる部分は何かなあ」ということで、「町

のなかに笑顔を作ろうか」っていうことで、

いろいろ始めました。  
そこで、「太田駅周辺地区まちづくり推進

協議会」っていうのができました。これは、

鉄道高架事業とか、区画整理とかしていく

なかで、こういう協議会は必ずできるんで

しょうけども、そのなかで、青年部を作ら

していただきました。 
それじゃあ、笑顔作り。子どもを集めて

何かするか。たまたま町の、今のクラッセ

になってるところが、もともとがこういう

石の蔵と言うか、これは、木造の石壁なん

ですね。石造りじゃないんですね。こんな

蔵がちょっとあったんです。「何か、これで

活用できないかなあ」なんて話をしたらば、

この隣に銭湯があったんです。ちょっと先

にスーパーがあったんです。「ここでキャン

プやれば、町のなかでいろいろ買い物した

り，なんかできて、町のなか、回遊ができ

るんじゃないか」ということで、「ここの蔵

を使って、キャンプをやろう」という若い

人の意見で始めました．  
なかは、こんな感じで、何て言うんです

かねえ。たいした場所じゃないんですけど

も、とりあえず、子どもたちを集めて，カ

レーを作らせたりして，キャンプを始めま

した。これも 1 回だけだったんですけども、

そのあとに国道 407 号線の高架を解体する

にあたって、ちょうどそこにあった跨線橋

のイベントをさせていただきました。ただ、

歴史がある跨線橋でもないし，最初は、市

もイベントする気もないということでした

が、我々は 38 年間 407 号線に架かってた

跨線橋にお世話になったんだからというこ

とでイベントをやりました。ちょうど小雨

だったんですけども、それなりに人が出て，

まあまあ、やった本人たちは満足しました。 
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そんなことを繰り返しやっているなかで、

この蔵を使って、何かイベントしようとし

たんですが，市のほうからは、耐震の問題

とか、いろいろな問題で、「使っちゃいけな

いよ」っていう話になってしまったのです

が、「じゃあ、どうしたらいいの」と言うと

きに、今の太田の市長が、「じゃあ、お前た

ちが何かやるんなら，ほったて小屋でもい

いから作るか」っていうんで、今のクラッ

セという建物を作っていただきました。  
先ほどから出てる「クラッセ」っていう

意味は，フランス語の「クラッセ（classe）」
で、英語で言うと、クラス（class）とかっ

て当たるらしいです。私たちがクラッセっ

と命名したのは、「太田市中心市街地活性化

基本計画」のなかに、クラッセという言葉

が出てくるんですね。それは、「そこの場所

で暮らしなさい」とか、「暮らしてちょうだ

い」みたいな意味で出てきたので、「じゃあ、

そこから言葉を頂戴しましょう」というこ

とで、クラッセという名前にさせていただ

きました。 
そのクラッセですけども、見た通り、ほ

んとに何にもない、何か 2 階がありそうな

感じなんですけど、平屋なんですね。上は

吹き抜けで，もともと宝くじか何かの予算

をいただいて作りましたので、壊すお金と

建てるお金で決まった額なんで、たいした

ものができなくて、なかにあるエアコンも

年中故障している、そんなエアコンが付い

てます。  
場所は、本町通り、ここに太田駅があり

まして、太田駅から本町通りをずっと西に

向かって来てもらいますと、ナカムラヤさ

んという、大きな書店があるんですけども、

そこの裏になります。ほんとに本町通りの

真ん中ですね。そうしてこの組織を作った

訳です。  

私たちがまちづくりをしていくなかで、

基本的に自分たちでは何もできないんです

が、小さい町のなかで若手がいないってい

うことで、たまたま私が、いろんな役をさ

せられて、老人会とつながりができたり、

区長会とつながりができたり、他の団体と

つながりができて、いろんな団体とのつな

がりが、たまたま、できたもので、いろん

なとこの協力を得ながら、今の活動してお

ります。特に今回、7 月 1 日に七夕祭りや

ったんですけども、これは、もう地域の人

たちに七夕飾りをしていただいたり、小学

校の 1、2 年生、地域の 1、2 年生が学校の

授業の一環として来て、飾りつけをしてい

ただいております。  
 
２．まちづくり協議会とクラッセ太田の役

割分担 

ここで、今組織が 2 つに分かれているこ

とに、大きな意味がありまして、片一方が、

「まちづくり推進協議会」です。こちらで

やっているイベントは、補助金がついてい

ます。「NPO クラッセ太田」でやっている

イベントには補助金、委託金は、一切あり

ません。まちづくり推進協議会は、今はな

いんですけども、先ほど言いました七夕祭

りも最初は、補助金を若干いただいて、地

域の小学生に飾りつけに来てもらってやっ

ています。補助金をもらっている都合上、

都合上というとおかしいですけども、「地域

の人たちがもっと参加できるようにイベン

トをしなさい」っていうことで、イベント

もさせていただきました。  
先ほど言った、子どもキャンプも、この

ときは補助金もらっています。補助金もら

ってやっているので、いろいろな細かいも

のも買ったりして、楽しいことができる。

カレーを作ったり、夜は、子どもたちに太
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田市の夜景を見せようというイベントです。

これは太田市役所が 12 階になっていて、

夜景がきれいに見えるんですね。市役所に

お願いして、手作りの灯篭を持って、市役

所まで歩いていきます。朝は、ピザ作りを

しいてます。これが、手作りのピザ窯なん

ですけども。こういうのを施設のなかに自

分たちで作って、やってます。  
これも補助金事業だったんで、今はやっ

てないんですけれども、もう 1 つが、ひな

祭り。これも学校との共催ということで、

「つるし雛」って言うと、怒られちゃうん

ですが、このつるし飾りを小学生の 1、2
年生に作ってもらって、クラッセ館のなか

に飾りまして、この写真の当時は、まだ 97
キロのひし餅だったんですけども、今は

160 キロのひし餅を作っています。これは、

ほんとのひし餅なんです。あとで切って、

町内会とか、老人会とかに全部、配ってい

ます。  
このうしろの顔を出して写真を撮るパネ

ルですけども、これも地域で絵が好きな人

がいて、「描いてあげるよ」と言うんで、わ

ざわざ描いていただいたり、こちらのほう

に飾ってあるのは、身体障害者の方なんで

すが、いろいろ作ったのを「飾ってくださ

い」と持ってきてくれたものです。そんな

地域とのつながりをもって活動しています。 
老人会ですが、皆さんのお手元にある資

料に「かがやき」っていう団体があるんで

す。これは、うちの団体のなかの高齢者部

隊です。子どもたちとお手玉や何かいろい

ろとやってます。このように「まちづくり

推進協議会」がやっているものは、すべて

補助金をもらってやっていますので、補助

金が切れて、なくなっているものもありま

す。ということは、補助金をもらったり、

委託金をもらうと、いずれ補助金とか委託

金がなくなると事業もなくなるんですね。 
 
３．「NPO 法人クラッセ太田」の活動 

一方、「NPO 法人クラッセ太田」、今の交

流会になってからは一切、補助金、委託金

をもらわない。その代り、収益事業をしな

がら、まちづくりをやっています。もう 1
つが、これです。お金が最初ないもんです

から、全部手作りで、これは、たまたま高

架の取り壊しで出た枕木です。業者に頼む

と結構かかるっていうんで、自分たちで枕

木もらってきて、花壇を作ったり、子ども

が参加して、ウッドデッキを作ったりして

います。このウッドデッキも未だに健在で、

こないだのイベントではちょっとした舞台

になるぐらいのちゃんとしたものになって

います。花壇の花植えも結構な量があるの

で、地域の老人会の方にお願いしました。

地域の老人会にお願いすると、皆さん楽し

んで、どっちかって言うと、花の植え方を

我々に教えてくれながら、楽しんで植えて

いただいています。  
もう 1 つが、学校に「緑の少年団」、正

式な名前はよく分かんないですが、ありま

して、ボランティアで町のなかを緑にして

くれる子どもたちにお願いして、全面芝生

をはりました。今は、芝生 1 枚もありませ

ん。それはなぜかって言うと、またあとで

説明します。せっかくはっていただいたの

に。  
もう 1 つの活動は、誰だったか、「自分

たちでピザが食べたいねえ」なんて話をチ

ラッとしただけで、「じゃあ、それ作ろう」

っていうことで、「ピザ窯も自分たちで、作

っちゃえ」っていうことで、下地からレン

ガを組んで、アーチもちゃんと自分たちで

やって、最後はちゃんと名前をつけていた

だいた神主さんにお祓いをしてもらって、
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ちゃんとしたピザ窯を作りました。  
農業体験もあります。これは、当初は芋

を植えて、いろいろやったんですけども、

今、畑がなかなか借りられない、借りると

結構、後始末が大変と言うか、草の処理が

1 年間、結構、大変なんですね。それで、

ちょっと今は申し訳ないですが、やってい

ません。  
 
４．試しに始めた収益事業の数々と英会話

教室「キングスイングリッシュ」 

もう 1 つが、この「キッズイングリッシ

ュ」、これが、うちのメインの収益事業にな

っているんです。「この館を使って収益事業

を何かしなきゃいけないよね」っていうこ

とで始めたのがこれです。  
たまたま、スタッフのなかにロンドンに

いたことのある女性の方が、「じゃあ、私が

ちょっと英語教室でもやってみます」とい

うことで、最初 30 人ぐらいの近所の子ど

もたちを集めて始めました。英語だけじゃ

駄目だっていうので、「ピザ窯がせっかくあ

るんだから、外国人と一緒にピザ窯で交流

会しようよ」というところから、まずは始

めました。 
子どもは全然、臆することなく、外国人

と関係を作れますし、大人の方も聞きつけ

て、「やりたい」なんていうことで、「じゃ、

何人かで始めてみますか」と試験的にこん

なこと、やったりしてます。  
もう 1 つの事業ですが、これは、理由が

あって終わりました。先ほど言ったように、

町のなかに、スーパーマーケットがない。

野菜や生鮮食料品がないんで、「じゃ、ここ

で朝市でもやったらどう？」と誰かが、ま

たチラッと言ったんで、「じゃ、試しにやっ

てみようか」と始めました。何でも、『試し』

なんですね。とりあえず、試しで朝市をや

ったら、まあ、そこそこ、好評でした。  
それで、ここの場所に来れないお年寄り

もいるんで、「じゃ、違うとこで私たちがや

りますよ」という団体が出てきました。そ

れが、太田商業高校の高校生で、空き店舗

を使って、野菜を売りたいということで始

めました。「呑龍様」って分かりますかね、

「大光院」です。あのそばに八幡神社が昔

あったんです。そこの跡地で、朝市をやっ

ています。別の場所に朝市が行ってしまっ

て、お客さんが逆に来なくなっちゃったん

で、「我々の使命は、もうおしまいかなあ」

ということで、朝市は他のところに任せて、

止めました。   
もう 1 つです。これは今も継続して、足

利でも、やっているんですけども、「おもち

ゃの病院」です。2 ヶ月に 1 回、開業して

います。これも口コミで広がって、そこそ

こ、お客さんが来てるらしいです。私もず

っと見ているわけではないんで詳しくはわ

かりませんが。いろんなイベントをしなが

ら、人の手を借りながら、砂利だった場所

が、芝生になり、きれいにはなったんです

けど、今は残念ながら、この芝生が 1 つも

ないんですね。  
連続立体交差事業が終了しまして、たぶ

ん足利は 1980 年ぐらいに終了してるんだ

ったと思うんですけども。それから、20 年

ぐらい経ってから太田も終了しました。今

は、やっと太田駅の北口のところで、整備

が始まったんですけども、東部地区が広す

ぎて、市としても手が付けられないという

話を聞きましたので、まだ、そのままかな

と思います。  
もう 1 つが、金山城址っていう観光スポ

ットがあるんですけども、そこに続く道が

今、整備されてきています。峠を渡る橋が

できたり、いろいろな整備をしてます。も
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う 1 つが、町の真ん中に群馬大学の工学部

が誘致されてきました。これで学生が増え

るかなあと思ったら、思ったほど学生さん

が町中を歩かないですね。これをまちの活

性化につなげていかなきゃいけないと思っ

ているんですけども、なかなか、できませ

ん。  
活性化のコンセプトは、「人作りをしまし

ょう」っていうことで、いろいろ投げかけ

たりしています。とりあえず今は、町のな

かに人の流れが作れました。と言うか、集

めることはできました。交流館を中心にし

て、それからどうやって流そうかと考えて

います。これは、行政の仕事でもあります

が、我々も一生懸命やっています。商店街

もそれなりに努力しています。行政と連携

しながら今、まちづくりをしようとしてる

んですが、なかなか結果が見えてこないの

も現実です。  
これから、どういう活動をしていこうか

と今、悩んでいるとこなんですけども、1
つが、「子どもたちの声を聞こう」、「町のな

かに子どもたちを集めよう」と言うことで、

子どもたちが集まってきたらば、それを守

る大人たちも来て、活動しよう。そこに来

た大人たちに知恵がなければ、高齢者から

知恵をもらおう。ということで今の交流館

の活動になっています。 

先ほどの英語のところをメインにお話を

します。  
最初、30 人で始めた英語の生徒が、今は

1,500 人になっています。1 週間に 1,500
人です。親子で来て、週にのべ何千人だっ

たか来てます。今、スタッフが真剣にやっ

ていて、スタッフ手作りの本とかがあるん

ですよ。講師もきちんと自分たちで雇った

ほうがいいだろうということで、外国人の

アリーとジェイソンは、足利の英語学校か

ら来ている先生です。担当に聞いたところ、

日本人スタッフも入れて全部で 20 何人を

NPO で抱えているそうです。金額だけでも

結構な人件費になるんですけども。  
この交流館を使って、こういうクラスが

今、150 教室以上あります。この「キッズ

イングリッシュ」って書いてある本は、ス

タッフの手作りですね。ここだけでは足ら

ないので、自分たちで同じ敷地に去年、も

う 1 つ教室を作りました。これが、300 万

円ぐらいかかったんですか。「そこまでやる

んなら空き店舗を借りろ」って言われたん

で、本町のほうで 1 箇所、空き店舗を借り

ました。だから、空き店舗を埋める仕事も

しました。 
「雇用を何とかしろ」って言われて、ハ

ローワークに行って、ちゃんと求人を出し

て、3 人か 4 人を採用しています。そうい

う活動をして、利益を出し、そこで出た利

益を先ほど言った、いろんなイベントに振

り分けています。  
ここのスタッフ、これを企画してる人た

ちが、「英検を取らせなきゃ駄目だよ」とか

って、真剣に子供が飽きないように、いろ

んなことをやっています。生徒も口コミで

増えてっているんですよ。そんなに宣伝し

ているわけじゃないんですが、足利からも

何人か来てますね、大人の方も。 
ただし、中学生、高校生、大学生に教え

ちゃいけない。教えると「塾産業」になっ

て、NPO 活動から逸脱する。それで、小学

校でも英語が必修科目になると、塾産業に

なっちゃう。今のところはまだ英語教育じ

ゃなくて、「まあ、小学生まではいいですよ」

っていうことらしいです。  
ただ、「民業圧迫じゃないか」とか、いろ

いろ言われることも多々あるんですね。

我々の考えとしては民業圧迫ではなくて、
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その隙間、隙間でやっています。ここから

巣立って、塾に行く方も結構いますし、こ

こを出発点にしてもらえれば、いいのかな

と思ってます。  
なぜかって言うと、この金額を見ると「高

い」って怒られちゃうんですよ。週 1 回、

60 分講座って大人の方が、日本人講師だと

月 2,000 円です。外国人講師だと 3,000 円

です。ただ、ここの大人の方は、結構年齢

層が高くて、80 歳ぐらいまでいるんですね、

生徒さんとして。何しに来ているかと言う

と、英語という道具を使いながら、コミュ

ニケーションを作りに来ている。だから、

しゃべれるか、しゃべれないかではなく、

「教わったことは次の日忘れちゃってもい

いんだよ」っていう感じで来てます。そこ

で、友だちを作ったりしながら、終わった

あとに「お茶でも飲み行くか」っていう話

を、よく聞きます。  
もう 1 つが、親子同士の交流があるんで

す。仲間で来てる人たちはいいんですけど

も、何か 1 人でポツンと来てる親子もいる

んです。そういう人たちが、何組か来るん

ですね。そのポツンって来ている人たちが、

自然と仲間になって、そこで子育ての話を

したりとか、愚痴を言ったりとか、ときに

は姑の話をしたりとか、いろいろ何か話、

耳に入ってくるんですけど、そういうコミ

ュニケーションの場になっているのは確か

です。  
ただ、英語というのは単なるツールであ

って、実際には、そこに人間関係を作りに

きてるのかなあという感じがします。  
ただ、小学生とか幼稚園生になってくる

と、結果を出さなければいけないので、あ

る程度しっかりしたカリキュラムを組んで

やっていかないと 1,500 人の生徒さんって

いうのは、なかなかついて来てはくれない

のかなとも思っています。そういう意味で

は今のスタッフの、がんばりって言うのは、

すごいと思います。  
今、群馬県には国際アカデミー＊ってい

う、英語だけの授業をするところがあるん

ですけど、そこの生徒さんたち、小学校何

年生で英検の準 2 級をとったりしています。

「バカロレア・ディプロマプログラム」っ

ていうのがあるらしいんですけども、その

なかで奉仕活動があって、その一環として、

子どもたちの面倒を見にきなさいっていう

ことで、GKA の子たちが来てます。  
＊2005 年 4 月開講、2011 年 10 月 20 日付けで国

際バカロレア機構（ＩＢＯ）のディプロマプログラム

実施校に認定 されました。国際バカロレアに認

定されている学校数は、２０１１年６月現在、世界

１４１カ国において約３，３００校で、日本における

認定校の数は１９校です。 

www.gka-academy.jp/japanese/ib/new_ib.html 

 
５．年間のイベントあれこれ「自分たちが

楽しく」 

年間のイベントが、結構、あるんです。

七夕、キャンプ、アクセサリー講座。これ、

最近のほうですね。去年、一昨年か、NPO
で出た利益を出して、いちご狩りを毎年や

ってます。これは市民とまではいかないん

ですけども、やりたい方がいれば連れてい

って、地元の農家と交渉していちご狩りを

しています。今年は 7 月 1 日に七夕祭りを

やりました。小雨だったんですけども、約

800 人ぐらい来ていただきました。  
太田に藪塚のスネークセンターというの

があるんですけども、そこから依頼されて、

「いろんなイベントをやってくれ」なんて

いうことで、だいたい赤字なんですけども、

そこ行って、子どもたち対象の輪投げやっ

たりとか、いろいろやってます。 
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あとはキャンプですね。去年は震災の影

響で、ちょっと今年もできないかなと思っ

ているんですけども、キャンプも行ってま

す。このキャンプも、そこそこ、大きなキ

ャンプなんですね。キャンプのなかでも、

いろいろ皆さん協力していただいて、子ど

もたちに理科教室をやってくれたりとか、

それも理科の教室の NPO の方々が来て、

ドライアイスを使ったアイス作りみたいな

のとか、いろいろまことをしてもらってま

す。  
あとは英語のほうですと、ハロウィンパ

ーティなんかも、全部自分たちの手作りで、

やったりとか、クリスマスパーティをやっ

たりとか。基本的には、「自分たちが楽しく

なければ、やってもつまんない。自分たち

がつまらないと、来た人もみんなつまらな

いよ」と皆さんが言いますから、自分たち

が好きなように楽しくっていうのを基本に

やってます。  
あと、高齢者の方々の団体が楽しみにし

てるのが、手芸教室をやって、こういうウ

サギを作ったりとか、先ほど説明した「か

がやき」では、七夕飾り。高齢者の方が集

まって、手先を使って細かい作業やってい

ます。  
次は、「かがやき」さんの活動です。高齢

者部隊ですが、自分たちで、きちんとウェ

アを作って、今は毎週木曜日、小学校の帰

り時間に合わせてパトロール、自分たちで

自主的にやってます。最初は「一緒に子ど

もたちと歩って、町の隅々まで見よう」と

いってましたが、最近は「もう辻、辻に立

って見てればいいよね」なんて感じです。

でも、そういう活動をしながら、高齢者の

方が仲間作りをしていっていただければ、

いいのかなあと思ってます。平均年齢は、

もう 75 は過ぎてるんだと思います。一番

高齢の方で 82 歳か 3 歳の方ですね。皆さ

ん、若いときには役付きの方ばっかりだっ

たので、やっぱり寂しくなっちゃうのかな、

こういうとこ出てきて、言いたいことやっ

てますね。 
 
６．NPO 活動としての課題と活動継続の意義 

いろいろ説明はしてきたんですけども、

とにかく、人が集まる。去年、集計してみ

たら年間 17 万人の方が、この施設に来て

います。ほんとに建物の規模なんか、たか

が知れているんですが、延べ人数にすると

17 万人。じゃあ、町のなかにその人たちの

影響がどれだけあるかって言うと、ほとん

ど今んとこ、ないですねえ。それが今の課

題です。せっかく集まってくるこの人たち

を、どうやったら町のなかに流すことがで

きるのか。 
また、集まってる人たちをどうやったら

商店街のほうに引き入れてもらえるのかっ

ていうところが、ちょっと今、詰まってる

とこです。詰まるってことを楽しいんで一

生懸命、考えてるところです。商店街にも、

どういう投げかけをしたらいいのか考えて

います。実際に、何件か話は来るんです。

「ここで何かやってもいいかい？」って話

が、どんどん増えてくれば、いいかなと思

っています。  
桐生のパン屋さんから、「ラスクを置かし

てくれませんか」とかね。別にここは公民

館でもないですし、NPO がやってるとこで、

利益を出してもいいっていうことなんで、

「どうぞ」っていうことで、企業が来る分

には拒まないようにはしてます。よっぽど

変なのでない限りは。今、ヤクルトさんの

売上がいいんじゃないんですかね。1 台自

動販売機を置いただけで、それだけの人が

集まります。結構、稼働率はいいんだと思
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います。「よくやってるね」って言われるん

ですけども、よくやってるわけじゃなくっ

て、誰かがやんなきゃいけないことだし。 
「どうしてこんな町になっちゃったの、

誰が悪いの？」ってなったときに、「行政が

悪い」それとも、「景気が悪いから悪い」じ

ゃなくて、住んでる我々も、悪いところも

ある。  
「じゃあ、何をしたらいいの」ってなっ

たときに、誰かが何かしてくれたのは、昔

なんですね。行政に何かお願いするとか、

誰かにお願いしたのは。でも、もう今は行

政にお願いしても、「予算がありません」っ

て言われて、おしまいなんです。 
「じゃあ、自分たちが何をすればいいの

か」と考えてくると、行きつくところは、

こういうところなのかなあって思ってます。 
私の今の説明では、なかなか思いが伝わ

らないのが、歯がゆいところなんですけど

も、補助金とか委託金をもらわないってい

うのは、活動を止めたくないからなんです

ね。補助金をもらっちゃうと、補助金が終

わったときには活動も終わっちゃう。委託

金はもらうと、減額されるのが当たり前で、

増額なんてことはありませんから、これか

ら何かやろうとしたときに減額されたら、

もう、それ以上のことはできない。だった

ら最初からもらわずに、駄目だったら、失

敗したら、「ごめんなさい」って謝っちゃえ

ばいいし、命まではとられない。まあ、そ

ういう感覚でいないと。  
英語を始めたときも、そうなんですけど、

「英語なんかやったって駄目だよ」と自分

が興味がなかったもんで、言ったときに、

ある人が、「おばけ見たことがあるかい」っ

て、「見たこともないのに怖がっても仕様が

ないんだから、やるだけのこと、やったほ

うがいいよ」って言われて、「じゃあ、やっ

てみるか」っていうんで始めました。そし

たら、まあ、運良く。名前が良かったんだ

か何だか、分かんないですけども、今のと

こ、続いてます。ただ、これも、いつまで

続くかも分かりませんし、もしかしたらば、

行政サイドの考え方が変われば、施設が使

えなくなる可能性もあります。それは分か

らないです。  
ただ、これだけの市民に支持されている

っていうことになると、途中で止めるわけ

にもいかないし、いい加減にするわけにも

いかないし、責任が増してきた。始めちゃ

ったおかげで責任が増してきたっていうの

も事実です。その責任が増してきたってい

うのが、やっぱり継続していく、一番の今

は力になっている。  
若いうちは何でもできたんですけどもね、

最近はもう、疲れるほうが先で。「七夕祭り

か、準備が大変だなあ」とか思うんですけ

ども。いざ、やってみると、やっぱり皆さ

んの笑顔を見ると楽しくて、「また来年も、

やんなきゃいけないのかなあ」なんて、ち

ょっと今、思っています。基本は子どもた

ちのためにやれば、親も動くし、親が行き

詰れば高齢者も動いてくれる。そういうと

ころで、いろんなことをやっています。そ

れが後々の子どもたち、子孫のために何か

なっていくのであれば、やってる意味もあ

るのかなあと思って、やらせていただいて

おります。 
1 時間も喋ってられないんで、このへん

で終わりにして、あとは、質問を受けてし

ゃべったほうが楽なんで、概略だけ説明さ

せていただきました。あとは質疑応答で、

いろいろ細かいことをしゃべっていきたい

と思いますので以上で、よろしくお願いい

たします。ありがとうございました。なか

なか話にまとまりがなくて、難しいんです。 
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司会 

どうもありがとうございました。まとめ

方が難しいんですけど、やっぱり NPO 活

動の本来あるべき 1 つのモデルかなってい

う感じがしました。「プラットフォーム」っ

て言うんでしょうね。ある場を提供する。

場を提供することに徹しているっていうと

ころが、素晴らしいなと思いました。実に、

興味深くお伺いました。むしろ変にまとめ

るよりも、吉田さんが、おっしゃるように、

質問して答えていただくっていうなかで、

皆さんのイメージを広げたほうがいいかな、

と思います。どなたからでも、どうぞって

いうことで。  
吉田講師 

どんな質問でも結構です。  
 
７．まちづくりの道具としての英語 

A 氏  

正直言って、1,500 人の英語の授業って

いうのは、とても大変な規模だと思うんで

すが、収益、相当上がりますよね？きっと。 
吉田講師  

収益ですか？収益は、そんなにはないで

すね。収入はあります。収入は、4,000 万

ぐらい。今、全部、会計を見られます。我々

の収入、県のほうに登録してあるんで全部、

年 1 回提出してます。単純に計算すると

1,500 人で、だいたい平均すると 2,500 円

の月謝です。そうすると、年間 4,000 万弱

ぐらいかな。その代わり、人件費が 3,800
万ぐらいかかります。外国人講師って、結

構いい値段なんです。日本人のスタッフは、

最初はボランティアのつもりで、500 円で

やってたんですけども、だんだん人が増え

てきたんで時給の最低限度の保障、群馬県

の最低のところにしましょうって言うと、

800 円以上なんですね。それで、「英語がで

きる人は、900 円にしましょう」とか、「先

生やっていただいたら、いくらにしましょ

う」とやっていくと、だいたい年間 3,800
万、約 8 割が人件費です。もう、これは仕

様がないですよね。それだけの月謝しか、

もらってないんですから。そのなかから、

その他に水道代と高熱費、あと、結構、人

がいるので、保険もあちこち入ってます。

もろもろいくと赤字。去年の決済で赤字が、

ちょっと出ました。  
その前が、ずっと黒字で来てたんで、う

まく相殺できたんです。なおかつ、今回は

新しい建物を建てましたんで、それは「理

事長さん、立替えてください」っていうこ

とでしたが、1 年間で返してはもらえまし

た。そのくらいの規模のお金は動きます。

それで、手元にいくら残ったのかって、た

いして残ってはいないんですけど。  
B 氏 

太田市の場合は、清水市長さんが英語教

育を中心にやろうと思ったこともあって、

確か、学校教育法の関係で前にちょっと県

議会でも、もめたこともあったんだけど。

今やってるクラッセは、いわゆる学校教育

法の関係ではなくて、やってきてるわけで

すね。そこらへん、何か関連性、あります

か。  
吉田講師 

よく言われるんですね。GKA、群馬国際

アカデミーがあるから、これがいいんだね

って言うけど、全然そんなことないんです。

逆なんですね。行けない子たちが多い。向

こうは、もう全然レベルが違う、と言うと

語弊があるんですけど。最初から、意識も

してなかったですけども、たまたま、そう

いうのがあるから、英語がいいねって言わ

れるんですけども、決してそんなことはな

いです。英語っていうものに対して、たぶ
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ん太田の市民は興味を持ってたんだと思い

ます、もともと。ただ、それを受け入れる

場所がなかったのかな。特に、ユニクロな

んかも、会議は英語でどうのこうのってい

うニュースが出る度に、「うちの子も英語が

できなきゃいけない」という不安感もあっ

たりするんでしょうが、実際に英語教育の

ためにやっているわけじゃなくて、まちづ

くりの 1 つの道具が英語だったっていうと

ころですかね。  
A 氏 

道具であったら何でも。極端な言い方す

ると、人が集まるためだったら何でもいい

っていうことですよね、さっきのお話のな

かですね。非常に明快ですね。その部分は。 
B 氏 

それにしても、その人数が、1,500 人、

普通では、考えられないような数字なんで

すね。たとえば、さっきイギリスで教えて

た人は、イギリスの場合だと 5 歳で入学す

るわけなので、そうすると、幼稚園のほう

で英語をやっても、そのぐらいを対象にし

てやることも面白いんだけど、1,500 人と

いう規模の数字じゃない。ちょっと考えれ

られない数字なんですよ。1 桁違う感じが

する。  
吉田講師 

そうですねえ。皆さんが、もしも太田に

来ることがあって、3 時過ぎにこの前を通

るとそこだけ異空間です。町の他のところ

は人がいないのに、そこの場所だけ、親と

子がドオーッと集まって、片や勉強して、

片や外で遊んで。今はちょうど七夕飾りが

きれいに飾ってあるんですけど。ほんとに

異空間になってますよ。そのくらい人がい

ます。だいたい見ると 1,200 人は子ども、

300 人が大人っていう感じですかねえ。  
大人の方も、だいたい 40 代から 80 代ま

で。先ほど言ったように、日本人の先生に

教わる大人の方々は英語っていうよりも、

そこにコミュニケーション作りに来ている。

定年になったんだけど、次に行くためのス

テップアップに、ちょっと英語でもってい

う人も何人かいました。だから、いろんな

人が集まる場所、英語がツールって言うん

ですかね。どうしても、英語だけが特化さ

れちゃうんですけども、やってることは他

のほうが多いんです。この間は、「全国都市

緑化祭」があったときには小学生、高齢者、

全部集めて何千鉢かプランター作りをした

りしてるんですが、そういう活動は、かす

んじゃうんですね。英語の 1,500 人という

数字が言われちゃうんで。9 時までが今日

も英語教室やってますんで。  
B 氏 

それは、遊びみたいなものを入れながら、

やってるんですか。それとも conversation
（会話）を専門にやってるのかな。  
吉田講師 

そうですね。2、3 歳児の親子っていうの

は、一緒に歌を歌ったり、ダンスをしたり

とかっていうことです。幼稚園になってく

ると、きちんと今度は ABC から始まって、

5、6 年生になると、英会話が中心ですかね。

6 年生になると文法、中学への準備という

ことでやってます。  
最初に、すごいなあと思ったのが、子ど

ものうちにやってると、発音が全然違って

くるのは、確かですね。親子でやってるか

ら、8 年ぐらいやってる子がいますが、そ

の子たちは発音が違います。「ヤロ、ヤロ」

とか，何かよく分かんない、何を言ってる

んだろうと思ったら、「yellow」だった。ず

っとあそこで聞いてると子どもの発音が親

と違うっていうのは、よく分かりますね。

ただ，そればかりやってると、日本の英語
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の場合は、テストができなくなっちゃうの

で、6 年生になってから文法を取り入れる

ようになりました。それも、やっぱり親か

らの要望なんですね。基本的に、何やるの

も全部、要望から始まってます、市民の要

望からです。七夕祭りもそうですし、キャ

ンプもそうですし。全部、要望から始まっ

ています。 
B 氏 

クラッセの事務所、ナカムラヤの隣なん

で、非常に分かりやすいとこですよね。た

ぶん両毛地区一番の本屋は、ナカムラ本屋

さんだろうって思うんで。駐車場もナカム

ラさんの駐車場、使えるんと思います。  
吉田講師 

いやあ、一切、使えないです。もう 1 つ

が、それが行政との共同作業ってわけじゃ

ないんですけどもそこを触れようと思って、

忘れました。そこだけでは 1,500 人をさば

けっこないんです。駐車場は何かって言う

と、区画整理が入ってたので、保留地がい

っぱいあるんですね。本来は、そこは使っ

ちゃいけないんだけども、黙認をしてくだ

さっていると言うか、高架の下に結構ある

んです。  
A 氏 

売れない保留地ね。  
吉田講師 

売れない保留地ですから、区画整理がこ

れから進んでくと、まずそこが、変わって

くるんでしょうけど。今のところは、まだ

空き地になってるだけなんですね。そのか

わり、「お前ら空き地なんだから、草が生え

るんだから処理しろ。」それが年間、何十万

円か、草の処理費用も出さなきゃいけない

んですね、やっぱり。ただで借りちゃあ、

いけないらしい。お金を払って借りてるわ

けじゃないけど「ちゃんと草の手入れはし

なさい」ということです。  
B 氏 

だいぶ保留地があるでしょう。  
吉田講師 

あります。ただ、ちっちゃいですよ、町

のなかなんで。大きな保留地がないんです

ね。  
 

８.太田の街中 

B 氏 

あそこらへんは花柳界って言うか、飲み

屋さん、昔はずいぶんあったんですね。  
吉田講師 

よく御存知で。あそこの裏で、今の太田

の南口っていう場所、分かりますかね。南

口ができるまでは、そこが中心だったんで

すね。  
B 氏 

今、南口 1 番街になってるとこは、もと

もと沼沢地だった。  
吉田講師 

そうですね。この交流館があるようなと

ころが、もともと飲み屋街で、昔の古い家

は置屋作りみたいになっていて、出窓があ

ったりとか、裏のほうに行くといろいろあ

るんです。 
B 氏 

案外、趣があったね。風呂屋のとこ、ま

だ残ってるけどね。  
吉田講師 

そう。その風呂屋を使ってキャンプやっ

たんです。でも、やっぱまちづくりからす

ると、足利はいいですよね、太田から比べ

ると。ここを歩いてきても、それなりに道

路が整ってるなあというイメージがありま

すね。太田は、一度、裏通り入るとね、こ

れでいいのか？って、やっぱ思うと思いま

すよ。  
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A 氏  

でも、足利も人は歩いてないですよね。  
吉田講師 

まあ、それは同じですね。そこで，街中

に拠点を作ろうと思って，ひな祭りのとき

に交流館ともう 1 つ、行政センターってい

う 100 メートルぐらい離れたところをつな

いで，イベントをやったんですけども、や

っぱ今の人は歩かないですね。目的地へ行

って、次は車で移動してしまう。町を歩っ

てもらおうと思って、いろいろやっている

んですけど、なかなか歩いてくれないです

ね。  
B 氏 

せっかくあんな近くにあるのにねえ。  
吉田講師 

そうなんですよ。スタンプラリーやって

特賞が 3DS のゲームとか、いろいろ予算の

なかでやるんですけど。そのときだけです

ね、歩いてくれるのは。  
B 氏 

大光院の関係っていうの、何か、ありま

すか？  
吉田講師 

今、私がたまたま商工会議所のほうの議

員もやってるんでが，「呑龍市」というのを

やっているんですね。開山忌であるとか、

呑龍市というイベントやるときだけなんで

すね、人がそこに集まるのも。我々も関わ

ったことがあるんですけども、どうしても

イベントってなると食べるものが中心にな

っちゃって。模擬店の大きいのみたいなに

になっちゃう傾向がありますねえ。  
B 氏 

今、売り出し中の太田焼きそばとかね。  
吉田講師 

そうですね。で、太田焼きそばも今いろ

いろあって、なかなかビーワングランプリ

でもいいとこも行かないですからねえ。こ

ないだ、うちのうどんが足利で B1 みたい

なやつをハンバーグか何か、あれの 3 位か

になったのかな、うちのうどんが行ってた

んですよ。 
B 氏 

人気投票で、クロワッサンじゃない、何

だっけ。あのハンバーグね。あれが 1 位。

去年もそうだけど、太田のうどん。  
吉田講師 

たまたま、そのお客さんが足利のお客さ

んだったんです。でも、太田では、そうい

うのは、ないですね．そこで順番をつける

のを嫌がるのか、1 回，今年やったんです

けど、焼きそばの順番つける企画を。でも，

何か全然、味と順位が違ったみたい。動員

かけたところが強かったみたいですね、話

を聞くと。 
B 氏 

昔は、呑龍様の前に、お店がずいぶんあ

ったんだけど、今はもう、1 軒もないでし

ょ。  
吉田講師 

昔ながらの太鼓が置いてあったり、昔の

ブリキのおもちゃが置いてあるような、そ

ういうおもちゃ屋さん，おみやげ屋さんで

すかねえ．それも、おじいちゃんが亡くな

れば、おしまいだよっていうところばっか

りですねえ。  
B 氏 

風呂屋があって、映画館があったけど、

全部そこんところは整備されちゃった。  
吉田講師 

全部ないですねえ。太田で元気はどう探

してもないなあ。南口は最近、一時すごく

衰退したんですけども、富士重工が，今、

盛り返してるんで，最近はちょっと夜、ま

た明るいですね。ちょっと前までは、ほん
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と閑散としていまして、暗かったです。イ

オンもできたときには、すごかったんです

けどねえ。最近は、周りの道路もあんまり

渋滞もしないですしねえ。  
 
９.太田市のまちづくり事業と芝生の剥げ

るまで 

C 氏 

ちょっと後ろから、すみませんね。よろ

しいですか。太田市は市長さんの姿勢もあ

って、いろいろ民間の活動には理解がある

ように伺ってるんですけど。クラッセ太田

さん以外にも、いろいろ活動をされてるグ

ループがあるんではないかと思うんですけ

ども、そういう活動母体相互の何か連携っ

ていうのは、あるんでしょうか。 
吉田講師  

たぶん、こういう活動をしてるとこは、

ないと思うんですよ，他では。ただ、同じ

ような NPO で、児童館の委託を受けたり、

そこで独自に活動してるとか、いろいろや

ってるところはあるんで、そういうところ

とは、たとえば小っちゃなことですけど、

「ペットボトルのキャップを集めてくださ

い」なんて依頼は、ここで 1,500 人からい

ますから、皆さんに通知を出せば，ドーッ

と集まってきます、そういうつながりは作

ってます。だから、その 1,500 人の人たち

に協力はしていただけますね。この間は，

子どもたちのためにっていうことで、英語

の先生がアフリカにこの本を持っていった

んですね。そのときも 1,500 人の方々の一

部から、「じゃあ、これも持ってって」とか

協力したこともありますね。  
C 氏 

そういうグループっていうのは、どのく

らいあるんですかねえ。  
 

吉田講師  
太田は結構 NPO の数も多いですし、指

定管理者も多いかも知れないですね。しか

し、実際に、それじゃあ、他の団体と何か

交流があるかと言うと、そんなにない。と

いうのも福祉と違うので。福祉は補助金や

委託金がなければ、もうやっていけない分

野だと思うんですが，まちづくりは、補助

金とか委託金とかがないんで、自分たちで

やんなきゃっていうんで、あんまり横のつ

ながりが、ないですかねえ。NPO 何とかセ

ンターみたいんがあって、そこに登録する

といろんな情報が来るんですけど、皆さん

の団体を紹介しませんか、みたいなの来る

んですけど、実際の連携はあまり見たこと

がないですねえ。  
B 氏 

太田市は，まちづくりの 1％条例＊があり

ますよね。1％条例から見て、何か変わっ

たこと、ありますか。 
＊1％まちづくり事業：地域コミュニティを

より活性化させるための事業として、市税の

１％相当を財源に、「地域が考え行動し汗を

流す」行政と住民の協働事業を平成１８年度

から実施しています。「１％まちづくり事業」

の対象になる事業は、「地域内の人の交流が

図られる事業」や「地域の特色を出すことが

できる事業」、「地域を活性化させる事業」、

「住民による労力提供がある事業」などで、

継続的に維持管理が行われる事業や波及効

果の高い事業が対象になります。  

http://www.city.ota.gunma.jp/005gyosei/00

60-001chiiki-soumu/matidukuri.html より  

吉田講師  
基本的に 1％条例は、たぶん補助金を全

部カットしちゃったんですね。他のいろん

な団体の補助金をカットして、「やる気のあ

るやつは、ちゃんと企画をして持ってこい。
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そうすれば予算をつけるよ」って、そうい

う意味だと思うんです。従来の飲み会に使

ったんだか、何に使ったんだか、分からな

いような補助金を、「きちんと企画書、予算

書を出せばつけます」ということで来たの

で、やってるところは、きちんとやるよう

になった。町はそれで，花を植えますとか、

子どものために何かを作りますとかってい

うのが多いですかね。私が、条例の委員を

やってるときに出てきたのは、花を植えて

町をきれいにしたい、というのが多かった

ですかねえ。  
ただ、1％って言っても、実際に予算の

1％は使い切れないですね。以前は，予算

の 1％で 3億円の予算があったんですけど、

実際使ったのは 2 千万ぐらいですね、1 年

目は。それだけ委員が厳しいです。これは

自分たちの団体で、できるやつだろうと。

これは他のところからの予算でやるべきだ

ろう、とかっていう議論は結構、多いです

ね。変な言い方かもしれませんが、他の課

の予算を使わないで 1％予算を使えば、そ

この課の予算は使わないで済むっていうの

もあるんでしょうから、場合によっては，

1％に付け替えて持ってくるっていうのも

あります。すると、委員のほうが見て、「こ

れはそっちの課でやるべきもんだよ」とか

っていう振り分けをしてます。  
B 氏 

本来、行政体でできないことで、1％条

例があるわけで、それじゃあなくて、行政

体でできることをやっているんでは、同じ

ことになっちゃいますね。  
吉田講師 

そうなんですよ。だから、市民、我々が

どんな発想を持って、どんなことをやれる

かっていうことをきっちりぶつければ、

1％は、たぶん出るんですね。それが何と

なく行政がらみでやっちゃうと、いけない

わけで。  
A 氏 

さっきのピザのかまども、その 1％です

か。  
吉田講師 

いや、一切ないです。 
A 氏 

じゃ、ほとんどのお金、もらってないん

ですか。  
吉田講師 

補助金をもらったのは、まちづくり何と

かっていう県のほうの予算でした。ピザの

窯を作ったんだけど、雨にさらされちゃう

んで、「ちょっと屋根をつけてください」と

作っていただきました。活動費と言うより

は、施設には補助金で作ったところは、い

くつかあります。活動費は一切ないです。

実際に、補助金をもらわなければ、あれだ

けの施設を大きくしてくことは、なかなか

難しかったんです。でも、それも最初だけ

ですね。今は全部、「建てたいんだけど」っ

ていっても、「自分たちで建てて」って言わ

れて、建てたりとかしてます。さっきの芝

生がなくなっちゃったは、1,500 人集まる

んで、年中，歩ってるんで、きれいに、は

げちゃったんですね。 
A 氏・B 氏 

ああ。それか。すごいですね。芝生がは

げるほど人が来るっていうのは。 
吉田講師  

きれいに、はげちゃったんで、「せめて目

の前ぐらい人工芝にしようよ」と自分たち

で作ったけど，それももう、はげてきちゃ

っています。  
吉田講師  

それだけ人が来るっていうことは、逆に

もめごとも多いと言うか。子どもの飛び出
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しがあって危ない、うるさい、石を投げる

子どもがいるとか。今の親のモラルの問題

なんだけど、平気でエンジンかけっぱなし

で、夏場はクーラーつけて待っているから、

排気ガスがうちのほうへ来て仕様がない。

もう、そういう苦情はいっぱい。苦情処理

が、私の役割みたいなもんです。 
 
１０．NPO クラッセの仲間と日常の活動 

B 氏 

本来の NPO クラッセのメンバーはどの

ぐらい，いらっしゃるの．  
吉田講師 

本来のクラッセ自体の仲間たちは，この

ちょっと若めの写真で申し訳ないんですけ

ど、理事が 5 名います。1 人は幹事で、理

事とは関係ないです。私含めて 6 名の理事

です。  
今、英語を担当してるのは、この女性方

です。この方が独身のときに、ロンドンに

いて、こっちでもっていうことです。  
この方が床屋さん，富士重工の正門の前

の伊勢屋っていう和菓子屋さんやってる方

ですけども、そこの社長です．床屋さん。

この方は主婦です。会計を一手に引き受け

てもらっている税理士さんです。やっぱり

税理士さんがいないと、かなりの金額が動

くんで大変なんで、申告から何から全部を

していただいてます。その他イベントは、

地域のお母さん方が集まってやってます。

英語のスタッフじゃなくて、イベントのス

タッフですね。だいたい総勢このくらいの

人数でやってます。それプラス、英語のス

タッフが 20 名ぐらいおります。 
B 氏 

これ、会員の会費制で運営しているんで

すか？  
 

吉田講師  
いや、一切ないです。会費も取ってない

です。どちらかと言うと、いろいろがんば

っていただくんで、飲み代を若干、そのと

きどきに会費としてもらう程度で，個々に

は、もらってはいないです。  
A 氏 

皆さん、サラリーマンじゃなくて自営業

の方ですかね。  
吉田講師 

そうですね。サラリーマンは理事にはい

ないですね。スタッフの男性なら、この 2
名の方がサラリーマン。この人は水道屋さ

んと床屋さん。サラリーマンは、富士通と

富士重工さんですかね。あとは皆さん、主

婦、ママ友なんですね、みんな。幼稚園か

らのつながりで、ずっと来ている。「つなが

りが強すぎちゃうと、他の人がなかなか入

れない」っていう苦情も受けたんですけど

も、「まあまあ、そう言わずに、皆さん入っ

てきてください」って言って，この人は、

今は，水戸のほうに行っちゃったんですけ

ど、たまには連絡を取り合っています。英

語は，日本人スタッフが 15 名ぐらい、外

国人スタッフが、直雇いが 3 名。その他、

アルバイトで来てもらっている方が 3 名ぐ

らい。  
C 氏 

もう 1 つ、これは多少プライベートな話

題になるのかも知れませんけども、吉田さ

んの、そもそもの本業と、今の活動との関

係について、どんなふうにお考えになって

いるのかっていうことと、メンバーの方も

サラリーマンが少なくて、やっぱり自営の

方と主婦が、わりと多そうですね。そうい

う方々が自分の本来の、生計のもとになる

仕事とこういう活動との関係について、ど

んなふうにお考えになっているのかなあと
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思いまして。吉田さんは 51 歳っていうか

ら、まだ、だいぶんお若いから。十分、体

力的には、大丈夫と思うんですけれども，

ご家庭の問題とか、いろいろ含めてどうい

うふうにお考えになってるのかなあ。  
吉田講師 

これは仕事ではないんですけども、一応、

お金を市民の方からいただいているってい

う責任も十分あります。そのへんが、他の

理事の方には、無理は言えないことでも、

まあ、仕様がない、私がやんなきゃいけな

いっていうこともあるんですけど、ただ、

今の英語の活動であるとか、イベントの活

動っていうのは、もちろん責任持ってやん

なきゃいけないので、ここにいる理事の方、

今まで主婦だったんですけども、きちんと

仕事として、やってもらうようにしていま

す。ちゃんと給料も払って、きちんと仕事

としてやってくださいということです。  
それで今の体系を作って、人を使って，

そうじゃないと、ボランティアだけでは、

やりきれない。今はこの女性に、仕事とし

てやってください。主婦だったんだけども、

会社で言うと、管理職ですかね。管理職に

なって、やってください。そして，「私が責

任を取る係ですよ」っていう形ですかね。 
自分の仕事の合間、合間でしてるんだか

ら、たまたま嫁さんが仕事が多少できるん

で、お願いして、出てくることも多々あり

ますけども。他の理事の方も、これはもう

皆さん同じで，できる範囲でやってます。

仕事を持ってる方は、できる範囲でやって

もらって，ただし、この主婦の方だけは給

料を払いますから、仕事としてやってくだ

さいっていうことですかねえ。  
B 氏 

そうすると、配偶者控除以上の収入です

か。さっきの払い方で言うと、かなりにな

ってるはずだから。130 万とか、そういう

金額ではないはず。  
吉田講師  

ああ、もう全然違います。外国人が、も

う特別に高い給料なんで、これはもう仕様

がないんです。月給制で先生もやってもら

ってる。日本人のスタッフじゃなくて、日

本人講師の先生として、やってもらってる

先生の部分とも別ということで。もともと

が、この方は配偶者控除がない、不動産の

収入がある方なんです。  
B 氏 

自営業ですね。不動産所得があるんだね。 
吉田講師  

そうですね。そういう意味では、自営業

ですね。不動産所得があるんで、NPO の役

員になったわけですね。でも今は全部、時

給制にしてもらってます。  
C 氏 

最初に、英語を使って、まちづくりのツ

ールとしてっていうのは、たまたま、その

理事の方がいたから、ここまで発展したと

いうことですか。  
吉田講師  

はい。ほんとにきっかけは、そうです。

ここまで発展したのは、その理事の方が、

ほんとうに，いろいろ考えたアイデアをこ

こにいるメンバーが最初は、外に発信して，

知らない間に、口コミが大きく，「聞いたん

ですけど」っていう形でした。30 人から始

めて、「この程度でやっていれば、トントン

でいいか」って最初は思ってたんですね。

そしたらとんでもない。「私も入れてくださ

い、私も入れてください」ってことでした。 
市の広報誌も年に 1 回ぐらい、「こんな

ことやってますよ」というの出すぐらいで

す。あとはもう、ほとんど口コミですね。

口コミの恐いところは、いい加減なことす
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ると駄目ですから。今のところは、来る人

を断ってる状況ですが。もういっぱいなん

です。時間がだいたい同じなんです。幼稚

園が終わったらこの時間帯、小学校が終わ

ったらこの時間帯。するとレッスンの時間

帯が集中して、断ってる状態です。「空いた

ら入れてください」と今はキャンセル待ち

で順番がついて、待ってるんです。  
 
１１．NPO 活動と学童保育 

B 氏 

手が回んないと思うんだけど、学童保育

に対しては、どうですか。  
吉田講師 

一時、学童保育みたいなのものもという

話もあったんですけど。実際には、できな

かったですね。手がなかったっていうのと、

太田の場合は、各学校にも学童保育がある

んで、全部吸収ができていたんですね。民

間の学童保育も、いくつかあります。  
太田は、学童保育は充実してるんじゃな

いですかねえ。あとはスポーツ少年団とい

う形で、子どもたちが、運動してる時間帯

でもあります。学童保育をしてる時間帯は。

面倒見てくれてるボランティアのお父さん、

お母さん方がいっぱいいるってことなんで

すかねえ。 
B 氏 

学童保育に関しては、NPO 法人がやるの

が一番望ましいような形を、県なんかでは

言ってるんだけどね。 
吉田講師 

そうですね。だから、そこできちんと、

いただくものは、いただいて運営をするこ

とができてかないと。補助金でやってると

難しいんかも知れないですね。委託でやっ

てても委託費なんか絶対、増えることはな

いです。「よくやってるから委託金を増やし

てあげるよ」ってことは、あり得ない。NPO
がきちんと計画を立ててやったほうのが、

いいのかなあと思います。高いとこだと月

に 1 万 8 千円ぐらい取ってるところもあり

ます。そのかわり、食事も休みも全部見て

くれて、ときにはバスを使って、どっかに

リクリエーションに行ってという具合です。

学童保育ですよ。そういうこともしてくれ

るところは民間では、きちんと 1 万以上取

っても成り立っているんです。だけど，学

校を使ってやってる学童保育は、とりあえ

ず親が帰るまで預かって、宿題の面倒見て

あげてというまでが限界です。  
D 氏 

すいません。人数は、そういうふうに増

えた場合、建物は最初、建てたものだけで、

あとは空き店舗ということですか。  
吉田講師 

そうですね。空き店舗が今 1 店舗と、あ

とは自分たちで建てた建物が 1 つと全部で

4 つ、今使ってやっています。  
C 氏 

最初の発想は、やはり建物を建てたから、

集まって活動をやるっていうことでしょう

か。  
吉田講師 

そうです。一番最初は、イベントをやれ

ばいいのか、なんて思ってたんですけど、

実際いろいろ勉強してみると、それもイベ

ントだけでは、もう無理だ。やっぱり何か

目的を持って、そこに来てもらうっていう

ことをしないと、人は集まってくれないと

いうことに気が付いて、英語が出てきたん

ですね。ただ単に，「イベントやって、来て

ください」っていうんだと、限界があるん

だと思います。「英語をしに来よう」という

目的を来場者に持たせることが必要だと思

います。  
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B 氏 

そしたら、英語はツールだよね。 
吉田講師 

ほんとに、そうなんですよ。そこに来て

もらうための、ツールなんですね。ただ、

そのツールがいい加減だと、続かないんで

すよ。きちんとしたものでないと。  
E 氏 

すいません。1,500 人も英語で、来てい

らっしゃる方がいるわけじゃないですか。

その英語以外の、七夕のイベントとか、他

のことにいろいろ広がりを持っていくよう

なつながりが、あるようなふうに進んでい

ったりしたんですか。だから，最初は英語

にしか来ない親子とか、大人だけがいたり

とか，そこから、「あ、こっちも面白そう」

とかっていうことに行く人も多いんですか。 
吉田講師 

まず、キャンプがそうだったですね。そ

れ、英語に来ながら、キャンプもやりたい

とか、町のなかで、いろんなことに参加し

たりとかね。逆に、地域の人たちがそこに

来て、英語に来てる人たちとつながりがで

きたりとかもしました。目的は英語で来て

るんですけど、そこから、いろんなことが

始まってるっていうことも、ありますよね。 
特に、この七夕祭りなんかもそうですけ

ど、半分以上は、英語に来てる人たちです。

英語の先生が、いろんなイベントに参加し

てくれるんです。今回は「ハカ」、ニュージ

ーランドの先生が「ハカ」っていうラグビ

ーのオールブラックスが、試合の最初にや

る、あの踊りをしてくれたり，とかですね。

いろいろ、そんなつながり。それは英語だ

けではなくて、逆に地域の人たちに、そう

いうものを提供したりということで、うま

く地域と英語をつないでますね。 
 

D 氏 

足利は、学童っていうのは育成会が、あ

って。スポーツ関係を、すごく家族と、コ

ーチとタイアップして、猛烈なんですね。

そうすると、そういうところに余裕がなく

なってしまって。  
吉田講師 

ここもそうです。参加者は低学年が多い

んですね。高学年なるとスポ少って、どう

してもそっちに重点がいっちゃうんで，だ

から 5、6 年生のクラスが少ない。でも、

これはもう仕様がないんですね。 
D 氏 

結局、試合があるから。  
吉田講師 

そうですね。その時間帯は、もう練習で、

今は暗くなるまで練習してますね。私は、

たまたまスポーツ推進委員、昔の体育指導

員をやってるんですけど，子どもたちに教

えることが、今はハード過ぎるぐらいです。

余裕がないですね、スポーツやってる子は。 
B 氏 

はっきり言うと、スポーツやり過ぎでね。

日曜までやっている。あれは、学校の先生

も、子どもにとっても、また、家族にとっ

てもマイナスなんだけどね。  
吉田講師  

太田の場合は年間で、指導者講習会みた

いのがあって、「これ以上やっちゃうと、子

どものために良くないですよ」っていう勉

強会を開いてるんですけど、どうしても親

の期待に応えるためには、がんばらないと

っていうところが、あるんかも知んないで

すねえ。  
A 氏 

子ども会が、もう成立しなくなりました

ものね。  
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吉田講師 

そうですね。町のなかだって、1 つの町

内で世帯が 9 世帯とかしかないところもあ

るんですね。もう、子ども会なんていうの

は、ないですからね。 
A 氏 

だから、先ほどの、そのキャンプも，昔

の子ども会的な活動ですよね。  
吉田講師 

そうですね。もう 1 つ、先ほどのそのス

ポーツで言うと、本来は総合型地域スポー

ツクラブっていうものがあるんです。これ

は、誰でも、いつでも、どこでも参加でき

るようなスポーツクラブを作ってください

という文科省の勧めがあるんです。そこま

で行くには、NPO とかじゃないとできない。

予算がかかりますから。一番楽なのが、ス

ポ少みたいに、親が関わってやって、先生

が助けてくれて、一生懸命親の期待を背負

って、勝つまでがんばってという形なんで

す．  
文科省の仕組みは、地域のなかで、中学

校区のなかに 1 個ぐらい、クラブを作って、

親子から高齢者まで、アマチュアからプロ

までが集えるようなクラブを作りなさいと

いうことです。それは、今かかってる費用

はなしにして、それぞれクラブで自立して

やってくださいっていうことだと思うんで

す。  
そういう意味で、太田は、市長がそうい

うことが好きで、「おおたスポーツアカデミ

ー」というのをまた別に作って、いろいろ

やってます。そのなかで、オリンピックの

マラソン候補になった中里麗美、今回は出

られなかったですけど，中里麗美であると

か、何人かいますね。あとサッカーで言う

と鈴木選手も、おおたスポーツアカデミー

の出身ですね。本来は、行政ではなく、民

間でそういうのを作ってくださいっていう

ことなんですけどもね。  
B 氏 

地域のお祭りなんかは、どういう関わり、

持ってます？   
吉田講師 

ここは公共施設なんで、お祭りのときは、

誰が来ても対処できるように無料休憩所と

いうことで、コーヒー出した，休んでもら

う場所ですね。あとは、たまに、占いの人

たちが来て、その場所を使ってやったりと

か、何かやってますね。場所を提供してる

っていう感じですかね。  
A 氏 

ほんとに公設民営の、ものすごく成功し

た事例というですねえ。だから、たぶんこ

ういう使い方をすれば、公設民営ってのは

一番効率がいいんだろうと思います。  
C 氏 

清水市長が、作ろうなんて、よく言いま

したね。  
吉田講師  

市長のツイッターにも、よく書いてもら

うんですけど，もともとは、区画整理がか

かってるんで、何とかしなきゃいけないっ

ていう場所でした。あんまり反対運動され

ても困るからだと思うんですけども，我々

がやりたいっていったとき，こういう場所

があるから、ここでいろんなことやってみ

ないか、まちづくりしないかっていうこと

で始まりました。  
始めた当時は、「2 回続けて宝くじの予算

を群馬県がもらうことになっちゃうんでた

ぶん出ないよ」って言われたんですけども、

一生懸命動いていただいて、2 年続けもら

えたっていうことです。2 千万円出たらし

いですが、私は細かいことを知らないです

けど、あの蔵を壊すのに 500 万円かかった
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らしいんです。建てるのに 1,500 万しかな

くて、どうやって建てるのって、プロポー

サルって、何ですかねえ。そこで、私も出

さしていただいて、「まともな企業の提案は

柱 4 本と屋根がくっつくだけだよ」って言

われた。あと、何かやるときには、その周

りに幕でもひいて、イベント会場にしたら

っていう提案もありました。でも、こっち

は、「せめて元あった蔵のイメージも残しな

がら、建てて欲しいって」といって、「じゃ、

箱だけですよ」ということで、箱だけ作っ

てもらった訳です。  
B 氏 

蔵は、あんまり価値なかったですか。建

物として。 
吉田講師 

木造に石壁がくっついているだけだった

んですね。なかも木がだいぶ取れて、何箇

所か、もう落っこちそうなとこがあったん

で補強も聞いたんです。「補強していただき

たい」といたらば、6 千万とかかかるとか

って言われて、もう到底、市では予算的に

無理だっていうことで、立て替えになりま

した。  
A 氏 

土地は、保留地ですか。  
吉田講師 

土地は区画整理が進んだときに曳家をす

るときに道具を入れとく場所にその蔵を使

えばいいんじゃないかっていうことで、取

得した場所らしいんです。移転工法は曳家

がメインなんです．  
A 氏 

市有地ですね。  
吉田講師 

そうですね。  
B 氏 

壊れる前に周辺には、建物なかったです

か、ビルが。  
吉田講師 

日航パレスが，奥です。これが反対から

撮った写真です。  
B 氏 

何か、残念な気がするね。壊れちゃあ、

仕様がないからねえ。 
吉田講師 

でもなかへ入ると柱は取れちゃってるし、

大黒柱で支えてる状態。結構、大きな地震

でも大丈夫だったんだから、大丈夫じゃな

いといったんですけど、駄目だったですね

え。たぶん今回の地震で持たなかったです。 
 
１２.「町が良くなれば自分の商売もよくなる」、

思いと地域活性化  

吉田講師 

いろいろお話して来たんですが、我々、

たいしたことをやっているって意識がない

から、あんまり説明しろと言われても、で

きないんだと思うんです。自分がやってる

っていうよりも、皆さんにお願いしてるっ

て感じなんですよ。  
B 氏 

私も感じたんだけど、要望に応えてるっ

ていうことかね。だから役所とは、だいぶ

違う。  
A 氏 

住民がやって欲しいことを、やってるん

ですね。  
B 氏 

役所がやりたいことを市民に「やれ」っ

て言って、市民がついて来るか、来ないか

の問題と市民に「やって欲しい」と言われ

て、役所がついてったってことの違いがあ

りますよね。  
吉田講師 

要望に応えるっていうよりも、「あれやっ
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て、これやって」って言われて、やったと

きに喜んでもらえるのは、楽しいって思い

ますよね、やっぱり。 
基本的には、行政と何か話をするときに、

「『何でやってるか』って言うと、『自分ち

の商売が良くなるためには、町が良くなら

ないといけない、町がよくなると自然と自

分ちの商売が良くなるんだ』と思いがなけ

りゃできない」とは言ってるんですけどね。 
だから「協力してよ」って言うんだけど。

自分だけの努力って、たかが知れてると思

うんですよ、個人の努力は。でも、全体が

良くなって、町全体が良くなると、自然と

自分ちも良くなるよっていうところがない

と、やってられないかも知れないですね。 
B 氏 

まあ、たぶんね。長浜の黒壁だって基本

的には、そういうことですわね。結果的に

町が良くなれば、自分も良くなるって考え

方。  
A 氏 

そう。だからやっぱり、自営で仕事をさ

れてる方が、中心にならざるを得ないんで

すよね。サラリーマンってのは、私もサラ

リーマンやってましたけど、結局、週末し

か家にいなくて、地域的つながりが、ない

です。  
D 氏 

そのクラッセは何年目ですか。  
吉田講師 

平成 18 年度からですから、7 年目に入り

ます。  
D 氏 

太田の市長さんは何期目ですか。 
吉田講師 

5 期になるんですかねえ。合併してから

は 3 期、2 期かな。未だ元気、衰えないで

すね。  

G 氏 

だから、そんなに歳じゃないよねえ。と

きどきテレビに出るもんね。自分が慶応の

幼稚舎からやってるのに、英語はしゃべれ

ないから、英語をやるっていう塾の先生で

すからね。 
吉田講師 

うん、もともと、そうですね。ただ、今

の市長が私の結婚式か何かのときの挨拶だ

ったですが、当時はまだ県会議員だったん

ですけど、そのときの挨拶が、「お前は太田

で生まれて育ったんだから、太田のために、

これからやれ」って言われたのが結構、印

象的でしたね。地域的な、そういうのを大

事にすると言うか。  
C 氏  

前回の公開講座の栃木市や伊勢崎市は、

もとからある伊勢崎銘仙とか栃木の蔵とか

地域特有のものを使って、外から人を呼び

込んで活性化しようっていうイメージだっ

たんですけど、今回の太田市は、自分たち，

市内の人たち、地元の人々の交流にするこ

とで、活性化をしているイメージを感じた

んですけれども、そういう外からの人にも

アピールしていきたいとか、有名にしたい

っていう、考えはとは違うんですか。  
吉田講師  

そうですねえ。悲しいかな、太田市には、

そういう意味では何かアピールするような

財産がないですね。足利の場合はほんとに、

そういう意味では財産がいっぱい、アピー

ルする気になれば、あるでしょうし、宇都

宮もそうです。栃木も山車会館があってと

か、あのへんの町並みもきれいですし、伊

勢崎も要するに銘仙っていうこともありま

す。  
太田の場合は富士重工しかないような気

がするんですね。本来は違うらしいんです
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よ。大光院呑龍様、徳川家康がどうのこう

のって、由緒正しく、新田義貞と足利尊氏

がどうのこうのとかって、いろいろあるら

しいんですけども、なかなかそれがメイン

に出てこないですね。それだけ、何て言う

んですかね。文化がないと言うのか、太田

の場合。  
表現がちょっと難しいんですけど。財産

が少ないですね。だから自分たちで作らざ

るを得なかったことも、幸いしたかなって

いう思いはありますね。  
C 氏 

私は、原点が交流にあると思います。や

っぱり物、文化とか、そういうよりも人間

を大切にする、人間を優先する。それを何

か勘違いしている活性化活動がありますね。 
吉田講師 

そうです。だから、それが何にもなかっ

たんで結局、人間が交流するしかなかった

んかも知れないですね、きっと。 
C 氏 

そう、それが大事なんですよ、交流って

いうのは。 
吉田講師 

きっとそうですね。いろいろ、こういう

活動してますと、変な話ですけど、嫁舅問

題と同じようなことが地域のなかでもある

んですね。世代間格差みたいなのが。ただ、

それもあっての町なんです。きちんと、そ

ういうのの間に入って、うまくやりくりす

れば、高齢者も楽しんで、いろんな自分の

持っている知識とか知恵を発信します。聞

く側も、素直に聞けば、ああ、そうなんだ

って、聞けるんです。それをうまくコーデ

ィネートをしてあげれば、今言ったように、

人の交流ができるのかなあと思いますね。 
B 氏 

たいしたものだ。児童からお年寄りまで

が、そのメンバーって言うか、活動に関わ

ってる。結局、子どもだけでもないし、年

寄りだけでもないんですね。普通というか、

全部の総合なんで、活動のメンバーに全部

が加わってるっていうのが、交流っていう

意味でも、幅広い意味を持ってるんじゃな

いですかね。  
吉田講師 

そうですね。まあ、そういう意味では、

その高齢者の方々に、無理なことは言えな

いんで。今回の祭りもそうなんですけど、

できることは、子どもたちがダーッと遊び

に来たときに綿菓子を作るとこにいていた

だいて、小っちゃい子どもたちに、「はい、

こうやって、ああやって」って、やってあ

げるだけでも結構、いい交流になってるん

だと思うんですね。そういう場所の提供を

してさえあげれば、自然とうまくいく。だ

から、あんまり難しいことやってる気が、

ないんかも知れないですね。そういう場所

の提供をしているという感じだけでで。  
司会 

そろそろ時間でございます、また何かあ

れば、最後に。何かご質問ございますか。 
D 氏 

宇都宮市から見えてるそうですけど、宇

都宮ならいろんな情報があるんじゃないん

ですか。  
C 氏 

私は今、農村の地域作りをやってます。

ほんとに地域に何もない、商業施設も 1 つ

もない過疎地域を、どうやって元気にする

かっていうのを現地に入って、地域作りを

行ってるんですけれども、そういうところ

と都市的な世界とは違うっていうのが面白

いなあ、と思っています。  
吉田講師 

農村と言えばね、太田の市長がね、面白
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いこと言った．「ギャル農」って言うんでし

たっけ。ギャル農やって、「自分たちで生産

から販売から食べるまで、できればいいな

あ」なんていう話は、チラッとしてました

ね。農村のなかで。  
C 氏 

やはり外から、私たちみたいな大学生が

入ってきたりすることで、その地域の人々

も、おじいちゃん、おばあちゃんも、そう

いう知識とか、いろいろ発信できて、また、

やりがいにつながっていくっていうのが、

あります。人の交流っていうのが、大切か

なあと僕たち思いました。地域は南会津。

福島県南会津只見町の布沢区っていう集落

です。  
司会 

それじゃ、そろそろ時間ですね。締めは

副会長。いつものように一言、お願いいた

します。  
北川副会長 

本日はお忙しいところを、大変ありがと

うございます。お話を伺って、この交流館

を非常に上手に使われているということで、

参考になると言うか、興味が深くわきまし

た。こういうものを与えられても、なかな

かうまく利用できないというようなことが、

たくさんあるわけでして。まあ、吉田さん

は、たまたまというようなお話をされまし

たけど、決して、そうではないだろう。そ

して、これだけの事業を立ち上げて、収益

を上げるというふうに持ってくなんていう

ことは、並大抵のことではないというのを、

よく私ども、分かってます。そして、淡々

とそのようにお話されたということに、私

は非常に感動いたしました。それで、その

努力が空回りしなかったということが大変

うらやましい。私ども、1 人 1 人、努力を

してるんですけど、完全に空回りをして、

なかなか、悔しいかなあ、という悔いばか

りが残ってるような状態なんです。そのな

かで、このような参考例をいただけたとい

うことは、大変に、よそのことながら、う

れしく思いました。どうもありがとうござ

いました。 
吉田講師 

どうもありがとうございました。 
中川会長 

ありがとうございました。  
司会 

それでは、足利工大と、まちづくり NPO、

VAN-NOOGA の共催による地域活性化社

会システム論、第 4 回、これで終わります。 
第 5 回、今年度最後になりますが再来週

です。18 日の水曜日に、渡良瀬川河川事務

所の所長さんをお願いして、防災という視

点で町を考えてみようという企画をしてお

ります。また違う切り口でお話いただける

かと思います。是非また、ご参集いただき

たいと思います。では本日は、これで終わ

りにしたいと思います。では、もう 1 回、

吉田さんに大きな拍手を。  
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「ＮＰＯ法人クラッセ太田」
におけるまちづくり

～太田の中心市街地に

人を呼び戻そう・交流の輪～

太田駅周辺地区まちづくり推進協議会・ＮＰＯ法人クラッセ太田

まちづくり推進団体

【太田駅周辺地区まちづくり推進協議会】

 Ｈ13.11.27設立

 地域住民、地元企業、商業者、行政で組織

 Ｈ15年度から「まちなか子供キャンプ」開催

 Ｈ16.5.23 「さよなら跨線橋」イベント開催

【ＮＰＯ法人クラッセ太田】

 Ｈ16.12.21設立

 Ｈ18年度「まちなか交流館くらっせ」指定管理者

石造蔵でのまちなか子供キャンプ

石造蔵での楽しい夕食

Ｒ407号跨線橋の解体イベント
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Ｒ407 38年間ありがとう。

「交流館くらっせ」の誕生

 中心市街地に活気を・・・

石造蔵を活用し

「まちなか子供キャンプ」

を開催（Ｈ15）

 石造蔵の取り壊し

「交流館くらっせ」建設

【くらっせ】 フランス語のクラッセ。英語のクラスに当
たり気品という意味。まちなかへの居住、交流推
進を図り中心市街地に暮らすという思いが込めら
れている。

まちなか交流館「くらっせ」

○設置目的
地域住民及び来街者に交流
の場となる公共空間を提供し
て、中心市街地の活性化を図
る。

○建物の概要
所在地：太田市本町14－1
開館：平成17年3月25日
宝くじの普及宣伝事業により建設

太田駅

再
開
発

住
宅

太田市役所

太
田
行
政

セ
ン
タ
ー

ナ
カ
ム
ラ
ヤ

Ｒ
４
０
７
号

本町通り

まちなか交流館

ＮＰＯ法人クラッセ太田の組織図

理事長

理事 理事

社員 社員 社員 社員

理事

社員 社員

市 民

まちづくり相関図

学校

行政

来街者 商店街

まちづくり
団体

区長会

老人会

ＮＰＯ
クラッセ
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こんな事業を実施・・・！

【まちづくり推進協議会】

 七夕祭り

 まちなか子供キャンプ

 新春ふれあい餅つき大
会

 ひな祭り

【ＮＰＯクラッセ太田】

 交流館外構整備

（手作り花壇・広場整備）

 ピザ焼き窯作製

 親子農業体験

（イモ掘り・焼きイモ大会）

 キッズ・イングリッシュ

 農産物朝市

 おもちゃの病院

くらっせでの七夕祭り

みんなで協力して飾りつけ

あいにくの雨にもかかわらず、おおぜいのにぎわい

まちなか子供キャンプでの灯ろう作り

夕食の材料をみんなで買出し
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いっしょうけんめい夕食づくり

いよいよ夕食の出来上がり

夕食後、自分たちで作った灯ろうを持って
市役所展望台へ

翌日はピザを焼いての楽しい食事
自分なりのトッピング・・・

ピザ焼き係りは、ちょっとかわいそう・・・

自分たちで造ったピザに舌鼓
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小さい子供たちも一生懸命お餅つき

おとしよりたちの見事な手際で
みるみるお餅の出来上がり！

外国人の方も飛び入り参加！

みんなでつき立てお餅に舌鼓

みんなで作った吊るし雛の飾り付け

ひな祭りの由来を説明
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巨大菱餅（総重量９７ｋｇ）日本一か？

巨大菱餅を前に記念撮影！

地域のお年寄りとのお手玉・あや取り・おはじき遊び

来場者へは、ポン菓子・綿菓子無料配布 多数の賑わい！

枕木・石蔵の石材を使っての花壇作り

近ごろのおとなは、さぼってばっか・・・
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枕木を使ってのウッドデッキ

地域住民の協力による花植え

地元の小学生による芝張り

ピザ窯の基礎づくり

レンガの積み上げ

アーチ部分のレンガ積み
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ピザ窯 火入れ式 おごそかに・・・

みんなで楽しく サツマイモの苗植え作業

大きなサツマイモがとれました！

おいしい焼きイモができました！

小さな子供たちの英語体験！

英語体験とピザ焼きをミックス
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ピザを食べた後に みんなでレクリエーション

現在では、対象をひろげ、学年別コース、大人の講座も開催

地元農家団体による朝市！

採れたて・新鮮野菜が並ぶ！

私のピアノ 直りますか・・・

わぁー よかった おじさんありがとう！
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〈数々の交流イベントの開催〉

〈地域住民の協力による手づくりの交流館整備〉

変わりつつある中心市街地

 連続立体交差事業の終了

 太田駅北口駅前広場の整備開始

 金山城跡へと通じる「御城道」の整備

 群馬大学工学部の新学科誘致 等

【これらをとらえて、どう活性化を図るか？】

これから、何が必要か・・・

 まちづくりは人づくり
→ まちなかに人の流れをつくる

交流館を流れの拠点に！

 まちなかは、人の住む場所
→ 地域住民・商店街・行政との連携

（コンパクトに生活できる環境づくり）

みんなの力で流れをつくる！
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司会  
今日は，今年度の公開講座の最後になり

ます。講師の八木所長には、足利工大の建

設法規の講義の中の河川法、あるいは環境

関連法担当の非常勤講師をお願いしており

ます。そのご縁もあって、今日は一度、「ま

ちづくりと川」ということでお話をお願い

いたしました。お話が面白いというのは私

が保証いたしますので、ひとつ楽しみに聞

いてください。では，よろしくお願いしま

す。  
 
１．河川整備事業と渡良瀬川河川事務所 

八木講師  
皆さん、こんばんは。渡良瀬川河川事務

所で、昨年の 4 月から所長をおります、八

木と申します。簗瀬先生のところとは、今、

ご紹介にあったように非常勤講師として，

何コマか持たせていただきまして、その縁

と、それから、うちの堤防管理に関わる検

討会の座長をやっていただいています。  
今回こういう場で話をして欲しいという

ことで、内容として一応、「まちづくり」と

いうのをテーマとして入れて欲しいという

ことなんですが、川の場合は、どちらかと

言うと、「町を守る」というイメージで私ら

は仕事していますので、まちづくりという

テーマと合うかどうかは微妙なところがあ

りますけれど、1 時間ということで説明を

させていただきたいと思います。 
１）国土交通省と渡良瀬川河川事務所  

まず、私の紹介ですが、国土交通省で仕

事をしております。今は、国交省と言うん

ですが、省庁再編成で、昔の建設省と運輸

省、それから北海道開発庁と国土庁が、一

緒になって国土交通省になりました。4 つ

の省庁が一緒になりましたんで、かなり政

府のなかでも大きい組織です。建設省は河

川、道路、港湾は旧運輸省になります。そ

れからダム事業とかインフラ整備を行って

いるところでございます。私は、昭和 55
年に入省しました。建設省の時代から仕事

として河川の担当をしています。 
旧建設省でございますけれど、どういう

組織になっているかって言いますと、本省、

これがよくテレビで出てくる「霞が関」と

いうところになります。その下に北海道と

か東北地方、それから北陸地方などに各地

方整備局が設けられています。関東では、

昔、大手町にあったんですが、地方分権と

いう形で今は「さいたま新都心」に移転し

て、さいたま新都心に局というのがござい

ます。私が働いているところが、ちょうど

この利根川水系の渡良瀬川河川事務所とい

うところです。その下に現場の工事や管理

をしている出張所というのがございます。 
こういう組織で仕事をしておりますが、

今、こうした出先機関をどうするかという

ことが、いろいろと国会で議論になってい

るところでございます。本省、局ございま

すけど、我々の仕事はどうしても現場、い

ろいろ省庁がございますけど、技術屋さん

が一番がんばっている省庁と言いますか、

技術屋がえらくなるのも、国土交通省の組

国土交通省渡良瀬川河川事務所所長 
八木 裕人 

－125－



 

織でございます。現場があってこそ国土交

通省というふうに考えています。 
２）利根川の東遷  

河川の話に入りますが、私はこの渡良瀬

川の管理させていただいていますけど、渡

良瀬川は利根川の支川になります。利根川

は日本で一番大きい「大河」というように

言われてますけど、それはこの白いところ

で囲まれた「流域」が日本で一番広い。日

本で一番広いだけで、世界に比べたら全然、

小さい河川なんです。もっと大きい流域を

もつ河川は、たくさん世界にありますけど、

日本ではとにかく一番です。この銚子から

ずっと大水上山まで行ってるのが利根川で

ございまして、その支川に渡良瀬川がある。 
江戸川は、利根川から分かれますが、こ

れは支川と言わないで、「派川」と言います。

こういうふうに合流するのを支川と言いま

して、鬼怒川とか小貝川も支川です。江戸

川だけは派川という形で官吏しています。

利根川が、なぜ日本一広い流域を持つ川に

なったかと言うと徳川家康の時代ですから

江戸時代のちょっと前、1594 年の「会の川」

の締切というところから始まります。だい

たい地形的に言うと、群馬、栃木のほうか

ら東京湾に、昔は江戸湾ですけど、流れて

いる。こちらのほうに関東平野が開けてい

まして、地形から言うと、自然な流路とい

うのが、ここの首都東京に向かうわけです。

江戸時代の最初に徳川家康がこちらにやっ

てきたときに、ここら辺の湿地帯みたいな

ところを、どうにかしようというところで、

徐々に、この利根川を最終的にはこちらに

ありますように、銚子のほうにつけ替えま

した。これを「利根川の東遷」と言います。 
目的はいろいろと言われてますけど、関

東平野の開発、それから、こちらの太平洋

を使って、ぐるっと回って、江戸のほうに

物資を運ぶより、銚子から利根川を渡って、

それから江戸川を使って、東京に運ぶとい

うほうのが、昔はとにかく船で物を運びま

すから、そちらのほうが早いし便利だとい

うことで、舟運路の確保ということがござ

います。それから、大きな雨が降ると、全

部東京のほうに、江戸のほうに行ってしま

いますから、そういう洪水の防御するため

にも、こういうところで、千葉県のほうに

持ってったんじゃないかというふうに言わ

れてます。これは、あとで歴史とか社会の

先生方が整理したという形で、徳川家康に

聞いたわけではありませんので、正直なと

ころ分かりません。  
それから、これは違うんじゃないかと思

いますけど、仙台の伊達家の江戸幕府をつ

ぶそうとするのに備えて、利根川を付け替

えたというふうに言われてるところがあり

ますが、これはちょっと面白く言ってるの

かなというところがございます。ですから、

東京のほうに向かう利根川の流れを東へ東

へとつけ替えて、茨城、群馬、栃木のほう

からの流れを利根川で受けようとしました。

もと、あったところは江戸川です。またあ

とで説明しますけど、このなかにたくさん

元荒川とか中川とか、いろいろ中小河川ご

ざいますけど、こういうところが派川とし

て、江戸川として残った。そういう形で利

根川を形成しました。ですから、流域が非

常に広いということがございます。  
３）渡良瀬川河川事務所の管轄と業務  

さっき組織の話をしましたけど、河川は

1 級河川、2 級河川とか法で定められてま

す。1 級、2 級っていうのは、河川の規模

で定められているわけではなくて、重要度

で 1 級とか 2 級とか決められていまして、

当然、首都圏を抱える利根川は 1 級河川と

いう形で位置付けられています。そして、
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直轄河川です。直轄というのは、国が管理

するということですけど、小貝川、鬼怒川、

渡良瀬川も国がそれぞれ管理します。利根

川はちょっと長いので、下流から国道 6 号

ぐらいまでの約 80 キロぐらいまでを利根

川下流河川事務所で、上流を利根川上流河

川事務所というところが管理しています。

うちは支川の渡良瀬川を管理しています。

ここに合流する前に、渡良瀬遊水地があり

ます。これもあとで説明します。ここは、

利根川上流河川事務所のほうで管理してい

る施設です。うちの事務所の仕事と言うか、

管理ですけど、先ほど言った、ここの渡良

瀬遊水地から上を管理しています。関東の

事務所のなかでは、珍しい事務所でござい

まして、河川の管理と、それから上流、み

どり市、桐生市、それから草木ダムより上

流の、足尾、今、日光市になりましたけど、

こういう地域の砂防も、うちの事務所で管

理してます。ですから関東では唯一、河川

と砂防の事業、工事をやってる事務所です。

あと支川があります。そういうところで仕

事をさせていただいています。  
４）渡良瀬川と足尾銅山  

上流のほうから少し渡良瀬川の説明をさ

せていただきます。古河市兵衛さんという

方が、江戸が終わって明治時代になると、

国の持っていた足尾銅山をもう 1 回、もう

銅が採れないだろうかと買い取りました。

足尾銅山にいろんな技術を導入して、開発

を進めて、銅の生産量が当時、世界一だっ

たらしいんですけど、それほど栄えた足尾

銅山です。このころ非常に銅の生産で賑わ

ったというところがございまして、これが

その写真でございます。あとで、また説明

しますが、田中正造さんという方が、足尾

銅山の鉱毒事件というのが有名な話ですけ

ど、当時は、足尾銅山に西洋の最新の技術

をどんどん投入して、銅を生産していった

という経緯がございます。まだ残っていま

すけど、日本で最初の道路鉄橋とも、この

足尾に行くと見られるというようなところ

です。  
上流のところは、うちの事務所で砂防事

業とか、やらしていただいていますけど、

足尾というところは、世界遺産にも登録し

ようという動きがあるぐらいの歴史がある

ところでございます。ただ、その反面、当

時、まだ環境というものに対して非常に弱

かったと言いますか、対応ができてなかっ

たということで、結果的に煙害とか、それ

から銅山を作るために木を伐採して禿山に

なったという結果は、今でも残っています。 
次に、これが草木ダムの湖面でございま

して、それから上流にいって久蔵川、松木

川、仁田元川という 3 川が合流して、こち

ら側から神子内川が入ってきてから、渡良

瀬川といいます。河川によくあるんですけ

ど、上流と下流で名前を変えたりする。渡

良瀬川も途中まで渡良瀬川で、あとちょっ

と地元の名前とかがついてます。それで、

ここの 3 川が合流するところが裸地でして、

ほとんど木がなくなったような状況になり

ました。ちょっと上が中禅寺湖で日光です。

環境や観光で非常に恵まれているとこなん

ですけど、足尾町が日光市になってしまい

ましたんで、日光は、観光と鉱毒事件でい

ろいろ歴史のあるところも日光市として抱

えるという、市になってございます。  
これは、ときどき使わしていただいてい

る写ですけど、足尾の砂防堰堤というさっ

きの 3 川合流のところに、当時としては日

本一の貯砂量を持つ砂防堰堤というのを設

置してございます。現地へ行くと、いろい

ろ説明できるような資料館とかもございま

すので、一度行かれると、いろいろと勉強

－127－



 

になると言うか、面白いのかなと思います。

当時だと白黒写真でしか残っていませんが、

とにかく、こういう禿げたところになりま

すと、雨が降ると、土砂がすぐに流出して

しまうというような状況でございます。  
４）カスリーン台風の被害と河川整備  

先ほど会長のほうからも話がありました

けど、最近、九州とか、去年は近畿のほう

で大きな雨が降りました。関東は、たまた

まかも知れませんけど、昭和 22 年のカス

リーン台風というのが戦後最大の洪水でご

ざいまして、その後大きな洪水はなく、カ

スリーン台風が図抜けて大きい洪水になっ

ていまして、それに匹敵するとか、それに

近いような雨は降っていません。ですから

昭和 22 年の、まだ戦後間もないときで、

堤防の管理もしっかりしていなくて、大き

な雨が降った。今でもカスリーン台風ぐら

いの雨が降ったら、今の堤防が、もつかど

うか、不安なところがあるぐらいの大きな

出水でしたので、当時は、堤防がいたると

ころで破堤した。足尾のほうやみどり市と

かもです。特に、上流のほうは単純に水が

あふれてくるだけではなくて、なかに土砂

を含んで、流れてきますから、浸水したと

ころについては家屋なんか、ひとたまりも

ないというような状況の被災がありました。

そういうことで、足尾のところでも、いろ

いろ整備を進めてきております。 
これが昭和 63 年ごろの写真でございま

して、ほとんど山肌が見えていて、木とか

草が全然ないというようなところに砂防堰

堤があります。それから山腹に植樹をする

という形で事業を進め、これが、平成 19
年の写真ですが、こういうふうに緑になっ

ています。ある先生から、グランドキャニ

オンのまま残しておいたほうが、日本では

珍しいという話もありましたけど、そうい

う訳にもいかないので、今後も植樹をして

行けば、緑の山肌になっていきます。  
これは、先輩方の功績ですが、山腹工っ

ていうのは、土砂を流れないようにする役

割として、ここに木が植えられるような階

段状のものを作る。それを施すんですが、

そこの植樹には NPO の方たちが来て、や

ってくれています。年間 1 万人ぐらいの方

が来て、ほとんどこちらから PR しなくて

も来ていただいて、植樹をしてくれていま

す。何て言うんですかね、我々にとって嬉

しいことですが、そういうことをやってい

ただいています。  
カスリーン台風の話をもう少し、させて

いただきます。ちょっと見づらくて申しわ

けないんですけど、これが関東地方で、こ

この斜線になっている部分が浸水したとこ

ろで、関東地方のいたるところの河川で氾

濫をしているというような状況です。注目

していただきたいのは、その当時、利根川

では死者が 1,100 人にも上りました。ここ

で、さっき言った、日本で一番大きい川で

ある利根川が破堤したっていうところが、

よく注目されていますけど、1,100 人のう

ち、亡くなられた方が一番多いのは渡良瀬

川流域です。その内訳として、足利市が 319
人、桐生市が 146 人ということで、渡良瀬

川流域で 700 人ちょっとの人が亡くなって

います。全体が 1,100 人ですから、利根川

の氾濫より、渡良瀬川のほうの氾濫で亡く

なった方のほうが多いということです。み

どり市とか上流氾濫すると、破堤したあと

の水の勢いが全然違うんですね。土砂が一

緒に流れてきますから、家屋もひとたまり

もなく、多くの方が亡くなられたというの

がカスリーン台風です。昭和 22 年以降、

大きな洪水は、来てません。治水事業を進

めたということもありますけど、それ以降、
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大きな洪水が、たまたま来なかったんだと

思います。そういう状況なので、大きな被

害が出てないということであります。  
ただし、昨年の近畿で降ったような雨と

か、それから今回の、九州で降ったような

雨が渡良瀬川流域に降れば、同じようなこ

とが起こる可能性は非常に高いと思ってい

ます。当時の写真、白黒ですけど、桐生市

とか両毛線のところとか、それから足利の

ところで、浸水の状況はこういう形で、写

真で残っています。これは、ほとんど浸水

して水が引いたあとだと思いますけど、ひ

どい状況だなあと思います。それから、ど

うしても利根川、本川のほうの氾濫も少し

説明させていただきたいんですが、これが

ちょうど渡良瀬川でございまして、これが

利根川の本川で、ここで合流しています。

ちょっと資料が古くて申しわけありません

けど、大利根町というところで堤防が切れ

ました。350 メートルぐらい破堤したとこ

ろでございまして。ここに行くと今、事業

仕分けの対象となった、スーパー堤防とい

う整備がされていまして、そこのところに

決壊の碑が残っています。これが 350 メー

トルなんですけど、だいたい破堤すると、

どれぐらいの幅になるかと言うと、だいた

い川幅の半分ぐらいになると言われていま

す。そんな難しい話じゃなくて、ここで 10
流れてたものが、こっちに半分ずつ流れる

んで、だいたい川幅の半分ぐらいというふ

うに言われていまして、ここの川幅もだい

たい 7、800 メートルぐらいありますから、

決壊幅が 350 メートルぐらいということに

なります。 
それから、こっち側が東京になります。

これが利根川でございまして、このさっき

言った堤防の 350 メートルぐらい破堤した

氾濫流が、ずっと東京のほうまで最後は行

ってしまいました。当時の栗橋町とか大利

根町が、浸水している写真です。これは写

真で見ていただければわかりますが、な川

が破堤すると、どんなことになか。ただ、

今、利根川の堤防は、渡良瀬川もそうです

けど、非常にでかいです。大抵 2 階建ての

家より高いぐらいのところに堤防の、一番

高い天端がありまして、流量的には相当、

流れるようになっています。ただし、逆の

言い方をすると、それだけため込んでいる

わけですから、それが切れると、当時より

もっと大きな被害が出るんではないかと言

えます。  
ですから、ほんとは掘込河道が一番いい

んですね。どんな断面作っても、それより

大きな雨が降れば、あふれてしまいますか

ら。ただ、あふれる場合は、あんまり怖く

ないです。風船じゃないんですけど、水を

ためて、そこが一気に切れてしまうとその

濁流が一気に流れてしまいますので、ここ

ら辺、すぐそばにあるところは全部押し流

されてしまうということでございます。昭

和 22 年のときの堤防と比べると、利根川

の堤防は、高さも倍以上になっていますし、

幅とかも非常に大きくなっています。安全

にはなっていますが、それより大きな雨が

来ると堤防が切れる可能性は、絶対ないと

は、絶対大丈夫だとは言えない、というと

ころがあります。  
これが昭和 22 年の氾濫実績で、大利根

町というとこで切れまして、これは 1 週間

ぐらいかかって、最後は東京のほうまで行

ってしまったという浸水、洪水氾濫実績図

です。この赤っぽいのが、水深でいきます

と 2 メートル以上というところでございま

して、1 日目でここまで行って、2 日目、3
日目、4 日目、5 日目というふうに変わる。

ここら辺が金町、そこに桜堤というところ
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があって、そこのところで、この濁流が止

まったんですね。その桜堤を守ろうという

がニュースに出てくるんですけど、最後に

そこが切れて、東京湾のほうまで行ってし

まったところです。今、堤防を作っていま

すけど、同じように再現計算という形で、

カスリーン台風の雨を降らして、今の河道

条件とかを与えて、どうなるかというふう

にシミュレーションしたのが、こっちの図

でございます。当然、川を流れる流量は多

くなっていますから、同じところで切れた

としても被害の範囲は広くなって、それか

ら水深の深くなるところが広がるというよ

うな形になっています。  
よく、何兆円の被害って出しますけど、

この額の出し方もなかなか難しいんです。

家、1 軒をいくらとか考えるか、畑とか田

んぼが浸水したら、どれぐらいのお金にな

るかと計算をやりますけど、当時とは、比

べものにならないほど、いろんな被害が出

ると思います。鉄道がやられたり、それか

ら下流のほう行けば、地下街もございます

から。それと昔は、変な言い方ですけど、

住民の方たちは、ある程度こういう浸水を

許容と言うか、受け入れるような、気持ち

があったと思うんですけど、今の方たちは、

ちょっとした浸水でも、もう言い方悪いで

すけど、許せないって言うか、対応できま

せんですから、精神的にも、こういうこと

が起こった場合には、非常に大変だと思い

ます。  
５）渡良瀬川の整備と足利市周辺の対策  

カスリーン台風が、昭和 22 年に起きた

後の治水対策を少し説明さしていただきま

すと、草木ダムというのが渡良瀬川の本川

に唯一あるダムで、昭和 52 年度に完成、

ややこしいんですが、51 年度にできあがっ

て、管理開始したのが 52 年ですから、52

年から運用しているということです。昨年

の 4 月から所長になっていますけど、昨年

は 6 月にほとんど雨が降らなくて、渇水が

起きました。この草木ダムから放流すると

いうことと、7 月にまとまった雨が降って

くれましたので、少し良くなりました。そ

れから今年は 5 月に、普通、出水期ってい

うのは 6 月からなので、5 月ぐらいまでは

ほとんど、そんなに雨が降らないというふ

うに言われているんですけど、ゴールデン

ウィークの終わりごろに、多く雨が降りま

した。それから台風 4 号が来てまとまった

雨が降っているんですけど、やっぱりこう

いうダムがあるということで、下流のほう

は今ところ、あれぐらいの雨では、全然、

問題ないという状況です。渡良瀬川を管理

している所長としては、この草木ダムがあ

ることで、非常に助かっているのが実感と

してあります。  
それから先ほどカスリーン台風で来て、

破堤と決壊がありますが、同じ言葉なんで

すけど、国交省は、今、決壊という言葉で

統一しようということで、整理しています。

足利に岩井山がありまして、こういうふう

な形で河道が流れる、どう考えても自然じ

ゃないですよね。そうすると大きな雨が降

ったときに、当然、まっすぐ水は流れよう

とします。そうするとここが破堤して、大

きな被害が出たというところで、現在はご

存じのように、岩井の分水路という形で、

こっちから大きな洪水が、来た場合には、

こっちに流れるような改修を行いました。

昨年の台風 15 号のときに、あれぐらいの

洪水になると、分水路のほうに少し流れて、

こちらとこちらで洪水を処理するというよ

うな形になります。  
これは平成 10 年のときの写真ですけど、

こういう形で下流のほうへ流れています。
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流れ方が、どうしてもスムーズじゃないで

すよね。  
こういうと怒られるかもしれませんが、

普通はこっちにスムーズに、まっすぐに流

れてますから、ここら辺が非常に厳しいん

じゃないかなと思います。だから、ここら

辺は、護岸工事をしたり、水制をして守っ

ていますけど、どう考えても、これはスム

ーズな河道の平面形じゃないと思っていま

す。ここは雨が降ったりするといつも、よ

く見守って管理しています。分水路を作り

ましたんで、当時よりは全然、流下能力的

にも安全になったかなと思います。  
６）地域防災への取り組み  

それから、水害に対する取り組みという

ことで、こういうこと言うと、これも怒ら

れるかも知れませんけど、昨年の東日本大

震災のときも、津波に対しても相当、がん

ばっていたんです。しかし、それ以上の大

きな地震があって、津波が来たということ

ですから、渡良瀬川についても、カスリー

ン台風とか、カスリーン台風を超えるよう

な雨が降れば、また堤防が切れるというよ

うなことが、起こらないとは言えないとい

うことなんです。ですから、ハードの整備、

工事のような整備することをハードって言

ってますが、そういう場合、やはり住んで

いる方たちが、逃げる。非難するというこ

とを、どこかで心構えとして持ってないと

いけない。全部、国や県とか地元自治体が

何かしてくれるというふうになると、非常

に厳しいのかなと思います。逃げ遅れたり

すると、最悪、家が流され、亡くなるとい

うようなこともある。 
それから今、桐生市のほうで、どうやっ

て逃げるとか、どういうふうにやったらい

いだろうということを釜石の奇蹟と言われ

た群大の片田先生や河川工学の清水先生と

一緒になって、取り組んでいます。それと、

やっぱり問題になるのは、今は、東京とか

は隣近所とのつながりが、ほとんどない、

こちらのほうが、そういうことはいいと思

いますけど。どういう方が隣に住んでいる

か分からないとか、1 人暮らしの老人の方

とか、そういう方たちを、どうすればいい

のかっていうことが、非常に大きな話にな

っています。ですから、自分たちだけでは

逃げられないとなると、自治会とかそうい

うので助け合っていかざるを得ないのかな

というふうに、いろいろ勉強しているとこ

ろでございます。  
それから、カスリーン台風で被害にあっ

たところと、それから 3.11 以降、天災って

いうのは来るんだなというふうに、みんな

が思っているところなんで、真剣にどうし

たらいいかっていうのを考えてくれていま

す。国のほうとしては、「今、こういう状況

です」という情報をまず、県とか自治体に

流して、その情報によって、「避難してくだ

さい」って言うのは首長さん、市長村長さ

んの役割になっていますから、そういうと

ころが、住民の方たちに周知するというや

り方を、きちんとするというのが大事なの

かなと思って進めています。とはいえ、い

ざというときに本当に動くかなと言うと、

難しいところがあると思い ます。  
それから、これはいろいろやっているこ

との 1 つですけど、桐生川の事例です。渡

良瀬川に流れ込む支川です。渡良瀬川は、

利根川から見ると 1 次支川で、桐生川は渡

良瀬川に流れ込むんで、利根川から見ると

2 次支川と言います。それで何をやったか

って言うと、ここに病院がございまして、

こちらに清流中学校がありまして、地震と

か、それから洪水になったときの避難場所

になってます。ただ、川のそばにあるとい
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うことで、堤防は周辺からすると、高くな

いますので、浸水したときとか、破堤して

水がたまったときに、高台ですから見えや

すいんですね。ところが、洪水や天災は、

いつ来るか分かりません、夜に来るときも

ある。堤防というのは、ほとんど街灯がつ

いてないので、ここに避難場所があり、橋

も両方向にありますので、ここから来たと

きに歩きやすいように商用電力ではなくて、

ソーラーパネルと、それから風力による自

家発電の照明もつけました。それが、この

赤いので、余った電気を周辺のこの青いと

この街灯に昨年度、つけました。最初は夜

そういうのがついてしまうと何か明るくて、

逆に嫌がられるものかなと思ったんですけ

ど、特に問題なく地元の方たちに受け入れ

ていただいてまして、夜でもちゃんと光る

んで、いざというとき、やっぱり歩きやす

くなるのかなと思っています。こういう明

かりがついてると防犯にも非常にいいとい

う話がございますので、今のとこ、よく受

け入れられています。 
ここの桐生川の広見橋の上流は、水辺の

楽校（がっこう）と言って、環境を整備し

て、小学校とか、幼稚園の生徒がここに、

来ていただけるような場所になってます。

そういうのをひっくるめて、桐生のネット

ワークの方たちと協力して、ここをいろい

ろ整備しています。今は、省電力とか自然

エネルギー活用は、もてはやされてるとこ

ろがありますが、それを少し先行的にやっ

たところでございます。  
それから、うちの事業では、下流の秋山

川の改修です。簗瀬先生からまちづくりと

いう話もありましたので、この話題を入れ

ました。これは、佐野市を流れてる川なん

で、上流のところで開発が進むと支川の秋

山川が、洪水のとき水位が高くなるという

ところがございます。これが直轄管理区間

です。これは国道 50 号です。普通、直轄

管理区間より、周辺のほうが開発されてる

んですけど、ここから上は栃木県の管理区

間ですが、こっちのほうに佐野の市街地が

あるんですね。こっちのほうの整備が遅れ

ているとは言いませんけど、今の川幅で行

きますと、こっちの市街地のほうを流れて

くる水を全部受け入れるのは難しいという

ことで、現状はこの青い線で囲まれたオー

ダーになっています。堤防を大きくするの

と、引き堤って言いますけど、堤防を引く

ことによって、より安全な流量を流せるよ

うな河道にするという工事を進めています。

こういうことを進めると、上流のほうの安

全度も良くなるので、それが、人口増加の

要因になるか、ちょっと難しいところもあ

りますが、安心感からすると、こういうと

ころに人も少しは入ってくるのかなという

ことです。町を守ることが、まちづくりに

も役立っていくのかなというふうに考えて

いるところでございます。  
それから最後ですが、利根川本川に合流

する前の渡良瀬遊水池というのがございま

す。渡良瀬遊水池と言っているのは、3 つ

の調節池、これが第 1 調整池、第 2 調節池、

第 3 調節池の 3 つの調節池を総称して渡良

瀬遊水池と言っています。7月 3日でした、

ラムサール条約に登録されたというのが、

ここでございます。私は、利根川上流河川

事務所の副所長でもいたことがございまし

て、そのころは環境団体と、いろいろと折

り合いが悪くて、やっぱり治水事業でやら

なきゃいけないという強い思いもありまし

た。こういうとこを掘ると言うと環境団体

の方たちは自然を守れという。今は、環境

も良くするし、治水もそれで良くなるとい

うふうな両者の意見が一致して、動いてい
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るところがございます。  
これはまちづくりと逆かも知れませんけ

ど、なぜこの調節池、平地ダムと言いまし

て、水をためて、下流のほうに水を補給す

るダムですが、ハート型とよく言われてい

ますけど、何でこういうふうになったかっ

て言うと、これは効率的な格好じゃないん

で、本来はこういうふうに作ろうとしてい

たんです。ところが、ここのところに谷中

村という、廃村になってしまったんですけ

ど、ここに谷中村の町役場があったんで、

それは残そうということで、そこの部分を

掘らないで、町役場の史跡を残したので、

こういうハート型になってます。全部で 33
平方キロメートルあるんですけど、ここで

渡良瀬川、思川、巴波川の洪水をこの 3 つ

の池でため、本川のほうに流さないという

ことで、治水計画は立てられています。昔、

谷中村があったということで谷中湖という

名前の池になっています。  
それから植生分布ということで、ヨシと

かオギがほとんど占めています。理由はち

ょっとよく分からないんですけど、湿地だ

ったところが、だんだん乾燥してきている

んですね。そうすると、こういうヨシとか

が、別の外来種に侵されてくるというふう

になっていますんで、ある程度掘らないと、

その湿地を維持できない。掘るということ

は、逆な言い方をすると、治水容量を増や

すことになりますから、さっき言いました、

環境と治水という両方が、掘ることによっ

て良くなるということで今、そういう形で

事業を進めることになってます。それから、

ラムサール条約にも登録されましたので、

この環境をきちんと守っていこうという形

にもなっていったと思います。  
2 年続けて中止になっているんですけど、

ヨシ焼きというのがあります。さっき、渡

良瀬遊水池に、ヨシとかオギが生えている

という話をしましたが、渡良瀬のヨシって

いうのは非常にいいヨシでございまして、

国産の非常に高級なすだれとかに使われて

いるところでございますが、いいヨシを。

育てようとすると、古いヨシを焼かないと

いけないんですね。これをヨシ焼きと言っ

て、3 月ごろにやるんですけど、渡良瀬の

1 つの風物詩だったんです。昨年は、地震

の影響で止めて、今年も 3 月、中止になっ

たというところです。環境団体の方たちと

か、植物の先生からすると、これを止めた

ことによって古い何年かのヨシがずっと残

っていて、新しい芽が生えてこないんじゃ

ないか、きれいないいヨシが生えてこない

んじゃないかっていうふうに心配されてい

ます。ヨシ焼きは、こういう形で全部やり

ますけど、植物は、そんなのも問題なく種

さえあれば、ぐんぐん出てくる。そういう

環境対策をやってないと、逆に古いヨシが

全部残っていると、日が当たらなくて、新

しい絶滅危惧種である草本類が出てこない

というふうに聞いてます。ですから、来年

できなかったら、どうなるかを少し調べて、

環境上、どうするかということが決まって

いくんじゃないかなと思います。これは、

利根川上流河川事務所のほうで検討するこ

とになっているところです。  
 
２．まちづくりと治水事業 

１）まちづくりと総合治水事業  
それから最後ですが、渡良瀬の話でいき

ますと、田中正造さを何で取り上げたかと

言うと、この方は 1913 年に亡くなってい

まして、来年がちょうど没後 100 年なんで

すね。そうすると、ラムサール条約のニュ

ースを単に載せるんじゃなくて、どうして

も田中正造さんと結びつけて、足尾の話が
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出てきてしまいます。足尾は渡良瀬川河川

事務所でやっていますし、渡良瀬遊水池は

利根川上流河川事務所でやっていますんで、

一番上と一番下のところで、どうしてもい

ろいろと、絡んできてしまうというところ

がございます。来年、そういうことで、い

ろいろと騒がしくなるのかなというふうに

考えています。私は、昭和 55 年に役所に

入ったんですけど、そのころは、もう本当

に至るところで洪水被害がありました。今

回、今まで経験したところを少し、まちづ

くりとどういうふうな関わりがあるかと考

えたときに、「総合治水」というのをやりま

したんで、それの話をちょっとさしていた

だきたいと思います。 
都市化と水害ということですが、総合治

水っていうのは単純に川だけを整備しても、

都市化が進んでしまうと、全部コンクリー

トとかアスファルトで整備されてしまうと

雨水が浸透しないで、一気に川のほうに流

れてくる。都市化というのが浸水に対して

非常に危ない。だけど都市化のほうのスピ

ードが速くて、川の整備が追いつかないと

いうところで総合治水っていう発想が出て

きたんです。  
特に、鶴見川は、総合治水発祥の地みた

いなところでございまして、平成 9 年の市

街化率は 84%です。ほとんど市街化されて

るというところです。当時、こういう言い

方しますけど、総合治水をやるときに、「都

市化は水害を招く」というのがキャッチフ

レーズになってます。ところが、都市局が

えらく怒るんですね。都市化することが悪

いことをしているようなイメージになると

いうんで、都市局と河川局が総合治水を、

どうするかというところで、もめたという

経緯がございます。ただ、都市化されるこ

とによって、やっぱり畑とか田んぼがなく

なることによって、そこで遊んでた水が一

気に、川のほうに流れてくるということは、

計算上も実際にもあるということで、こう

いう都市化が進むようなところで大きな雨

が降ると、今までそこで被害なく、たまっ

てた水が、どこかで 1 つ集まって、いろい

ろ内水の被害をもたらすということになり

ます。  
私は、江戸川河川事務所というとこに入

りました。中川・綾瀬川流域というところ

を担当していましたんで、その話をちょっ

とさせていただきますと、中川・綾瀬川流

域っていうのは、こちら側が江戸川になり

ます。これが利根川で、ちょっと図面が小

さくて申しわけないですけど、江戸川で、

大きな堤防に囲まれています。こちら側に

荒川がございまして、ここら辺が大宮台地

で、中川・綾瀬川流域はそういう両サイド

を高いのに囲まれた低平なところでござい

まして、さっき言った、昭和 22 年のカス

リーン台風で切れたのもここら辺で、それ

が一気に、この低いところを流れて、最後

はこっちの東京湾まで行ってしまったとい

うところでございます。そういうところで

河川事業と言うか、治水対策をどうするか

と言うと、堤防を広げたって、だめなんで

すね。流れませんから。もうほとんどがレ

ベルなところですんで、こういう細かい用

水路みたいな川がたくさんあるんですね。 
ですから江戸時代、こういう用水路とか

が氾濫して、徳川家康さんじゃないですけ

ど、新田開発とか、そういうのに向かなか

ったということで、利根川の東遷事業とい

うのに結びついていったんじゃないかなと、

やっぱ思います。どうするかって言うと、

もうポンプ場なんです。とにかくここら辺

の水は、全部集めて江戸川に吐くというと

ころで、中川・綾瀬川流域の河川事業のほ
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うの対策としては、ポンプ場を作るんです。 
一番最初に作ったのは、この三郷排水機

場と言って、200 トンのポンプで江戸川の

ほうに吐かれます。200 トンと言うと、毎

秒 200 トンです。その 200 トンという量は、

小学校のプールが 7メートル×25メートル

×1.2 メートル、だいたい深さですけど、

あれ 1 杯です。あれがだいたい 200 トンで

す。あれが毎秒吐かれるということで、200
トンってすごい量でございまして、これが

作ったとき、確か、東洋最大のポンプ場だ

ったんです。これを作って、あとでまた出

てきますが、綾瀬川は、私が入ったときに

直轄で一番汚い河川だったんです。入った

とき連れて行かれたときに、もう魚は死ん

でるわ、においはすごいわで、環境も悪い

し、それから流下能力がほとんどなくて、

しょっちゅう浸水してたとこです。そこの

ところに綾瀬川放水路というのを作って、

中川に入って、今度、中川からこの三郷放

水路があって排水機場で江戸川にポンプで

吐いていくという治水事業をやってます。

下流のほうには綾瀬排水機場で荒川に吐く

ポンプを作ってます。あと、上流のほうに

は、これは国道 16 号が走っているとこで

すけど、首都圏外郭放水路っていうところ

で、これも 200 トンのポンプがついていま

す。これは地下放水路です。地下 50 メー

トルぐらいの深いところに、シールドで掘

った放水路でございまして、それを立て坑

というところから中川とか、こういう倉松

川とか古利根川の水を落とし込んで、ここ

でポンプアップして江戸川に吐くと、そう

いう放水路と排水機場がついています。  
ですから、こういう低平地な中川とか、

そういうところについては、もう放水路と、

それから排水機場で治水対策を行った。三

郷放水路ができて、浸水がやっぱり、なく

なるんですね。ポンプは、こう言うと、ち

ょっと怒られますけど、当時の大蔵省、今

の財務省ですけど、非常に受けがいいんで

す。一番分かりやすいんです。これだけあ

った水がポーンと、このポンプ使うことに

よって、なくなりますから。そうすると被

害がなくなるというような、非常に説明し

やすい治水施設でございます。何かあると

すぐ、ポンプをつけてくれというふうなこ

とが多くて、ただ、管理するのは結構、大

変なんです。というのは、動かなくなった

ら今度は、人災になってしまいますので。

機場の維持管理については、非常に気を遣

っているところがございます。  
これが首都圏外郭放水路のイメージ図で

す。洪水で水位が上がってくると倉松川と

か中川とかの支川を 18 号水路、こういう

立て坑を作って、ここに落ちて、50 メート

ル下のところの、このシールドで作った放

水路のなかを流れます。ここでポンプアッ

プして。ですから、ある程度の水位になら

ないとためっぱなしになります。そうする

と、地下でためとくと、今度、2 段吐きで、

こっちにもポンプがありますので、出せる

んです。三郷のとこには下流に金町浄水場

がございますから、汚い水は流せないんで、

そこら辺うまくやらないと、取水のほうに

影響が出るというところで、洪水のときに、

だいたい処分するというとこになります。 
それからこれが、行かれた方があるか分

かりませんけど、調圧水槽です。ここのと

ころがポンプ吐きするときに水をため込む

ところですが、調圧水槽と言ってます。こ

れは、地下と言うほどでもないんですけど、

地下にあって、こういう形で見学できるよ

うな形になっています。出水期にはできま

せんが、出水期以外のときには、こういう

ふうな形で、見学しに来る人が結構います。
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パルテノン神殿とか、ときどき言われてま

す。そういう形で、よくテレビで使われた

り、仮面ライダーとか、ウルトラマンとか、

そういう撮影にも使われるところが、ここ

の首都圏外郭放水路の調圧水槽と言います。 
２）まちづくりと治水事業の事例 

それから、さっき言った、綾瀬川です。

最初に入ったときに、非常に汚いところで

ございまして、激甚災害対策特別緊急事業

という被害が出るとすぐやる事業を作って、

整備を進めようという、綾瀬川です。  
こういう松並木があったんです。これは

でき上がったあとなんで、今はこういう形

できれいですけど、当時、綾瀬川放水路を

作ろうとしたときに地元と、都市化されて

くると公共事業が入るとすぐ反対運動が起

こりまして、ここの松並木も、これもあと

で譲歩するんですけど、綾瀬川を拡幅して

掘削しようとするとこういう松並木を切ら

なきゃいけなくなる。地元から大きな反対

がでまして、なかなか改修できないという

ところに、三郷排水機場が昭和 53 年にで

きていたんですけど、綾瀬川放水路はでき

てませんでしたので、雨が降ったときに、

すぐ浸水被害が出ました。  
そこで、今回の九州とか、昨年の近畿と

かもそうですけど、5 年間で、その洪水に

対して安全なような対策を行うというのは

激特事業なんです。ここも当然、激特事業

でやろうとすると当然、この綾瀬川を改修

しなきゃいけない。そうすると、この松並

木を切らなきゃいけないということで反対

が出たんですけど、途中、54 年に激特事業

に採択されて、2 年後の 56 年に反対運動が

出てきたんですけど、56 年度にまた 54 年

に負けないぐらいの大きな雨が来まして、

また浸水した。そうすると他のところは結

構、整備したんですけど、ここは松並木を

残せと反対されてましたんで、そこから当

然あふれちゃったんですね。他んところは

整備していたから良くなっていたんですけ

ど、ここはあふれて、また被害が出る。そ

うすると反対派の人たちも、なかなか反対

しづらくなったということなんでしょうけ

ど、折り合いをつけて、松並木もある程度

は残そうということで、治水事業と環境を

調整ができる範囲でうまく調整をして、松

並木も残して、綾瀬川の改修も行ったとい

うところです。  
今回の簗瀬先生から言われたテーマで言

うと、まちづくりというところと、河川の

場合は道路とか鉄道と違って、それを作る

ことによって人を呼び込むんではなくて、

昔から地域、どうしても水は生きていくた

めに必要なんで、それと一緒になって、川

が作られていくと言うか、住む人とか地域

のための形が、そこの地域の顔となって、

川の改修に表れてくるのかなという感じが

します。  
だから利根川東遷事業みたいな、ダイナ

ミックなまちづくりではなくて、こういう

個別の、地域に合ったような河川の改修と

いうのが大事なのかなというふうに思って

ます。  
それから、資料がちょっとぼけています

けど、先ほど言った中川・綾瀬川流域のと

ころに越谷市があります。これはも、まち

づくりの 1 つでいいのかなと思っています

けど、レイクタウンというのがあります。

さっきの三郷市とか越谷、草加、それから

八潮というところは、中川流域で人口も多

く、東京に近いということで、都市化で、

人がどんどん増えていくなかで、河川の整

備が追いつかない。総合治水とか埼玉県の

条例のなかで、開発するときには、その分

の開発に応じた池を作るという条例ができ
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てます。ですから、これだけレイクタウン

という大規模開発するときには、その開発

に伴って、開発することによって出てくる

流出量プラス、確か中川は、昭和 33 年と

36 年だったんですけど、湛水実績を上乗せ

した量を、池として作らなきゃいけないこ

とになっています。  
レイクタウンを作るときには、ここのと

ころに池を作ったんです。併せて開発を進

めたという形になっています。こっちのほ

うがきれいだと思いますけど、これが全体

のレイクタウンですね。そのなかで、これ

は、大相模調節池と言うんですけど、中川

があって、開発に伴う流出分の水をためる

のと、それからダムと同じように、洪水の

水をここで一時ため込む施設、両方の役割

を持ってます。  
それと、レイクタウンのなかで、普段は

水面があって非常に環境的にいいところな

んで、それを活用するというところで、駅

から下りてレイクタウンのなかに入ってい

くと、こういう形で大きな池がありまして。

確かここから水を入れて、ここから吐くと

いうことで、周辺の川の水を洪水のときは

取り込んでためて、周辺の河川の水位が低

くなったときに吐くというような治水施設

と言うか、洪水施設になっています。通常

はレイクタウンのなかの 1 つの公園、水上

公園と言いますか。そういう形で整備され

ているところです。これはまちづくりと併

せて、治水施設も作ったというところで、

やっぱり一緒に整備したというような形に

なっているのかなというふうに思います。 
これがだいたい 1,000 平方キロメートル

ぐらいありますね。総合治水というのをや

り出して、低地地域というのは、総合治水

をやる前から既に、市街地化されてるとこ

ろです。保水地域というのは、少し高くな

っていて、水をためるようなところ。遊水

地域というのが田んぼとかになっていて、

水を遊ばせておけるところということで、

3 地域区分を作って、そのなかで、たとえ

ば、遊水地域を低地地域で開発しようとす

ると、先ほどのレイクタウンみたいに池を

作って、流域全体で治水対策を行うという

のが総合治水対策ということで、当時、川

だけの整備じゃなくて面的な治水対策を行

うということで、非常に画期的な、河川が

初めて外に出ていったという事業という形

になっています。  
だから大抵、今回、いろいろ被害があっ

たようなところでも、こういう形で、単純

に川だけじゃなくて地域、昔は住み分けさ

れていて、被害が起こるようなところには

人は住まないというふうになっていたんで

すけど、今はそういうことも言ってられな

いんで、地域と一体となって川づくりをす

るというところが結局、まちづくりみたい

になっていくのかなというふうに思ってい

ます。なかなか具体的に説明しづらいとこ

ろがありますけど、だいたい資料は以上で、

説明は以上でございます。  
 
３．水害の危険性と中橋の改修 

司会 

どうもありがとうございました。時間は、

どんぴしゃりでした。本当に、貴重なお話、

ありがとうございました。いつもまちづく

りということで、講師として、いろんな地

域の活動をされている方をお招きしている

んですが、今日は少し大きなスケールでお

話を伺いました。とりあえず、いろんな質

問させていただきたいと思いますけど、副

会長は、カスリーン台風のときは、ご記憶

はありますか。  
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副会長 

あの当時は、東京に住んでたんです。昭

和 22 年ですから、まだ、ほんの子供です

から、記憶にないですねえ。けれども、台

風が来たっていうのも、あの頃は、何だか

年中、毎年のように来てて、こちらのほう

で、そんな大水害に遭ったというような、

子供だったですから、あまり記憶にないで

すねえ。  
A 氏 

私は、足利生まれの足利育ちですから、

その被害は知ってます。東武駅の南のほう

に住んでたんですけど、その切通しの手前

に実家があるんですよ。そこも浸水しまし

た。水に全部、浸かりましたからね。屋根

の上で叫んでる人がいたり、ものすごい経

験をしております。  
司会 

やっぱり、いかに河川が大切かっていう

のは、そういう被害が出てみないと分かん

ないんですね。そこがすごく問題だと思い

ます。だから、何も被害がないことが当た

り前になってて、その当たり前のことに慣

れてしまうんですね。そこのところを、ど

ういうふうに理解してもらうか、そこが公

共事業の難しさですね。  
しょっちゅう被害があったら困るけど、

じゃあ被害がないようになったら、今度は

要らないか、みたいに、いきなりそういう

ふうになってしまう。特に，河川事業って、

そういうところの理解が難しいですね。  
八木講師 

やっぱり再度災害防止っていう形のほう

のが、予算がつくんですね。予防と言うと、

まだ、被害を受けてるところが優先される

から、予防というほうに、お金がなかなか

回らないというようなところがあるんです。

特に最近は、異常気象ってよく言われます

けど、そういう大きな被害が頻発に出てま

すので、予防と被災対応の問題の優先度は

難しいとこだと思いますね。  
司会 

まちづくりっていうのは何でもありなん

で、僕の研究テーマでもあるんですが、肝

心な点は、どうやったら地元の方に、そう

いう施設の重要さというのを分かってもら

えるか、ということなんですね。維持管理

も含めて、です。  
先ほど綾瀬川の松並木も結局、環境保護

を大切する方も、2 回も水に浸からないと、

やっぱり妥協できないものなのかという気

がしました。その辺、どうなんでしょう、

会場の皆さん方、役所で仕事されている方、

どんな感じがしますか。環境と治水も含め

て、開発みたいなものの収まりどころって

言うんですか。  
B 氏 

そうですね。渡良瀬川って言うとね、も

う昔から、もう誰が見ても、親しむ場所で

あって、シンボル的なところがあるんです

けれども、今、九州のほうで大雨なんか降

っても、なかなか想像しきれないところが、

現実的に受け入れられないんだなあってい

う感じがあるんです。どういった、それを

啓発するやり方があるんでしょう。  
司会 

先ほどの所長さんの話ですけど、今回九

州で降った量が、渡良瀬川の流域で降った

ら、ちょっと危ないですか。  
八木講師 

カスリーン台風より大きな洪水となって

流れてくるから、厳しいと思いますね。  
司会 

だから、九州で起きたことが、よその話

なんじゃなくて、やっぱり自分たちの、こ

の流域の可能性として、あれだけ雨が降ら
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れたら、極めて、危ないんだよってことを

どうやったらもう少し、理解してもらえる

かっていうことが。だから、流域みたいな

概念が入ってこないと、なかなか工学的に

説明できないんですけど。どうしたらもっ

と地元の方に、その辺り、分かってもらえ

るかですね。起きてからじゃ遅いんですよ

ね。  
C 氏 

でも、起きないと分かんない。たとえば、

足工大のすぐそばに、松田川が流れている。

あそこも実は、土砂が崩れるわけですよ。

家が崩れちゃうのね。あんな水が、チョロ

チョロってしか流れないような川が、実は

水が土手に上がっちゃうと、家がなくなっ

ちゃうのね。それと昔だけど、台風の後，

あの川の区域は橋がなくなっているんです

よ。行ってみたら橋がない。そういう、実

際に見てみないと分からないこと、いっぱ

いあるんですね。カスリーン台風は残念な

がら 1 歳だったんで全然、覚えてない。あ

とから被害を見たんだとね、何にも感じな

いんですよ。被害があったあとから見たん

では。現場にいないと、なかなか。でも、

現場行くっていうのは難しいよね。  
八木講師 

大抵ですね、普段見てると、非常に環境

がいいとこなんすけど、大雨が降ると渡良

瀬川、利根川で見たんですけど、茶色い濁

流が、もう堤防いっぱに流れてると、迫力

って言うか、怖くなるんですよね。そうい

うときって大抵、雨が降ってたり、なかな

か見に行かないですよね。皆さん。  
C 氏 

私は子供んときから、ずうっと見に行っ

てたんですよ。大好きだった。  
八木講師  

やっぱり雨、降ってると、危ないとか、

そういうのもあるんで。  
C 氏  

例の、中橋が 2 メートル以上おっきいん

ですよ、堤防よりか。これも、カスリーン

台風んときも、オーバーフローしたわけじ

ゃなくて、土手に穴開いたんですよね。だ

から、オーバーフローするっていうのは滅

多にないところでしょうからね。 
八木講師 

そうですねえ。破堤の原因って、いくつ

かあるんですけど。やっぱり漏水でやられ

る場合ですね。これは普通、樋管とか、何

か土のなかに異物が入ってると、そこが「水

みち」になって破堤するという場合と、あ

と急流河川だと侵食されるんですね。護岸

を作っていますけど、そこが破れてると、

どんどん侵食されて切れる。オーバーフロ

ーっていうのは、なかなか起こさないです

ね。その前に、だいたいやられてしまうと

いう。  
C 氏 

いや、先ほど見ました、渡良瀬川の岩井

山にぶつかって、こういうふうに曲がる。

あそこは風景のいいとこなんすよ。ものす

ごく風光明媚なとこでね。あすこから写真

を撮ると、ものすごくきれいな写真が撮れ

る。だけど、きれいなところって大抵、危

険なんだよね。普通、足利の普通の人だと、

あそこ行かないんだよね。ものすごくきれ

いなとこです。  
D 氏 

月星ソースを買いに行って、迷っていき

ました。違うほうに行ってしまって、出ら

れなくなった．いいところだった。ほんと

に、「あんな形で、よく流れているよな」て

いう感じ。何か、あの辺り一帯、もう少し

整備の仕方を考えてもいいかも知れない。

プランとして。  
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E 氏  

本日はありがとうございます。先ほど、

簗瀬先生のほうから、やっぱり危険って言

うか、「何か事故が起きてからじゃないと」

っていう話があったんです、逆に、先ほど

中橋の話は、みんな「危ない、危ない」っ

て言ってるのに、一向に変わらないってい

うのは、どういう訳なんでしょうか。逆に

1 回、外に水が流れ出せば、やらざるを得

ないのか。みんなが、「だめだ、危ない、危

ない」っていってるのに、直しようがない

のか。そこがちょっと疑問なんですけど。 
八木講師 

中橋は、治水上、あそこが切り込んでる

のは明らかなんで、河川のところで改修し

なきゃいけない優先順位としては、非常に

高いんですね。あそこの問題は、橋桁を上

げることによって、道路として使われてま

すから、そうすると道路は下りてかなきゃ

いけないんですけど、道路法上の規定の勾

配で設計をやると、特に、左岸側、市街地

のほうですけど、両毛線のところの取り合

いが処理できないんですよ。両毛線の手前

では、高く上げることによって、両毛線の

手前で下ろせない。そうすると道路は両毛

線を越えてってしまう。そうすると、今ま

で両毛線と渡良瀬川の堤防に囲まれたとこ

ろは、中橋を中心に、町として形成されて

いたのが、違う形になってしまいます。そ

うすると今、足利市や県の安足土木のほう

と調整しているのは、単純に橋を上げて、

堤防を作ればいいっていうんではなくて、

あそこの橋を上げることによる、まちづく

りをどうしたらいいかという問題になる。 
そこで、地元の方たちと調整しないとい

けない、その道路が 1 本あるか、ないかと

いうことで、全く生活環境が変わってしま

うんです。そこのところの理解がきちんと

されないと、あそこは単純に橋を上げれば

いいという場所じゃないところが、非常に

難しい問題です。  
一方、じゃあ、洪水が来たとき、どうす

んだっていう問題もありまして、あそこで

今年、足利市さんのほうも水防を組んで、

土のう積みとかやってますし、うちのほう

も、あそこが何か起きる前に、ちゃんとブ

ロックを積んで、被害を最小限にするとい

う準備もしてるんです。しかし、やっぱり

根本的には橋桁を上げなきゃいけないと思

ってるんですけど、線路とか、道路の取り

合いとか、まちづくりをどうするかってい

うのを考えてやってかないと、改修をすん

なりできないという難しさがあります。  
E 氏 

ありがとうございます。でも結局、危な

いんは、危ないんですね。  
八木講師 

おっしゃるとおりです。  
C 氏 

さっき、先生が言ったように、何か起き

てからじゃなくちゃ動かないっていう部分

に、なっちゃうのかも知んないですけど。

誰が見ても危ないのに、まちづくりが進ま

ないっていうのは、やっぱりそれは問題の

ような気がするんですけども。  
司会 

せっかくだから、ちょっとご紹介しとき

ます。一昨年でしたっけね、学生がデザイ

ン実習で中橋の辺のところをどういうふう

に上げるかという課題に挑戦しましたが、

今おっしゃるように、どうしても道路の勾

配が取れないんですね。そこで、ある学生

チームが堤防を動かしちゃったんですね。

堤防を南に持ってったんだね。堤防を南に

持ってくことによって、道路が摺り付くん

ですよ。だから、それもアイデアとしては、
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あり、かなあってと思いました。 
要するに、河川の断面積さえ変えなけれ

ば、多少、堤防を南に持って行って、道路

のクリアランスを取るっていう発想なんで

すよ。たぶん学生だから、何も考えずに、

道路の勾配を取るために、「じゃあ、堤防を

動かしちゃえ」っていう発想をしたと思う

んですね。ひょっとしたら、それもアイデ

アとしては、あるのかも知れないと、その

プランを見て思ったんですけど。河川法上、

絶対不可能ではないとように思うんですが。 
八木講師 

河川法上、位置付けられているのは 2 つ

しかなくて、法線という、堤防の位置をど

こに作るかっていうのが、計画上は位置付

けられている。もう 1 つは先ほど言った、

ハイウォーターと言って、堤防の高さを決

める水位、それをハイウォーターって言っ

てるんです。基準となるのは、この 2 つし

かないですね。ですから今、堤防を動かす

っていうのは、その法線を動かすというこ

とになるので、これは非常に、難しいです

よね。  
事務所だけでは決められない、もしそれ

を 1 回やってしまうと、「何でもできるじ

ゃないか」となると用地買収しようとする

ときに整理がつかなくなる。それは事業の

進め方に影響するっていうところがある。

ただ、あれを改修するのと、どっちがいい？

とか言われれば、非常に答えづらい話には

なるかと思います。  
司会 

プランとしてだけならは、なかなか面白

いですね。 
F 氏 

そうです、あのときは，何メーターか、

ずらして、単純に、勾配を何とかしよう、

だけで、やっちゃいましたから。 

司会 

何メーターか法線ずらすことによって、

苦しい道路勾配を摺り付けちゃったんです

ね。そうは言っても、今は右岸の方は、堤

防の嵩上げに関係ないわけですね、川の南

のほうですから。北側の人たちのために、

その用地買収に応じるかどうかったといっ

たら、たぶん、違う話になってしまう。現

実性はそっちの面であまりないかも知れな

いけれど、ただ、学生の発想って、すごい

と思う。  
八木講師 

これ、秋山川ですけど。地元入るときに

は両方を引かないと、やっぱり地元が納得

しない。こっち側は、ここのところの堤防

で腹付けして、そっちに全部しわ寄せする

というのは、地元に入ったときに、さすが

にもたない、理解していただけないってい

うのは、やっぱりあるんですね。 
B 氏 

昭和 45 年に確か中橋の嵩上げ計画があ

って、そこで決定してるわけなんですよ。

なおかつ、そのために両岸にあったお店等

が、朝倉のほうに移ったんですね。で、そ

れでもう既に、昭和 45 年ぐらいだったか

ら、42 年経ってるんですよ。それで未だに、

全く実現しない話をしてるわけですよね。

イライラとしたね。最初のころ分からない

んですけれども、皆さんが生まれたころで

しょう。  
司会 

それぐらい息の長い仕事だと思います。

できるもんだったらとっくに、できてます

よね？それが 40 年っていう歳月なんでし

ょうね。ただ、そろそろ、ほんとに今回の

九州、去年の近畿を見てても、真剣に考え

なきゃいけないような気象状況になってき

たのかなっていう気はします。  
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ここで議論したことが、そのまま実現す

るってもんでもないし、今おっしゃったよ

うに、すごく難しい問題なんですけど。我々

が、そんなに安全な状況で日々、生きてる

わけではないんだっていうのは、今回の九

州の橋の流出の映像を見たときにも、思い

ました。  
 
４．道路の整備と河川の整備、そして、足

利のまちづくりへ 

B 氏 

越谷のレイクタウンって、もとからレイ

クがあったのかと思ったんだけど、あれは

作ったんですか。  
八木講師 

作ったんです。  
B 氏 

越谷辺りにはね、沼なんかはあるかも知

れないですけど、ちゃんとしたものが、な

かったはずだったんだけど。そしたら、あ

そこ確か 148,000 平米ぐらいの池になって

んですね、レイクタウンって。だから、む

ちゃくちゃに広いでしょ。」  
司会 

あそこの開発面積は、200 ヘクタール以

上あるはずです。  
B 氏 

おそらく失敗だと思うんだ。使い道がな

い。だけど、こんな、ものすごいでかいと

ころで、行きにくいんだよね、まず。三郷

から行く、あとは武蔵野線から行くってい

うわけだけど、何しろ交通の便が良くない

です。  
八木講師 

でも今、あそこは新しい越谷レイクタウ

ン駅ができて、人はすごく行ってますよね。

武蔵野線で新駅を作りましたから、土日の

アウトレットモールとしてすごいですね。 

B 氏 

中橋もそうなんですよね。一番困る人は

誰。そこの人が、「いいよ、気にしないよ」

って言うんなら、もう、やんなくてもいい

よ、ぐらいの、つもりでいないとね。その

ぐらいじゃないと、他の人は本気にならん

と思うんですね。たとえば、さっき外環放

水路の話でしたっけ？放水路は 16 号でし

たっけ？  
八木講師  

はい。外環のところは綾瀬川放水路。  
B 氏 

外環っていうのは、グルッと東京を巡っ

ているんだけども、埼玉が一番早かったん

ですよね。それが、なぜできたかって言う

と、下に放水路ができるから、道路は作る。

要するに水で困っている。越谷もたぶん、

水で困ってるから。水の処理については、

わりと理解がされやすいんじゃないすか。 
八木講師 

そうですね。今、言われたの、この中川

放水路っていうオープンの水路で、2 条な

ってまして、その真んなかのところにピア

を立てて、外郭環状道路、外環って言って

るんですけど、それが通っているんです。

ちょうど私が役所入ったときに、道路って

やっぱり都市計画決定しなきゃいけない施

設なんで、都市計画決定をしようとしたん

ですけど地元の反対があって、進まないと

きに、河川と一緒にやることになった。河

川というのは、河川法で本来作れて、都市

計画法で事業を進めなくてもいいんですけ

ど、綾瀬川放水路は、都市計画決定をして

ます、河川施設としては ,珍しいとことなん

です。  
B 氏 

そうですね、ほとんどやってないもんね。 
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八木講師  
道路の外環と併せてやるという、同じ建

設省なんで。  
B 氏 

道路屋さんが河川に乗っかっちゃったん

だ。というのは、やっぱり地元は、水に対

しては非常に危機意識を持ってるから、放

水路を作るまでに、それじゃあ、道路作っ

てもいいよって、こういう恰好で、外環が、

あそこだけ先にできちゃった。だから要す

るに、ほんとに困るのはどこ？っていうと

こから、解いていかないと。なかなかね、

道は開けないんだよね。この中橋だって、

ほんとに困るのはやっぱり住んでる人なん

ですもんね。だけど、そういう声があまり

出ないでしょ？  
八木講師 

それを、困るよって外から言っても、な

かなか。  
F 氏 

やっぱり、今先生がおっしゃった地域の

人たちは、非常に不安を持って、毎日生活

しているんですよ。九州で水害を起した雨

が、こっちへ降らないっていう保証は、も

う絶対ない。明日降るかも知れないという

ふうに思ってるんですよね。だから何とか、

やっぱりしなきゃならないと全員が思って、

そのためには、いくらか自分のマイナスも

仕方がないだろうと、みんな認識している

んですよね。  
だけども、それをやるのはやっぱり市な

んですよね、まず。で、市にその覚悟がな

い。それで市にないっていうのは、トップ

にないっていうことです。トップがほんと

にやる気になれば、職員だってその気にな

る。そして、一番大変なところへ、とっか

かりに行けば、必ず今は開けると思うんで

すよ。だけども、なぜか知らないけども、

全然、私どものから見てると、行ったとい

う話も聞いてない。やる気になれば今、で

きますよ。 
B 氏 

地元の人は、もう少し盛り上がりが、で

きないもんすかね。  
F 氏 

盛り上がるほどの、もう力がなくなって

いる、完全に。それこそ、平均年齢が 65
歳以上になってるんじゃないですか？この

近辺に住んでる人たち。  
B 氏 

あそこ切れたら、あの周辺だけじゃない

ですね。被害は、相当、広い範囲ですよね。 
F 氏 

はい、それもう分かってるんです。だか

ら、何とかしなきゃ、でも、あそこに住ん

でる人って、非常に少なくなってきたんで

すね。私どもも、この旧 50 号から北側に

は、まだまだ住んでますけれども、これも

高齢者ばっかりですから。何とかしなきゃ

非常に危険だけども自分が、がんにならな

いと信じて生きてるようなもんで。足利に

は降らないと信じて生きようよと。もしそ

うなったら仕方がないねと思ってる、そう

いう、あきらめの境地なんですよね。  
B 氏 

だいぶ前、10 何年前に、当時ハザードマ

ップだいぶ作りましたよね。足利でも作っ

て、一応公表したんですよね。嫌がってた

けど、市は。  
F 氏 

住民は、仕方がないと思ってるんですね。 
B 氏 

反響がないんですよね。  
F 氏 

反響がないっていうのは、むしろ旗を立

てて、反対ということもないんですから。
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説明にいけば絶対、大丈夫ですよ。そうい

う経験を持ってますん。だけど、ただ、そ

の熱意とやる気。  
D 氏 

むしろ旗を立てるパワーも、なくなった

ってことかなあ・・・ 
B 氏 

まず川は国でしょ。で、道路が県庁。で、

まちづくりは市です。で、あと JR 絡むで

しょ。ものすごく管理区域が複雑に絡まっ

てるし、昔あそこ区画整理やってるんだよ

ね、一時ね。それで、土地動かしたりもし

てますね。だから、よほどのエネルギーが

ないと、睨み合っちゃう。  
F 氏 

うっかりできないと。待ち構えてるよう

な部分も、あるんですよね。  
B 氏 

橋自身が、昭和 12 年に作られたもので

すから、そろそろ耐用年数の問題も入って

きて、トラス橋としては非常にきれいなん

だけど、きれいなだけじゃ安全は確保でき

ないということが、あるのかも知れません。

あそこの塗装だけやり直したもんね。する

と、きれいになっちゃうと、何となく大丈

夫だと思っちゃうなんてことないけど。あ

れ、いざとなったら防ぎようは、ないんで

しょ？今、現状では。 
八木講師 

今年、市のほうでやった、土のうを積む

とか、うちのほうでブロックは用意します

から、そういうの置いて、溢れる水を少な

くする。  
B 氏 

だけど、それで抑えきれるという保証は、

ほとんど・・・  
八木講師 

そこは時間との勝負で、渡良瀬みたいに

洪水が、シャープって言うんですけど、早

く流れる、出てくるところは、ほんとに間

に合うかどうかと言うと、非常に厳しいで

すね。  
B 氏 

我々も、そう言いながら 10 何年、経っ

ちゃったんだけどね。 
F 氏 

自ら陳情して、市のほうにお願いします

って言ってくほどのパワーは、もうないと

いうことですよね。だから、やるよって言

えば、まあ、仕方がないような顔をしなが

ら、良かったと思うんじゃないですか。  
A 氏 

でもね、中橋、ずうっと問題なってたん

ですよ。「アーチ式のね、足利らしさのを壊

しちゃ困る」っていう、絶対反対が多かっ

たんですよ。そして、前のときだったんで

すけど、こっちの人は「壊したくない」っ

ていうけど、こういう交差だったんですけ

ど、ある先生も協力したりして、残したん

ですよ、ほんとのこと言って。  
だから、そのあと、その補強工事って言

うかな。一生懸命やられていましたよね。

長い時間かかってね。だから、ある程度は

橋を維持できる管理に仕上げたんだろうと

思いますよね。私は、中橋を毎日のように

渡ってます。  
雨がこの辺で降っても、奥ではもっと降

ってるから、あそこへ来て初めて分かるん

ですよ。「ああ、すごい、川が満水」ってい

うのをね、いつもそれ、体験してます。  
こないだ、田中橋を渡ったら、事務所の

職員の方が何人か出てて、川の防災をやっ

てましたけど。ホッとしますね。ご苦労様

って言いました。  
質問なんですけど、事務所の裏の河川工

事をしましたね。あれはどんな意味が。  
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八木講師 

あれは、事務所の上の反対側が、水衝部

って言って、水当たりになってる部分があ

るんですね。田中橋の上かな？そこのとこ

ろを手当しています。足利っていうのは渡

良瀬の基準点になってますので、そこの水

位施設とか、流量を測ったりする施設を一

時、田中橋のほうに持っていかなきゃいけ

ないので、上流を工事するために、とりあ

えず仮設で作って、水が当たってるところ

を手当てしないといけないので、そのため

の準備の工事です。  
A 氏 

広く埋め立てましたよね。じゃ、全然、

花火（大会）には関係ない。  
八木講師 

花火大会には関係ないです。花火のほう

は、堤防の除草とか、そういうところを少

し、地域と一体となってやってくのかなあ

とは思ってますけど。 
A 氏 

私は男女共同参画推進員で、河川事務所

の調査に立候補したんですよ。そして、前

の前の所長さんかな？全部男性だったんで

すけど、私が応募して初めて女性の委員が

できたんですよ。  
八木講師 

それ愛護モニターですかね？  
A 氏 

河川モニター、ええ、そうです。 
八木講師 

はい。今年も入れ替えがあって、半分ぐ

らい女性の方でしたね。  
A 氏 

ええ。私がスタートを切ってから、認め

られて、女性もできるんだっていうふうに。

私は毎月、報告書を、ばっちり報告しまし

た。  

八木講師 

ありがとうございます。  
A 氏 

報告書は 1 枚でいいって言うんだけど、

だんだん、だんだん、やってるうちに気付

いてくることが多いんですよ。もう 2 枚、

3 枚、最後は 10 枚以上ですよ、報告書。で

も、これ以上、こんなに出しちゃ申しわけ

ないなと思いながら、報告してました。や

ってるうちに、どんどん見えてきて、気付

いてくるんですよ。また、自分で面白くな

りますね。 
渡良瀬川は大好きです。正直言って、怖

いときもあるけどね。あるとき産学連携で、

私たちのグループ研究で渡良瀬下りやった

んですよ。桐生の合流点から、ずうっとで

すね。川面の、生活っていうのは路上者に

は、まったく経験のないことが発見できま

すね。もうほんとにびっくりしました。鳥

たちとか、そこに放牧されている動物です

か。ああいうのが全部寄ってきますね。人

間、恋しいんだか何だか。河川を渡ってる

と、ずうっと追いついてる鳥もいるし、要

するに仲間になろうっていう、その愛着心

を持たれたような感じ受けましたよ。だか

ら最後に、船あがるときに丘へ出たんです

けど、牛たちが何と、円形を作って歓迎し

てまして。すごいよ、あの表情。びっくり

しました。で、発見が多かったですね。や

っぱり水面を、ずうっと下ってるうちに。 
八木講師 

川ってなかなか、川のなかから見ること

って、あんまないんですよね。  
A 氏 

ええ、やっぱり長い時間、苦労して。堰

を追い越したり、苦労しながら渡ったんで

すけど。その体験は、このうえない発見を

しました。前の吉田学長は見てたかなあ、
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ねえ。あと今の学長さんですか、牛山さん。

牛山さんも、聞いていました、発表。ほん

とに大発見が多かったです。私は大好きで

す。怖いときもあるけれど。  
司会 

今、重要なことを、おっしゃられました

ね。やっぱり川から町を見る機会っていう

の、意外にないし、それから、もっと川を

知ってもらうっていうことは、やっぱり原

点ですね。そのあとで、今の怖さと言うか、

この平和というのは、実は、それほど盤石

な基盤の上にあるものではないということ

を、認識するという、そういう積み重ねが

要るのかなあっていう感じしますね。  
ちょうど時間も参りましたし、中橋の微

妙な問題も議論できました。今まで町の活

性化ということで、ソフトウェアの話が中

心で来ましたけど、最後にそういうソフト

の話の上には、ハードウェアの安全に立っ

たうえで、始めて活性化もあるんだという

ようなことを、議論できて、とても最後の

締めらしい形になったと思います。  
ちょうど 5 回の公開講座、本日最後とい

うことですので、どうでしょう。最後にや

っぱり副会長、恒例ですので、締めの言葉

を一言いただいて、終わりにしたいと思い

ます。  
北川副会長 

本日は、大変貴重なお話を伺いました。

ありがとうございました。足利市の真んな

かに流れている渡良瀬川に関して、川のそ

ばに長年住んでいながら、川のことは、ほ

とんど知らなかったっていうことを今日、

痛感させられました。また、その恐ろしさ

というものも、また改めて実感いたしまし

た。漠然と、危ない、怖いと思っているだ

けだったんですけども、今日のお話を伺っ

て、また私どもも近所の住民たちにも機会

があるごとに、「そういう危険があるんだ

よ」ということを話していきたいと思いま

す。  
ひとつまた、よろしく、我々の一安全を

守っていただければと、心からお願いいた

します。ありがとうございました。  
八木講師 

ありがとうございました。  
司会  

どうもありがとうございました。この公

開講座も 4 年目、そして，本日が今年度の

最後ですが、実に、感動的な終了となりま

した。それから、ほんとにお暑いなか、ど

うも八木先生、ありがとうございました。 
八木講師 

はい、ありがとうございました。 
司会 

どうも、ご協力ありがとうございました。

今年度の足利工大と VAN－NOOGA の共

催による、「地域活性化社会システム論」、

これで終わりにしたいと思います。ほんと、

どうもありがとうございました。 
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

川とまちづくり

平成24年７月

渡良瀬川河川事務所

水辺にやすらぎ 心にゆとり

国土交通省とは

2

国土交通省の組織（旧建設省）

国土交通省（本省）

地方整備局（局）

事 務 所

出 張 所
3

利
根
川

鬼

怒

川

小

貝

川

大
水
上
山

埼玉県

東京都

茨城県

群馬県

栃木

千葉県

水 源 地 大水上山（標高１８３４ｍ）

幹線流路延長 322㎞（全国２位）（全国１位信濃川367km）

流 域 面 積 16,840km2（全国１位）（全国２位石狩川14,330km2)

流域内人口 約1,264万人（平成13年3月現在）

皇
海
山

4

渡良瀬川は利根川の支川

利根川の東遷

・関東平野の開発
・舟運路の確保
・洪水防御
【・敵（伊達家等）に

備えた大外堀】

人工的な付替により日本一の
流域面積の河川となる

現在の利根川

利根川水系古代（約１，０００年前）想定図

赤堀川開削（1621～1654）

会の川締切（1594）

新川通開削
（1621）

江戸川開削（1695～1641）

5

昔は東京湾に流れていた渡良瀬川

渡良瀬川河川事務所の管轄

河川管理延長 76.9km
本川（藤岡町東武日光線～高津戸）
及び支川

砂防区域 504.7km2

■渡良瀬川基本方針 計画高水流量図

510

足利

2,900

高津戸

3,100

600

220

430

藤岡

3,400
遊
水
地

桐生川 旗川 秋山川

矢場川

渡良瀬川

単位：m3/s

3,500 4,000 4,500

700 900 500

400

渡良瀬川河川事務所
管理延長

本川 42.5km
秋山川 2.2km
矢場川 12.5km
多々良川 0.8km
旗川 2.2km
桐生川 9.6km
蓮台寺川 0.6km
草木ダム 6.5km

計 76.9km

栃木市

加須市

6

栃木県・群馬県にまたがる

（＋埼玉県・茨城県４県にまたがる）

流域面積 ： １，２１８㎢ （２，６２１㎢ )

幹川流路延長 ： ９４．１㎞ （１０７．６km）

流域市町村 ： ８市 ３町 （１３市９町）

流域内人口 ： 約４９万人 （１２６万人）

（ ）書きは流域全体

■流域の概要（渡良瀬川河川事務所管内）

6
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足尾精錬所と町並み

日本最初の道路鉄橋（古河橋）
明治23年設置

7

足尾銅山の賑わい

明
治
23
年
洪
水

8

足尾銅山の精銅

渡良瀬川上流煙害状況図
（昭和31年煙害状況調査）

裸 地：立木なし
激害地：多数の木が枯れる
中害地：小枝などが枯れる
微害地：葉にのみ被害

9

煙害による荒廃状況

S12 内務省東京土木出張所 足尾砂防工場を設置
井戸沢口砂防堰堤、横場山腹工、仁田元砂防堰堤に着手

S25 足尾砂防堰堤に着手

S29 日本一の貯砂量500万m3の砂防堰堤完成

仁田元砂防堰堤（S25完成） 横場山腹工（S22完成）井戸沢口砂防堰堤（S15完成）

上神梅砂防堰堤（S27完成）

湧丸砂防堰堤（S25完成）
周辺整備がなされた現在の足尾砂防堰堤

日光市などは、
足尾銅山の世界
遺産登録を目指
している。

渡良瀬川直轄砂防事業の沿革

10

渡良瀬川直轄砂防事業の沿革

不通となった足尾線の復旧作業状況（みどり市）

倒壊した家屋（みどり市）

土石流によって破壊された早房橋
（桐生市） 11

上流砂防区域の土石流等による被災（昭和２２年洪水）

昭和１５年
荒廃状況

植生の回復によって、山腹の風化・侵食を軽減。

平成１９年

緑豊かな山にするための
大畑沢緑の砂防ゾーンと山腹工事
（日光市）

昭和６３年
流路工の施工状況

平成１０年
山腹工促進

12

荒廃地における山腹工・植樹工の実施
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カスリーン台風による被害（浸水区域図）

出典：「利根川百年史」 『昭和22年９月洪水報告書』(内務省)に掲載されている『第一七図昭和二十二年九月洪水 浸水区域図』を基にしている。13

カスリーン台風による被害（渡良瀬川）

■渡良瀬川における死者・行方不明者数（人）

●河川災害史調査（S57)
●足利市消防資料
●桐生市史

カ
ス
リ
ー

ン
台
風
に
よ
る

被
害
の
実
態

利根川水系

1100人

渡良瀬川流域
７０９人

その他流域
３９１人

（うち足利市319人）
（桐生市146人）

人的被害の多い渡良瀬川

所箇19

家屋流出 家屋半壊家屋全壊 床上浸水 床下浸水

３７２戸 ２５７戸３２８戸 11,976戸 5,773戸

14

カスリーン台風による被害（渡良瀬川）

流出した桐生川両毛線鉄橋 氾濫流が流下した桐生市昭和通り

命綱を頼りに避難する人々（足利市通り２丁目） 浸水した市内を歩く人々（足利市通り２丁目） 15

カスリーン台風による被害（利根川の氾濫）

高規格堤防整備範囲

埼玉県東村（大利根町）利根川右岸堤防決壊

１９４７年（昭和２２年）９月２２日の様子
※破堤６日後

高規格堤防整備範囲

16

カスリーン台風による被害（利根川の決壊）
埼玉県栗橋町・大利根町（JR宇都宮線）浸水状況

利根川

栗橋町の浸水状況

埼玉県東村（現：大利根町）の決壊口

大利根町

栗橋町

利根川

氾濫流

栗橋町の決壊口

７17

カスリーン台風による被害（利根川の氾濫被害）

昭和２２年洪水（カスリーン台風）
氾濫実績と現況氾濫計算

９18
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総貯水量 60,500,000m3

有効貯水量 50,500,000m3

治水 20,000,000m3（7/1～9/30）

利水 30,500,000m3

堆砂容量 10,000,000m3

管理開始：昭和５２年４月
重力式コンクリートダム
目的：洪水調節

流水の正常な機能の維持
かんがい・水道用水･工業用水・発電

ダムの高さ １４０ｍ

ダムの長さ（堤頂長） ４０５ｍ

流域面積 ２５４km2（湛水面積 １．７km2 )

草木湖

渡良瀬川

（東京ドーム約４９基分）

※東京ドーム１基は約124万m3

19

草木ダム

岩井分水路について

岩井の河道が狭く上流側で破堤した

平成２０年８月現在の航空写真

岩井分水路

岩井山
渡良瀬川

×

昭和２２年当時の航空写真

越水180m
越水破堤150m

分水路を開削し安全性の向上を図った

平常時の利用状況

洪水時の状況 （平成10年9月台風5号）

岩井分水路： 湾曲狭窄部である岩井地区の問題を解決するため計画され、昭和４２年完成

20

■取り組みの目的

渡良瀬川流域は昭和22年カスリーン台風により洪水はん濫や土砂災害
により大きな被害が生じた。
近年は幸いにして大きな被害が生じていないが、カスリーン台風の教訓
が風化する中、近年各地で大きな洪水被害等が生じており、ハード整備
とともに地域一帯となった避難計画等のソフト対策が重要
そこで、桐生地区をモデルに住民、関係行政、関係団体等と連携した地
域防災力向上の取り組みを実践している

足利市内の浸水被害や両毛線桐生川橋梁の流失（昭和22年カスリーン台風）

■桐生地区での取り組みの概要

桐生地区においては平成21年より「桐生地区水害に強いまちづくり研
究会」を設置し、関係者と連携し、住民避難、情報発信、防災まちづく
り等の各課題について検討を実施中

桐生地区水害に強いまちづくり研究会

同 幹事会

住民避難のあ
り方検討部会
（菱地区）

住民避難のあ
り方検討部会
（境野地区）

情報発信・管
理検討部会

流域対応型防
災まちづくり検
討部会

■取り組み状況（菱地区の例）

防災ワークショップによる地域の課題の把握 地域防災力向上のためのツールの作成・運用等を通じた地域防災力の向上

防災ワークショップの様子

防災まち歩きの様子
わが家の防災マップ書き方講習会の様子

菱町は洪水はん濫による浸水と
土砂災害に対する警戒が必要で、
自宅やその周辺にどんな災害リ
スクがあるのかを防災ワーク
ショップを通じて把握。
避難場所への避難経路の確認や
逃げ遅れてしまった場合の一時
避難場所「水害避難協力の家」
の設定等を図った。

防災ワークショップの成果のひ
とつとして、各家庭の避難計画
を書き込んで使用するわが家の
防災マップを配布。
書き込み方法を学ぶ書き方講習
会に参加を促し、多くの世帯に
講習を通じて地域のリスクや避
難計画について考える機会とし
た。

わが家の防災マップ（A3両面：図は表面）

21

渡良瀬川流域水害に対する取り組みについて

21

清流中学校
避難施設（市）

広見橋
水位観測所

電灯（堤防天端）

電灯（堤防天端）

病院

電力問題により夏季の電力供給低下が懸念さ
れており、省電力化・防災対策の強化が急務
東日本大震災時は長時間の停電が発生。電力
供給停止時も観測施設の電力確保が必要

発電機付
LED照明

LED照明

広見橋観測所
CCTVの非常用
電源に接続非常電源確保

桐生地区では地域住民・関係機関等と連携し
た地域防災力向上の取り組みをH21より実践
桐生川沿川で避難施設に指定されている清流
中学校沿いに自然エネルギーによるLED電灯
を整備し、非常時の避難誘導や日常の利便性
向上に寄与する

取り組みの概要 整備内容（H23完）

整備内容：
・自然エネルギー発電LED電灯 4基
・LED電灯 8基
・CCTVカメラ非常用電源増強

日常、近隣の住民の散歩や小
中学生の通学に利用されてお
り、夕方から照明が点灯する
ことで利便性がより高まり憩
いの場となっている。
商用電力を使用していないた
め非常時も点灯することで安
全な避難路として活用できる

効果

太陽光と風力発電機能を備え
た電灯1基に通常のLED電灯2基
を既設の光ファイバ用管路を
活用し連結してコスト縮減
CCTVカメラ非常用電源を増強
し、かつ、発電機付き電灯を
連結し非常時の電源供給に寄
与

防災ワークショップ 水辺の楽校活用

22

省電力・自然エネルギー活用による地域防災力の強化

平成１４年７月 秋山川（伊保内橋水位観測所）
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計画高水位５．７０ｍ

警戒水位３．９０ｍ

指定水位３．６０ｍ

H.W.L（計画高水位）
まで約４０㎝

計画高水位
5.70m

秋山川の改修について

最大流下量（流観値）

約２１５m3/s

平成１９年９月 台風９号 秋山川（出水・漏水状況）

伊保内橋

伊保内橋

伊保内新橋

23

秋山川NO.7付近横断面

←

渡
良
瀬
川

大
古
屋
橋

伊
保
内
橋

伊
保
内
新
橋

１７７m3/s

１７５m3/s

直轄管理区間栃木県管理区間

秋山川 →

NO.7

秋山川の改修（直轄管理区間）

24
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渡良瀬遊水地の概要
渡良瀬遊水地は、茨城県古河市の北西に位置し、茨
城県、栃木県、群馬県、埼玉県の4県の県境にまた
がる 面積33km2、治水容量17,680万m3の遊水地で、

効率的な洪水調節を行うための調節池工事が昭和
37年度より開始され、現在は第1調節池、第2調節池、
第3調節池の3つの調節池に分割されています。

谷中湖の概要
谷中湖は、洪水調節・水道用水の安定供給等を目的
に第1調節池内に建設された貯水池の通称です。
その規模は、面積約4.5km2、総貯水容量2,640万m3

で、平成2年度よりダムとしての利用を開始しました。
また、周辺を含めた広大な空間は、スポーツやレクリ
エーションの場として親しまれており、現在までに約
百万人の人々が訪れています。

25

渡良瀬遊水地の概要

ヨシ群落 ３５．４％

オギ群落 １５．４％

樹林 ４．８％

スゲ群落 ０．４％

開水路・マコモ１２．５％

利用地 ２２．５％

平成１０年時点

26

渡良瀬遊水地の植生分布

渡良瀬遊水地の「ヨシ焼き」は、昭和30年頃からヨシズの原材料となる良質な
ヨシを育てるための病害虫の駆除を目的に始められ、近年では春先の野火防止、
また貴重な湿地環境の保全等の効果も加わり、毎年３月下旬にヨシズを生産して
いる「渡良瀬遊水地利用組合連合会」により行われています。
＊「ヨシ焼き」を行う面積は、遊水地の約半分となる1500ha

27

渡良瀬遊水地のヨシ焼きの目的

「ヨシ焼き」による湿地環境の保全効果
・立ち枯れのヨシを焼くことにより春植物の芽生える機会を作ります
・飛散してきたヤナギの種や若い芽をヨシ焼きにより焼き樹林化を防ぎます

ヨシ焼き後の芽吹き

サクラソウ（絶滅危惧Ⅱ類） トネハナヤスリ（絶滅危惧ⅠＢ類）

ヨシ焼き後

28

渡良瀬遊水地のヨシ焼きの効果

 天保12年(1841)11月

下野国阿蘇郡小中村生まれ

 明治13年(1880)

栃木県会議員（補欠選挙）

 明治23年(1890)

第１回総選挙で衆議院議員に当選

 明治24年(1891)

足尾銅山鉱毒を国会で質問

 明治34年(1901)

衆議院議員辞職・天皇に直訴状

 明治37年(1904)

谷中村問題に専念

 大正2年(1913)9月

足利郡吾妻町羽田で逝去

29

田中正造

都市化と水害

30
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総合治水対策について

・著しい市街化の進展は、流域のもつ保水・遊水機能を大きく減少させた。
雨水の流出流下時間が短縮し、洪水流出量が増大するで、河川の治水安全度が低下し、低地に広がる既存市街地で
浸水被害の危険性を招くこととなった。
また、浸水実績のある低地での都市化の進行は、人口・資産の集積を著しく進行させ、浸水被害に対する潜在的危険
性を増大させた。

・このような急激な市街化による当時の浸水被害及びそのおそれの増大の状況からすると、河道等の整備の加速化と流
域全体での取り組み（総合治水対策）の導入が必要であった。

中川・綾瀬側流域の三地域区分図 31

中川・綾瀬川流域の治水対策

32

首都圏外郭放水路について

33

河川改修と綾瀬川の松並木

34

治水対策とまちづくり

35

越谷レイクタウン

36
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編集後記 
 
 
 平成 24 年度公開講座「地域活性化社会システム論」の講演録が刊行できることになりま

した。足利工業大学と足利まちづくりセンターVAN-NOOGA の協働による地域の活性化に

向けた活動の成果と自負しております。 
 
 平成 21 年度の開講から 4 年目を迎え、述べ 20 回に及ぶ講演録をお届けできることにな

りました。本学の蟹江副学長の講演を嚆矢として、当初は行政や研究者の方々に講師をお

願いすることも多かった本講座ですが、徐々に地域でまちづくりに取り組む方々のお話を

いただく機会が増えてきました。地元足利市を始め、佐野市、鹿沼市と広がり、本年度は、

栃木市の映画祭のお話をいただき、県境を越えて桐生市、伊勢崎市、太田市からまちづく

りの第一線でご活躍いただいている方々の楽しい、そして、元気の出るお話を伺うことが

できました。 
 
 シャッター通りに象徴される地方都市の衰退は留まるところを知りません。日本を見渡

しても高齢化の進展が未来に進む足枷となっています。しかし、嘆いていても始まりませ

ん。今年度の公開講座にご参加いただいた方々のまちづくりの現場での笑いと嘆きと怒り

と、そして、喜びこそが、未来への推進力だと思います。さらに、渡瀬川の治水を守る行

政の立場から、インフラの維持管理とまちづくりとの連携の重要さを改めて教えていただ

きました。 
 
 2011 年 3 月 11 日以降、日本は変わったと思います。インフラの大切さ、コミュニテイ

活動の重要性に多く国民が気づき、参加を始めているように感じます。一過性のできごと

もあるでしょうが、地域に根差した活動が深く、静かに進んでいることを本公開講座の中

でも感じることができました。「継続は力なり」この言葉は、地域活性化のためにこそある

ように思います。我々も足利、両毛地域、いや北関東の活性化に向けて、できることから、

やって行きます。そして、それが日本の明日に繋がることを信じています。 
 
本公開講座を開設するにあたり、ご協力をいただいた内閣官房地域活性化推進室、栃木

県、足利市の皆さん、また、裏方を勤めていただいた足利工業大学の総合研究センター、

VAN-NOOGA 事務局の皆さん、そして、機材運搬、設置に協力してくれた研究室のスタッ

フ、学生諸君にお礼を申し上げます。 
 

 末尾ながら、講演録の編集にあたり、テープ起こし原稿の校正には注意したつもりです

が、不備な点もあるかと存じます。お気づきの点があれば、下記までご連絡いただければ



幸甚です。また、折角、ご提供いただいた貴重な資料の全部を掲載することができず、編

者の判断で割愛させていただいことを申し添えます。どうか、御寛恕いただきたいと存じ

ます。                               （簗瀬範彦） 
 
                  〒326-8558 足利市大前町 268-1 

足利工業大学工学部都市環境工学科 
地域・都市計画研究室 
 
TEL 0284-22-5684 
FAX 0284-64-1061 
Email:yanase.norihiko@v90.ashitech.ac.jp 
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